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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　………………。

　餌えさを。

　餌を寄よ越こしてくださいませ。

「る───、ら────」

　歌いながら、踊おどりながら、少女のように少年のように微び笑しようした紅ぐ蓮れんの天使は中空を飛行する。炎ほのおを流して固めたような金きん髪ぱつがしゃわしゃわと伸のび広がっている。

　深夜──一寸先もおぼつかない不安になるような闇やみ。天使は悠ゆう々ゆうと炎の翼つばさをはためかせ、火の粉このごとき無数の羽根を夜空に散らしながら飛ひ翔しようしている。

　餌を。

「る───」

　父の肉で腹を満たし、母の血潮で喉のどを潤うるおし、天地を喰くらい同朋ともを貪むさぼり、大海を飲み干し山脈を嚙かみくだき、全すべてを咀そ嚼しやくしてみたもののまだ腹は満たされぬ。

　餌を寄越してくださいませ。

　そこは暗くら闇やみ。奇き々き怪かい々かいなる怪物どもが蠢うごめく世界──虚界アンダカ。

　炎の天使は虚界アンダカと呼ばれるその暗闇を一条の流星として貫つらぬいていた。

　奇き跡せきか悪夢かこの世に生まれ。

　一いつ瞬しゆん──穏おだやかな両親の顔を見たような見ないような。

　気がつけばもうこのとおり、炎そのものの彼女は──世界を喰らい始めていた。超ちよう高熱の炎で構成されたその肉体は出会うもの全てを灼やき殺し、森だろうが川だろうが区別せずに破は壊かいした。破壊して吸収した。そうなのだろう──と天使は思う。

　自分は、そういう生き物なのだ。

　誰だれかを抱だきしめることもできない、炎の怪物──。

「らら───」

　天使の歌声に微かすかながら寂さびしげな色が混ざったが、すぐにその儚はかない感情も全身から溢あふれる炎にかき消される。

「餌を寄越してくださいませ」

　そうしてまた本能に忠実に、空腹を満たすため世界を飛びまわる。

　それが延々とつづく。

　延々と。

　………………。
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「──受験番号７７番、名前は空すかい井い伊い依よりです」

　暑い──と、古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校怪かい造ぞう学がく教師にして新規入学生選せん抜ばつ試験担当官、灰色の髪かみと端たん麗れいな顔つきが自じ慢まんの蟻あり馬ま磁じ獄ごくは過労じゃないかと思われるほど働いているストーブの勇ゆう姿しを睨にらみつけた。

　暑い。ひたすらに暑い。室内の人間を暑さで殺そうとしている何者かの陰いん謀ぼうを感じる。だらだらと冗じよう談だんのように汗あせは流れ、新調したばかりの真新しいスーツも全ぜん滅めつの様よう相そうを呈ていしていた。

　嘆たん息そくする。もはやぐっしょりと濡ぬれそぼり汗を吸収しないハンカチを額ひたいに当て、蟻馬はこの過か剰じようなまでの暖だん房ぼうを実行させている張本人を恨うらみがましく盗ぬすみ見た。

　現在、この新規入学生選抜試験会場である教室には合計で四人の人物がいる。受験生が一人で、残りは全すべて試験官である。そのうちの一人──この今にも火がつきそうなほど熱せられた室内で唯ゆい一いつ、涼すずしげな顔をした女性である。

　氷こおり色いろの瞳ひとみ──白しろ金がね色の髪。そして乳白色の肌はだ。それら透とう明めいな部品で構成された氷細工のような外見が見目に麗うるわしい。髪は凍こおりついたかのような硬かたさを保って肩かたまで伸び、頭には暖かそうなこれも柔やわらかさのない帽ぼう子しをかぶっている。

　異常なのは、彼女がまるで汗をかいていないこと──そしてこの暑さではまだ足りないというふうに厚着をしていることである。試験の礼れい儀ぎなど無視した徹てつ底てい的な防寒着。ゆったりとした動きにくそうな衣い装しようを重ね着し、肘ひじまで届く派手な手て袋ぶくろまで嵌はめている。

　彼女の名前は宇う宙つ木き氷ひ蜜みつ。

　三大怪造学校の一つにして頂点と謳うたわれる古頃怪造高等学校の校長にして、日本に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア──怪造学を志す人間にとってその名前はあまりにも有名で、彼女に教えを請こいたいからこそ受験するという受験生も決して少なくはない。

「蟻馬くん──」

　しかしそんな彼女にももちろん欠点というものが存在する。

「──寒いわ。ストーブの設定温度を上げてくれないかな？」

「…………」

　それは性格とこの極きよく端たんな〝寒がり体質〟だと蟻馬は思っている。

　宇宙木はどうも常人とは異なる感覚器官を持っているようで、すでに真夏日よりも室温が高いこの部屋においてもなお、このようにとんでもない発言をなさったりする。

「…………」

　蟻馬は聞こえなかったことにするという消極的な抵てい抗こうを試みてみた。

　真しん剣けんな話、これ以上に室温が上がればそのうち自分は脱だつ水すい症しよう状じようを起こすかなにかして死ぬ。これは命に関かかわる問題なので、たとえ宇宙木の命令だろうが断固として拒きよ否ひしなければならない。

　宇宙木氷蜜は冷然と微び笑しようした。

「そう、無視なのね」

　にやり、と彼女の口元が邪じや悪あくに歪ゆがむ。

「蟻馬くん、知ってるかな？　この部屋のどこかにとても性格の悪い女がいてね、彼女は自分の要求が無視されるととたんに厳しい制裁にのりだすんだって。だからね──私にだったらべつにいいけれど、彼女の命令だけは無視せずにせめて相あい槌づちくらいは打っておくのが賢けん明めいだと忠告しておくわ。君もちくちく針でつつかれるような嫌いやがらせを好むほどおかしな趣しゆ味みはしていないと思うし？」

　その性格の悪い女は憎にくたらしいほどの笑えみでそんなことを口にした。

　蟻馬は悲ひ愴そうな顔になる。

「校長──勘かん弁べんしてくださいよ。だから校長が試験を担当するのには反対だったんです。校長は人間じゃないから寒いと感じるかもしれませんがね、摂せつ氏し５５度というのは普ふ通つうの人間にとって暑すぎる室温なんですよ」

「おやまぁ──君もほとほと嫌味な男ね。でも嫌味な男は嫌きらいじゃないわよ」

　愉たのしそうに笑っている。

「ただねぇ、勘かん違ちがいしているかもしれないけれど、私もただの可愛かわいい人間よ。心と身体からだに氷点下の地じ獄ごくを宿らせているだけの──ごく普通の、人間の乙女おとめのつもり」

　校長は茶化すようにウインクする。

「まぁいいわ。妥だ協きようしてあげる。私は心優やさしい校長を目指しているからね。今年の目標は『むかつくやつがいてもまずは殺さないで殴なぐってみる』にしてみたことだし。健気けなげでしょ？」

「…………」

　とりあえず異星の人間のことは無視しておこう。

　さっさと試験を終わらせて家に帰るのだ。死にたくないし。

　幸いにして、怪造学科という学科を受験しようとする生徒は少ない。受験生が少ないのだから試験も早く終わるはずだった。二十一世紀の日本、歯止めのきかない不ふ況きようは何度か回復もしかけたようだが、依い然ぜん低てい迷めいしていて、まだまだ不景気のスパイラルから抜ぬけられない。そんななか、怪造学という専せん攻こうしてもまるで意味のないむしろ芸術学校で画家でも目指したほうがはるかに頭がいいという感じの学問を学びたがるやつなどろくなものではない。怪造学では食っていけないのだ。

　虚界アンダカの怪造学──。

　数多あまたの魑ち魅み魍もう魎りようがうごめく得体の知れない異世界、虚界アンダカ。

　その虚界アンダカに棲すむ怪かい物ぶつたちは怪モ造ン生ス物ターと呼ばれ、それらをこちらの世界に召しよう喚かんすることを〝怪造〟という。そして怪造を行うことを公おおやけに認められた研究員は〝怪モン造ステ学イス者ト〟と呼ばれる。

　虚界アンダカの怪造学とはその怪造を研究し、解明していくために生まれた学問。

　それは現代に残った神秘、幻げん想そうの異世界虚界アンダカを探求する夢にあふれた学問である──というのは怪造学校の生徒募ぼ集しゆう要よう項こうに書かれているお題目で、実際はそんなものではない。

　画家なら絵を売れるだろうし、音楽家なら演奏をすればいい。しかし夢などどう売れというのか。怪モン造ステ学イス者トは生産的じゃないからぜんぜん儲もうからない。そもそも儲かろうともしていない。道楽で研究して資金をどぶに捨てている。怪造学界全体がそんなふうなのだから──当然、怪モン造ステ学イス者トになってもろくに食っていけない。

　この不景気に、そんな貧びん乏ぼう臭くさい職業を夢見る子供がまともな精神しているわけがない。怪造学を志すやつってのは、〝怪造学以外には取り柄えがないんです〟という落ちこぼれか、〝怪造学を悪用して大暴れしてやるぜ〟というチンピラか、〝とにかく怪モ造ン生ス物ターが好きなんです恋こいしてます〟というおたっきーか、三つに一つだ。

　そして落ちこぼれもチンピラもおたっきーも、ほとんどが社会不適合者で、普通の勉強ができない普通の生活ができない、人間のゴミみたいな連中なのである。これでは怪造学界の未来も明るいわけがない。

　ちらりと、蟻馬は仏ぶつ頂ちよう面づらを受験生に向けた。

　地獄の責め苦みたいな入学試験もこの受験生で最後である。

　受験番号７７番、と書かれた紙を中学校の制服の胸ポケットにはさんでいる。そんな彼女は名乗りをあげて入室すると促うながされるままにパイプイスへ腰こしかけていた。

　ちょっと他の受験生とは毛色が違う真面目まじめそうな顔をした女の子で、背せ筋すじをびんとのばして握にぎり拳こぶしを膝ひざの上に置いている。やる気まんまんという感じである。単純に緊きん張ちようしているだけかもしれないが。

　そんな彼女は長い髪かみを──ツインテイルというのだろうか、頭の両側面で一つずつにまとめていて、脱だつ色しよくなんかはしていない。正直そうな大きい瞳ひとみが真まっ直すぐに面接官を見つめている。

　怪造学科受験生としては本当に珍めずらしい──優等生な雰ふん囲い気きの少女だった。

　蟻馬は少し気になって、手元の資料に目をとおしてみた。

　どうせ面接などでは受験生の素そ質しつなんか測れるわけがない。大切なのは内ない申しん点てんだ内申点、と決めてかかっている蟻馬はまったく面接試験に身をいれていなかった。

　ちなみに宇宙木校長もじっと受験生を観察しているだけでほとんど発言しないので、受験生の相手をするのは必然的に三人目の面接官である妖あやかし森のもり吉き音つねだけとなっていた。

　くしゃくしゃとした髪が動物の耳のように見えるこの化け狐ぎつねみたいな女教師は、死し霊りよう系の怪モ造ン生ス物ターばかりを偏へん愛あいしているような危ない奴やつだが根は真面目である。今も、独特な摑つかみどころのない口調で当りさわりのない質問をしている。

　ぱらり、と受験番号４５番あたりから触さわっていなかった受験生の資料をめくった。

　目の前で妖森の愚ぐにもつかない質問に答えている少女の顔写真が載のっている。写真を撮とられるのが苦手なのか変な顔に写っていた。

　空井伊依──巳み酉どり中学校出身の十五歳。資格および特とく殊しゆ技能無し。学業成績はとことん平均点。だから内申点もとことん平均点。担当教師の推すい薦せん文ぶんも伊依という少女が普ふ通つうすぎたのか、どう誉ほめようかと四苦八苦しながら書いている感じがある。

　全体的にざっと目をとおして、なんだか無個性な奴だなぁと蟻馬は嘆たん息そくした。面おも白しろ味みがない平へい凡ぼんな真面目学生ってところか。

「──そうだねー、趣しゆ味みみたいなものはあるかな」

「趣味、ですか。うーん。ないですね……」

　妖森のお見合いのごとき質問に彼女は困った顔をした。

　空井伊依は真っ直ぐに笑う。

「なんというか、あたし怪造学が趣味なんです」

　そうなんだぁへぇ──と、妖森は特とく徴ちようのある怪あやしげな口調で応こたえた。

　蟻馬は暇ひま潰つぶしに空井伊依がどの種類の受験生なのか推理してみる。

　──落ちこぼれか、チンピラか、おたっきーか。

　学業成績を見るかぎりあんまり落ちこぼれてもいないようだし、チンピラにはとても見えない。そんな伊依は蟻馬の推理を助けるかのように言葉をつづけた。
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「そのですね、あたし、怪モ造ン生ス物ターが好きなんです」

　あぁ、と蟻馬は思った。

　おたっきータイプだこいつ。

「とても、とても好きなんです」

　伊依はくりかえした。

　本当に好きなのだろう。

　超ちようおたっきーってところかと蟻馬は妙みような分ぶん析せきをする。

「だから──」

　伊依は立ちあがりそうな勢いとともに、真っ直ぐな声で宣言した。

「──いつか、すっごい偉えらい怪モン造ステ学イス者トになって、この世界と虚界アンダカの境界を取っぱらって──それで、人間と怪モ造ン生ス物ターが一いつ緒しよに暮らせる世界をつくるんですッ！」

　それがあたしの夢ですと空井伊依は言った。

　そうなんだぁへぇ──と妖森は平へい然ぜんと流した。
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　古頃怪造高等学校の入学試験はなにせ特殊な技能を測る試験なわけで、三段階に分かれ、それぞれに長い時間がかけられる。一次試験は筆記。二時試験は面接。三次試験は実技である。べつに一次試験をパスしなければ二次試験を受けられないなんてことはないが、一時間もテストを受けてすぐさまつづけざまに面接しなければいけないのはつらい。

　もちろんそこにも怪造高校側の思おも惑わくがある。

　全すべては最終試験──怪造学の本質であり、最も重要な実技──怪造の腕うで前まえを測るためのお膳ぜん立だてにすぎない。怪造には途と方ほうもない集中力がいる。筆記試験と面接試験で受験生の集中力を殺そぎ、精神を疲ひ弊へいさせた状態で怪造をさせれば彼らの〝本当の実力〟が測れるのだ。窮きゆう地ちにおいて、追いつめられた精神で、きちんと怪造ができる人間こそが求めている生徒──。

　そこで潰つぶれるならばそれまでだ、必要ない。

　そういう冷れい徹てつともいえる思惑である。

　前の年の試験では受験者数３１８名のうち合格者はたった７３名だった。だからか今年は受験生がぐんと減った。こんなに試験を難しくして受験生を減らしてこの学校ちゃんと経営できるのかなと蟻馬は不安に思う。

「それじゃ──」

　どこか曖あい昧まいな、夢のように摑みどころのない声で妖森は告げる。

「面接試験を終しゆう了りようするねー。これより実技試験に移ろうと思うよ」

　実技──。

　古頃怪造高等学校の入学試験は複雑な試験内容のわりに単純な採点方式で、すなわち１０＋４０＋１０＋４０の１００点満点である。この１０だの４０だのはいったいなんなのかというと、前から順番に中学校の成績──素行や出欠席などを総合した内申点、筆記試験の点数、面接試験の点数、そして実技試験の点数である。それらの総合が学校の設定した合格点に満たなければ不合格──なので、どの試験といえども気が抜ぬけない。

　内申点と面接はいい。万が一大失敗しても取り返せない点数ではない。筆記も──勉強さえしていればどうにでもなる。

　どうにでもならないのが実技である。

　古頃怪造高等学校の実技試験はシンプルなもので、生徒にそれぞれ〝自分が最高だと思う怪モ造ン生ス物ター〟を怪造させる。その怪モ造ン生ス物ターをそれぞれ見比べて、高位の怪モ造ン生ス物ターを怪造した受験生から順番に高得点がもらえる。しょぼい怪モ造ン生ス物ターだと点数が低くなる。そして当然、怪造に失敗すれば０点である。他の試験で全部満点をとろうとも、学校の設定した合格点に満たなくなる。

　気が抜けない──全てを懸かけた一発勝負。

　その緊きん張ちよう感かんもまた受験生を揺ゆさぶるためのお膳立てである。緊張に弱く、いざというときに怪造できない人間など怪造学界に必要ない。

　怪造学とは誇こ張ちようではなく常に死の危険と隣となりあわせの学問なのだ。本番で実力をだせないようなやつは危なくってこの道を歩ませるわけにはいかない。

　蟻馬は伊依を見る。

　さて──大きなことを言っていたが、怪造学の腕前はどの程度のものだろうか。

　今年の受験生はレベルが高かった。受験者数が激減し、本当に厳選された怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだけが集まってしまった結果だろう。数字上の倍率は減ったが実質の倍率は上がったのだと蟻馬は思う。生半可な怪モ造ン生ス物ターを怪造しても得点は低くなってしまうだろう。

　受験生のなかには面接会場を破は壊かいせんばかりに巨きよ大だいな《愚獣ベヘモス》を怪造した奴やつまでいた。《愚獣ベヘモス》は愚ぐ鈍どんで馬鹿で使い勝手が悪いが怪造するのは大変である。

　あんな受験生までがいたなかで、この伊依という少女はどんな怪モ造ン生ス物ターを見せてくれるものか。蟻馬は期待半分、早く終われという気持ち半分で伊依のことを見た。

　純白の腕うで輪わ──《門ＧＡＴＥ》はきちんと両りよう腕うでに装着している。

　この腕輪は怪造学に必要不可欠な現界カナイと虚界アンダカをつなぐ金属──いわゆるアンダカストーンを加工したもので、どれだけ優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トでも《門ＧＡＴＥ》がなければ怪造することができない。

　アンダカストーンは貴金属なので数にはかぎりがあり、怪造学を学びたいという意思を怪造学会に送ると無む償しようでもらえるが、挫ざ折せつしたりなんらかの理由で怪造学をつづけられなくなったとき、返へん還かんしないとすごい値段の賠ばい償しよう金を払はらわされる。ろくでもない腕輪なのだった。

　紛ふん失しつしたりしないように、腕輪は簡単には外れないような構造になっているのが普ふ通つうである。

　この《門ＧＡＴＥ》をあろうことか受験当日に忘れ、面接官の《門ＧＡＴＥ》で怪造をしたという阿呆もいたが、もちろん他人の《門ＧＡＴＥ》でまともな怪造ができるわけもない。そいつは無残に散っていった。

　伊依は飾かざり気のない《門ＧＡＴＥ》をつけている。もちろん色は怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グを示す純白である。ちなみに蟻馬と妖森は怪モン造ステ学イス者トを示す赤色。宇宙木校長は怪レイ造・モ学ンス教テイ授アを示す金色の《門ＧＡＴＥ》をつけている。

　別に色が変わるごとに性能が上がったりはしないが、それを見るだけでだいたいの怪造学の腕前が判断できるというわけだ。

「……ん──おい」

　なんとなく伊依を眺ながめていた蟻馬は彼女に呼びかけた。

「は、はい？」

　唐とう突とつに声をかけられたからか、伊依は驚おどろいた顔をした。

「なんでしょうか」

「おまえ──その、首からぶらさげてるやつ、なんかの呪じゆ具ぐじゃないのか」

　蟻馬が指差した先、伊依の胸の位置には悪あく趣しゆ味みな髑どく髏ろの首くび飾かざりが下がっていた。

　露ろ骨こつに怪あやしい形状である。印象を悪くするアクセサリーをつけて面接にのぞむ受験生などまずいないので、この首飾りは怪造の効率を高める呪具の類たぐいである可能性が高かった。実技試験というのは受験生本来の力量を測るためのものであり、怪造を効率化するような呪具などつけていては公平な判定ができない。それはペーパーテストを参考書眺めつつ受けるレベルの言ごん語ご道どう断だんである。

「え……、これですか」

　伊依は困ったような顔をした。

「──あの、これは、なんというか呪いのアイテムなんです。取れないんです。あたしとしてもこんな気持ちの悪いもの嫌いやなんですが、どうも宿った怨おん念ねんが強力らしくて何をしようが取れないんです。でも大だい丈じよう夫ぶですから、怪造の効率をあげるみたいな善行は間ま違ちがってもしませんので。本当に──迷めい惑わくしてるだけなんですよ、あたし」

　そこで伊依はいきなり叫さけんだ。

「ぎゃあぎゃあうるさいよッ！」

　純じゆん情じようそうな少女の唐突な罵ば声せいに蟻馬は言葉を失った。

　そんな試験官の反応を見て、はっと我にかえり伊依はこの世の終わりみたいな表情をした。

「あ……、あの、すいません。この呪のろいのアイテム喋るんです。もちろんあたしにしか聞こえない声で。本当にもう喧やかましくて困っているんです。だけど本当に怪造とは──」

　瞬しゆん間かん。

「──慌あわてなくてもいいわ」

　すう、と冷たい刃やいばを突つきたてたような、恐おそろしいほどに怜れい悧りな声が響ひびいた。

「わかっている──君が潔白だってこと」

　どこか混乱していた室内の雰ふん囲い気きが凍いてついて──伊依も、蟻馬も妖森も発言者を瞬間的に見る。

　声を放ったのは──怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、宇宙木氷蜜だった。

「呆あきれたわ」

　宇宙木は愉たのしそうに、しかし親の仇かたきを見るように憎にく々にくしげに──伊依の胸むな元もとにぶら下がる悪趣味な髑髏の首飾りを見つめていた。

「只ただでは死なないと思っていたけど、そんなところに隠かくれていたのね」

「………？」

　意味不明の発言に、蟻馬はきょとんとする。

　宇宙木はそんな蟻馬を完全に無視して、彼女の発言に目を見開いて驚いている伊依をにやりと笑ってただ眺めた。舐なめるように愉しむように。

「あのう……？」

　さすがに伊依も困りきって、頼たよりなげな声をあげた。

　蟻馬も妖森も校長の奇き行こうにどう対応したらいいかわからず戸と惑まどっている。

　くつくつと愉しそうに笑って、宇宙木は片手で頭を抱かかえたまま手をぴらぴらと振ふった。

「あぁ──安心しなさい、蟻馬くん。彼女がぶらさげているものは呪具じゃないわ。この宇宙木氷蜜が保証してあげる。呪具なものか。人間の役にたつ──そんな道具であるものか。まるで逆よ。呪いの道具ってことなら、これほど相応ふさわしいものもないけどね」

「校長？」

　怪け訝げんな蟻馬の声に、億おつ劫くうそうな顔で宇宙木は語りはじめた。

「さて、私はすぐにも壁かべでも破は壊かいしてこのむしゃくしゃと煮にえきらない不快で愉ゆ快かいな気分を発散してしまいたいんだけど──それではあまりにも不親切よね。今年の私は優やさしい私、親切丁てい寧ねいな宇宙木氷蜜さ。きちんと説明してあげるわ」

　戸惑う受験生を置いてきぼりに、宇宙木は涼すずしげな声で講こう釈しやくを述べる。

「少しでも君たちに知能と呼ばれる輝かがやかしい所有物があるならば理解できると思うけどね──怪造学とは危険な学問だ。私の友達なんか怪造学をやるくらいなら軍人になったほうがマシとまでのたまったわね。まぁこれは大おお袈げ裟さなもので、実際はヤクザになったほうがマシというくらいのものじゃないかな？」

　真顔で言うのだから恐ろしい。

「怪造学の歴史は二百年。そのあいだ、あまりにも多くの人間が犠ぎ牲せいになった。異世界から化け物を呼びだしていじくるって学問なのだから当然といえば当然なんだけどね。知っているかな？　年間で犠牲になる怪モン造ステ学イス者トの数は百人を数えるって」

　百人──怪モン造ステ学イス者トの数から考えたら多すぎる数字である。

「その死因の大多数は怪造の失敗──つまり、自分の実力ではとうてい制せい御ぎよできないような怪モ造ン生ス物ターを怪造してしまい、怪モ造ン生ス物ターに殺されるってやつ。これが多いわね。虚界アンダカは不安定で、公式どおりに怪造したからってうまくいくとはかぎらないし、思ってもみない怪モ造ン生ス物ターを怪造してしまうこともある、ほとんどロシアン・ルーレットなのよ。運が悪ければ自分の弾丸たまで自分の頭ず蓋がいを撃うちぬいてしまう学問というわけ」

　宇宙木は自分の胸のあたり、厚着したその場所に手を添そえる。愛いとしそうに──そして恐ろしげに、静かな微び笑しようをたたえたまま撫なでる。

「私もね──頭蓋を撃ちぬいた一人。ただし私は、弾丸が頭蓋に埋うまったくせに生き延びているって変わり種だけど。伊依くん、《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》という怪モ造ン生ス物ターを知っているかな？」

「え──あ」

　伊依は唐とう突とつに質問されてかるく戸惑ったが、すぐに自信なさそうな顔で答えた。

「たしか、雪とか氷とかをあやつる怪モ造ン生ス物ターでは、最も強力な──」

「そう、雪と氷の支配者、それが《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》。私はね、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格を得るためにあの途と方ほうもない怪モ造ン生ス物ターを怪造し──そして制御に失敗した。そのせいで、現在いまをもってこのふざけた身体からだよ。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》の呪いは私から常に体温を奪うばい、こうしていつも極きよく端たんな暖だん房ぼうをしないと耐たえられない身体にしたというわけね」

　なるほど、と蟻馬は思う。校長の異常なまでの寒がり体質はそれが原因だったのか。知らなかった。人間離ばなれした寒がりだと思ってはいたがまさか怪モ造ン生ス物ターに呪のろわれているとは。

　宇宙木はにやりと口元を歪ゆがませた。

「まぁこれはこれで利点もあるんだけど。わかって欲しいのは、怪モ造ン生ス物ターってのは便利なだけの生き物じゃない──制御を誤ると暴発する、爆ばく弾だんみたいなものだってことね」

　それからようやく宇宙木は伊依の首くび飾かざりへと視線を戻もどした。

「……前置きが長くなったわね、つまりこういうことよ。私たちは怪造学をつづけていくかぎり、いつも怪モ造ン生ス物ターがもたらす危険を警けい戒かいしなくてはいけない。もちろん──私くらいの階級になるとね、これはもう生半可な警戒では役にたたないわ。怪モ造ン生ス物ターに殺される可能性を常に考え、たとえ殺されても生き返るくらいの策を用意していなくてはいけない」

「生き返る──」

　呆気あつけにとられたような顔の蟻馬に、宇宙木は冷然と微笑した。

「──不可能だと笑うかな？　私たちが己おのれの全すべてと心に誓ちかった怪造学とはそれほど奇き跡せきに欠けた学問？　否いな──可能なのよ、蟻馬くん。死んだ人間が死んでもなお生きつづけられるという裏うら技わざがね、怪造学には用意されている」

　宇宙木は適当に視線を彷徨さまよわせていたと思ったら、唐突に伊依の胸元を指差すのだ。

「ていうか、それよ」

「───っ！」

　伊依が驚おどろいた顔で宇宙木を見る。蟻馬は怪訝な顔をするばかりだ。

「あの──首飾りが？」

　とてもそのような奇跡とは縁えん遠どおい雰ふん囲い気きなのだが。

　宇宙木はさして大したことでもないというように語る。

「そう。あれは怪造の能率をあげる呪具じゃない──かといって普ふ通つうの首飾りかというとそれも違ちがう。あれはね、蟻馬くん。人間の魂たましいを──否、死人の魂を封ふうじこめた首飾りなのよ。正確には首飾りの形をした怪モ造ン生ス物ターでね、人間の人格を記き憶おくする能力をもっている。その人格は生前のまま。だから死んだ人間が肉体を捨てて、あの首飾りに魂だけ移動したって感じなのかな。どう──そういうことでしょう伊依くん？」

　宇宙木の超ちよう越えつ的な視線で瞳ひとみを射い貫ぬかれて、伊依が声もなく何度も首しゆ肯こうする。

　蟻馬はなんとなく釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、納なつ得とくしていた。怪造学とはほとんどなんでもありの世界だ。そのようなこともあるかもしれない。なにより宇宙木があの首飾りは呪具ではないと断言したのだ。蟻馬ごときがその意見を覆くつがえせる道理もない。

「しかし──巡めぐりあわせね」

　宇宙木は伊依を見る。伊依は真まっ直すぐにそれに応こたえる。

　空気が熱気で乾かん燥そうしているからか、蟻馬の喉のどがはりついた。

「……尋たずねてもいいかな、伊依くん」

　つう──と伊依の細い首筋に汗あせの雫しずくが流れた。

「………構いませんが」

　ストーブの稼か動どう音。蟻馬はただ黙だまって宇宙木を見ている。不思議な静せい寂じやくと──得体の知れない緊きん張ちよう感かん。なんだ──と蟻馬は思う。

　なんだこの、自分が何か巨きよ大だいな蛇へびにでも飲みこまれたかのような──不安は。

　宇宙木はさらりと尋ねた。

「──その首飾りに封じられているのは、君の父親ね？」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、伊依の表情に〝あんな男は父親ではない〟と言いたげな雰囲気が滲にじんだが。

「……はい」

　すぐに真面目まじめな顔に戻り、ゆっくりと頷うなずいた。

　宇宙木は満足そうに両手を絡からめた。

「そして君の父親は、空すかい井い滅めつ作さくという怪レイ造・モ学ンス教テイ授アね？」

「はい──」

　伊依は初めて目を逸そらした。

「──残念ながら」

　伊依の嫌いやそうな顔に、宇宙木は笑いを嚙かみ殺すような声でつぶやいた。

「ふふ──やっぱりね。〝空井〟……珍めずらしい苗みよう字じだからそうじゃないかと思っていたのよ。伊依くん──君は、あの空井滅作の娘むすめさんなのね？」

「…………」

　伊依は問われ、複雑な表情をして首肯した。

　空井──滅作？

　蟻馬は驚きのあまり暑いのも忘れてガタンと立ちあがった。

「空井滅作って──あの、あの空井滅作ですかッ？」

「その空井滅作さ蟻馬くん。まぁそう興奮しないで」

　宇宙木は冷然と微び笑しようしている。

　空井滅作──それは怪造学を志す人間ならば誰だれもが耳にしたことのあるだろう、伝説の人物。彼は若くして怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格を得、数々の新発見を成し遂とげ──怪造学界の進歩を百年進めたとも、世紀の大天才とも謳うたわれた。

　しかし、その大天才は三年前、ある怪モ造ン生ス物ターの怪造に失敗して命を落としてしまう。

　彼が怪造しようとした怪モ造ン生ス物ターはいったい何だったのか、彼ほどの怪レイ造・モ学ンス教テイ授アが怪造を失敗し、あまつさえ命すら奪うばわれた相手とは──。

　破は壊かいし尽つくされた空井滅作の研究所で、奇き跡せき的に発見された研究書にその怪モ造ン生ス物ターについての簡素な記述が残されていた。それは〝魔王〟または〝Ｄ・Ｏ〟という名前で表記され、外見も生態も明らかにはされておらず、ただ──唯ゆい一いつ、わかっていることは、その怪モ造ン生ス物ターこそが〝虚界アンダカの支配者〟としか表現できない存在ということのみ。

　神とも魔王とも表現できる、それは人知の及およばぬ強大なる存在。人間が決して近づいてはいけない、禁断の化け物──すぐさま怪造学界はその研究書を封ふう印いんし、以後、虚界アンダカの支配者──魔王を怪造することは固く禁止された。

　三年たってもなお、その逸いつ話わは〝虚界アンダカを甘く見るな〟という警けい鐘しようとして全すべての怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、怪モン造ステ学イス者ト、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グの頭上に鳴り響ひびいている──。

　その禍まが々まがしき伝説の人物──空井滅作の娘こそが。

　現在、今まさに、蟻馬の正面にいるこの正直そうな少女なのだという。

　なんだろう。よくわからないが、すごいことだと思った。

　まるで漫まん画がみたいである。

「しかし──」

　蟻馬はどうにか平常心を取り戻もどし、椅い子すに腰こしを降ろした。

「──そういうことだったら、内申書に〝空井滅作の娘である〟と記入すればよかったのに。あれだけの人物の娘ってことなら内申点としてかなりプラスになるぞ。というか──校長がこの場にいなければ気づかずに見過ごしてたかもしれない」

　本来なら、この入学試験に宇宙木は出席しないはずだったのである。それが今年、何を思ったか「私にも新入生を選ばせてくれないかな」と事前になんの通告もなく現れたのだった。おかげで彼女の寒がり体質にあわせ、蟻馬が生き地じ獄ごくを味わっているわけだが。

　それはともかく。

「……あたしは」

　空井伊依ははっきりと、明確な拒きよ絶ぜつの意志がこもった表情で言った。

「あんなひとの力を借りて高校受験しようとは思いません。確かに父さん──父は、有名な怪レイ造・モ学ンス教テイ授アだったでしょう、怪造の腕うで前まえもすごかったかもしれません、尊敬される素す晴ばらしい研究も残してきたことでしょう。……でも、それは空井滅作の怪造学です。あたしは──あたしの、空井伊依の怪造学で高校受験をするって決めたんです」

　清すが々すがしいほどの──それは陽光のごとき鮮せん烈れつな声だった。

「あッはは──」

　宇宙木は堪こらえられないというように笑った。

　それはとても愉たのしそうな、堪えられないといった感じの笑い声だった。

「──いいわね、君は、空井伊依。根こん性じようねじ曲がったあの空井滅作とは大おお違ちがいよ」

　彼女は空井滅作のことを知っているのだろうか。

　蟻馬は疑問に思った。宇宙木校長は同じ調子で続ける。

「──あ、そうね。これもどうでもいいことなんだけど、空井滅作は怪モ造ン生ス物ターたちのことを〝奴ど隷れい〟と呼んでいたわ。我々人類の被ひ支配種族、使われてナンボの召めし使つかいだって。──そんな彼の娘むすめである君は怪モ造ン生ス物ターたちのことをどう捉とらえているのかな？」

　面接試験は終わったというのに──彼女は興味深そうに尋たずねた。

　伊依は迷いもせずに即そく答とうする。

「怪モ造ン生ス物ターはあたしの友達です」

「な──」

　声をあげたのは蟻馬だった。

　怪モ造ン生ス物ターのことを言うにことかいて〝友達〟だと？　怪モン造ステ学イス者トは怪モ造ン生ス物ターのことを研究対象としてしか見てはいけないというのに。なんという恥はじ知しらずな！　馬鹿か──馬鹿なのかこの小娘は？

　蟻馬は己おのれの目の前に理解の範はん疇ちゆうを外れた人間がいるのを知った。

「あッはは──」

　宇宙木校長はさらに愉ゆ快かいそうに笑った。

「ＯＫＯＫ──いいわね、楽しいわ。そうかぁ──友達ねぇ、空井滅作とは正反対よ。それってのは何かな、残ざん虐ぎやくな父に対しての反はん抗こう心しんってやつ？」

「父は父」

　伊依は急激に醒さめた顔つきになっていた。

　宇宙木もそれに気づいたのか、ふざけた顔をやめる。

「あたしはあたし、です」

「比べられるのは好きじゃないのかな？」

「あんな血も涙なみだもないひとは父でもなんでもありません。他人です。他人とわざわざ比べられるのは嫌きらいじゃないけど不愉快です」

　空井伊依は淡たん々たんと語る。

「父は、怪モ造ン生ス物ターを実験道具にしていました。毎日百単位で殺していた──あたしはそれを見て育ったんです。あんなの人間の姿じゃありませんでした。父は外げ道どうです──否いな、悪あく魔まです。あんなひとについて話を聞くのも嫌いやです。嫌です」

　少女が大きくかぶりをふる。

「あたしの名前は空井伊依です。空井滅作とは関係ありません。どれだけ父が偉い大だいな怪レイ造・モ学ンス教テイ授アだったとしても、どれだけたくさんの発見をしたとしても、どれだけ立派な論文を書いたとしても──それって結局は血にまみれてるんです。友達の血で。だから、あたしはあんなひと、偉えらいともなんとも思いません。空井滅作の怪造学は、最低でした」

　吐はき捨てるようにつぶやいて、伊依が真まっ直すぐに宇宙木を見た。

「あたしは、そんなんじゃない、あのひととは関係ない、あたしだけの──怪モ造ン生ス物ターを友達だって、ちゃんと実感できる怪造がしたいんです。怪モ造ン生ス物ターの気持ちをきちんと考えて、一いつ緒しよに楽しくなれるような、そんな怪造が──そんな怪造をするってことが」

　そして拳こぶしをぎゅっと握にぎり、真しん剣けんな表情で言い放つ。

「──空井伊依の虚界アンダカの怪造学」

「ふぅん──」

　心底愉快そうな顔で、何かを確信したような顔で、宇宙木が笑った。

「ＯＫ──私は君をただ純じゆん粋すいな意味で賞賛するわ。空井伊依、思っていても──なかなか言えるものじゃない。怪モ造ン生ス物ターは友達、君はちゃんと主張したわね」

　宇宙木はなおも揶や揄ゆするように拍はく手しゆし、賞賛する。

「すごいすごい、拍手をあげるわ。でもそれだけじゃまだ足りないんだなぁ──語るだけなら誰だれにでもできるのよ。君が君だけの怪造学を主張するというならば──」

　宇宙木はそこで言葉を切り、にやりと笑って両手を広げる。

「──行動で示しなさい」

　言い放ち、そして彼女は状じよう況きようをよく理解していないらしい妖森に告げる。

「実技試験、始めなさい」
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　空井伊依が立ち上がった。彼女が座っていたパイプイスは素す早ばやく動いた妖森が部屋のすみに運んでしまう。そして彼女が試験官の席に戻もどると同時に実技試験が始まった。

　ふわり、と伊依の長いツインテイルが立ち上がった拍ひよう子しに揺ゆれる。清潔そうなブレザーの制服。両手首には純白の腕うで輪わ。首から下げるは髑どく髏ろの首くび飾かざり──伊依はそんな姿を三人の前にさらし、上うわ履ばきの底をキュッと鳴らせて真っ直ぐに前を見た。

　シャン、と交差された手首の腕輪が擦こすれあって綺き麗れいな音をだす。

　宇宙木は愉たのしそうに微笑ほほえんでいた。

「……君は独学かな？」

「だいたい独学です。あとは──父に」

　伊依は嫌そうな顔をした。本当に名前を口にするのも不愉快らしい。

　伊依の悪あく趣しゆ味みな首飾り──あれには空井滅作の御み霊たまが封ふうじられているのだった。しかもどうやら伊依にしか聞こえない声で喋しやべるらしい。さぞ気持ち悪いだろうなと蟻馬は思う。

　ちなみに中学校までの義務教育課程にはもちろん〝怪造学〟なんて学問は組みこまれていない。したがって受験生はたいてい怪造学専門の塾じゆくに通うか、在ざい野やの怪モン造ステ学イス者トに教えを請こうかして勝手に学ぶ。

　どちらにせよ怪モン造ステ学イス者トはなろうと思ってなれるものではない、虚界アンダカに同調し怪モ造ン生ス物ターを怪造するには才能が必要なのである。そこらへんがまた怪造学科を受験する受験生の減少の要因にもつながっているのだが、それはそれ、人間としての生まれもった体質の問題だからしょうがないといえばしょうがない。

　伊依は独学で学んできたらしい。そういう受験生は時に思いもよらない怪モ造ン生ス物ターを怪造してくれるので試験官としては面おも白しろい。伊依の直前の受験者も独学だったのだが、その人物はあろうことか中級一位の《腐ラス敗トエのンペ王ラー》なんて怪造して妖森に絶ぜつ賛さんされていた。

　ランクが高い怪モ造ン生ス物ターを怪造するのはいいが、よりにもよって腐くさった奴やつを怪造するなと蟻馬は思う。部屋の暑さと合わさってさっきまでものすごい腐ふ臭しゆうが充じゆう満まんしていた。

　伊依は何を怪造するのだろう。

　少しだけ興味をもっている自分に蟻馬は気づいた。

　ゆっくりと瞑めい目もくし──伊依は怪造を開始した。

「……現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め、死し人びと漁あさりの魔ま窟くつを越こえて、剣つるぎの山をかきわけつ、墨すみを塗ぬりこむ小川を泳ぎ、砂じや利りの重なる渚なぎさを走り……」

　呪じゆ文もん──。

　それは虚界アンダカと現界カナイをつなぐ呪文だった。

　呪文と同時に伊依の両腕はそうと定められた呪じゆ印いんを刻む。

　振ふり上げられ、交差され、かけ離はなれ、擦りあわされ、揺らぎ、静止し、激しく──踊おどる。

　やがて伊依の両腕には淡あわい光が集まりだす。虚界アンダカとこちらの世界をつなぐ二輪一いつ対ついの腕輪──《門ＧＡＴＥ》、それは単なる腕輪ではなく、怪モ造ン生ス物ターにとっての〝入口〟であり〝出口〟だった。

《門ＧＡＴＥ》をつけた彼女の両腕は今、伊依の意志を乗せて虚界アンダカの世界の冒ぼう険けんをしている。

　こことは違ちがうどこかに存在する限りなく遠い隣りの世界──虚界アンダカ。

　その得体の知れない異世界に今、伊依は両手をのばして怪モ造ン生ス物ターを探しているのである。

　怪モ造ン生ス物ターたちは種族ごとに虚界アンダカのどこにいるかだいたい決まっている。伊依が口にしている地名は虚界アンダカの各所に怪モン造ステ学イス者トがつけた名めい称しようである。

　別にそんなもの口に出して言わなくてもいいではないかとも思うのだが、なぜだか口に出さないと上手に怪モ造ン生ス物ターを探しだすことができない。

　伊依の手が刻んでいる呪印にもきちんと意味がある。彼女の両腕はいま《門ＧＡＴＥ》により理論上は虚界アンダカとつながっているのだが、その虚界アンダカの山なら山、海なら海で、それぞれ定められた呪印を刻まないと道に迷ってしまうのだ。

　もちろん道に迷っても帰れなくなるなんて馬鹿なことはないが、目当ての怪モ造ン生ス物ターを発見することはできなくなる。

　そんなわけで、伊依は呪文を唱えながら呪印を刻んでいるのである。

　その口調にも手の動きにも迷いはない。これは他の受験生全員と比ひ較かくしてみても大したものだった。蟻馬の自覚しない期待はますます膨ふくれあがっていく。

「──氷の国の三番地、凍いてつき乾かわいた大樹のほとり、白く輝かがやく初雪の上──」

　伊依の両りよう腕うでが、すう、と止まる。

「──見つけた」

　少女の指先が求める怪モ造ン生ス物ターの輪りん郭かくに、ちょっと触ふれた。

　瞬しゆん間かん、光は螺ら旋せんを描えがき──部屋の全すべてを明るく照らす。その光は現界カナイと虚界アンダカをつなぐ入口にして出口。そこから、まさに今、この世にあらざるべき異形──怪モ造ン生ス物ターと呼ばれる禁断の生物が現れようとしているのだ。

　しかし、いくらなんでも呪文が短すぎたのではなかったか。強力な怪モ造ン生ス物ターを怪造するには虚界アンダカの奥まで手を伸のばす必要がある。それには長い呪文が必要不可欠なのだが──。

　怪け訝げんな顔の蟻馬の前、空井伊依は短すぎる詠えい唱しようを終えて叫さけんだ。

「──《雪クールキ童ユーテイ》、怪造ッ！」

　刹せつ那な、現界カナイと虚界アンダカの境界が──亀き裂れつをあげる。

　光をまとい、伊依の腕輪から小さな手のひらが生えてくる。小さな、幼い子供の腕である。腕はやがて肩かたにつながり、頭に、腹に腰こしに、足に達し──。

　ぽん、と弾はじけるみたいに。

〝彼女〟は現界カナイに怪造された。

　雪のように白い肌はだ。同じく不思議に白い髪かみ。ほぼ同色の振ふり袖そで。黒目がちの眼にきつく一文字にむすんだ口元。手にした扇せん子すは黒く、また下げ駄たの鼻はな緒おは真しん紅くだった。

　見た目的には七五三の幼児を白くしたような感じだが、彼女こそが、この世にあってはならない怪モ造ン生ス物ターと呼ばれる存在──怪モン造ステ学イス者トが日々追い求め、研究している摩ま訶か不ふ思し議ぎなる生命体──。

「…………」

　童女はしばし正面、驚おどろきに目を丸くする試験官たちを睨にらみつけ。

　ちょん、と肩を突つつかれて。

　振りかえり、背後に伊依がいることを確かく認にんすると。

「くるさだんちゅら！」

　奇き声せいを放った。

　人間のように見えてもそこは怪モ造ン生ス物ターというわけか。

　童女はぶぎゅると伊依に抱だきついて、訴うつたえるような顔で叫びまくった。

「くるさだんちゅら！　くるさだんちゅら！　くるさだんちゅら！」

「あはは、桃もも子こちゃん、ごめんね、しばらく怪造してあげられなくて」

　伊依は愛いとしい妹にでも接するかのように、しゃがみこみ優やさしく彼女を抱き返した。
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「受験の手続きとかで忙いそがしかったんだ。……寂さびしくさせてごめんね、桃子ちゃん」

「……くるさだんちゅら」

　もういいの、伊依とまた会えただけで幸せだもの、という顔で〝桃子ちゃん〟とやらは笑った。桃子ちゃん。桃子ちゃん。桃子ちゃん……だと……？

　蟻馬は嫌いやな予感にコメカミを押さえつつ、幸せそうにしている伊依に尋たずねてみた。

「おい、おまえ、なんだ──そいつ」

「桃子ちゃんです」

　即そく答とうだった。

「お、おまえまさか──怪モ造ン生ス物ターに、名前を」

「つけてあげました。名前がないと不便なんですもん」

　当たり前のように笑う伊依に、蟻馬は自分の立場すら忘れて怒ど鳴なった。

「モ、モ、怪モ造ン生ス物ターに名前──だと、非常識な。何を考えているんだおまえはッ？」

「名前をつけちゃいけないなんて規則はないでしょう？」

　しれっと、伊依はなんでもないふうに言ってのける。

　理解──できない。

　蟻馬はやはり自分の理解の範はん疇ちゆう外にいるらしい伊依にがくがくと震ふるえた。

　怪モ造ン生ス物ターに名前なんてつけてどうしようというのだ。さっぱり理解できない。たとえて言うなら理科の実験に使うビーカー一個一個に名前をつけるような痴ち愚ぐ！　英単語帳のページ一枚一枚に名前をつけるような至し愚ぐ!!

　なんで──そんな、意味のないことを。やはりただの馬鹿なのか空井伊依。研究対象の生物に愛着をもって名前までつけるなんて。

　あまりの事態に混乱する蟻馬に苦く笑しようし、隣となりに座る宇宙木が伊依に語りかけた。

「名前のことは置いておくとして──その怪モ造ン生ス物ターは？」

「はい、《雪クールキ童ユーテイ》。下級二位の怪モ造ン生ス物ターです」

「下級二位ッ？」

　蟻馬は叫んだ。

　そんな低ランクの怪モ造ン生ス物ター──どうして、実技試験という重大な場面で怪造するのだ。

　怪モ造ン生ス物ターは戦せん闘とう力、特とく殊しゆ能力、怪造の難易度にあわせて上級、中級、下級とランクづけがされており、さらにそれぞれ一位、二位、三位まで細かく分類されていて、怪モ造ン生ス物ターの能力を測定する目安となっている。

　基本的に、一つランクがあがるごとに怪造は格段に難しくなる。二位から一位にあがるときはともかく、中級から上級にあがるときなんかはものすごく難しくなる。

　ここの受験生くらいなら──中級三位がどうにか怪造できる、というくらいが平均だろう。できが悪くても下級一位といったところか。

　それなのに。

　あれだけ大きなことを口にしていたくせに。

　伊依は、空井伊依は──。

「ちなみに好物はミントアイスです」

「好物まで知ってんのかよッ？」

「落ちつきなさい蟻馬くん。試験官が冷静さを失ってどうするの」

　宇宙木が嘆たん息そくまじりに蟻馬をたしなめて、かるく失望した顔で言った。

「それにしても下級二位──か、なんともまぁ、なんともね」

「人間が決めたランクづけなんて関係ないと思うんです」

　伊依が落らく胆たんする宇宙木に、やはり真まっ直すぐな声で言った。

「実技試験の要よう項こうには〝自分が最高だと思える怪モ造ン生ス物ターを怪造しろ〟、って書いてありました。あたしは桃子ちゃんが最高だと思うんです。だからこうして怪造しました。あたしの一番は──《雪クールキ童ユーテイ》の桃子ちゃんなんです」

「ふうん。──つまりランクづけなんてくだらない……と、君は言いたいのかな？」

　宇宙木が表情にまた愉たのしそうな色を戻もどして尋ねた。

　伊依は迷わずに答える。

「はい、くだらないです」

　一風変わった怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは世界最さい高こう峰ほうの怪レイ造・モ学ンス教テイ授アに真っ直ぐな声で言った。

「虚界アンダカに暮らす怪モ造ン生ス物ターには本来違ちがいなんてないんです。それを人間が勝手に強いやつから順番に並べて、区別している」

　やるせないというように拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめる。

「そんなのっておかしいと思うんです。下級って呼ばれている怪モ造ン生ス物ターだって命の価値は上級と同じです。なのに下級怪モ造ン生ス物ターの命は安いからって生物実験に使ったり、上級怪モ造ン生ス物ターは宝物のように扱あつかうのに下級怪モ造ン生ス物ターはゴミみたいに使い捨てて──そんなのおかしいと思うんです。あたしには、すごくおかしいことに思えるんです。怪モ造ン生ス物ターには上級も中級も下級もありません。みんな同じで平等で、みんなあたしの〝友達〟なんです。ランクづけなんてくだらないです」

　言い訳だ──蟻馬は思った。

　強力な高等怪モ造ン生ス物ターを怪造する力量がないから伊依は言い訳をしているだけに違いない、手の届かない位置にあるブドウをすっぱいすっぱいと批判して、自分の無能を棚たなに上げている狐きつねと同じなのだ結局のところは。

　蟻馬はだんだんと伊依の存在が癪しやくに障さわり始めてきた。

　しかし宇宙木はとても愉しそうに笑っていた。

　本物かな、偽物かな、彼女はそうつぶやいていた。

　蟻馬には意味がわからなかった。

　彼女は氷こおり色いろの瞳ひとみで伊依を冷然と見つめる。

「──それでは、実技試験をつづけさせてもらうよ。段階②──能力試験だ」

　なんだと？──蟻馬は不思議に思って宇宙木を見る。

　怪モ造ン生ス物ターの怪造が終われば試験はそこで終しゆう了りようのはずだ。これまでの受験生はみんなそうだった。

　段階②──能力試験？

　なんだそれは。考えようとするが──蝕むしばむような熱気が思考を鈍にぶらせている。

「校長？」

　不ふ審しんな蟻馬の声を宇宙木は完全に無視した。

「伊依くん。《雪クールキ童ユーテイ》の能力は冷気をあやつり物体を凍こおらせることよね。その《雪クールキ童ユーテイ》に──ここで、できるかぎりの大きさの氷を作らせてみてくれないかな？」

「え……」

　伊依の表情が──凍りついた。

　蒼そう白はくである。

「どうしたのかな。できないのかな」

　宇宙木は嫌いや味みに微び笑しようしている。

「そっかぁ、できないんなら、ふふ、入学は諦あきらめてもらうしかないけどね──」

「や、やります！　できますよ……！」

　伊依が鬼き気き迫せまる表情で強く宣言した。

　そして一転、困った顔で桃子を見た。

「桃子ちゃん……」

「くるさだんちゅら」

　答える声には元気がなかった。どうしたのだろう、桃子は妙みように疲つかれた顔をしていた。

　そんな桃子を見て下した唇くちびるを嚙かんだ伊依だが、やがて搾しぼりだすようにつぶやいた。

「桃子ちゃん……、がんばれる？」

「くるさだんちゅらッ！」

　バッ、と桃子が持っていた黒い扇せん子すを開いた。

「ごめんね桃子ちゃん……」

　伊依がよくわからないことをつぶやいている。

　桃子は気にしないで、と言うような顔をした。

　ゆらり、ゆらり、桃子が朧おぼろと舞まいを踏ふむ。黒い扇子が白い振ふり袖そでが桃子の体にあわせて躍おどる。蟻馬は室内の気温が微かすかに冷えていくのを感じた。

　──瞬しゆん間かん。

　からり、と小さな、とても小さな音が面接会場の教室に響ひびいた。

　蟻馬はしばらく何が起こったのかわからなかった。桃子がへたりこむ。伊依が桃子を必死な顔で抱だき起こす。蟻馬は二人の足元を見た。

　小石ほどの大きさの、ちっぽけな氷が落ちていた。

　その氷とも呼べない小さな氷もすぐさま部屋の熱気に溶とかされる。

「…………」

　ふふ。

　蟻馬は嘲ちよう笑しようした。

　どれほどのものかと思ったら、結局はこの程度の実力しかないわけか。大きな口を叩たたいたところで実力がないならば羊よう頭とう狗く肉にくだ。どんなに腕うでの悪い怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グでも彼女の十倍は大きな氷を作らせたことだろう。なにが〝怪モ造ン生ス物ターは友達〟だ。なにがランクづけがくだらないだ。

　ぜんぶ、ぜんぶ、負け犬の遠吠えだったんじゃないか！

「ふふ……ははは……」

　蟻馬は堪こらえきれずに笑い声をあげた。

　そして大げさな態度で言うのだ。

「ほおう──これはこれは、大きな氷を作ってくれたもんだ。これが空井伊依の怪造学か……ははは、大したもんだ。感心したね」

「…………」

　伊依は蟻馬の意地悪な言葉に泣きそうな顔でうつむいた。

　蟻馬はそんな伊依を見て嗜し虐ぎやく心しんを満足させる。暑さにあおられていた不ふ愉ゆ快かいな気分もちょっとだけ発散できた気がする。最後の最後に笑わせてもらえた。

「そいじゃ、試験は終了だ。お疲れ様。よく頑がん張ばりましたね。さ・よ・う・な・ら」

　とても機き嫌げんが良くなって、蟻馬はうなだれている伊依に退室を促うながした。

　伊依はぐったりしている桃子とやらを抱きあげて、絶望的な顔をし無言で試験官に背を向けて歩く。

　そして扉とびらの前で振ふりかえると、涙なみだを浮うかべた顔で深く礼をした。

「……ありがとうございました」

　かすれきった声でつぶやき、伊依は逃にげるように教室を出ていった。

　廊ろう下かを歩く彼女の足音にまぎれ、ずっと、すすり泣くような声が続いていた……。
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「うううううう。うううう。ううううううう」

　呻うめきながら──。

　空井伊依は静まりかえっている古頃怪造高等学校の廊下、流し場でじゃぶじゃぶと涙に汚よごれた顔を洗っていた。顔をあげると絶望的な顔色の自分が鏡の中で沈しずんでいる。伊依は嘆たん息そくして、ハンカチで顔を拭ぬぐった。

「夢……だったんだけどなぁ、怪モン造ステ学イス者ト……」

　そんな伊依の制服のスカートを桃子が心配そうに摑つかむ。とても、とても心配そうな顔をしていた。心配すぎてこれから死にますと言わんばかりに心配そうな顔だ。伊依はそんな彼女を見て強がって笑うと、大だい丈じよう夫ぶだよ──と小さな声でつぶやいた。

「あたしは大丈夫だよ。元気なだけが取とり柄えだからね。……それよりごめん、桃子ちゃん、無理させて。苦しかったよね、ごめん……」

　あたしのことはいいの、伊依のためならどんなことでも平気なの、という顔で桃子はぶんぶんと首を振る。そんな彼女を見て少しだけ元気づけられて、伊依はちょっとだけ前向きな顔で笑った。この小さな怪モ造ン生ス物ターにはいつでも助けられている。

『なぁにのほほんとしてやがんだ馬鹿娘』

「…………」

　不意に聞こえてくる声に伊依の表情が嫌けん悪おに塗ぬりつぶされる。

　伊依は自分の胸元、不気味な髑どく髏ろの首くび飾かざりに視線を向ける。

「──父さん」

　そして桃子に向けた笑えみとは正反対の笑みを見せる。

「まだ死にぞこなってたの？　なにかの奇き跡せきか化学反応で死んでたらいいなぁと三百六十五日ずうっと祈いのっている健気けなげなあたしの祈りはまだ天に届かないんだね」

『そんなこと祈ってやがったのか』

「祈りますとも」

　首飾りから電波かなんだか、伊依の脳に直接伝わってくる聞きなれた父親の声。優やさしくなくて、攻こう撃げき的で、なにより喧やかましい。困るのは、他の人間には父の声が聞こえないこと。つまり伊依としては父と喋しやべっているつもりでも、傍はたから見たら独り言を口にしているようにしか見えないってこと。これのおかげで中学校では変人扱あつかいされていた。

　伊依は真しん剣けんな表情で、両手を組むと学校の天てん井じように願いを捧ささげる。

「神様仏様。もう悪あく魔まとかでも構わないんだけど、ここに若じやつ干かん一名くたばりぞこないがいるんで迅じん速そくかつ的確に回収してくださぁい」

『俺は不法投とう棄きされた生ゴミか』

「なんだ、よくわかってるじゃない自分のこと」

　普ふ通つうに肯こう定ていする伊依に父──空井滅作はノイズのような嘆息をする。

『けっ、俺もてめぇみたいな失敗作にいつまでも取り憑ついていたくねぇよ。本当にてめぇは俺の、この偉い大だいなる怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア──空井滅作の娘なのかよ？』

「いや全然。ぢつは違ちがうのです滅作さん、わたくしは母さんと謎なぞのロシア人ミシェール＝アビコビッチのあいだに生まれた子供。あなたとはなんにも関係がないのです。なのでさっさとあなたの本当の娘を捜さがしに旅立ってください。南極の到とう達たつ不可能極とか火山のマグマとか死海の底辺とかにそれっぽいのが存在していると風の噂うわさで聞くとか聞かないとか」

『……性格の悪さだけが似ちまったな』

「げー。なんてことを言うのさ、こんな誠実な若者を捕つかまえて」

　伊依は苦く笑しようして、小さくあっかんべーと舌をだした。

　すぐに虚むなしくなり──真面目まじめな顔に戻もどる。

　髑髏の首飾りを指先で撫なでる。

「ていうかね──本当に、冗じよう談だんじゃなく、あたし父さんの子供じゃないんだと思うよ。今日の試験、試験官の反応を見てたでしょう」

　またちょっとだけ溢あふれてきた涙を袖そでで拭う。

「……こんな怪造をしているようじゃ、父さんの娘むすめだなんて名乗れないよ」

『──伊依』

　気き遣づかうような滅作の声に、伊依はまたも空元気でふるまう。

「世間はあたしと父さんが親子だなんて認めてくれない。あたしも父さんはどこかへ消えてほしい。父さんもあたしを娘だとは思いたくない。はい、全すべての利害が一いつ致ちしました。さぁ世界のために社会のために三秒以内に地じ獄ごくへ堕おちてください」

　またも天井に願いを捧げる伊依に滅作は笑った。

『……けっ、まだまだ死なねぇよ──てめぇには悪いがな』

　そして伊依にはよくわからないことをつぶやくのだ。

『他の試験官は知らねぇが──あそこには宇宙木がいた。あの〝絶対零れい度ど〟がてめぇの才能を見み抜ぬけないわけがない、どうやら──伊依、てめぇには不本意かもしれねぇがな』

　空井滅作は不ふ吉きつな予言をした。

『俺はまだまだ死ねねぇようだぜ。てめぇの怪造学が死なねぇのと同様にな』
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　しばらく洗面所で泣いたり洗ったりをくりかえして、ようやく伊依は帰き途とへとつくことにした。涙なみだは止まっているけれど、心はいまだに血を流していた。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩いて昇しよう降こう口までたどりついた。

　外を見るともう真っ暗で、乾かん燥そうした冬の空気のせいか、先ほどの試験会場が暑かったせいか、無む性しように喉のどが渇かわいていた。激しい温度差に風邪かぜをひいてしまいそうだった。

　──ぴたり。

　いきなり背後から冷たいものが伊依の首くび筋すじに押し当てられる。

「みぎゃあ！」

　伊依は全身の毛を逆立てて叫さけんだ。

「……なんちゅう驚おどろきかたしてんの、おたく？」

　猫ねこのような叫び声をあげた伊依を苦笑混じりに見下ろしつつ、魅み神かみ香か美みが伊依の首くび筋すじに冷たい缶かんジュースを押し当てていた。

　伊依は歯の根が嚙かみあわない抗こう議ぎをする。

「……カ、カ、カービィちゃん、お──驚かせないでよ！」

「カービィじゃなくてカミだもんね、あちき。てーか、べつに驚かせるつもりなんかなかったんだけど。ほら、喉渇いてるかと思ってさ。買ってあげたんだわ。飲むがいいのよ」

　独特の口調とともに香美はジュースを押しつけてくる。

「……ありがと」

　伊依はとりあえず受け取って、ひとまず笑え顔がおでお礼を口にした。

　彼女に悪気はないのである。

　香美は伊依と同じ中学に在ざい籍せきしているクラスメイトである。受験の時期まではあまり喋ったことはなかったのだが、彼女も怪造学科を受験するということを聞いて話しかけたらいつのまにか仲良くなってしまった。

　ちなみに話しかけたときの彼女の第一声は「腐ふ乱らん死体は浪漫ロマンよねぇ」だった。

　彼女、魅神香美はゾンビやらオバケやらのおどろおどろしい怪モ造ン生ス物ターを好むなかなか素敵な趣しゆ味みの持ち主で、しかし怪造学の腕うで前まえにかけては大人顔負けである。彼女と一いつ緒しよに勉強して伊依も色々と参考になる意見なんかをもらったりしたものである。

　二人は古頃怪造高等学校の高い門をくぐり、降り注いできそうな星空の下を肩かたを並べて静かに歩いた。桃子は伊依の腕うでのなかですやすやと眠ねむっている。やはり疲つかれたのだろう。

「……いっつもさ、一緒なんだね、おたくら」

　香美が桃子の額ひたいをちょん、と指先でつついて笑った。桃子はむうとむずがるように顔をしかめる。伊依も笑って、おかしいかなぁ──とつぶやいた。

　香美は伊依が好きなくしゃくしゃっとした笑みを浮うかべた。

「いんや、おかしいことはないんじゃないの。あちきだってねぇ、できれば四いつ六でも時どこ中でもラブリーな《屍ゾンビ》ちゃんとかプリティな《粘バブル妖ボデイ》ちゃんとかと歩いていたいわよ。でもあちきの場合、一緒に歩いちゃうと周りからブーイング食くらうし。警察とかに怪あやしまれるし」

「腐乱死体はちょっとね……」

「みんな腐乱死体の良さをわかっちゃいないわ。世も末ね」

　香美は腕を組んで憂うれいの表情を浮かべる。

　腐乱死体の良さがわかってしまう世の中のほうが末だと伊依は思う。

「それよりさ──」

　香美は深刻な顔をして、その細長い腕を伊依の柔やわ首くびにまわした。

「暗い顔」

「……うん」

「駄だ目めだったん、試験？」

「うん──」

　伊依はまた泣きそうになってしまい、ごまかすようにうつむいて目を瞑つむった。

「……あっはは。なんか、馬鹿みたいなんだぁあたし。面接のときには大きなこと、子供じみたことばっかり言ってさ、そのくせ実技は全然だめで……。試験官の先生も呆あきれていたよ。あれじゃあたぶん合格は無理だろうね──」

　つぶやく伊依の目から、つう、と涙が零こぼれた。

　香美はそんな伊依を見て首にまわした手に力を込こめた。

　香美の背せ丈たけは伊依よりけっこう高い。手とか足とか長くって、すごい大人びている。スカートを必要以上にのばしており服の袖そでもなんか改造してたるませていて、どっかの民族衣い装しようみたいな奇き天て烈れつな服装になってしまっているが、格好いいんだと伊依は思う。確固とした〝自分〟を持っている香美はとても立派で格好いい。

　それにひきかえ自分は、なんとも格好悪い。情けない。自信を失った今の伊依はかるい鬱うつ状態で、あまり自己肯こう定ていができなかった。自分の小さな背とか、平均点しか取れない学力とか、お子様な怪造学論とかが無性に情けなく、惨みじめに思える。

　そんな伊依に香美は何も言わず触ふれてくれるだけだった。赤あかん坊ぼうは母の鼓こ動どうを聞くと安心するのだという。そしてきっと、自分を気き遣づかってくれる誰だれかが少し、今の香美のように少しだけ力強く触れてくれれば、それはきっと母の鼓動のように心を癒いやしてくれるのだと思う。

　伊依は泣いた。ぽろぽろと涙なみだを零していた。ずっと夢見ていた怪モン造ステ学イス者トへの未来が絶たれてしまったと思っていたから。自分の実力のなさが痛いほどに惨めだったから。だから泣いた。泣きじゃくった。声をあげて子供みたいに泣いた。

　香美は伊依の涙を拭ぬぐったりしなかった。慰なぐさめの言葉もかけなかった。ただ寄りそって、触れてくれていただけだった。そんな彼女は素す晴ばらしい友達だと思う。

　いつしか伊依の無限に流れると思っていた涙も、彼女の語らない優しさに触れて──止まっていた。

「カービィちゃん……」

「うん？」

「ありがとう──」

　伊依はつぶやいて、それから久しぶりに心から笑った。

　そこは二人の帰り道が分ぶん岐きする十字路。車がうるさく走っている。水すい銀ぎん灯とうが煌こう々こうと輝かがやいている。香美はびっくりするほど大きな満月を背景に、わざと澄すまして恍とぼけたふりをした。

「なにが？」

「ありがとう」

「ジュースのことかしら」

「ゼンブのことだよ」

　言って、伊依は彼女に右から左に大きく一回手を振ふると、颯さつ爽そうと家路についた。

『……いい友達じゃねぇかよ』

　髑どく髏ろの首くび飾かざりが意地悪い声をだしたが、無視だ。
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「……いやぁ、なんですな、最近はあぁいう口ばっかり達たつ者しやな子供が多くて困ります。真面目まじめそうな顔しておいてとんでもない虚きよ言げん癖へきだ。あぁいうのが非行に走るんですな」

　入学試験の全日程が終しゆう了りようした教室で、蟻馬磁獄は他の二人とともに書類などの後片付けをしていた。

　ひととおり整せい頓とんが終わり、残ったパイプイスに腰こしかけて妖森のいれてくれたコーヒーで喉を潤うるおす。この暑いのにホットなんて飲んでいられないのでもちろんアイスコーヒーである。早いところこんな灼しやく熱ねつ地じ獄ごくのような部屋は出ていきたいが、しかし、校長より先に帰るわけにもいかないので出ていくことができない。

　学校という縦社会において蟻馬はいつでも被ひ害がい者しやだった。

「ところでさ──」

　隣となりに座る涼すずしげな顔の宇宙木が不意に口を開いた。

「──蟻馬くん」

「はい？」

　宇宙木は氷こおり色いろの冷たい瞳ひとみでなんの感情もなく蟻馬を見つめていた。

「蟻馬くんが例えば炎えん熱ねつほとばしる灼熱の砂さ漠ばく地帯にいたとするわよね、もうあたり一面焼けた砂、じりじりと太陽光線が肌はだを焦こがすそんな砂漠に」

「はぁ……」

　なんの話だろう。よくわからないが適当に相あい槌づちをうっておく。

　この人がわけわからないのはいつものことだし。

「そんな場所で──」

　宇宙木は手に持つホットコーヒーを蟻馬に示して、見せた。

「──これを飲めって言われたら、君は飲むかな？」

「え……」

　なんだか暑苦しい話だ。もしかしてこの人は自分を暑さで殺そうとしているのではないか。そんなことを疑いながらも蟻馬は適当に答える。

「さぁ、飲まないでしょう。そんな熱いもん。あ、でも、砂漠なんですよね、よっぽど喉のどが渇かわいていたら飲むかもしれませんが──」

「それじゃ、今からフルマラソンしろって言われたらどう？　熱ねつ砂さばしばし陽光ぎらぎらの砂漠で、４２・１９５キロを走りとおせと命令されたら？」

「そりゃあ走りませんよ、死にますもん、走りません」

「それが私の命令でも？」

「え──」

　どうだろう。

「え……と、やっぱり走りませんなぁ、命は大事ですし、走りません」

「あの子は走らせてしまったのよ」

　え──。

　蟻馬は宇宙木を見つめる。彼女はいつになく真しん剣けんな表情をしていた。

「あの子は──砂漠でフルマラソンをしろという無茶な命令を、他人に承しよう諾だくさせてしまったの。これがどれほどの偉い業ぎようだか君にもわかるわよね」

「それって──」

「空井伊依のこと。そして彼女が桃子と呼んでいた《雪クールキ童ユーテイ》のこと」

　宇宙木はいつもは見せない怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの表情で言った。

「さっきも説明したとおり、私は極きよく度どの寒がりなのね。普ふ段だん着ぎで冬の北海道に送りこまれれば三秒で死ねるくらい。そんな私には今の季節がつらくてね、こうしてストーブを全力で稼か動どうさせていないと寒くて寒くて耐たえられない。──《雪クールキ童ユーテイ》はまさにその逆」

「…………」

　蟻馬は──なにも言えない。

「虚界アンダカの氷の国……極ごつ寒かんの土地で生まれ生きている《雪クールキ童ユーテイ》は暑さに弱い。深海魚にとって浅あさ瀬せの海が地獄であるのと同じでね、彼女にとってこっちの世界は生きるに苦しい場所だろうと思うわ。まぁ、自分を怪造してくれた怪モン造ステ学イス者トが近くにいるかぎり、《門ＧＡＴＥ》から出る光に護まもられて普ふ通つうに活動している分には問題はないだろうけど」

　そこで一いつ瞬しゆん、彼女の瞳に壮そう絶ぜつな色が混じる。

「……ただし、氷を作れなんて命令されてしまえば話は別。能力を使うときには怪モ造ン生ス物ターは完全に虚界アンダカから切り離はなされ、モロにこっちの世界の影えい響きようを受けてしまう。……つまり、このストーブで熱せられた部屋の室温を彼女は直じかに感じていたということよ。極北に生きる《雪クールキ童ユーテイ》にとってそれは灼熱の砂漠に放ほうり出されることに等しかったでしょう──」

　怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは断言する。

　当たり前のような声こわ音ねで。

「──そして、このストーブにより乾かん燥そうしきり、極限にまで熱せられた部屋で氷を作るということは、人間が砂漠でフルマラソンをするのと同等の自殺行こう為いなのよ」

「………！」

　蟻馬は──沈ちん黙もくしていた。

　沈黙するしかなかった。

　ならば、ならば、あれは、あのときの二人は──。

「普通の怪モ造ン生ス物ターならそんな命令をされても実行しない。彼らはロボットじゃないから、自分の能力の限界以上を要求されたらちゃんと拒きよ絶ぜつするわ。でも──あの子は、空井伊依は、なんとその命令を怪モ造ン生ス物ターに実行させてしまったのよ」

　凍こおりつくほどに素晴らしい才能よね──宇宙木は愉たのしそうに笑った。

　そして氷の瞳に熱を灯ともして語るのだ。

「私は常つね々づね思っていたわ。最近の怪造学界は行きづまっている。研究できることはだんだんと減り、新発見はなくなった。惰だ性せいになっているのよね。怪造学の学びかたが規則化され、やってはいけないという禁きん忌きが増え、私たち怪モン造ステ学イス者トは自由な思考を失った。自由な翼つばさを失った私たちに新天地など見つけられるわけがない。考えは凝こり固まり、既き存ぞんの研究を上書きするだけの間ま抜ぬけな研究者ばかりが増え、高等な怪モ造ン生ス物ターに拘こう泥でいしているパワー思考者が群れをなしている、それが今の怪造学界よ。ゆるやかに腐くさっているわけね」

　宇宙木は蟻馬を見る。

　詰なじるように責めるように。

「そんな時代に、今の規き範はんで〝優ゆう秀しゆう〟と思われている生徒ばかりを入学させてどうするというのよ。面おも白しろ味みのない、型に嵌はまった考えしかできないあんな連中ばかりを入学させて未来の怪造学界をどうしようというの？　私たちが求めているのは秀才ではなく天才なのよ。型をぶち破る、怪造学界を変えてくれる人材こそを学校にいれるべき。たとえば研究対象でしかない怪モ造ン生ス物ターを〝友達〟と言いきってしまう、ランクづけはくだらないと主張している女の子なんかをね」

「し、しかし、校長──」

　蟻馬は乱れる。宇宙木校長の言うこともわからないではないのだが──しかし、納なつ得とくができない。あんな小こ娘むすめに怪造学界の未来を変えることなんてできるわけがない。

　そんな蟻馬を冷めた目で見つめ、宇宙木は嚙かみしめるように語る。

「彼女の鑑かん定ていはとても難しいわ。多分、私がいなければ彼女が原石だってことにすら気づかず、ゴミかと思って捨てていたでしょうね」

　目の前の蟻馬を揶や揄ゆするように。

「……今年は本当に試験に参加してよかった、私は心から喜んでいるわ。ダイヤモンド、サファイヤ、ルビー、トパーズ──」

　その絶対零れい度どの表情に興奮めいたものが浮うかぶ。

「泥どろや砂に隠かくされていた、天才の原石が山盛りじゃない？」

　自分の言葉を補足するかのように、宇宙木は説明をつづける。

「蟻馬くん、彼女は怪モン造ステ学イス者トとしても一流よ。少なくとも私は、宇宙木氷蜜は、こんなに熱せられた部屋で《雪クールキ童ユーテイ》に氷を作らせることなんかできないわ」

　世界最さい高こう峰ほうの怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア──宇宙木氷蜜は考えるような顔で言葉を紡つむぐ。

「あの怪モ造ン生ス物ターとの信しん頼らい関係は他の怪モン造ステ学イス者トにはない煌きらめきだと思う。彼女は怪モ造ン生ス物ターが好きなんだと何度も言っていたわね。そのとおりなんだと思う。それだけなんだと思う。それだけのことなんだけど、それは私たち怪モン造ステ学イス者トには欠けている思考。彼女なら──空井伊依なら、この煮につまり濁にごった怪造学界に新しん風ぷうを吹ふかせてくれるかもしれない」

　ダン、と大きな音をたてて蟻馬は椅い子すから立ち上がった。

「校長は──」

「うん」

　みなまで言わずに全すべてを察し、宇宙木は愉しそうに笑った。

「受験番号７７番、空井伊依は合格よ」

「反対ですッ！」

「何故なぜ？」

　不思議そうな顔で彼女は肩かたを怒いからせる蟻馬を見上げた。

　何故──と問われても蟻馬には説明ができない。ただ気に食わないのだ。彼女の才能を見み抜ぬけなかった自分が情けなくて、その情けなさをごまかしたいがために伊依に苛いら々いらをぶつけているだけのような気もする。そんなことは自覚している。

　しかしなんだか認めたくないのだ。空井伊依を。理り屈くつではなく。

「天才は──」

　怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは怪モン造ステ学イス者トを見つめた。

「──天才を、知る」

　ふふっ、と宇宙木はまるで蟻馬を馬鹿にするように笑った。

　実際──馬鹿にしたのだろう。

「相手が天才か否かを判定する裁量もない君程度の〝秀才〟がさ、〝天才〟である私の決定にケチをつけないでくれないかな。蟻馬くん──滑こつ稽けいよ？」

　その瞬しゆん間かん──。

　蟻馬は爆ばく発はつ的に理解した。

　自分は努力して努力して血の涙なみだを流すほど努力してようやく認められた人間なのだ。だから才能とかいう反則技わざで簡単に認められてしまう天才が妬ねたましいのだ。どれだけ秀才が努力しても行きつけない領域まで天才は軽々と到とう達たつしてしまう、それが──蟻馬には酷ひどく羨うらやましく、妬ましく、恨うらめしく、感じるのだ。

　そんなことは理解できた。自分の嫉しつ妬とも自覚していた。そんなふうに天才に嫉妬する秀才の自分はとても格好悪いっていうこともちゃんとわかっていた。

　しかし──。

　空井伊依。

　天才──天才か。

　面白い。

　校長命令である。空井伊依は入学試験に合格し春にはこの古頃怪造高等学校に入学してくることだろう。そうすれば──そうすれば、伊依は蟻馬の生徒になる。生徒は教師よりも下級民族なのだ。生かそうが殺そうが教師の自由なのだ。

　いじめてやる。

　蟻馬磁獄はそんな意地の悪い誓ちかいをたてた。

　宇宙木が自分を馬鹿にした。馬鹿を見るような目で見た。こんな屈くつ辱じよくは初めてだ。そしてそれはすべて伊依のせいなのだ。

　復ふく讐しゆうしてやる。

　いじめてやる。

　蟻馬磁獄はそんなことを誓った。

　──入学してくるのを楽しみにしているぞ、空井伊依……！
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「私立美び霜しも東とう北ほく高等学校──普ふ通つう科か、第二次募ぼ集しゆう定員十三名」

　ちょっとだけ考えて、ふうと嘆たん息そくする。

「普通科ねぇ、やっぱり魅み力りよくを感じないんだよね」

　早朝。空井伊依は荒あれ果てた自宅で、取り寄せた高校受験二次募集要よう項こうを一つずつ斜ななめ読みにしていた。部屋は大変な散らかりようで、第三次世界大戦でもこの室内で人知れずあったのかと思う。それはなんだか人間の理解を超こえた乱らん雑ざつ具合だった。

　転がっているのはほとんど愚ぐにもつかない学術書である。他にはビーカー、フラスコ、こまごめピペットに薬品の入った薬がわらわら。ようするに父が三年前に死んでしまう前に、どこかからかき集めてきた怪造学の研究材料が無む秩ちつ序じよに転がっているのである。

　伊依も母が死んで父に引き取られてから何度かこの家の掃そう除じをしようと試みたが、どう考えてもそんなこと人間には不可能だった。蠟ろうで固めた鳥の羽で空を飛ぶより不可能である。そんなわけで、伊依は一年前に崩くずれてきた硫りゆう酸さんのビンで太ふと腿ももにヤケドを負ってからというものの、一度もこの家の掃除をしていない。

　もちろん伊依とて生きているのだからゴミとかは出るわけで、そんなようなものはきちんと捨てているが、放ほうっておいても物は増えるから部屋は一年ごとに荒れていく。そのうちゴミ雪崩なだれでもおきて押し潰つぶされ伊依は死んでしまうことうけあいである。

「はぁ」

　伊依は嘆息し、どうしようもない愚ぐ痴ちをもらす。

「あーあ、全ぜん寮りよう制せいの怪造高校に受かってたらこの家とオサラバできたのに──」

　なんでもない独り言に反応し、髑どく髏ろの首くび飾かざりが皮肉げな声をあげる。

『けっ、そんなにこの家にいるのが嫌いやなら公園にでも住めばいいじゃねぇかよ』

「父さんに話しかけたんじゃないよ。……はぁ、公園もこの家もどっちもどっちなんだよね、実際問題、雨風が防げるからまだこの家がマシってくらいで」

　眉まゆ尻じりを下げて嘆息する。

　伊依は要項を放り捨てるとやる気なくあくびをした。

　父はなおもぐちぐちとつぶやいている。

『貴重な怪造学の学術書やら研究材料で満ちているこの家は怪モン造ステ学イス者トにとって夢のような環かん境きようなのによ。はん、贅ぜい沢たくなガキだ。てめぇ本当に俺の娘むすめなのか？』

「そうでなければどれほど良かったか知れないけどね……。夢のような環境っていうか、夢の島のような環境だよ、父さん。だいたい学術書とかいってもほとんど英語だから読めないし、日本語でも英語より難しく書いてあるから読めないし、研究材料っていっても時じ代だい後おくれな旧型じゃん。ぜんっぜん使えないの」

　伊依は何かと不快な首飾りに閉口し、ゴミにかぶせてある毛布の上にごろりと寝ね転ころんだ。ちなみにベッドもこの家のどこかにあったはずなのだが、ゴミに埋うもれて見えないので、伊依はこの毛布の上でだいたい寝ていた。サバイバルな生活環境である。かつて家庭訪問にきた中学の担任教師が「ジュラシックパーク……」とつぶやいたほどだ。

　伊依はもうほとんど古頃怪造高等学校の合格に絶望していて、現在はまだ入学者を募集しているレベルの低い学校の二次募集要項に目をとおしている段階だった。

　だが怪造学を専せん攻こうしている学校はやはり少なく、どこも募集を終えていた。なので仕方なく伊依は普ふ通つうの高校の受験を考え始めているのだった。高校受験で浪ろう人にんというのも先行きが不安だと思ったのである。

　ただし怪造学以外の伊依の成績は怒ど濤とうのごとく平均点であり、おまけにあんまり受験勉強をしていなかったせいで学力は低下していた。

　このままの状態で受験しようとなると随ずい分ぶんと志望校のレベルを落とさなければいけなそうだが──どうも、普通の高校には魅力を感じない伊依は高校を選ぶのも億おつ劫くうになっていた。

　もう適当にアミダくじかなんかで決めてしまおうかとまで考えているくらいだ。一人の前ぜん途とある中学生の未来を任せられてしまってアミダくじくんもさぞプレッシャーだろう。もちろん伊依もそこそこに真面目まじめなのでそんなことはしないが、どうにもやる気がなく、ただ時間だけが漠ばく然ぜんとすぎていく。

『おい伊依──』

　さらに隙すきを見せると首飾りの父がぶつぶつとわめくのだから鬱うつ陶とうしい。

『本当に普通の高校を受験するつもりなのか？　てめぇが？　はん、てめぇの馬鹿は致ち命めい的てきだな。普通の高校に進学しても埋もれるだけだってわかんねぇのかよ？』

「……父さん」

　疲つかれきった顔でつぶやく。

「もーっ！　いい加減に成じよう仏ぶつしてよう。あぁ、うっさいうっさいうっさいうっさい！　喋しやべりかけないで語りかけないでトンカチで破は壊かいするよ！」

『……てめぇ清純ぶってるけどたまに過激なこと言うよな……。けっ。俺だって、てめぇみてぇなデキの悪い娘にまとわりつきたきゃねぇよ。出で来き損そこないが。俺の、世紀の大天才──空井滅作の遺伝子を受け継ついだくせにどうしてこう、くあー、ろくな怪造しねぇんだよ情けなくって涙なみだが出てくらァ。……おまけに幼児体形で色気まるでねぇし。風ふ呂ろやらトイレに引っついていってもまるで楽しく──グあッ？』

　ぎりぎりぎり……と、手近にあった万力で伊依はドクロの首飾りを押し潰そうと試みる。しかし無む駄だに硬かたい金属でできているらしく、ちっとも潰れない。ええい鬱陶しい。

「実の娘になに考えてんの、いやらしい！　絶対いつかダイヤモンド製のトンカチでも見つけて粉ふん砕さいしてやるんだから」

『あー、ダイヤモンドは硬いけど分子結合弱いから、トンカチにしてもすぐバラバラになるぞ意味がない──ゲばッ？』

　ボワウ、と、ひとまず手近にあったバーナーで伊依は変態首飾りを焼しよう滅めつさせようと努力してみる。しかしどうにも耐たい熱ねつ性が強いみたいで一向に燃えない。

「……あー、鬱陶しい、うっっっとうしい。どうしてこんな呪のろいのアイテムなにも考えずにつけちゃったのかなぁ。タイムマシンがあったら三年前に戻もどりたいよ……」

『タイムマシンなんて科学的に矛む盾じゆんしたモンが作れるわきゃねぇだろうが間ま抜ぬけ。てめぇはてめぇである時点でもう過去とはパラドックス的な不ふ干かん渉しようを持って──ぎゃアッ？』

　濃のう硫りゆう酸さんぶっかけたりキリでびしびし刺さしたり煮にたり焼いたり振ふったり液体窒ちつ素そぶっかけたり毒ガエルに舐なめさせたり毒バチに刺させたりしてみたけれども親父おやじの首飾りは傷もつかず伊依の苛いら々いらはつのるばかり。本格的にストレスで胃い潰かい瘍ようになりそうだなぁと伊依が思い始めていたころ、部屋の開けっぱなしにしていた入口に桃子が姿を見せた。

　一いつ般ぱん的に怪モン造ステ学イス者トは怪モ造ン生ス物ターをその役目が終わったとたんに虚界アンダカに送り返してしまうが、伊依と桃子は〝友達〟なのでほとんど一いつ緒しよにいた。ただ桃子にも虚界アンダカでの生活があるらしく、彼女が虚界アンダカに帰りたいと主張すれば伊依もきちんと帰してあげることにしていた。ただそんなことは稀まれで、もうほとんど桃子は伊依の家族みたいな存在になっていた。

「くるさだんちゅら」

　桃子とのつきあいは長いが、彼女がこの言葉以外を発声したところを見たことがない。見た目は人間に近くてもちゃんと怪モ造ン生ス物ターなんだなと伊依は思う。伊依が彼女を初めて怪造したのは五年前だが、桃子は少しも外見的な成長をしていない。

　そんな永遠の童女は手に小さな封ふう筒とうを持っていた。受けとって頭を撫なでてあげると桃子はとても嬉うれしそうな顔をした。封筒の送り主を見ると、〝古頃怪造高等学校〟となっていた。合否発表の日は今日だったのかと伊依はけっこう間抜けな思考をした。

　どうせ不合格だしーと適当に封筒を破って中味を確かく認にんする。

　合格。

「────」

　ごうかく？

　ご、う、か、く。と、読めた。

　伊依の時間が止まった。なんというか科学的におかしいくらいに露ろ骨こつに止まった。

　目をまんまるにして動かなくなった伊依を見て、自分はなにか駄目なことをしただろうかと桃子が心配そうな顔をしている。

「………………ご」

　信じられない。アンビリーバボー。どういうわけなんだどういうわけかは知らないけれども、神様というやつは伊依の思っていた以上に良いやつなんじゃないのかと思う。

「合格だああああああぁぁぁぁぁああああああッ！」

　伊依は叫さけんだ。それはもう、体中の全エネルギーを発声能力に変へん換かんして叫んだ。積み重ねられたゴミやらなんやらがガラガラと崩くずれていく。




　空井伊依の伝説はこうして神様の不ふ意い討うちから始まった。
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　古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の入学式は四月一日に行われた。

　空すかい井い伊い依よりはどことなく一いつ杯ぱい食わされたのではないかというような顔で、新しい生活に期待と不安を抱かかえてざわめく新入生の列に混ざっていた。

　同年代の少女と比べても小こ柄がらな体たい軀く。特とく徴ちよう的なツインテイルの髪かみ。怪造高校の橙だいだい色いろのセーラー服に首から下げた髑どく髏ろが浮ういている。

　奇き跡せきのように入試に合格し、騙だまされているかのように何事もなく今日という日がやってきた。入学式。自分の新しい第一歩。夢へとつながる毎日の始まり。

　期待はあるし、不安もある。どうして自分が合格できたのか──そのことについての疑問もある。しかし自分は間ま違ちがいでもなんでも合格できたのだから、できるかぎりでその幸運を生かそうと思う。

　一生懸けん命めい勉強して、偉えらい怪モン造ステ学イス者トになって。

　怪モ造ン生ス物ターと人間が一緒に暮らせる世界をつくるのだ。

『それでは、校長先生のお話──』

　マイクで拡大された司会の教師、その音声が朗々と響ひびく。

　起立。礼。反射的に、号令にしたがって伊依も動く。こういう反射行動は伊依も伊達だてに義務教育過程を終しゆう了りようしていない、得意だった。

　顔を上げて前を見る。

『──新入生の諸君、古頃怪造高等学校へようこそ』

　正面。今日もやけに体育館が暑いと思ったら──古頃怪造高等学校校長にして日本に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつがそこに立っていた。

　宇宙木は静かに手を叩たたいている。

『とりあえず今日は拍はく手しゆをあげようね。おめでとう、ここが君たちの新世界となる──古頃怪造高等学校。君たちの夢が花として、この高校は土ど壌じようかな。存分に咲さくもよし栄養を蓄たくわえるもよし、枯かれることなくすくすくと成長していきなさい』

　氷こおり色いろの瞳ひとみ。白しろ金がね色の髪。乳白色の肌はだ。今日も透とう明めいな氷細工のような彼女は、硬かたそうな質感の髪を銀色の髪留めで飾かざっていた。服装も正装で、その立ちふるまいはどこかの国の王おう侯こう貴族のように立派だった。

『ともあれ』

　いきなり表情を崩して、宇宙木はとんでもない発言をした。

『まぁなんというか、怪造学界はヘタレよね』

　そして笑う。笑うことか。

『駄だ目め駄だ目めね。全体的にくたばりかけている。君たちもそれはわかってると思うけど。というか──わかっていてくれなくちゃ困るんだけど。ここ十年、怪かい造ぞう学で新しい発見──発明はなく、停てい滞たいしていて、ゆるやかに腐くさっている──』

　ざわめく生徒たちに、宇宙木はにっこりと笑う。

『──例えば虚界アンダカから生物以外、それは鉱物とか──資源を怪造しようとする技術、物ぶつ造ぞうというんだけど。物造もずっと研究されてるけど全然できないし、新種の怪モ造ン生ス物ターはまるで見つからないし、失敗が怖こわいのか上級の怪モ造ン生ス物ターを怪造しようとするやつがまずいないし、そのくせ中級くらいの怪モ造ン生ス物ターの怪造に失敗して死んじゃうやつも増えているし──わかるかな、若い君たち。これからの怪造学界を支えていく君たち。それが、そんなのが、現在の怪造学界の状じよう況きようなのよ──』

　入学式から暗あん澹たんとしている。

　だが──だからこそ、宇宙木の言葉は心に深く浸しん透とうした。

『──新境地を望むくせに最初の一歩が踏ふみだせなくて、とりあえず他人よりもうまく先人の功績をなぞることだけに腐ふ心しんして、やることもやらず改革を求めず進歩を先延ばしにして──怠なまけている、それが、君たちの夢見た怪モン造ステ学イス者トの現在であり、真実の姿』

　ざわめきが大きくなる。

　困こん惑わくと、失望の声。

　バン、と宇宙木は思いっきり舞ぶ台たいを踏みつけた。

　しん──と静せい寂じやく。

　宇宙木はその静寂が端はしの端まで浸透するのを待って、にやりと笑った。

『だから、どんどんブッ壊こわしちゃいなさい』

　愉たのしそうな声。何より勇気づけられる声だった。

『遠えん慮りよなどする必要はないわ。気にいらないなら変えなさい。がんがん壊して構わないのよ？　下らない怪造学界も、下らない怪モン造ステ学イス者トの常識も──』

　宇宙木は手て袋ぶくろに包まれたその手を伸のばす。正面に。

『どんどん現在いまを破は壊かいして、未来を創造していきなさい』

　その指を、ちょんと立てて。

『ただ忘れないで欲しいのは、虚界アンダカってのが決して安易に力を与あたえてくれるだけの世界じゃなく──とっても凶きよう暴ぼうな、恐おそろしい世界だってこと』

　それは宇宙木が身をもって証明している。

　絶対零れい度どの冷気に取り憑つかれ、今も怪モ造ン生ス物ターに苦しめられているという彼女。

『──忘れちゃいけない大切なこと』

　冷然と笑う。

『君たちにこれから怪造学を学ぶうえで、守って欲しい三つの約束を与えるわ』

　静まりかえった体育館に、彼女の声はよく響いた。

　指を一本ずつ立てながら。

『甘く見ない、欲をかかない、怖がらない──』

　甘く見ない。欲をかかない。怖がらない。

　伊依は口でくりかえして、なるほど、と思った。

　それは──大切だ。

　とても大切なことだ。

　どれか一つでも破ったら、命を食い破られてしまうほどの。

　でも。

「──言われるまでもないことでしょう」

　伊依は小さくつぶやいた。

　宇宙木氷蜜は両手を広げ。

『それを、ただそれだけを、忘れずに──』

　柔やわらかく微び笑しようした。

『──存分に楽しみなさい。虚界アンダカの怪造学を』




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　入学式が終わり、今日の日程はこれで終しゆう了りよう。生徒たちは明日からの生活に想像をめぐらせながら帰路へとついた。しかし伊依は入学式が行われた体育館の入口付近で一人、ぽつんと立っている。少しするとさっそく制服を改造したらしき魅み神かみ香か美みが現れた。

「カービィちゃん」

「うーす」

　ぼんやりと手をあげる。どこか眠ねむたそうだ。

「どうやら同じクラスよね伊依、あちきはとても嬉うれしいわ。しっかし怪造学科も人数少ないとは思ったけどまさか一学年が二クラスたぁね。星組と月組。こりゃあ違ちがうクラスになれというほうが無理な感じだわ」

　相変わらずの独特な口調でそれだけつぶやいて、香美はくしゃくしゃっと笑った。

「それよっか、伊依も学生寮りようっしょ？　あちきもあちきも。一いつ緒しよに行きましょう」

「学生寮ってどこにあるんだっけ？」

「あ、なーる。それがわかんなくてあちきを待っていたわけね。納なつ得とく納得。おたくの記き憶おく能力は怪造学関連以外には働かんのか。……《疾タタ風タツ鼠ト》の好物はなーんだ？」

「タンポポの花」

「ほら、そんなド下級怪モ造ン生ス物ターの好物まで覚えているくせにどーして他のことは覚えらんないのよ。おたくの脳組織おかしい。確実な確信をこめておかしい」

　香美は伊依の頭をぐるぐると回して断言してくれた。

　そしてにんまり笑うと学校の正門を示した。

「それよか、さっさと学生寮に行きましょう。今日は荷物を整理したり明日の準備をしたりで大おお忙いそがしなんだから。おたくの脳のう細さい胞ぼうについて思考している暇ひまなんてないの」

「……勝手に思考したくせに」

「学生寮は学校を出てすぐそこにあったわ。なんだか感じのいいところだったわよ」

　香美の美的センサーは狂くるっているのでその言葉は信用ならない。
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　学生寮は古頃怪造高等学校のすぐ近くにあり、〝空うつ蟬せみ寮～君が人形になる前に～〟がその名前だった。外見的にはいかにも幽ゆう霊れいが闊かつ歩ぽしていそうなお屋や敷しきで、わざとなのか嫌いやがらせなのか払はらわれもせず蜘蛛くもの巣があちこちに張ってあった。

「歴史と伝統に彩いろどられた怪造学校に相応ふさわしい外観──」

　香美はなんというか運命の恋こい人びとに出会えたというような顔で笑った。

「──浪漫ロマンだわ」

「ていうかどうして寮の名前にサブタイトルがついてるのとか、裏手に見えるのは明らかに墓地だよねとか、それがいかにも掘ほり返されてるよねとか、そういう理性的なつっこみは不可なんだね？」

「不可。無ぶ粋すいな伊依。些さ細さいなことじゃない」

「些細かなぁ……とっても大切なことのような気がするんだけどなぁ」

　香美は一秒でも早くこのおどろおどろしい寮に入りたいのだというふうに嫌がる伊依を引きずっていく。伊依としてはこんな怪あやしすぎる場所には近づきたくないのだが。

　しかし──吸きゆう血けつ鬼きや狼おおかみ男おとこが普ふ通つうに生活していそうな空蟬寮の下から苔こけむしている外観はともかく、問題なのはこの禍まが々まがしいほどの邪じや悪あくな雰ふん囲い気きだった。伊依は幽霊や妖よう怪かいにそれほど恐きよう怖ふを感じるわけでもないのだが、このなんというか、心に氷を押しあてられるような感覚は生理的に嫌だった。

　牢ろう獄ごくのような鉄てつ格ごう子し。埃ほこりのたまった窓ガラス。鴉からすの鳴き声が響ひびいている。

　正面──朽くちかけた出入り口、髑どく髏ろを模した取っ手を摑つかんで香美がもう扉とびらを開いている。

「あ、あ、カービィちゃん。ちょっと待って。心の準備くらいさせてって」

「何を準備することがあるの変な伊依」

　不思議そうな顔をして、香美はどんどん先へ行ってしまう。

　ホラー映画だと香美が化け物に食われて悲鳴をあげるタイミングである。伊依もさすがにそれは寝ね覚ざめが悪いので、気持ち悪さを押し殺して香美の背中についていった。

「…………」

　余よ裕ゆうをもって造られた玄げん関かん先さきのホール。

　薄うす暗ぐらくて静かで、やはり人間の気配はしない。本当にここは何人もの学生が暮らす学生寮なのだろうか。寂さびしげで、まるで墓場のようだった。

　本当に嫌がらせなのか不気味な洋画が壁かべに飾かざってある。もちろん蜘蛛の巣も赤っぽい染しみもある。電球の二つに一つは明らかに点てん滅めつしている。

　香美はそれらを一つ一つ眺ながめて。

「うん──浪漫だわ」

　意味のわからないことをつぶやくと幸せそうに笑った。

　香美には嬉しいだろうがこんな幽霊屋敷、伊依としては一秒だって長くいたくないのだが。蒼そう白はくな顔で楽しそうな香美の背中に追いすがる。

「カービィちゃん、それで──どうしたらいいんだろうね」

「ひとまず管理人さんに鍵かぎをもらって、届いてるはずの荷物を簞たん笥すとかに詰つめて、あとは──うんと、ご飯でお風ふ呂ろで明日の用意で睡すい眠みんだわ」

　後半は面めん倒どうだったのか適当な説明をして、香美はそこらを見回している。

「この空蟬寮の管理人さんだけれど、どこにいらっしゃるのかしらん。どんな怪しげで浪漫な風ふう貌ぼうであちきを愉たのしませてくれるのかしら？」

　管理人さんはせめて普通でありますように。

　こっそり神とかに祈いのる伊依の期待は──しかし瞬しゆん間かん的に打ち破られた。

　薄暗がりの──。

　玄関ホールの隅すみ。ただ静かに。

「…………」

　一人の女性が椅い子すに腰こしかけていた。

　あまりにも気配がなかったので今の今まで気づかなかった。伊依はびっくりして思わず声をあげ、香美も幸さちあらんというふにゃけた顔を引きしめた。

　いつからそこにいたのか。まるで気づかなかった。

　椅子に座った女性。彼女の胸むな元もとには〝寮母〟という名札がつけられている。彼女がこの空蟬寮の管理人──寮母だというのは間ま違ちがいがないようだが──。

　綺き麗れいな女性だった。ただその綺麗さは人間的というよりも、むしろ人形的で、血の気のない肌はだは噓うそのように白かった。年ねん齢れい的には伊依よりも少し上というくらいか、まだ若い。二十歳はたちにも届いていないだろう。緑と金を混ぜたような不思議な色の髪かみを漠ばく然ぜんと伸のばしている。その髪も造りもののように癖くせがなく真まっ直すぐで、前まえ髪がみをカチューシャでまとめた彼女の瞳ひとみにも色がなくて、椅子に腰かけ、その場で体操座りして膝ひざの隙すき間まから伊依を見ているその姿はまさに幽霊か人形だった。

「あの、こんにちはっ」

　伊依はぺこりと頭を下げる。ツインテイルの髪が真上に跳はねあがった。

「今日からここで生活させていただくことになりました、空井伊依です！」

　とりあえず外見がどれだけ怪しかろうがなんだろうが寮母である。まずは礼れい儀ぎを損そこなわないように挨あい拶さつをするべきだ。そう思って頭を下げたのだが──寮母は驚おどろいたことになんの反応もしなかった。

　瞬まばたきすらもしていない。

　一瞬、本当に人形なのかと思う。伊依は困こん惑わくして香美を見た。

　香美は肩かたをすくめる。

「んー、人間嫌ぎらいなのかねぇ。それっぽい外見よね」

　ならば寮母などやるなと伊依は思った。

　どうすればいいだろう。また挨拶するというのもおかしいし、鍵をくださいと言ってまた無視されたら立つ瀬せがないし。悩なやんでいると、ホールの奥、何やら厳重にお札やら魔ま法ほう陣じんやらで封ふう印いんされていたらしき重厚な扉がゆっくりと開いた。

　ぎ。いい。

　重い扉が開く音。

　なんだろう。今度はなんなのだろう。幽ゆう霊れいにつづいて怪かい物ぶつかと伊依が身構えていると、意外なことに、現われたのは小学生くらいの男の子だった。

「ん？」

　男の子は伊依と香美に気づいて眉まゆをひそめた。

「生徒か。珍めずらしい」

　短くつぶやくと、それっきり二人から視線を外して寮母のもとへと歩く。

　外国人の子供だった。そういえば寮母も外国人のような顔つきをしている。親子なのだろうか。あるいは姉きよう弟だいか。寮母と同じ色の髪を後頭部の四箇か所しよでまとめている。髪は短くて、寮母と違って癖があった。少年らしい体つきを丈たけのあっていないＹシャツとジーパン、真しん紅くのマントという奇き抜ばつな服装で覆おおっている。

　少年はそのまま寮母の背後に立つと、首のあたりをポンと叩たたいた。

「起きろ。血ち影かげ」

　すると──唐とう突とつに。

　ぎ。ぎ。ぎい。

　寮母は軋きしみをあげて顔を動かすと、組んでいた足も地面に下ろし、おぼつかない動作でゆっくりと立ちあがった。虚こ空くうを凝ぎよう視しして口をぱくぱくと動かしている。

　少年はそんな彼女の背中を遠えん慮りよなく殴なぐる。

「早く目覚めろ。生徒が待っている」

「う。あ」

　寮母はまたも音がしそうなほど不自然な動作で伊依と香美を見ると、深く頷うなずき。

「了りよう解かいです。ご主人様」

　そう言った。

　言ったような気がした。あまりにも掠かすれた声だったし、小さかったので、伊依は本当のところなんと言ったのかよく聞きとれなかった。

　瞬間──少年は野や獣じゆうのごとき凶きよう悪あくな顔つきで短く怒ど鳴なる。

「生徒の前ではそう呼ぶな、雌めす豚ぶた！」

　それは少年らしからぬ、一世紀も生きた老人のごときしわがれた声だった。

　寮母はさして戸と惑まどうそぶりもなく、少年に深々とお辞じ儀ぎして。

「申し訳ありません。影かげ文ふみ様」

　そして伊依のほうに視線を向ける。

　微び笑しようする。人形のような微笑。

「いらっしゃいませ。新たな寮りよう生せいさんですか？」
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「は──はぁ」

　得体の知れない二人の会話に伊依は曖あい昧まいな反応をする。

　そして手招きされるままに二人のそばに近づいた。奇き妙みようなのは、寮母か少年か、どちらからか強きよう烈れつな香こう水すいの匂においがしたこと。なにかの香かおりをごまかすかのように。

　考えないことにして、伊依はまたも頭を下げた。

「初めまして。空井伊依です」

「あらあら。礼れい儀ぎ正ただしいお嬢じようさん」

　やはり人形のように微笑して、寮母はその白い手て袋ぶくろをした指先で自分の胸を示す。

「わたくしはこの空蟬寮の寮母、闇やみ宮みや血ち影かげと申します。食事、洗せん濯たく、ベッドメイクなどはお任せくださいまし。それと、疑問に思ったことがあればなんでも仰おつしやってくださいね」

　主な疑問はその発言をした彼女の正体とかなのだが。

　何事もなかったかのように歓かん迎げいしてくれる血影に伊依は相あい槌づちも打てずに薄うす笑わらった。

　そして彼女は憮ぶ然ぜんとした顔で立っている少年を指先で示す。

「こちらは、わたくしの弟、闇やみ宮みや影かげ文ふみでございます。わたくしともども仲良くしてやってくださいまし。それと夜にはなるべく近づかないように──」

「ご姉弟なんですか？」

　不気味な忠告をどうにか聞き流して伊依は当りさわりのない質問をする。

　血影は人形のように微笑した。

　どうして人形のように見えるかというと、瞳ひとみが笑っていないからだ。

「はい。そのような設定になっております」

　げし、と影文が遠慮なく血影の背中を蹴けった。

「貴様はもう喋しやべるな」

「了解です。影文様」

　謎なぞな会話をして影文がちょっとだけ前に出る。

「我わが輩はい──否いな、僕は近所の小学校に通うごく普ふ通つうの小学生でね、姉さんとは四つ違いの歳としの離はなれた姉弟なんだ。趣しゆ味みはＴＶゲームで、好物はハンバーグ」

　そんな今さら普通の子供ぶられても。

　伊依も深くつっこむのは嫌いやだったので普通に受け答えをする。

「四つ違い──ということは、影文くん何歳なの？」

「影文様は今年で御おん歳とし百八十二──」

「喋るなというに」

　げしげし、と影文は遠慮なく血影の背中を蹴る。

　そして若干引きつった微笑で伊依を見つめるのだ。

「ごめんなさい。姉さんはちょっと精神をやられていて、たまにおかしなことを言うんだ。気にしないでね。うん、これが君たちの部屋の鍵かぎ」

　壁かべ際ぎわにぶら下げてあった鍵を影文が手て渡わたしてくれる。

　そしてぐいぐい背中を押され、部屋がつらなる廊ろう下かに案内される。幼く見えてかなりの腕わん力りよくだった。血影も足音もなくするするとついてくる。

「影文様。わたくしの精神回路に際立った異常は発見できませんが」

「本当にブチ壊こわされたいのか──この雌豚」

　隠かくしきれずに凶悪な顔で影文は血影を睨にらみつける。伊依は何も考えないよう、何の結論にも至らないよう、何のおかしな世界にも関かかわらないように最大限の努力を要した。

　自分は普通に、何の事件にも巻きこまれず、学業に専念していたいのだ。

「影文くん」

　不意に、ずっと黙だまっていた香美が、にんまりと笑って影文に言った。

「血の臭いは香水じゃ隠せないわよ」

「────」

　そのとき、香美がどのような顔をしていたのか、角度的に伊依からは見えなかったけれど──わかった。香美は今とても恐おそろしい顔をしている。

　魅神香美は影文の頭を軽く叩たたいて。

「……おたく、これだけは覚えときな」

　ひどく冷たい声でつぶやいた。

「あちきと伊依を危ない目ぇにあわそうとしたら怒おこるから」

「…………」

　影文は沈ちん黙もくしていた。やがて微かすかに苦く笑しようして──。

「理解した。勇気ある人間の娘むすめよ」

　ごく小さな、聞こえるか聞こえないかの声で応こたえた。

　どうやら自分たちはこの学生寮りようで平和に眠ねむれるようだった。

　合格──だったのだろう。
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　それから何日かすぎて。

　空井伊依は朝、起き床しようし、大きく伸のびをしようとして天てん井じようにゴチンと頭をぶつけた。

「………ッ……ッ…………ッ！」

　あまりの痛みにしばらくベッドの上で、伊依はごろごろと転がって悶もん絶ぜつした。

　うっかりここが学生寮の自室、二段ベッドの上段であるという事実を忘れていた。この部屋は天井が低いので、ちびの伊依でも伸びをしたりすると頭をぶつけてしまうのだ。

「……かァ、痛いぃぃい。タンコブできちゃった」

『……っとに、学習能力ねぇな伊依。何回目だよ朝起きて頭ぶつけんの』

　寝ねているときすら外れない髑どく髏ろの首くび飾かざりが声を響ひびかせた。

　伊依は頭を抱かかえたまま、涙なみだ目めになって抗こう弁べんした。

「うー、だって、朝起きて伸びをするのもう習慣になっちゃってるんだもん。あ痛たたたたた……。痛いなぁ。これ以上馬鹿になったらどうしよう」

『それ以上馬鹿になったら本格的に人類じゃねぇぞおまえ』

「うるさいなぁもう、父さんは……」

　ぶちぶちと文句を言って、伊依はパジャマ姿のまま頭をぶつけないように梯はし子ごをつかって下に降りた。同室の女の子はまだ寝ているようで顔もださずに布ふ団とんに丸まり寝息をたてている。

　早く起きたほうが眠っているほうを起こすという約束だったので、伊依は寝ぼけまなこを擦こすりつつ丸まっている布団を揺ゆさぶった。

「おーい、カタちゃん、起きなきゃ駄だ目めだよう」

「…………」

　しかし同室の女の子、片かた津つ理り夢むは揺すろうが叩こうが起きる気け配はいがない。この子は毎日こうだった。というかいつでも布団で丸まっている子なので伊依は理夢の顔を見たことすらない。蓑みの虫むしみたいな女の子である。どうやら怪造学科は変り種の人格が集まってしまう傾けい向こうにあるようで、教師も生徒も個性が強くて伊依みたいな一いつ般ぱん人じんは大変である。

「カタちゃーん？」

「…………」

　再度、呼びかけてみたがやはり反応がない。

　どうしたものかと伊依は腕うでを組んだ。

　す──と、そんなとき、布団の中から腕が突つきだされた。その腕の先には一枚の紙が握にぎられており、伊依がその紙を受けとるとすごい勢いで腕はまた布団の中に戻もどってしまった。獲え物ものを捕つかまえる蛙かえるの舌みたいな動きである。

「……手紙？」

　伊依が渡わたされた紙を見ると、ペンか何かで文章が書いてあった。

〝起こすな。まだ寝る。気にするな。　かたつ りむ〟

「…………」

　なんだか朝からどっと疲つかれてしまう空井伊依なのだった。
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　五時間目の授業中、伊依は寝不足の顔でうとうとしていた。

　だいたいあの学生寮は安あん眠みんができないのだ。天井の染しみがいつのまにやらお婆ばあさんの顔になって脅おどかしてくるのだ。ひた、ひた、って廊ろう下かを歩く音とか響くし、意味もなく電球が明めい滅めつするし。これはもう本格的にお祓はらいとかしたほうがいいのではないかと思う。

　そんなわけで、伊依はここ最近けっこうな睡すい眠みん不足であり、今ももう眠くて眠くて仕方がなかった。上の目ま蓋ぶたと下の目蓋が運命の恋こい人びと同士のごとく惹ひかれあっているのである。

　しかし伊依はぶんぶんとかぶりをふって、眠っちゃ駄目だと自分に根こん性じようをいれた。

　怪造学の授業は多た岐きにわたり、おおまかに分けて講義と実習がある。講義とは、まぁ机に向かって勉強することで、実習とはつまり怪造の修しゆ行ぎようだ。古頃怪造高等学校には普ふ通つうの授業──数学や英語のようなものはなく、全すべてが怪造学関連の授業で占しめられている。怪造学校の卒業生がまともに就職も進学もできない要因である。

　ともかくとして。

　教科書配布が終わり、それぞれのクラスでのＨホームＲルームも終えて、授業が始まったのは三時間目からだった。三時間目は《虚界アンダカ地理》。虚界アンダカの地名、呪じゆ印いんの刻み方、注意点、特とく徴ちよう、などなど、虚界アンダカという世界についての知識が語られる。四時間目は《怪モ造ン生ス物ター》。これはそのままで怪モ造ン生ス物ターの生態や怪造方法、外見などを教わる。実際に怪モ造ン生ス物ターを怪造して触さわってみたりもする。

　──あぁ、と伊依は思う。

　自分は今、夢にまで見た怪モン造ステ学イス者トへの道のスタートラインに立っているのだ。そう思うとぐんぐんやる気がわいてくる。がんばるぞと伊依は誓ちかう。がんばって修行して勉強して、立派な怪モン造ステ学イス者トになって、怪モ造ン生ス物ターと人間が仲良く暮らせる世界を作るのだ。そのためには一に勉強、二に修行、がんばりまくらなければならない。

　──よし、と伊依は眠ねむ気けを吹ふっ飛ばす。

　今は授業に集中だ。

「さぁて──」

　教きよう壇だんでは面接会場でも見た妖あやかし森のもり吉き音つねという女教師が《怪造学の歴史》の授業をしている。この教科も読んで字のごとく、二百年前に誕生した怪造学という学問の歴史について学ぶ。

　妖森は細い目をした女性で、髪かみの毛がとびはねている。そのとびはねた髪がいい具合に動物の耳みたいになっている。人間に化けた狐きつねみたいな怪あやしげな先生だが、狐に化けかねない人間ばかりがいるこの怪造学科では常識人に位置するひとのようだ。

　感情がわかりにくくて授業も退たい屈くつだが、転んで膝ひざをすりむいた時に伊依は彼女にハンカチを手て渡わたしてもらったのだ。そして彼女は動けない伊依をおぶって、保健室まで運んでくれた──。そんな出来事があって以来、伊依は妖森先生のことはけっこう好きだった。

　授業は眠いけど。

「──みんなさま、受験勉強で怪造学についての基き礎そ知識はすでに承しよう知ちしているだろうけどねー、それはいったん脳内で消去してもらって、《怪造学の歴史》では基礎の基礎からまた学んでもらうことにするにょー。どうせ長い休みで脳のーみそとろけてるだろうしねー、そこらへんは都合がいいと思うんだー」

　やはり夢のように摑つかみどころのない、よくわからない口調で先生は語る。

　怪造学校では他の学科にはない独特な教科書や資料集をたくさんつかう。《怪モ造ン生ス物ター百科》、《怪造理論》、《怪造学の歴史》、《図解虚界アンダカ地図》、《要注意怪モ造ン生ス物ター総覧》などなど。それらは授業に使うと同時に怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グたちの学術書となる。

　伊依は《怪モ造ン生ス物ター百科》が好きで何度も読んでしまった。《怪モ造ン生ス物ター百科》には一ページごとに三体ずつくらいの怪モ造ン生ス物ターが写真つきで掲けい載さいされていて、その虚界アンダカでの生息地域、能力、ランクや生態が記されていた。しかしどうやら上級ランクの怪モ造ン生ス物ターは載のっていないようである。

《怪モ造ン生ス物ター百科》は全十巻、それだけの量をいつでも持ち歩くのは大変なのでほとんどの生徒はロッカーに収納している。しかし伊依は寮りようの自分の部屋に持ちかえり何度も読んでいた。もっとも伊依もまだ全部には目を通し終えていなかったが。

　今日は教科書を使わないということだったので伊依の机の上にはノートと筆箱しか置かれていない。しかし妖森先生はチョークすら使おうともしていなかった。

　ただひたすらに摑みどころのない不思議な声で語るのみ。

「……大前提として、世界は二つの世界に分けられるのねー。現界カナイと虚界アンダカ。現界カナイというのが今こうして私たちが存在しているこの世界。つまりここ。ここのことなにょ」

　人間たちが暮らす、当たり前の常識と当たり前の摂せつ理りが動かす世界。

「遥はるかな昔、私たちの世界、現界カナイと虚界アンダカには明確な境界があったとされているにょ。けれど二百年前に北海道で発見されたその境界をつなぐ金属により、現界カナイから虚界アンダカへ干かん渉しようすることは可能となったのね。ちなみにその金属が何に使われているかというと──そう、私たちが手首にはめている《門ＧＡＴＥ》ねー」

　妖森は語りながら自分の手首を示す。怪モン造ステ学イス者トを示す赤色の腕うで輪わ。

「その金よりも稀き少しよう価値の高い金属は現界カナイと虚界アンダカの境界を破は壊かいしたのね。受験勉強の知識を思い起こしてもらおうかな。二百年前、まだ怪造学という学問が存在しなかった時代に起きた大惨さん事じ──」

　ちょっと間をおいて、覚えているかどうかを確かめるように彼女は生徒たちを見る。

「そう、〝火山のない町での火山噴ふん火か事件〟ね。──その時、採さい掘くつされた大量の現界カナイと虚界アンダカをつなぐ金属から怪造されたのはせいぜい中級一位の《溶ボル岩カニをツク泳・ウぐエイ者ヴ》だったけど、当時の人々にそれを止める実力なんかあるわきゃなく、一つの町が怪モ造ン生ス物ターに壊かい滅めつさせられちゃったのね。んで危機感をおぼえた人間たちは急きゆう遽きよ採さい掘くつされた金属を調査し研究することを決めるわけ。怪造学の始まりだねー」

　妖森は教科書も見ずに諳そらんじる。

「やがて、虚界アンダカという限りなく遠い隣りの世界が存在することを発見した人々は、同時にその虚界アンダカに棲すむ生物を摑み、こちらの世界に持ちだせることも発見したわけね。今のところ虚界アンダカから持ちだせるのは生物だけなんだけど、怪造学界の最さい先せん端たんでは生物以外もこちらに持ちだせないかと試行錯さく誤ごを繰くり返しているみたいねー。全く──欲深いことだにょ」

　気だるげな口調とは裏腹に、細められた目には静かな威い圧あつ感かんが含ふくまれていた。

「いいかなーみんなさま、欲をかきすぎちゃ駄だ目めだよ。虚界アンダカのことを嘗なめてかかっちゃ駄目。虚界アンダカにはまだ謎なぞが多く、深入りしすぎて命を落とした怪モン造ステ学イス者トもたくさんいるんだからねー」

『……けっ』

　伊依の胸むな元もと。首くび飾かざりが舌打ちした。

　まさしく深入りしすぎて命を落としてしまった張本人──空すかい井い滅めつ作さくが。

『いいこと言うじゃねぇかよ。けっ、夢も希望もねぇ素す晴ばらしい授業だぜ』

「父さん──せめて学校にいる時は黙だまっててよ」

　シャーペンの先で首飾りを刺さす。

「……よぉく聞いてねー。入学式で校長先生も言っていたかと思うけど、これから怪造学を学ぶうえで、みんなさまは三つのことを心に刻まなきゃいけないよ。大切なことだからくりかえし言うね。〝甘く見ない〟、〝欲をかかない〟、〝怖こわがらない〟──」

　一本ずつ指を立てて、妖森は静かに言った。

「虚界アンダカは優やさしい世界ではないとまず理解すること。そこは決して安あん易いに私たちに力を与あたえてくれるだけの世界じゃない──ともすると私たちを殺し、私たちの世界をも殺しかねない獰どう猛もうな地じ獄ごくなんだよ。飢うえている地獄なんだよ。だから迂う闊かつに飛びこんじゃえば、すぐに虚界アンダカに食べられちゃうだろうね。気をつけるんだよ──子供たち」

　そして真しん剣けんな顔でつぶやくのだ。

「……冗じよう談だんじゃなく、一人でも多く、この学校を無事に卒業できることを祈いのってる」
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《怪造学の歴史》が終わり、次の時間まで香美とでも喋しやべっていようと席を立った伊依だったが、教室の引き戸をガラガラと開けて教師が入ってきたので驚おどろいて浮うかした腰こしをまた降ろした。

　ざわついていた教室がちょっとだけ静かになる。

「あー、一年星組の諸君」

　なんだか偉えらそうな態度をしているこの教師は誰だれだったか、覚えている、実技試験で伊依を叱しかったちょっと格好いい先生だ。もちろん伊依は他人の心など読めないので、その素敵な男性教師が自分に敵てき愾がい心しんを持っているなど夢にも思わない。

　灰色の髪かみと長身が格好いい彼は大きく咳せき払ばらいをして。

「俺は怪造学教師の蟻あり馬ま磁じ獄ごくだ。えーと、黙れそこ」

　まだお喋りをしていた数人の生徒をびしりと指差すと、宣言した。

「俺が喋っているあいだ、俺が許可しないかぎり生徒が発言することを禁止する。うるせーからな」

　どうやらかなりわがままな先生らしい。

　しかしその立ち居ふるまいはどことなく精せい悍かんで、ちょっと性格の悪そうなところも伊依には魅み力りよく的に思えた。大人の男性、という感じがするのだ。同年代の人間にはない洗練された言動──きちんと整えた髪かみ形がたも、汚よごれ一つない服装も目に心地ここちよい。

　伊依はどきどきしていた。なんだろう、なんだろうこの胸のときめきは。蟻馬と名乗った男性教師を見たとたん、締しめつけられるような感じになっているこの胸はなんだろう。

「……なんだろう」

　伊依は──。

　伊依は、ある可能性を思いついていた。

　それは伊依が十六年間生きてきてまだ感じたことのなかった、甘あま酸ずっぱい感情。

　なんだろう。おかしいと思う。こんな年上のひとに。先生なんかに。

　ほとんど初対面のひとに。
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　これってもしかして。

　伊依の席は蟻馬の開いた扉とびらのすぐそばだったので、彼のことをじっと見つめている伊依にすぐ彼は気がついた。瞬しゆん間かん、蟻馬の表情が露ろ骨こつに険けわしくなる。

「……空井……伊依………！」

　名前を覚えられていた！　嬉うれしいなと伊依は思う。

　蟻馬はひとまず伊依から視線を外し、教室中に聞こえるように大きな声をだした。

「えー、おまえらの次の授業、《怪造実習》はそれぞれ担当教師が分かれることになっている。入学試験の成績に応じてレベルの違ちがう授業を行うというわけだ。あー、入学試験でトップの成績だった魅神──香美、魅神香美はいるか？」

「なんですのん」

　机に突つっ伏ぷして完全に寝ねていた香美だが、名前を呼ばれて猫ねこのように顔を上げた。

　蟻馬はなんとなく投げやりに告げる。

「あぁ、おまえはもうすでに校内でもトップクラスの腕うで前まえだからな、三年生と一いつ緒しよに宇宙木校長の授業を受けろ。場所は地下の宇宙木校長専用暖だん房ぼう室だ。言っておくが暑いからな、命が惜おしければ上着は脱ぬいでいけ。それとくれぐれも水分補給を忘れるな」

「……あちきだけ？」

「そう、おまえだけだ。新入生で中級一位を怪造できるのはおまえだけだからな」

「……寂さびしいね」

　つぶやき、頭をぽりぽりと搔かいて、聞くことは聞いたとまた香美は机に突っ伏してしまった。ちなみに彼女は朝からずっと眠ねむっている。魅神香美。十五歳。趣しゆ味みは腐ふ乱らん死体の観賞とひなたぼっこと睡すい眠みんである。

　伊依がすごいな香美はと感心しているうちにも、蟻馬は生徒たちをそれぞれの担当教師に割り振ふっていく。伊依は妖森先生か蟻馬先生に担当して欲しいと思ったのだが、残念なことに彼らの担当生徒に伊依の名前はなかった。どうやら一人の教師に対して十人ずつくらいの生徒が割り振られるらしい。

　蟻馬は手に持ったリストを読みあげて、以上だ──と言った。

　あれ、と伊依は思う。

　おっかなびっくり手をあげて主張する。

「せ、先生、あたし、あたし名前呼ばれてないんですけど」

「んー……？」

　蟻馬は含ふくみのある笑えみで、さも初めて気づいたというように付け加えた。

「あー、あー、おまえね、空井伊依。おまえの担当教師は錬れんノの島しま了りよう信しんだ」

　れんのしまりょうしん……戦国武将みたいな名前だ。

　蟻馬は小馬鹿にするように語る。

「おまえは入試の成績こそ最低だったが校長のお情けがありどうにか合格したような落ちこぼれだ。そんなおまえはな、怪造の基き礎その基礎からやり直したほうがいいと学校でも考えてな、一人だけ〝特別授業〟を受けてもらうことになったんだよ」

「特別授業……？」

　なんだそれは。

　不思議そうな顔の伊依に、蟻馬は笑みを嚙かみ殺したような声で説明する。

「そうだ。おまえはひとまず学校の外れにある第三研究所に行け。錬ノ島先生はそこにいる。いいか、どんな授業内容だろうと文句を言うなよ。研究に使う器具の掃そう除じをしろと言われても床ゆかの雑ぞう巾きんがけをしろと言われても、こんなん授業じゃねーよとか言わずにひとまず実行しろ。錬ノ島先生は思し慮りよの深い方だからな、一見、怪造学となんの関係もなさそうなことでもどこかで修しゆ行ぎようになっているのだ。……わかったな、がんばれよ」

「は、はい！」

　がんばれよとか言われてしまった。これはもうがんばるしかあるまい。

　伊依はなんだか幸せになった。
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「……くくっ」

　怪造学教師、蟻馬磁獄は堪こらえきれずに忍しのび笑いをもらした。

「くくっ、ふふははっはっはっはッ！」

　うまくいった。うまくいった。

　空井伊依はもうお終しまいだ。

　特別授業など噓うそ八はつ百ぴやく。蟻馬が勝手にでっちあげた方ほう便べんだったのである。

　伊依の担当をする錬ノ島という教師は自分の研究にしか興味のない男で、確実に、伊依にまともな授業をすることはないと思われる。あの男なら本当に、蟻馬が言ったように器具の掃除や床の雑巾がけをやらせるに違いない。

　もちろんそんなことで怪造学の腕前が上がるわけがない。しかし伊依はそれが修行だと思いテキパキとこなすだろう。だがそんなことには少しも意味がないのである。

　伊依がそうして道化ピエロを演じている間にも他の生徒たちは腕前を上げ、いつのまにか伊依は一人だけ落ちこぼれていることになる。成績も転がり落ちていくことだろう。

　そうして自信を喪そう失しつし、未来に絶望した伊依は自主的に高校を辞やめることだろう。愉ゆ快かいだ。自殺とかしちゃうかもしれない。その光景を想像すると蟻馬は思わず大笑いしてしまうほどだった。

　何が天才だ。何が空井伊依だ。学校という戦場では、生徒が教師に勝つ術すべなどないのだ。自分が攻こう撃げきされていることも知らず、ただぼろぼろになっていくしかないのだ。そうして伊依は学校から放ほう逐ちくされる。

　完かん璧ぺきだ──完璧な計略だ。

「っは、あァはーっはっはっはっはっはッ！」

　職員室に誰だれもいないのをいいことに蟻馬は高笑いした。
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　いじきたなく限界まで吸った煙草たばこを灰皿に押しつけて、錬ノ島了信はもう三日ほど洗ってもいない不ふ潔けつな頭を指で搔かいた。嘆たん息そくし、手に持つ資料を放ほうり投げる。

　白しら髪が混まじりの、実際の年ねん齢れいよりも老いた外見をした男である。煤すすのようなもので汚よごれたしわくちゃの白衣をまとい、しばらく替かえていないズボンを穿はいている。顔の下半分は細かな髭ひげにびっしりと覆おおわれている。

　背中を預あずけた古びた椅い子すがギイイと悲鳴をあげた。

「……フェニックス」

　つぶやく、錬ノ島はここ数ヶ月ほどその怪モ造ン生ス物ターについての思考しかしていなかった。まさしく〝取り憑つかれた〟と表現すべき狂きよう執しつ的な精神状態。

　不死鳥。鳳ほう凰おう。フェニックス──金色に見える炎ほのおの翼つばさ。灼しやく熱ねつの意志を灯ともす両眼。上級一位の──まだ過去に誰も怪造したことがない、しかし確実に存在していると言われている究極の怪モ造ン生ス物ター。

　見つけてみせる──見つけだして、みせる必ず。自分が。錬ノ島了信が。

「……フェニックス」

　ぶちぶちとつぶやいていてもフェニックスが出てくるわけでもない。錬ノ島はかぶりをふって、椅子から立ちあがり散らかした資料でもまた洗いなおそうとしゃがみこんだ。そうするとプリントされた見覚えのない紙が見つかり、なんだったかこれはと錬ノ島は拾い上げて読んでみた。しかしそれは資料などではなく同どう僚りようからの手紙だった。

　蟻馬磁獄という男とはあまりつきあいがないが、彼は一学年の教きよう務む主しゆ任にんなので名前くらいは知っていた。しかしどうにも顔が思いだせない。顔が思いだせないということは美形なのだろうとかなりの偏へん見けんが混じった、しかし真理の判断をして、錬ノ島は手紙の内容になんの嫌いやがらせだよと嘆息した。

　今日から二日に一回、一人の生徒が《怪造実習》の授業を受けにこの第三研究室にやってくるらしい。

　名前は空井伊依。空井。その名前を錬ノ島は知っていた。三年前の《Ｄ・Ｏ事件》で死んだ怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、空井滅作。珍めずらしい名前だし、まず間ま違ちがいなく親しん戚せきか娘むすめだろうと思う。空井滅作。《愚おろかな賢けん者じや》。人間が手を触ふれてはいけない禁断の存在に触れ、死んでしまった哀あわれな男。

　しかし錬ノ島は他の怪モン造ステ学イス者トのように彼のことを嘲ちよう笑しようすることができない。自分も彼と同じ道をたどっていると確信しているからだ。目の前にブラックボックスがあれば開けたいと思うのが人情である。だから錬ノ島はパンドラも浦うら島しま太た郎ろうも空井滅作も愚か者だとは思わない。それは人間として──当然の、欲求だ。

　未知を知りたい。

　未定を定めたい。

　危険なものにこそ触れてみたい。

　それが人間なのだと──錬ノ島了信は思う。

「…………授業、か」

　他人にものを教えるなど何年ぶりだろう。錬ノ島はこの古頃怪造高等学校に五年前から勤めているが、最近は研究や他の教師のサポートなどの裏方業務しかしていない。

　しかし──授業など、やっている時間がない。自分は一刻も早くフェニックスを怪造しなければならないのだ。仕方ない。可哀かわい想そうだがこの空井伊依という生徒は適当にあしらってしまおう。蟻馬のよこした手紙にも〝研究の邪じや魔まなら雑用とかをやらせてもいいです。本当にもうどうしようもないオチコボレですので、授業をしてやらなくてもいいです〟──と、書いてあることだし。しかしこの手紙、妙みように私的な怨えん恨こんを感じるのだがどうか。

「……まぁ、どうせこの研究室の汚きたなさを見れば、最近の女子高生なんて部屋に入るのも嫌がってさっさと帰るだろう。そんなことより──」

　一人つぶやき、錬ノ島がまた資料を読みなおそうと床ゆかに散らばるそれらを拾おうとした瞬しゆん間かん、ゴオン、とドアチャイムが鳴った。空井伊依とやらが来たのだろうか。どうやらもう六時間目らしい。部屋に時計も窓もないので昼も夜もなくて困る。

「鍵かぎはかかっておらんよ！」

　大声で外に呼びかける。すでに錬ノ島の目は資料に移されており、頭の中ではワープロで漢字変へん換かんしても出てこないような難しい漢字が飛びかっている。

「失礼します、空井伊依です！」

　その少女はどこかに死体が転がっていても「あらあら」で済すみそうな混こん沌とんとした部屋に物もの怖おじせずに入ってきて、自分を見もしない失礼な先生に深々とお辞じ儀ぎをした。

「よろしくお願いします！」

「あー………」

　錬ノ島は思考が停止した間延びする声をあげて、あらためて空井伊依を見た。

　古頃怪造高等学校の柔やわらかな橙だいだい色いろをした制服。ツインテイルにまとめた髪かみ。手首には怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グを示す純白の《門ＧＡＴＥ》。首から下げているのは悪あく趣しゆ味みな髑どく髏ろの首くび飾かざり。

　そんな伊依は真まっ直すぐな笑え顔がおで錬ノ島を見た。

「どうも。錬ノ島先生ですか。空井伊依です」

「あー……と、あぁ、聞いておるよ、《怪造実習》だったね。それじゃあ──」

　相手の雰ふん囲い気きが蟻馬の書いた手紙の内容とかなりかけ離はなれていたので錬ノ島は戸と惑まどった。

　純真そうな雰囲気の少女は瞳ひとみを煌きらめかせて笑った。

「──はい、器具の掃そう除じですか？　それとも床の雑ぞう巾きんがけですか？」

「…………は？」

　なんだそれは。

　怪け訝げんな顔の錬ノ島に伊依は拳こぶしを握にぎりしめて震ふるえる。

「いや──あたし、感動しました。研究に使う器具の掃除やら本の整理をとおして行われる怪造学の修しゆ行ぎよう……。どんなものなのか想像もつきません。あたし、ひとまずなんでもやりますから、どんなことでも遠えん慮りよせず仰おつしやってください！」

「なんでもって……」

「あ、先生はどうぞ、あたしが修行している間は研究を進めていてください。あたしは言われたことをこなしています。さぁ器具の掃除ですか？　床の雑巾がけですか？」

「あー……」

　再び、思考停止。

　しかし活動を再開した怪モン造ステ学イス者ト錬ノ島了信の思考回路はとても優ゆう秀しゆうで計算も早かった。

　……なんか勘かん違ちがいしてるようだけど、こっちとしては都合がいいか。

　錬ノ島はそう決断した。

　無む駄だな時間である授業をしなくてもいいし、おまけに彼女は部屋の掃除までしてくれるつもりらしい。誰だれに何を聞いてどう勘違いしたんだか知らないが、とても都合がいい。

「じゃあ、まずは隣となりの部屋に積んである使用済みのビーカーを洗ってきてくれんか？」

「わかりましたッ」

　空井伊依は元気よく答えて、やる気まんまんに隣の部屋に消えた。

　彼女はいったいなんの修行をするつもりなのだろう。
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　ご────………ん。

「んー……」

　遠く、授業終しゆう了りようを示すチャイムが響ひびいたので、錬ノ島了信は思考の渦うずから抜ぬけ、もたれていた椅い子すから立ち上がった。ずっと座っていたので背骨が鉄のように硬こう直ちよくしていた。

「はぁ──」

　背せ筋すじを伸のばして息を吐はく。結局、今日もなんの進展も得られなかった。フェニックスを怪造するのに何が欠けているのか、やはりわからない。もう少しで手が届くというのにしかし触ふれられないもどかしさ。むらむらとしたストレスがたまる。

　ちらりと隣の部屋を見る。伊依はどうだろう。ビーカーを十個くらいは洗えただろうか。かなりしつこい汚よごれがついていたので洗うのは大変だっただろうと思う。まぁ怪造学というのも忍にん耐たいのいる学問だし、あながちビーカー洗いも怪造学の修行になっていないこともないかもしれない──なんて、詭き弁べんを考えつつ、錬ノ島はちょっと可哀かわい想そうなことをしてしまったなと罪悪感をもつ。

「おーい。空井、もう授業は終わったぞ、クラスに帰りなさい」

　そう言って隣の部屋の扉とびらを開けた錬ノ島の顔面に唐とう突とつに何かが跳とびついてきて、思いっきり爪つめで引っ搔かいた。

「ぎゃああッ？」

　突とつ然ぜんの鮮せん烈れつな痛みに錬ノ島は叫さけんだ。

「あー、あーあーあー、だ、大だい丈じよう夫ぶデスか先生ッ？」

　裏返った声で空井伊依が絶ぜつ叫きようする。錬ノ島は何が起こったのかわからない。

　しゃん、と《門ＧＡＴＥ》がぶつかり擦こすれる音。刹せつ那な遅おくれて──。

「──《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》、怪かい消しようッ！」

　光が──。

　光が、錬ノ島の顔面で悪逆の限りをつくしている生物を包みこんだ。現界カナイと虚界アンダカをつなぐ火花混じりの光。

　瞬しゆん間かん──その猿さるみたいな生物はかき消えた。

　──怪モ造ン生ス物ター、だったのだ。

　虚界アンダカから怪造された怪モ造ン生ス物ターは怪造した怪モン造ステ学イス者トの望む時に虚界アンダカへ送り返すこと──つまりは〝怪消〟ができる。〝怪消〟の命令は〝怪造〟した人間にしかできない。伊依はその〝怪消〟を使い、《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》という怪モ造ン生ス物ターを消してしまったのだ。もちろんあくまで虚界アンダカに送り返しただけなので死んでしまったわけではない。

「うあ、大丈夫ですか、先生……」

「…………」

　錬ノ島はまだ若じやつ干かんの驚おどろきの余よ韻いんを残しながらも、引っかかれた顔を手で触れてそれほど深い傷は負わなかったことを確かく認にんした。

　下を見ると伊依が絶望的な顔色でこちらにハンカチを差しだしていた。錬ノ島はありがたく血をそのハンカチで拭ぬぐわせてもらう。結局それだけでもう血は止まったが、あとで消毒をしておく必要があるかもしれない。

「せ、先生ごめんなさい──あの、まさかあの子があんな行動に出るとは──」

「あぁ、もういいよ。それよりあんな怪モ造ン生ス物ターなんて怪造して何をしていたのかな？」

「何って──」

　伊依は言葉で答えず、彼女が先ほどまで作業をしていた隣の部屋に錬ノ島を案内した。そこは器材やら薬品やらを置いておくための物置部屋であり、暗く澱よどんだ空気が流れているあまり居い心地ごこちのよくない汚れた場所だった。

　しかし──。

「くるさだんちゅら！」

《雪クールキ童ユーテイ》が部屋の中心で軍隊の隊長のように扇せん子すをふりふり何かを命令している。

「ウキー」「ウキャホ」「ウキキー」「キャホウ」

　そんな彼女を中心に、二十匹ぴきくらいだろうか──赤あかん坊ぼうくらいの大きさの、さっき錬ノ島に暴行を加えた《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》が、あるいはスポンジとタワシでビーカーの汚れを落とし、あるいは壁かべの汚れを漂ひよう白はく剤ざいで消し、あるいはせっせと床ゆかを雑ぞう巾きんがけするなどして楽しそうに働いていた。やがて《雪クールキ童ユーテイ》が「くるさだんちゅら！」と号令をかけると一いつ斉せいにそんな彼らは仕事を一いつ旦たん停止し、驚き硬こう直ちよくする錬ノ島とその隣に立つ伊依を見つめてきた。しーん、と、なんともいえない嫌いやな沈ちん黙もくがせまい室内を満たす。

「えーと……」

　伊依が怪モ造ン生ス物ターたちに「続けててもいいよ」という合図をして、状じよう況きようをまるで理解していない錬ノ島に困ったような顔を向けた。くるさだんちゅら。ウキー。ウキャホ。
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「あの、そのう──あたしなりに、〝ビーカーの掃そう除じ〟と〝怪造学の修しゆ行ぎよう〟の関連性を考えてみたんですよ。よくわかんなかったんですが、それはどうも〝怪モ造ン生ス物ターを使ってビーカーを掃除しろ〟──と、いうことなのかなと。……あ、もちろんあたしも怪モ造ン生ス物ターのお手伝いをしましたよ。怪モ造ン生ス物ターにばっかり労働させるなんて最低ですから。どうでしょう先生、いちおー怪造した怪モ造ン生ス物ターは《雪クールキ童ユーテイ》に《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》に《藍コバ色ルトのター亀トル》ってとこですが」

「《藍コバ色ルトのター亀トル》？」

「あそこにいますでしょう」

　伊依が指をさしたところには確かに、なんだか悟さとりきったような顔をした巨きよ大だいな亀かめがずうんと鎮ちん座ざしていた。《藍コバ色ルトのター亀トル》──下級一位の、長ちよう寿じゆだけが特とく徴ちようの平へい凡ぼんな怪モ造ン生ス物ターである。実際のところ現界カナイに生息している陸りく亀がめなんかとほとんど変わらない。

　錬ノ島はただぼうっとしているだけで働いていないその亀をちらりと見る。

「なぜ──《藍コバ色ルトのター亀トル》など……」

「はい。えぇと、《藍コバ色ルトのター亀トル》の甲こう羅らからとれる油は汚れ落としとしてとても優ゆう秀しゆうなんですよ。どうも、手近にあまり洗せん剤ざいがなかったので怪造して代用しちゃったんですけど」

　伊依の説明に錬ノ島はまた驚いた。

「ふぅむ、《藍コバ色ルトのター亀トル》にそんな特徴があったとは……。ただ長生きなだけの怪モ造ン生ス物ターだと思っておったが……。それに、《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》とはこれほど働き者だったかな？　人間の真似まねをするというのは聞いたことがあるが──このような、ビーカー洗いなどという高度なことはできないと思っていた。君がこいつらを訓練でもしたのかな？」

　錬ノ島の発言に伊依はかるく顔をしかめる。

〝訓練〟という言葉が何か気に障さわったらしい。

「違ちがいますよ。《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》は人間の真似をすることがとても大好きなんです。もう三度の飯よりも人間の真似が好きなんです。だからこうして、労働しているあたしの真似をして労働なんかもしてくれるんです。でも、この子たちには労働してるって気分はないんですよね、見てください、とっても楽しそうにあたしの真似をしているでしょう？」

　錬ノ島は言われて、ウキャウキャと騒さわぎながらビーカーを洗ったりしている《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》たちを見た。確かにとても楽しそうだ。彼らはあくまで〝ビーカー洗いをさせられている〟のではなく、〝自発的に伊依の真似をしている〟のである。これは楽しいだろう。最も効率のいい怪モ造ン生ス物ターの使いかたをこの空井伊依という怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは実行しているのだ。

　恐おそらく──そうとは自覚せずに。

　なんて才能だ。

　錬ノ島は自分の背中にぞくぞくとしたものが走るのを感じた。

「それで──真ん中の、《雪クールキ童ユーテイ》は何をやっているのかな？」

「あのコは全体の指揮をとっています。ばらばらに作業しても能率悪いですからね、全体を見て把は握あくして、《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》たちに指示を与あたえています。指示を与えられた《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》たちは指示されたとおりにあたしの真似をしています。そんな感じの役割分担です」

　伊依はなんでもないことのように言った。

「あ、それとちょっとたくさん怪造しすぎたみたいで、手が余ったので、床とか他の器具とかも掃除しておきましたが……。どうでしょう先生、あたしの虚界アンダカの怪造学は？」

「…………」

　錬ノ島了信は部屋の光景をもう一度注視した。積み重ねられたビーカーはすでにほとんど新品同然の状態にまで綺き麗れいにされている。床もきちんと雑巾がけされている。得え体たいの知れない汚よごれがこびりついていた壁も真っ白になっていた。

「うぅむ──」

　なんだか機き嫌げんが良くなって、錬ノ島は随ずい分ぶんと久しぶりに笑った。

「──最高だ。空井、いい怪モン造ステ学イス者トになりなさい」

「はい、ありがとうございます！」

　空井伊依は真っ直ぐな声で言った。
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「……空気に微び熱ねつが潜ひそんでおる」

　深夜。寝ね静しずまった空蟬寮りようで──闇宮影文はワイングラスを傾かたむけた。その幼い唇くちびるに血色の液体が飲みこまれていく。

　空蟬寮最さい奥おう部ぶ。管理人室と銘めい打うたれた薄うす闇やみの部屋──厚い絨じゆう毯たん。微び妙みような歪ゆがみが芸術的な椅い子すに腰こしかけて、魔ま性しようの少年は美酒を飲んでいる。

「騒そう乱らんの気配じゃ。鬱うつ陶とうしい」

　その声は昼間の可愛かわいらしい少年のものとはかけ離はなれ、鼓こ膜まくを引っかくように気味の悪い老人の声のように聞こえた。

　影文はちろちろと炎ほのおが躍おどる暖だん炉ろをその瞳ひとみで見つめている。昼間は光の加減で茶色っぽく見える双そう眸ぼうは血のような朱しゆに染まっている。

「呪のろいじゃ。どこの世界に遁とんじようとも、いつの時代に隠いんじようとも逃のがれられぬものなのか。求めるものは静せい寂じやくのみ──それほど難なん儀ぎな願いではないはずなのだがな」

「またも時を移ろいなさりますか」

　その背後、豪ごう奢しやな置時計のつくった薄暗がりに血影が立っている。

　彼女は血の気のない唇を漠ばく然ぜんと震ふるわせてつぶやいた。

「ようやくこの暮らしにも慣れてきましたのに」

「否いな──その必要はあるまいよ」

　影文は彼女を見ない。ただ苛いらつくように空あき瓶びんを放ほうり投げる。瓶はくるくると螺ら旋せんを描えがいて床ゆかに甲かん高だかい音をたてて砕くだけ落ちた。

「我わが輩はいも少しばかり疲つかれた。しばらくは骨を休めておきたい。せめて僅わずかでも魔王に封ふうじられた力を取り戻もどすまではな。ハハハ、見よ血影。この我輩の幼子のごとき姿を。情けなき姿を。このような姿で存在しているという事実だけで腸はらわたが煮にえよるわ──」

　影文は拳こぶしを握にぎりしめる。強ごう力りきのあまりその白い指先には血管が浮ういていた。

「おどれ魔王が──我輩のことを要いらぬと捨てやり、あとは見向きもせぬ、その傲ごう慢まんさがいつか牙きばとなりて己おのれの柔やわ首くびを裂さくと知れ。我輩の怒いかりを、我輩の憎にくしみを知るがいい」

　震える彼にそっと寄り添そい、血影がその肩かたを抱だく。

「お酒が過ぎます──影文様」

「触ふれるな血影。貴様ごときに慰なぐさめられてたまるものか」

　影文は腕うでをふり彼女を倒たおす。血影は悲鳴もあげずに頭をぶつけ、よろよろと立ちあがる。その瞳には珍めずらしく感情が浮かんでいた。憐れん憫びん──あるいは同情。

　それが気に食わないのか影文はますます苛立つ。

「酒でも喰くらわねばやっていられぬ。いっそ消えはててしまえればこのように苦しまずとも済むのに。我輩は恨うらめしい。魔王がいるかぎり我輩は消えぬ。たとえこの場で自ら首筋を切り裂こうとも、無む駄だに血が流れるだけで決して死ねはせぬ。おどれ──消えるほどの権利すらも今の我輩にはないというのか」

　酒だ。酒をよこせ。叫さけぶ影文に、血影はふるふると首を横にふった。

「お酒が過ぎます。影文様」

「その名で呼ぶなむしゃくしゃするわ。貴様ごときが我輩の命令に逆らうか。血影、貴様のような雌めす豚ぶたが、この我輩に逆らうというのか」

　怒ど鳴なる少年の姿は、恐おそろしいというよりもやはり哀あわれだった。

　血影は牙をむいてこちらを睨にらみつける影文に呼びかける。

「大公殿でん下か」

　やはり人形のようにしか語れない。

「血影は、殿下が消えれば哀かなしむと思います」

　それは心からの言葉だったのだが、影文はやはり冷れい笑しようする。

「はっ──人形が。どこでそのような言葉を覚えてきた？　心のない貴様が哀しめるわけなかろうが。それに我輩はすでに大公ではない──その位は王に剝はく奪だつされた」

「申し訳ありません。ご主人様」

　深々と頭をさげる。

　影文は酒を諦あきらめたか、ただ暖炉の炎を見つめることに没ぼつ頭とうし始めた。酒瓶を納めた倉庫の鍵かぎは血影が管理しているので、彼女の許可がないと飲めないのだ。微妙な酒の管理を自分ではできないからと彼女に一任したのが間ま違ちがいだった。

　しばし沈ちん黙もくが部屋を包んだ。たくさんの怪モン造ステ学イス者ト、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グが暮らすこの近辺は居い心地ごこちがいい。なのでこの寮りようの持ち主を殺してこうして入れ替かわった。仕事などにはすぐ慣れた。慣れないのは──人間の子供たちと会話することだけだ。

　夢をもって、煌きらめいて、前へ前へと進む彼ら彼女ら。

　停てい滞たいしている二人には、あまりにも眩まぶしすぎて怖こわい。

「炎じゃ──」

　暖炉の炎を見つめ、影文が沈黙に溶とけてしまいそうに幽かすかな声でつぶやいた。

　血影はかくりと首を傾かしげる。

「炎？」

「あちらで炎がまた暴れておる。空気に微び熱ねつが混じりよるわ。あの忌いま々いましい鳥めが──暴れて、暴れて、さぞ飢うえておろう。……血影よ、その飢えたる化け物を解き放とうとしている人間がいることを知っているか？」

　影文は血影に視線を向ける。血影の肌はだは暗くら闇やみに映はえてますます白い。

「鳥──というとあの？」

「うむ。魔王が戯たわむれに創つくりあげた名前のない鳥じゃ」

　鳥。あるいは天使。その存在に血影は遭そう遇ぐうしたことがないし、知識としても曖あい昧まいなものしかなかった。ただ恐ろしいものなのだと感覚で理解している。

　その鳥を。天使を──人間が解き放とうとしている。

「人間はそれほど愚おろかでございましょうか」

「愚かなようだよ。炎ほのおの気配が近づいておる。自分が呼ばれようとしていることを察しているのであろうな。やれやれ──救いがたい騒そう乱らんの気配じゃ。もしもあの鳥が解き放たれてみよ、遊技場カナイがまるごと奴やつの胃い袋ぶくろに納まってしまうぞ」

　楽しそうに笑う影文に、血影はふるりと震ふるえる。血のかよわないこの体でも恐きよう怖ふを感じるらしい。血影は考えながらパチパチと爆はぜる薪まきを見ていた。

「ご主人様──動きますか？」

「さてな」

　影文も真しん剣けんな顔をする。

「炎など解き放たぬようにその愚か者を殺すのもいいが──我輩はこの体じゃ、迂う闊かつに動いて肉体を砕くだかれるのも嫌いやじゃの。欠片かけらとなろうが芥あくたとなろうが死ねぬ身体からだというのも難なん儀ぎじゃ。せめて自由に動ける最低限の肉は保っておきたい」

　主人の嘆たん息そくに、血影は人形の顔で応こたえる。

「ご命令あらば、この血影、躊躇ためらいませぬが」

　きりきり、とその華きや奢しやな片かた腕うでを胸の前に上げる。

　影文はちろりとそんな彼女を見る。

「まぁ待て。人間とて間ま抜ぬけではないよ。我らが動かずとも炎くらいは消し止めるであろう。たとえ失敗しようが──またも時代を移ればいい」

「静観──いたしますか」

　腕をゆるやかに降ろし、血影は姿勢を正しくする。心なしかほっとしたような顔だった。影文のためならば戦せん闘とうも殺人も厭いとわないが、できることなら血をあびたくはない。

　影文も頷うなずく。

「今回のところは静観じゃ」

　暖だん炉ろの前で足を組む。

「せいぜいあの忌々しい魔王のように──現実という悲喜劇を愉たのしんで観賞しようではないか。踊おどる阿呆に見る阿呆──踊る阿呆のほうが疲つかれるのじゃ」

「御ぎよ意いに。ご主人様」

　血影は頭を下げた。影文はちょっと眉まゆ毛げをさげる。

「……それで、観賞には酒がつきものじゃろ？　ワインをもう一瓶びんあけても良いか？」

「いけません」

「…………」

　沈黙し、《虚ゲー無ムオ大ー公バー》と呼ばれた男は名前のとおり虚むなしくグラスを見つめつづけた。
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　空すかい井い伊い依よりは病気である。命に関かかわる病気ではない。ただ治ち療りよう法も見当たらず、とりあえず厄やつ介かいな病気である。いつごろからこの不可思議な病気に罹り患かんしていたものか、記き憶おくがいまいち判然としないが、恐おそらく生まれつきだか生まれてすぐだかそのくらいなのだろう。

　伊依自身はその病気を〝突バガ発ボン性ド放・浪シン症ドロ候ー群ム〟と呼んでいる。

　ある日、ある時、なんの因果か運命か、伊依は唐とう突とつに〝どっかへ行きたい〟と思ってしまうのである。それも遠くへ。近所へぶらっと散歩するとかでは満たされない。なるべく遠くへ。見たことも聞いたこともない海とか山とかへ旅にでたくなってしまうのである。

　理由はわからぬ難儀な病。

　どんなきっかけでこの病気が湧わいてくるのかもいまいちわからない。

　とりあえず、四月の某ぼう日じつ、学校にもすっかり慣れた伊依はまたもやこの病気の発ほつ作さに襲おそわれた。朝起きて、曖昧に窓から差しこむ朝日を見つめ、今日はいい天気だなぁとぼんやり考えた瞬しゆん間かんにきた。

　いい天気ならば外へ出かけなくてはいけない。

　遠くへ。なるべく遠くへ。

　幸いなことに今日は休日だ。

「…………うん」

　伊依は空うつ蟬せみ寮りようの二段ベッド、天てん井じようの近いその場所で横向きに伸のびをして、もはや馴な染じみとなってきた放ほう浪ろう病の萌ほう芽がに満面の笑えみを浮うかべた。

　今日の予定はもう決まりである。なるべく遠くへ旅立つのだ。さっそく用意をしなくてはならない。お弁当を用意して、まずは電車に乗って遠くまで行こう。

　考えるとわくわくして、伊依はいてもたってもいられなくなった。いつもなら休日の素す晴ばらしき二に度ど寝ねを堪たん能のうしているところだが、すでに放浪病に冒おかされた身体からだは完全に目覚めていた。がしゅがしゅと音を鳴らせて伊依は丈じよう夫ぶな梯はし子ごを降りる。

　勢いがついて髑どく髏ろの首くび飾かざりが真上に揺ゆれた。

『おう──起きたのか伊依』

　どこか曖あい昧まいな父の声。伊依は眉まゆをぴくんと上げる。

「その声は寝てたね、父さん」

『休日くらい寝かせろよ──ったく、こちとら毎日の激務で疲れてんだよ』

「首からぶら下がってるだけのくせに……。呪のろいのアイテムがいっちょまえに普ふ通つうの父親みたいな文句を言わないでよね」

　厳しく言い捨てて、伊依は二段ベッドの下段を見る。いつもは膨ふくらんでいる雨だれ模様の布ふ団とんはぺちゃんこになっていた。

「カタちゃんは──もう起きてるんだ」

　彼女がいないベッドは初めて見た。

　どこでなにをしているのかここまで想像できないのもすごいと思う。実生活が完全に謎なぞだ。伊依はなんとなく理り夢むのベッドを探さぐってみたい欲求にかられたが、他人の私生活に踏ふみこむのは気が咎とがめたのでやめた。

　きっと極度の恥はずかしがりやとか、そういうものなのだろう。そうだと思おう。

　伊依はそれからクローゼットに向かい、私服に着き替がえる。首飾りをつけたまま着替えるのはちょっと大変だが、もう慣れた。今日は放浪する予定ともう決まっているので動きやすい格好になる。髪かみ型がたはいつものようにツインテイルにまとめる。

　満足げな顔の伊依に髑髏の親父おやじが難なん癖くせをつけてくる。

『その髪型──たまには変えたらどうだよ。ガキっぽく見えるぞ』

「やだよ。気にいってるの。母さんと同じ髪型だし」

『だから嫌いやだっつうのに』

　父のつぶやきは完全に無視する。

　自分の髪型くらい自分で決めたいのだ。自分は父の所有物なんかじゃない。

　着替え終えて、なんでだか髑髏で統一されている部屋の取っ手を回す。すっかり春めいてきたとはいえ、まだ早朝の空気は冷たい。廊ろう下かはしんしんと寒かった。

　時刻は朝の七時。学校もないというのに随ずい分ぶんと早起きしてしまった。他のみんなはやはりまだ寝ているのか、寮は静まりかえっている。まぁいつもなんでだか静かなのだが、廊下を歩いていても誰だれかとすれちがったりはしない。

　そのまま螺ら旋せん階段を上がり、三階の食堂へとのぼった。

　空蟬寮では朝昼晩の食事がふるまわれる。調理しているのは寮母の血ち影かげで、味はそんなでもないが誰かに料理を作ってもらえるというだけで嬉うれしい。母が死に、父が死に、伊依はずっと自じ炊すいしていたのだ。

　コンセントと電球さえなければ古風な洋館そのままの雰ふん囲い気き。板やお札で厳重すぎるほど封ふう印いんしてある部屋とかが目につくが、それらの怪あやしげなものにさえ慣れてしまえばすこぶる住み心地ごこちのいい寮だった。

「あら。おはようございませ」

　今日は起きていたらしい血影が窓まど際ぎわで立ちあがる。彼女はときどき呼ぼうが揺すろうが起きずに寝息すらたてず眠ねむっているときがある。影文が首のあたりを叩たたけば不思議と目覚めるのだが。

　食堂は広く、十人ほどの生徒が同時に食事できるようになっていて、全体的に爽さわやかな緑色を基調とした床ゆかや天井が清すが々すがしい。壁かべに飾かざってある鹿しかの剝はく製せいとかはどうにかしてほしいと思うが、朝、この食堂でみんなとがやがや騒さわぎながら食べるのは楽しい。

　朝日を背景にした血影は本当に綺き麗れいだった。

　緑色を混ぜたような金きん髪ぱつが透すき通っている。

　彼女は人形のように微び笑しようした。

「伊依ちゃん、いつもはもっと遅おそいのに、早起きして偉えらいですね。はい──すぐに料理を用意いたします。今日はトーストにコーンスープでございますよ」

「そのコーンスープには味み噌そ汁しるの素もととかは入ってませんよね？」

　前にそういうことがあった。彼女はきっちりしてそうな外見に反して、わりとよくおかしな失敗をする。電子レンジの使い方もまだいまいちわかっていないようだし。

　伊依のなにげない問いに、血影は鈴すずを転がすような笑い声をあげた。

「もちろんですとも」

　食堂につながっている厨ちゆう房ぼうに向かいながら、血影は当たり前のように語る。

「きちんとコーンスープの素をいれました。ちょっと人数分に足りなかったので、思いつきで蜂はち蜜みつなぞを一瓶びんほど足してみましたが」

「思いつきでそんな暴挙にでないでくださいよ……」

　そんなものすでにコーンスープでもなんでもない。

　伊依は呆あきれながらも、ちょっと気づいて尋たずねてみた。

「そういえば、血影さんや影かげ文ふみくん、あたしたちと一いつ緒しよにごはん食べてるの見たことないけど、やっぱり時間ずらして食べてるんですか？」

「は？」

　血影は質問の意味がわからないというように、ぽかんとした顔をする。

　ちょっと考えて。

「影文は朝が苦手なので」

　やはり当たり前のように告げる。

「それにわたくしは、食事を必要としませんし」

　そして厨房の扉とびらを開いて姿を消してしまう。

　ダイエットでもしているという意味だろうか、と伊依は思った。
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　とにかく自分の病気を満足させるために、遠くへ遠くへ向かうことにした。空気が澄すんでいる場所。なるべく静かで誰もいない場所。山とか森とか海とか川とかが目的地だった。

　放ほう浪ろう病に任せて電車を乗り継つぎ、帰ってこれなくなると大変なので帰りの路線と電車の時刻を確かく認にんし、伊依はとある見知らぬ自然の色いろ濃こい駅へと降りたった。

　電車の窓からも見えていたが、目もくらむほどの青々とした森が見える。この場所では木々が支配者だった。人間なんかその森の一部を切り開いて隅すみっこで生活しているだけだ。寂さびれた家々がぽつぽつと並んでいる。見えるのは水田。牛の鳴き声が聞こえる。

「そんなに遠くまで移動したわけじゃないのに」

　伊依は眩まぶしい太陽に目を細める。

「すっごい景色が変わっちゃうんだね。これは大感動だよ。大感動」

「くるさだんちゅら」

　伊依の足元、ついさっき怪かい造ぞうした《雪クールキ童ユーテイ》の桃もも子こも楽しそうに笑う。自然に生きる怪モ造ン生ス物ターはやはりごみごみとした都会よりもこういった自然のほうが好きなのだ。桃子は下げ駄たをからころ鳴らしながら駅の構外へと向かう。

　人工的な灰色の建物は見たところ駅だけで、ちょっと歩くとすぐに人家すらも見えなくなった。伊依はとりあえず遠くに見える神社らしき屋根を目指し、桃子と二人でのんびりと歩くことにした。

　桃子の背せ丈たけは小さいので歩ほ幅はばもかなり狭せまい。ちょこちょこと歩く彼女の姿は愛らしく、伊依は満足げに微笑した。

「うん、やっぱりたまにはこういうのもいいよね」

「くるさだんちゅら」

　桃子は人間の言葉がわかっているのかいないのか、いまいちわからないが伊依の声には律りち儀ぎに反応する。もちろん「くるさだんちゅら」以外の言葉を喋しやべることはないけれど。

「………？」

　首を傾かしげ、彼女はかがみこむとなにかを拾いあげる。

　伊依も膝ひざに手をついてそんな桃子を覗のぞきこむ。

「どうしたの、桃子ちゃん」

「くるさだんちゅら」

　桃子は拾った木の実らしいものを小さな手で伊依に渡わたしてくれる。伊依もよく観察してみたが、なんの木の実だかはわからなかった。二人の歩く道ぞいには木々が立ち並んでいるので、そのうちのどれかから落っこちてきた木の実なのだろうとは思うが。

　青くて丸い、どこか人工的な形をした木の実だった。

「……なんだろこれ、父さん知ってる？」

　髑どく髏ろの首くび飾かざりに顔を向ける。すぐに嫌いやそうな声が返ってくる。

『んー？　なんにも知らねぇんだなてめぇ、見てわかんねぇのかよ』

「わかんないから聞いてるんだよ」

　伊依は憮ぶ然ぜんとする。この親父おやじ、声を発すれば必ず伊依の神経を逆さか撫なでする。

　滅めつ作さくはのんびり散歩しているだけで暇ひまだったのか説明してくれた。

『そりゃ現界カナイの木の実じゃねぇな。怪モ造ン生ス物ターがよく好んで食べる虚界アンダカの木の実だよ』

「虚界アンダカの？」

　伊依はまたも木の実をまじまじと注視する。

　そして驚おどろいて首飾りをがっしりと摑つかむ。

「な、なんで虚界アンダカの木の実が現界カナイにあるのさ？」

『落ちつけ。てめぇには思考能力がないのか。それとも俺が前々から疑っていたとおりに脳みそが欠落してんのか？　……アレだよ、ちょっと考えればわかんだろうがよ、だから──この近所に怪モン造ステ学イス者トが住んでるか、あるいは通りかかったかしたんだろうよ』

「怪モン造ステ学イス者トが？」

『そうだよ』

　思考の遅おそい伊依に苛いらつくように、滅作は面めん倒どうそうに説明をする。

『虚界アンダカのものを現界カナイに召しよう喚かんできるのは怪モン造ステ学イス者トだけだ。あぁ、もちろんこの場合の怪モン造ステ学イス者トってのは代名詞扱あつかいな、厳密には怪レイ造・モ学ンス教テイ授アや怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グも含ふくまれる。現界カナイと虚界アンダカをつなぐ《門ＧＡＴＥ》を所持している人間にしか虚界アンダカのものは召喚できない、つーことは《門ＧＡＴＥ》の所持を許可された怪モン造ステ学イス者トが近くにいるって考えるのが妥だ当とうだろうが』

「なるほど……」

　伊依は納なつ得とくして深く頷うなずく。桃子は他にもいくつか落ちていたらしい木の実を楽しそうに拾っている。滅作は補足するように付け加えた。

『俺が考えるにな、おそらく近所に怪モン造ステ学イス者トが住んでいるんだと思うぜ。木の実──餌えさを用意するってことは、長く怪モ造ン生ス物ターと一いつ緒しよにいるってこと。おそらく虚界アンダカの木をまるごと怪造したんだろうな。それに──通りすがりの旅行者だったら怪モ造ン生ス物ターは必要なときにだけ怪造する。餌は必要ないだろう』

「ふんふん」

　伊依は何度も頷く。

　それからにやにやと笑って首飾りを小こ突づいた。

「……父さんもたまには役にたつじゃない」

『当たり前だろうが。この俺こそが世紀の大天才、怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア空井滅作なんだよ』

「役に立つレベルとしては〝辞書以上パソコン未満〟ってところだね」

　さらりと辛しん辣らつな評価を下して、伊依は安心した顔でつぶやいた。

「ま──怪モン造ステ学イス者トなんてどこにでもいるし、そんなに警けい戒かいしなくてもいいかな。少なくともその怪モン造ステ学イス者トは、怪モ造ン生ス物ターにごはんを食べさせてあげる程度には優やさしいみたいだし」

　そこで気づく。桃子がカリカリと木の実をかじっている。

「あ、桃子ちゃん、拾い食いしたら駄だ目め」

『けけ、怪モ造ン生ス物ターは怪モン造ステ学イス者トに似るんだな』

「その怪モン造ステ学イス者トはあたし。あたしは父さんの娘むすめ。子供は親に似るんだよ糞クソ親父」
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　しばらくのんびりと歩いて、伊依は当面の目的地にしていた神社に辿たどりついた。

　やけに鴉からすが目立つその神社は〝鳳ほう凰おう神社〟と名前がつけられていた。

「……えぇっと、父さん、これ何神社って読むのかな。とり……」

『鳳凰だよ。ほうおう』

　髑髏の首飾りは娘の漢字知識が低いことを嘆なげいてノイズのような溜ため息いきをつく。

『っとに、てめぇは怪造学以外は駄目なんだな』

「駄目じゃないよ。中学校でも平均点は取れていたもん。つまり一いつ般ぱん的な中高生はこの漢字を読めたりしないんだよ」

　かるく紅潮して主張する伊依に滅作はまたも嘆たん息そくする。

『……自分の無知を大衆に溶とかしてごまかすんじゃねぇよ。しかし──中国ではたまに見るが、日本で鳳凰をまつってる神社ってのは珍めずらしいな』

　伊依は桃子とともに〝鳳凰神社〟と刻まれた石せき碑ひを通りこし、どう考えても正規の入口ではない背の低い門から神社の境けい内だいに入った。全体的に寂さびれた雰ふん囲い気きで、それが逆に情じよう緒ちよをかもしだしているような神社だった。敷しき地ちは狭せまく、目立った建物も本堂しかない。

　伊依は適当に歩きながら父に尋たずねる。

「鳳凰っていうのはなんなの？　まつられてるってことは、神様？」

　滅作は考えるような沈ちん黙もくをして、すぐに言葉を返す。

『どうだろうな。なにをもって神とするのか神格の定義も難しいが──アレだよ、どっちかっつうと鳳凰は龍りゆうとか麒き麟りんとかと同じ、怪かい物ぶつみたいなもんだな』

「きりん？」

『あぁ、多分てめぇが頭に思い浮うかべただろう首の長い動物は麒麟となんの関係もないが、面倒だから説明してやんねぇぞ』

「なにそれ。父さんのケチ」

　伊依は顔をしかめながらも境内を進む。明らかに生物が死し滅めつしている茶色の池とか、いつの時代のものかもわからぬ古ぼけた墓とかが不気味だった。神かん主ぬしさんもいるのかいないのか、神社に人気はなく、鴉ばかりが餌もないだろうにあちこちで群れていた。

　滅作は歩きながらも適当に説明してくれる。

『鳳凰ってのはな──まぁ諸説あるんだが、中国人が考えだした架か空くうの怪物で、炎ほのおをまとった巨きよ大だいな鳥なんだよ。別名を朱雀すざくとか、不死鳥とかいうな』

「不死鳥──」

『そう。死なない鳥。もちろん生物はどれだけがんばっても不死にはなれないんだが、鳳凰は決して死なない。槍やりで突つかれようが、体が四散しようがな』

　伊依は驚おどろいて目をまんまるにする。

「それ──本当？」

『だから架空の怪物なんだって。現実にそんな反則みたいなやつがいてたまるか。常識で考えろ』

　ひとしきり伊依に嫌いや味みを垂れて、ふと思いだしたように滅作は語る。

『そういや──不死鳥、鳳凰の名前をもつ怪モ造ン生ス物ターがいたな。生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ター──《鳳フエニ凰ツクス》。まぁ能力どころか実在すらも疑われてるやつなんだが』

「フェニックス──」

　なんだろう、寒気のする名前だ。

　嫌な予感がする。

　伊依が蒼そう白はくになっていることに気づかず、滅作は話を打ち切った。

『……ちっ、なんでも怪モ造ン生ス物ターにむすびつけて考えちまうのは怪モン造ステ学イス者トの悪あく癖へきだ。おっ、本堂があるじゃねぇか。うわぁ貧びん乏ぼう臭くさぇ。今にも崩くずれそうだぜ』

「外観で神社の善よし悪あしが決まるんじゃないとは思うけど。まぁ──せっかく来たんだし、お参りくらいしておこっか」

　笑って、伊依は本当に台風でも直ちよく撃げきしたら崩れかねない本堂まで歩くと、賽さい銭せん箱の前に立った。桃子もちょこちょこと歩いてそんな伊依の足元に並ぶ。

「んじゃ──願い事でも」

　ポケットに手をつっこんで伊依は財さい布ふをとりだし、五円玉を二つ摑つかんで桃子と一枚ずつ持つ。父のぶんは当然だがない。ちなみになんで五円なのかというと、〝神様とご縁えん（五円）がありますように〟という日本人らしい駄だ洒落じやれ──縁えん起ぎかつぎで、そういうのが好きだった母から教わったものだった。ちなみに最も良いのが五円玉を九枚、つまり四十五円をお賽銭することで、これは『始終ご縁（四十五円）がありますように』という縁起かつぎになっている。

　もちろん実力主義の無神論者、父は神の存在を信じていない。

　がらがらと鈴すずを鳴らしている伊依に呆あきれたような声で滅作がぼやく。

『いつも思うんだがなぁ、五円やそこらで願いが叶かなったら苦労しねぇって。昔の仲間にも鬱うつの宮みやっていう縁起かつぎがものすごく好きなやつがいてな、一いつ緒しよに初はつ詣もうでにいったら一万円をお賽銭して〝人類がほろびますように〟ってネガティブな願いごとを』

「父さんの昔話は怖こわすぎるからやめてよ」

　伊依は顔をしかめながらも、桃子を抱だっこして鈴を鳴らさせてあげる。その姿はさながら姉し妹まいのように見えるだろう。

　滅作がそんな二人を馬鹿にするように笑う。

『そいつの願い事が叶ってたらすでに人類は滅めつ亡ぼうしてんだよ。だから、お賽銭なんかにゃ意味なんかねぇの。神社の収入源でしかねぇの。もう夢を見るのも卒業しとけよ』

「うるさいな。父さんは。気分の問題なんだよ」

　お賽銭を桃子と二人で放ほうりこんで、ぱんぱんと手を合わせる。

「夢を見るのもいいじゃない。神かみ頼だのみするあたしたちを笑う権利が父さんなんかにあるわけないよ。神様だって万ばん能のうなんかじゃないかもしれないけど、ちょっとくらいは力を貸してくれるかもしれない。あたし一人じゃできないことを、できるようにしてくれるかもしれない。一人っきりでなにかを得ようとしても得られるわけがないんだから。あらゆる力をあらゆる人からもらって、推進力に変えるんだよ」

　それがあたしの怪かい造ぞう学がく──伊依は真まっ直すぐな声でつぶやいて。

「神様。あたしの夢を叶えてください。あたしをすっごい偉えらい怪モン造ステ学イス者トにして、怪モ造ン生ス物ターと人間が一緒に暮らせる世界を創つくらせてください。それだけを、求めます。それだけを、願います。それだけを夢見てあらゆる努力をすることを誓ちかいます」

　桃子も神しん妙みような顔で伊依の足元、くるさだんちゅらとつぶやいている。

　静かな神社の中心で、伊依は神に願いを捧ささげた。

「なので、神様、ほんのちょっとでもいいんです」

　爽さわやかな風が伊依のツインテイルの髪かみを揺ゆらす。

「……あたしに力を貸してください」

『阿呆くさ』

　つぶやく伊依の胸むな元もとで、髑どく髏ろの首くび飾かざりが馬鹿にしたように笑う。

　伊依はもう一つ願いを付け加えた。

「あとこの空井滅作とかいう死に損ぞこないを迅じん速そくに抹まつ殺さつしてください。びっくりするほど地球に不要です。存在するだけで世界の迷めい惑わくです」

「くるさだんちゅら」

　桃子が同意するようにこくこくと頷うなずいた。
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　伊依はそのまま鳳凰神社で昼ご飯を食べた。日当たりのいい石段に腰こしかけ、桃子と並んでおにぎりを頰ほおばる。ちなみにこのおにぎりは血影がつくってくれたもので、例によって中身にアーモンドが入っているという大変なものだった。

　神社は意外なほどに高い位置にあったらしく、鳥居の真下、石段に座っていると遠くまで美しい景色が見える。ところどころで色が違ちがう山々。鳥の群れが行き交かっている。眺ながめのいい場所で食べるおにぎりは最高の贅ぜい沢たくだった。

「くるさだんちゅら」

　桃子はにっこりと笑う。わりと排はい他た的なことで知られる《雪クールキ童ユーテイ》だが、伊依のそばではこんなにも朗ほがらかだった。伊依以外の怪モン造ステ学イス者トにはない怪モ造ン生ス物ターへの信しん頼らいが理由である。怪モ造ン生ス物ターを信頼しているから、怪モ造ン生ス物ターに信頼される。その関係はやはり〝友達〟なのだった。伊依は怪モ造ン生ス物ターのことを本当に大切に思っていた。

　世間の常識はそんな伊依に厳しい。町などを桃子と一いつ緒しよに歩いていると、露ろ骨こつに悲鳴をあげたりして逃にげるひとがいる。ときには石を投げてくるひともいる。そのたびに、伊依は一生懸けん命めいに怪モ造ン生ス物ターの素す晴ばらしさを訴うつたえる。なかなか理解はしてもらえないけど。

「桃子ちゃん」

「……る？」

　呼びかけると、ほっぺたにごはんつぶをつけた桃子がこちらを見る。

　あんまり可愛かわいらしかったので伊依は桃子に抱きついた。

「愛してるよう」

「──る？　くる？」

　びっくりした顔で桃子は慌あわてている。

　こういうふうに、怪モ造ン生ス物ターと一緒に、のんびりとすごせる時間がいつまでもつづけばいいと思う。誰だれもがみんなおんなじように、誰が植えつけたんだか知らない偏へん見けんを捨てて、怪モ造ン生ス物ターと一緒に暮らせる世界に生きられればいいと思う。
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　虚界アンダカという暗くら闇やみに、怪モ造ン生ス物ターを隔かく離りしている時代は自分が終わらせる。自分ごときになにができるかはわからないけど、できるかぎりで夢を現実にする。

　伊依はようやく桃子から離はなれて、彼女を真っ直ぐに見つめた。

「桃子ちゃん──ずっと一緒にいてね」

　桃子はちょっと紅あかくなっていたが、すぐに無む邪じや気きな笑え顔がおを見せる。

「くるさだんちゅら」

　頷く彼女に微び笑しようを返し、伊依は首飾りを突つっつく。

「父さんは可能なかぎり速すみやかにあたしのそばから消えてね」

『この親不孝者が。──ん？』

　いつもの会話をしていると、不意に、滅作は鋭するどい声をあげた。

　伊依も気づいて首飾りを見る。

「……どうしたの、父さん？」

　首飾りから答えはない。桃子は気づかずに最後のおにぎりを手にし、ぱくりとかじりついている。彼女は外見に反してけっこうたくさん食べるのだった。

　ざざ。

　伊依も気づく。茂しげみをかきわけるような──小刻みな草の音がする。

　ざざざ。

　何かが近づいてくる。

「父さん──これ」

『怪モ造ン生ス物ターの気配だ。弱いが──速い』

「怪モ造ン生ス物ター？」

　伊依は戸と惑まどう。反応できないうちに滅作は切羽つまった声で叫さけぶ。

『こっちに向かってくる──伊依、ひとまず逃げろ！』

「え、え？」

　ざざざざざざ。

　和なごやかな食事が一いつ瞬しゆんにして緊きん迫ぱくする。伊依はどうしたらいいか判断できず、とにかく音のする方向を見る。滅作は逃げろ逃げろとやかましい。

　桃子は──。

「くるさだんちゅら？」

　ようやく伊依の顔色に気づいたか、不思議そうな顔で首を傾かしげる。

　怪モン造ステ学イス者トの自分が近くにいるから、安心して油断していたのだ。

　そう伊依が理解した次の瞬間──。

「おろりろ！　おろりろッ！」

　奇き怪かいな鳴き声とともに──紅ぐ蓮れん色の獣けものが茂みを突き破って現われた。

「────」

　瞬間。伊依の動体視力は現状を把は握あくする。紅蓮色の獣。現界カナイに棲せい息そくしているどの生物とも違ちがう、大きさでいえば子犬ほどの獣だった。体毛はなく、鉱物的な皮ひ膚ふをもち、頭部から背中にかけてギザギザの突とつ起きがある。顔には巨きよ大だいな一つ目があった。そして獰どう猛もうな大口を開き──真っ直ぐに桃子へと跳とびかかっている。

「桃子ちゃん！」

　考える前に体が動いた。

　とっさに、伊依は桃子を抱だきかかえて地面を転がった。獣もそれに気づいたようだが、速度を落とすことなく伊依の背中に喰くらいつく！

「ぐ──う」

　鋭い痛み。思わず唸うなり、伊依は我が慢まんできずに悲鳴をあげた。

「ぎゃぁ──！」

　ぎりぎりと音をたてて獣は牙きばを突きたてている。牙は伊依の皮膚を突き破り、服に鮮せん血けつを滲にじませている。痛い痛い。伊依はあまりの痛みに叫ぶことしかできなかった。

「くる──」

　桃子は蒼そう白はくな顔でそんな伊依を見つめ、ぎゅっと扇せん子すを握にぎりしめる。

「──さだんちゅら」

　そしてがくがくと震ふるえる。伊依は歯を嚙かみしめて痛みに耐たえている。

　髑どく髏ろの首くび飾かざりが慌あわてた声で叫んでいる。

『こ──このド馬鹿娘ッ！　なぁにやってんだアホンダラッ！　怪モ造ン生ス物ターをかばって怪け我がする怪モン造ステ学イス者トなんか笑い話にもならねぇぞ？』

　伊依は滅作の罵ば声せいを完全に無視する。

　そして桃子を抱きしめるのをやめ、手を離して叫ぶ。

「桃子ちゃん逃にげて！」

『か───ッ！』

　滅作が金切り声をあげる。

『救いようもねぇ！　救いようがねぇ！　なんか変なもんでも食べたかこの脳みそピンボケ娘！　あ、病院ですか？　ここにちょっと精神をやられて錯さく乱らんしている小娘が一匹ぴきいやがるのですが！』

「うるさい、糞クソ親父おやじッ！」

　伊依はひとまず首飾りを地面に叩たたきつけて黙だまらせ、今度は背中に齧かじりついている紅蓮色の獣に手を伸のばす。

　そして全力で、ものすごく痛かったが獣の顎あごらしき場所を手て探さぐりで見つけ、どうにか牙を抜ぬこうと努力してみる。しかし痛い。気絶しそうな激痛が脳天を貫つらぬく。

「ぐう……」

　どうしてこんな場所に怪モ造ン生ス物ターがいるのか。どうして桃子を襲おそおうとしたのか。なんにもわからなかったが、とにかく追いつめられた伊依は単純な選せん択たくをした。

　桃子が傷つくのは嫌いやだ。だから守る。

　自分が痛いのも嫌だ。だからこの怪モ造ン生ス物ターを引き離はなす。

　しかし顎の筋力というのはそれが人間のものであってもかなり強力である。怪モ造ン生ス物ターの全力の嚙みつきを伊依の細ほそ腕うでで引き離せるわけもない。

　脂あぶら汗あせが首筋を伝う。痛い。

　やばい。これは痛い。洒落しやれにならないほど痛い。

「くるさだんちゅらッ！」

　カンッ、と下げ駄たを踏ふみ鳴らし、桃子が激げき怒どの表情で扇子を振ふる。

　桃子は伊依を傷つけるものを許さない。決して攻こう撃げきを躊躇ためらわない。友達だから。伊依が桃子を守るのと同様に、桃子も伊依を守ってくれる。

　理解している。

　それが信しん頼らい。

　だから。

「駄だ目めだよ、桃子ちゃん！」

　伊依は裂れつ帛ぱくの気合をこめて叫さけんだ。

　冷気を集合させている桃子の動きが──硬こう直ちよくする。

「くる──？」

　理解できない。意味がわからない、という顔の桃子。

　伊依はこれはもう本当に死ぬかもしれないというほどの痛みに耐えながらも、必死な顔で桃子を見た。激痛に涙なみだが溢あふれ、頰ほおを伝って流れている。

　伊依は理解する。紅蓮色の獣に触ふれてわかった。

　震えている。獣は震えていたのだ。

　可哀かわい想そうに怯おびえている。なんにもわからないうちに見知らぬ世界に怪造され、心から怯えているのだ。伊依にはわかる。

「駄目だよ──桃子ちゃん」

　伊依は真まっ直すぐな双そう眸ぼうで桃子を牽けん制せいし、さっき桃子が拾っていた木の実をいくつかポケットから取りだした。桃子が食べてしまわないように預かっていたのだ。

　わかる。理解する。伊依は怪モ造ン生ス物ターの気持ちを読むことがわりと得意だった。怪モ造ン生ス物ターの目を見つめたり、動きを見たりしていると、なんとなくなにを考えているのかわかってしまう。

　それが特技。

　それだけが──特技。

　自分は父のように天才じゃない。理想を語るには貧ひん弱じやくすぎる。だけど、そんなちっぽけな自分だけど、怪モ造ン生ス物ターを想おもう気持ちだけは誰だれにも負けない自信がある。

　伊依は痛みに耐えながら、背中に喰くらいついたままの獣けものに語りかける。

「……あたしはおいしくないよ」

　そして獣に見えるよう、木の実を示してあげる。

「怖こわくもない。ほら、あたしなんかより、こっちのほうがおいしいよ」

　桃子も滅作も伊依の行動に絶句している。

　紅ぐ蓮れんの獣は戸と惑まどうように、ふるり、と震えた。

　伊依は穏おだやかに微び笑しようする。

「……怖くないよ。あたしはあなたを傷つけないし、騙だましたりもしないから」

　そして獣の頭を撫なでる。炎ほのお系統の怪モ造ン生ス物ターなのか、その頭部は火傷やけどしそうなほど熱かったが、それでも撫でた。親愛の表現。心からの、友好の意思表示だ。

　獣は考えるように沈ちん黙もくしていた。

　だがやがてその牙きばからは力が抜け、どさ、と獣は地面に降りる。さっきまで顎の力だけで伊依の背中に喰らいついていたわけだ。小さいのに大した力持ちである。

「わかってくれた──みたいだね」

　伊依はよろりと体勢を立て直す。神社の境けい内だい、雑草があちこちに生えている地面に胡あ座ぐらをかく。すぐに我が慢まんできなくなってツインテイルを揺ゆらして頭をさげた。

「う───、あ─────、痛ぁあああい。死ぬかと思ったぁああ……」

　痛みを散らすために深呼吸をする。

　桃子が駆かけ寄ってきて、そんな伊依のそばでおろおろとする。

　伊依は汗あせを拭ぬぐい、かるく微笑して、桃子の頭をふかふかと撫でる。

「大だい丈じよう夫ぶ。あたしは平気」

「くるさだんちゅら！」

　噓うそばっかり、という顔で、桃子は涙をいっぱいためて伊依に抱だきついた。

「あ痛たたたた……。桃子ちゃん、痛い。痛いから。痛い痛い！」

　叫ぶ。頭ががんがんする。あまりの痛みにどうにかなってしまいそうだった。呼吸をするのも痛い。平へい穏おんな学生である伊依は滅めつ多たに痛みを感じる機会がない。なのでこのくらいの怪け我がでもこうして悶もん絶ぜつするほど痛く感じるのだ。

　伊依は地面に落とした木の実をカリカリ食べている獣をあらためて見る。

「下級二位──《火フレイのムチヤ粉ウダー》ね。なんでこんなとこいるんだろ」

『馬鹿に効く薬とか誰か開発してくんねぇもんかな』

　呆あきれきった声で、髑どく髏ろの首くび飾かざりがつぶやいた。

『おおかた、どっかの研究所かなんかから逃にげだした放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーだろ。人間に襲おそいかかるほど飢うえてることから考えて、ずいぶんと前に野生化したんだろうな。しっかし──』

　痛みのあまり姿勢すら動かせなくなった伊依に滅作は疲つかれた声で言う。

『──伊依、マジもんの馬鹿かてめぇは』

「うう」

　相あい槌づちだか呻うめき声だかわからぬ声を漏もらして、伊依は顔をしかめる。

「馬鹿じゃないもん」

『馬鹿以外のなんだってんだよ。五秒以内に答えてみろよ馬鹿。五、四、三、二、一、馬ー鹿。どこの世界に怪モ造ン生ス物ターかばって怪我する怪モン造ステ学イス者トがいるんだっつうの。おまけに自分に嚙かみついてきた怪モ造ン生ス物ターには飯を食わすしよ。つまりアレだ、てめぇはデッドボール食らったくせに相手のピッチャーに感謝して、『自分はアウトで結構ですから』って去っていくバッターのような馬鹿だ。このウルトラスペシャルギャラクシー馬鹿』

「馬鹿馬鹿ゆわないでよ……」

　伊依は拗すねたように目を閉じて、仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやいた。

「しょうがないじゃん。そういうふうに身体からだが動いちゃったんだから。それに──結果として、あたしが怪我しただけですんだんだから、まぁいいじゃん」

　問題なのは、その怪我が痛すぎてもう動けないということだった。幸いにして傷は深くないようで、すでに出血も止まったが、このままでは冗じよう談だんではなく帰れない。携けい帯たい電話は持っているから最悪でも誰かに迎むかえにきてもらえばいいが、それも迎えにきてもらう人に迷めい惑わくなのでできれば自分で帰りたい。

　伊依は木の実を食べ終え、満足そうにこちらを見上げている《火フレイのムチヤ粉ウダー》を眺ながめた。

　さて──どうするか。

　いまだ伊依の怪我の報復をしようと《火フレイのムチヤ粉ウダー》に殺気を放っている桃子をなだめ、伊依は痛みを和やわらげるために深く息を吐はいた。

「ふう───」

「おや、そこにいるのは空井か？」

　不意に、どこかから声がかかる。

　伊依は驚おどろいて顔をあげた。きょろきょろして、すぐに発見する。神社の苔こけむした長い石段を登って、錬れんノの島しま了りよう信しんが歩いてきている。

「錬ノ島先生!?」

　伊依は驚いて目を丸くする。〝怪造実習〟の担当教師、錬ノ島了信。まさか休日にも白衣を着ているとは思わなかった。──ではなく、こんなところで会うのが意外で、伊依は錬ノ島の名前を呼んだまま口を呆ぼう然ぜんと開いた。

　錬ノ島は地面にへたりこんでいる伊依を不思議そうに見る。

「どうしたのかな、空井。こんな場所でこんな格好で」

「あ──あたし」

　よく状じよう況きようが理解できない。

　錬ノ島はさすがに石段を登りきるころには疲れから呼吸を乱し、ふうと一息ついた。

「この歳としにもなると神社の石段はつらいね。ん──おお、空井、大丈夫か、怪我をしておるじゃないか」

「え──あぁ、そうなんです」

　伊依はこくこくと頷うなずく。

「それで──あの、痛くて動けなくって」

「あぁ、大変だったね。遠出もいいが、あまり危険な場所には近づかないようにしなさい。すぐに手当てをしてあげよう」

　錬ノ島は穏おだやかに微び笑しようした。そして境けい内だいを振ふり仰あおぐ。

「私の実家がこの鳳凰神社でね──たいていは学校の研究所に寝ね泊とまりしておるが、たまの休日には帰ってゆっくり骨を休めることにしておるんだよ」

　そこまでなんでもなく語って、錬ノ島は伊依の足元で警けい戒かいするように唸うなっている《火フレイのムチヤ粉ウダー》を見つけた。瞬しゆん間かん──錬ノ島の表情に穏やかさが消える。

「……どこに逃げたかと思えば」

　しゃん、と錬ノ島の《門ＧＡＴＥ》が擦こすれて音をたてる。

「──《火フレイのムチヤ粉ウダー》、怪消だ」

　すぐさま錬ノ島の腕うで輪わからはまばゆい光が放出され──《火フレイのムチヤ粉ウダー》を包みこみ、その姿をかき消した。怪消。つまり虚界アンダカに送りかえしたのだ。

　唐とう突とつだったので伊依も反応ができなかった。

「先生……？」

　伊依がつぶやくと、錬ノ島はすぐにまた穏やかに微笑した。

「いやなに、これはすでに病気のようなものなんだがね、私は実家にいるときにもたまに研究をしておって、あの《火フレイのムチヤ粉ウダー》もそれで怪造し、誤って逃がしてしまった怪モ造ン生ス物ターなんだよ。ずっと探していたのだが──空井が見つけてくれてたんだな」

　言いながら、錬ノ島は伊依を抱だきあげて本堂まで歩く。

「わわっ」

「傷が痛むなら言いなさい。とりあえず、応急処置しかできないが──怪け我がの手当てをしてあげよう」

　優やさしく語る錬ノ島はやはり穏やかな顔をしていた。

　伊依はなんにも言えなくて、黙だまって頷いた。
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　神社の本堂は思っていたよりも広く、あまり神聖な雰ふん囲い気きではなかった。もともとはちゃんとご神体が納めてある本堂だったらしいが、錬ノ島の祖父が生活苦から売り払はらい、普ふ通つうの生活空間に造りかえてしまったのだとか。

　伊依は錬ノ島のヤカンとか鍋なべとかに願いを捧ささげていたわけである。

　とりあえず服を脱ぬいで背中の傷を消毒してもらい、包帯も巻いてもらった。素す肌はだを晒さらすのはちょっと恥はずかしかったが、真っ赤になりながらも我が慢まんした。

　お礼を言って服をまとう。穴があき、血が滲にじんだ服はもう使いものにならなかったので、錬ノ島の服を貸してもらった。飾かざり気のない灰色のシャツはちょっとだけ大きかった。

　板間に座ざ布ぶ団とんを敷しき、お茶の載のった卓袱ちやぶ台だいに錬ノ島と向かいあう。手当てをされただけで傷の痛みはだいぶ楽になって、伊依はとりあえず安心した。

　室内は散らかっていて、錬ノ島の私物がたくさん転がっている。第三研究所もそうだったが、どうも彼には整理整せい頓とん能力がないらしかった。几き帳ちよう面めんそうだが、きっと物事に没ぼつ頭とうするあまり部屋の掃そう除じなどに気が向かないのだろう。雑誌や服、ゴミのつまったビニール袋ぶくろなどが目立つ。眺めていると錬ノ島が照れたような顔をした。

「すまんな。散らかっておって」

「え──いや」

　伊依は首を振る。

　散らかっているのには慣れているのだ。自じ慢まんにもなんにもならないが。

「この程度の散らかりかたで〝散らかっている〟だなんて、〝散らかっている〟という言葉に対して失礼ですよ、錬ノ島先生。あたしの実家なんか足の踏ふみ場がないどころか部屋の容積の半分はゴミで埋うまってましたからね。ゴミの上で生活していましたよ」

「はは……」

　伊依の発言を冗じよう談だんと受けとったか、錬ノ島は曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。冗談なんかじゃないのに。ゴミのせいで扉とびらが開かないから窓を出入り口にしていたほどなのに。

　錬ノ島は娘むすめを見るかのような慈いつくしむ視線で伊依を眺ながめている。

　初めての授業から、錬ノ島も丁てい寧ねいに授業をしてくれるようになって、伊依も彼のことを信しん頼らいしていた。実際、錬ノ島は優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トだった。彼の授業のおかげで伊依も格段に怪造の腕うで前まえが上がったように思う。

　伊依は茶をすすりながら世間話をしている。

　一人で空蟬寮まで帰れるか不安なので、帰りは錬ノ島が車で送ってくれるという話だ。それまでは彼とのんびり喋しやべっていることにした。どうせ背中が痛くてろくに動けない。

「そういえば──」

　そのへんのものに手を伸のばす桃子を注意しながら、伊依は尋たずねる。

「──錬ノ島先生、なんの研究をなさっているんです？」

　錬ノ島が毎日毎日、死に物もの狂ぐるいでつづけている研究。

　彼の必死さは伊依にも伝わっていた。授業を受けるために第三研究所に行くと、必ず錬ノ島は難しい顔で資料を読んだり、複雑そうな実験をしていた。怪造のために呪じゆ文もんや呪じゆ印いんを刻んでいたこともある。そのときの彼の表情には鬼き気き迫せまるものがあった。

「私の研究かね？」

　錬ノ島は笑った。どこか自じ嘲ちようの混じった笑え顔がおだった。

「はは、なにも特別な研究はしていないさ──一いつ般ぱん的な怪モン造ステ学イス者トと同じ、私はある怪モ造ン生ス物ターを怪造するための研究をしている」

　疲つかれたように脱だつ力りよくし、錬ノ島は煤すすぼけた天てん井じようを見上げた。

「だがね──どうしてもうまくいかない。どうしても見つけられないんだ。虚界アンダカのどこを探しても、あの怪モ造ン生ス物ターの尻尾しつぽすらも摑つかめない。どれだけ資料を読み解いても、あいつを怪造するための手がかりすらも得られない」

　そこで錬ノ島はちろりと視線を動かした。伊依もつられてそちらを見る。そこだけきちんと整頓された部屋の一角──神かみ棚だなに、古ぼけた写真が飾ってある。ちょっとだけ若い錬ノ島と、見知らぬ女性、そして活発そうな少年が写っている。

「……一刻でも早く怪造したいというのに」

　錬ノ島がどうして神棚を見たのかはわからない。あの写真がどういう意味をもつのかもわからない。ただ錬ノ島があまりにも哀かなしそうだったから、伊依は思わず語っていた。

「あのう、馬鹿な質問かもしれませんが──」

　真まっ直すぐに錬ノ島の瞳ひとみを射い貫ぬく。

「──いつも不思議だったんですが、どうして資料とか調べるんです？」

「は……？」

　錬ノ島は間の抜けた顔をする。伊依は慌あわてて手を振ふった。

「いやあの、すみません、無知なものでよくわからないんですが──その、資料っていうのは、虚界アンダカのどの場所にどんな怪モ造ン生ス物ターがいるよって書いてあるものとか、この怪モ造ン生ス物ターはこのような生態をもっていますって説明してあるものとか、そういうものでしょう？」

「まぁ──そうだね」

　錬ノ島は頷うなずく。

　伊依もかるく頷いて、考え考え意見を述べる。

「あの、ものすごく失礼な意見なので聞き流してもらって構わないんですが、そういう資料って──あたしが思うになんの役にも立たないんですよ」

　怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは真っ直ぐな声で断言した。

「虚界アンダカのどこにどんな怪モ造ン生ス物ターがいるか、そんなこと、目安ほどにも役にたちません。だって虚界アンダカっていうのは停止しているわけじゃない、どんどん姿を変えているんです。桃子ちゃんだって──」

　伊依は桃子を見る。桃子は呼ばれたと思ったのかぴくんと顔をあげる。

「──たいていは〝氷の国の三番地〟にいますけど、たまに〝霜しも降ふり山のギザギザ川辺〟とか、〝光零こぼれる白い花畑〟とか、そういう場所に移動してますよ。あたしが呼ぶとすぐに桃子ちゃんも気づくから、ここにいるよって主張してくれますけど、その──怪モ造ン生ス物ターっていうのは、いつも同じ場所にいるわけがないんです。そりゃ群れをつくっている怪モ造ン生ス物ターはたいてい決まった場所を転々としているだけですが、虚界アンダカ中を単独で動き回っている怪モ造ン生ス物ターというのもいないわけじゃないんです」

　教師に向かってわざわざ説明することでもないと思ったが、伊依は語った。

「だから、この怪モ造ン生ス物ターはここで見つけたって、そんな資料を基もとにしていくら探しても見つかるわけがないんです。移動しない怪モ造ン生ス物ターのほうが少ないんですから、いつかの昔にどこかの場所にいたからって、そこばっかり探してもまず見つからないんですよ」

「…………」

　錬ノ島は呆気あつけにとられたような顔をしていた。

　伊依は自分がいかにも当たり前のことを言ってしまったのかと思って、恥はずかしくなって顔を伏ふせる。こんなもの基本中の基本だ。錬ノ島がわかっていないわけもない。

　しかし──。

「そ、それでは空井」

　錬ノ島は意外なことに縋すがるような顔で、伊依に問いかけてきた。

「どうすれば──資料に頼たよらずに、怪モ造ン生ス物ターを見つけることができるのだね？」

「えっ」

　伊依は錬ノ島があまりにも真しん剣けんな顔をしていたので、ちょっと戸と惑まどいつつ答えた。

「そうですね、あたしの場合、とりあえず他の怪モ造ン生ス物ターとかを目印にしますよ。怪造を始めると同時に虚界アンダカの全ぜん貌ぼうがなんとなく把は握あくできるじゃないですか、そこで、怪造したい怪モ造ン生ス物ターの生態からその怪モ造ン生ス物ターの居場所を推理するんですね」

　それは父に教わった怪造の仕方。

　みんな当たり前にそういう怪造をしているんだと思っていた。

「例えば、群れをつくって主に〝爽さわやか微び風ふうの青色草原〟で暮らしている《盲ヤギ目ノ山ウ羊タ》がいるじゃないですか、その《盲ヤギ目ノ山ウ羊タ》を主食にしている《牙センとトラ爪ルスとピ棘ア》を怪造したいと思ったとき、《盲ヤギ目ノ山ウ羊タ》の動きがおかしかったり、明らかに数が少なかったりする場所を探してみるんですね。大たい抵ていは《牙センとトラ爪ルスとピ棘ア》に襲おそわれているんです。そこを狙ねらいうちにして、《牙センとトラ爪ルスとピ棘ア》を捕つかまえ、怪造する──と」

《牙センとトラ爪ルスとピ棘ア》は虚界アンダカを決まった法則もなくうろついている怪モ造ン生ス物ターで、いきなり見つけようとしてもなかなか見つからない。なのでまずほとんど動かない《盲ヤギ目ノ山ウ羊タ》を発見し、そこから位置を推理するのが賢かしこいのだ。

　錬ノ島は怖こわいくらいに真剣な顔で嘆たん息そくしている。

　なるほど──と低くつぶやいているが声にもなっていない。

　伊依はちょっと不思議に思いながらもつづけた。

「他にも、ちっちゃくて見つけにくい《石ころロツクくんマン》を怪造したいと思ったとき、《石ころロツクくんマン》がよく貼はりついている《月鮫カミツキ》をまず見つける、とか。《月鮫カミツキ》はだいたい居場所が決まっていますし、大きいから見つけやすいんですね。他にも《柔らかフニヤな小人ポツクル》を怪造したいと思ったとき、《柔らかフニヤな小人ポツクル》と共生している《乱ヤセイ杭ギロ歯チン》や《壺インナ宇ーワー宙ルド》なんかをまず見つけるんです。《柔らかフニヤな小人ポツクル》は警けい戒かい心が強いですから見つけるのは難しいですが、共生している《乱ヤセイ杭ギロ歯チン》なんかは動きが遅おそいので見つけやすいんですね」

　そこまで一気に語って、伊依は錬ノ島が押し黙だまっていることに気づく。

　調子に乗って基本的なことを語りすぎたか。相手は教師なのである。伊依が語ったことくらいは当然わきまえているはずだ。

　唐とう突とつに居い心地ごこちが悪くなって、伊依は顔を伏せた。

「あの──すみません、なんか偉えらそうに喋しやべっちゃって」

「え、あ──いや」

　錬ノ島は憑つきものが落ちたような顔をしていた。

　清すが々すがしい、難しい数学の問題を解いたような表情だった。

「参考になったよ。というか──」

　壮そう烈れつな顔で虚こ空くうを凝ぎよう視しして言う。

「──それが正解かもな」

「え？」

　よく聞こえなかった。

　聞きかえそうかとも思ったが、錬ノ島が難しい顔で考えこんでいたのでやめた。しばし重苦しい沈ちん黙もくが本堂に満ちる。鴉からすの声が境けい内だいに響ひびいている。

　埃ほこりのたまった窓から陽光が薄うすく差しこんでいた。

　なんとなく沈黙が耐たえられなくて、伊依は説明を付け加えてみた。

「それとですね、怪造にはやはりご褒ほう美びとかが大切ですよ」

「ご褒美……？」

　思案に俯うつむかせていた顔をあげて、錬ノ島はきょとんとする。

　そうです、と伊依は頷うなずいて飲み終えた湯のみを机に置いた。

「怪モ造ン生ス物ターだって生き物です。なるべくなら楽しい思いをしたい。なんの見返りもなく喧けん嘩かさせられるために現界カナイになんか来ませんよ。なので、昔の日本の風習みたいに、願い事をするときは供く物もつを捧ささげるんです。美味おいしいごはんをあげるから現界カナイにきてください、とか、そういった見返り──ご褒美を用意すると怪造の効率もあがるんですよ」

「怪モ造ン生ス物ターも──生き物」

　怪モ造ン生ス物ターも生き物、と嚙かみしめるようにくりかえして、錬ノ島は虚うつろな表情をした。それは何か大切なものをどこかへ落としてきてしまった人間の、絶望じみた表情だった。

　彼は湯のみを握にぎりしめる手に力をこめていた。指先は血の気がひいて、真っ白になっている。そして小刻みに震ふるえている。

　錬ノ島は打ちのめされたかのようにうなだれていた。

「そうだ──そうだった」

　ふふ、と笑う。伊依は錬ノ島のその笑い声にぞくっと寒気を覚えた。

　なんだ──。

「私はどこに私を忘れてきたのか。私はいつから私を忘れていたのか」

　つぶやく錬ノ島の声は、悲ひ愴そうな色をたたえていた。

「空井──ありがとう」

「先生？」

「大切なことを思いだせたよ」

　錬ノ島は頭を抱かかえていた。泣いているようだった。伊依にはどうして彼が泣いているのかわからない。とにかく居たたまれなくなって、先生、と呼びかけた。

　反応はなかった。

　錬ノ島の指の隙すき間まから、彼の押し殺した笑い声が漏もれていた。

「ふふ……、ふふふ……、そうか──わかったぞ。なるほど私に怪造できないわけだ。私には──足りなかった。何が足りなかったのかこれまでわからなかった。私は〝甘く見て〟いたのだな──己おのれの力を過信して、これだけちっぽけで頼たよりない己の力を過信して！　間ま違ちがえたまま見当違いの方向に進んでいた──どこまで私は滑こつ稽けいなのかな」

　明らかに様子がおかしかった。伊依はどうしたらいいかわからず、あたふたと周囲を見回した。助けてくれそうなひとは見当たらなかった。

　もう一度、錬ノ島に呼びかける。

「先生？」

　やはり意味はない。錬ノ島は狂くるったようにくぐもった笑い声をあげている。

「私は何も見ておらんかった。私は何も摑つかんでおらんかった。私は一歩も前進しておらんかった。私はあのドン底から少しも這はいあがれていなかった。奈な落らくの底に安住して、努力するふりをしていただけだ。気づいたよ──理解した、道が見えた」

　だん、と錬ノ島は机を感情的に叩たたいた。

　湯のみが倒たおれ、ちっとも減っていなかった錬ノ島の湯のみから茶が零こぼれる。伊依は慌あわてて拭ふくものを探したが、見当たらず、錬ノ島を見る。

「──さぁ、何を捧げよう」

　そこでようやく錬ノ島は頭を抱えていた手を降ろし、伊依を見た。伊依は彼の突とつ然ぜんの乱心に戸と惑まどって動けない。錬ノ島は薄うっすらと微び笑しようしている。

　怖こわかった。

　狂きよう気きを孕はらんだ錬ノ島の雰ふん囲い気きが──純じゆん粋すいに恐おそろしかった。

　伊依は零れた茶が膝ひざに垂れてくるのも構わず、錬ノ島を凝視した。

「せ、んせい？」

「空井」

　一いつ瞬しゆんだけ──錬ノ島の表情に正気が戻もどる。

　いつもどおりの穏おだやかで、優やさしげな顔。

「私のようになってはいけないよ」

「………え？」

　どういう意味だ。

　伊依は錬ノ島をまじまじと見る。彼は悲痛な顔をしていた。

　世界にこれほど哀かなしい顔があるか。これほど痛々しい顔があるというのか。

「道を間違った人間ほど──滑稽なものはない」

　錬ノ島は伊依の心に深く響ひびく、大切な言葉を口にした。

「空井、私のようになってはいけない。君は君だけの、君がたしかに信じている怪造学を見失ってはいけない。どれだけ傷ついても、挫くじけそうになっても、諦あきらめてはいけない──手を離はなしてはいけない、君が君のままでいたいなら。君が夢を失いたくないなら」

　一言一言が心に重い。何故なぜだろう──と伊依は思う。

「私のようになりたくないなら、君は君の心をしっかり摑まえていなさい。甘く見ないで、欲をかかず、怖がらないで──真っ直ぐに進みなさい」

　するりと錬ノ島は床ゆかに落ちていた手て拭ぬぐいを拾い、卓袱ちやぶ台だいに零れた茶を拭った。伊依は声をだすことができない。錬ノ島の言葉の意味を黙だまって考えている。

　怪モン造ステ学イス者トが心に誓ちかわなくてはいけない三原則。

　甘く見ない。

　欲をかかない。

　怖がらない。

　その三原則を忘れずに──真まっ直すぐに進むこと。夢へ。伊依が願っている夢へ。きらきらと美しい、他人に誇ほこれる伊依だけの夢へ。

　怪モ造ン生ス物ターと人間が一いつ緒しよに暮らせる世界を創つくる──そんな夢へ。

　錬ノ島は穏やかに微笑した。

「……君の未来が私でないことを神に祈いのるよ」

　そしてまた神かみ棚だなを見る。聞きそびれていたが、あの写真に写っているのは錬ノ島の家族だろうか。この本堂の散らかりようからいって、彼は一人暮らしのようだけど──。

　伊依の疑問を見み透すかしたように、錬ノ島は遠い目をして語った。

「空井、昔話を聞いてくれるかな。君のように素す晴ばらしい夢を抱え、そのくせ道を間違え、ドン底まで落ちた男の昔話を」

「…………」

　哀あい切せつな錬ノ島の声に──伊依は圧あつ倒とうされるままに頷うなずいた。

　わかる。これは聞き逃のがしてはならない物語なのだと。きっと──錬ノ島は、今の伊依と同じ年とし頃ごろには、やはり同じように夢を見て、真っ直ぐな気持ちで進んでいたのだろう。

　しかし道を誤った。

　だからこんなにも錬ノ島は哀しそうなのだ。

　理解する。自分も道を間違えば、彼のように絶望の谷底へ転がり落ちるのだということ。自分の未来の姿が錬ノ島かもしれないということ。錬ノ島がそうならないように、伊依に助言を与あたえてくれようとしていること。

　全すべてを飲みこんで──伊依は真っ直ぐに前を見た。

　錬ノ島も頷いて、そんな伊依に語ってくれた。

　古傷を抉えぐるように。

「……私はね、昔の私は、怪モン造ステ学イス者トってのが何か特別な人間なのだと思っていた。特別で偉えらくて格好いいのだと思っていた。異世界から怪かい物ぶつを召しよう喚かんして使し役えきする、魔ま法ほう使つかいだと思っていたんだな。だからいつでも自分を誇っていた。怪造ができる自分は選ばれた人間だって、自じ慢まんしていた。浅あさはかな愚おろか者だったのだと言えばそれまでなんだが──」

　苦く笑しようして、錬ノ島は机に片かた肘ひじをついた。

「──なんだろうな、怪モン造ステ学イス者トには多かれ少なかれそういう思考を持った人間がいるんだね。怪モ造ン生ス物ターを奴ど隷れいみたいに見下したり、怪造ができない人間を嘲あざ笑わらって自分たちは超ちよう人じんだって自惚うぬぼれたり」

　おかしくもなさそうに、錬ノ島は低く笑った。

　そして白衣のポケットから煙草たばこを取りだすと、口にくわえてライターで火をつけた。歪いびつな形の紫し煙えんが散らかった本堂を泳いだ。

「だが──空井は、そうではないみたいだね。当たり前のことなのに、自覚している人間は意外に少ない。〝怪造ができる人間〟──怪モン造ステ学イス者トってのはそれだけの存在でしかないのに。料理が上手に作れるとか、速く走れるとか、綺き麗れいな絵を描かけるとか、そういったことと変わらない──魔法使いなんかじゃない、ただの技術者だってことを忘れている。しかし昔の私は違ちがっていたよ。自分を神様か何かと勘かん違ちがいしておったんだろう」

　奈な落らくのように。

　深夜のように。

　暗く──淀よどんだ、後こう悔かいの表情。

　錬ノ島は暗黒を秘ひめた瞳ひとみで神棚を凝ぎよう視しした。

「そんな勘違いが私の最愛の家族を奪うばった」

　やはり──錬ノ島の家族は。

　伊依は眉まゆ尻じりを下げる。錬ノ島の古傷から血が流れているのを知る。

　しかし真実は伊依が思っていたよりもずっと残ざん酷こくなものだった。

「あれは息子むすこが小学校に入学したとき──忘れもしない十五年前さ。あの日、私は浮うかれておった。酒も飲んでいたと思う。私は念願の小学生になれたことを喜ぶ息子と、優しく微笑ほほえんでいる妻の前、息子が好きだった怪モ造ン生ス物ターをお祝いにと怪造することにした」

　その声はすでに聞いている伊依すらも痛みを感じるほどに悲痛で、伊依は耳をふさぎたい衝しよう動どうに襲おそわれた。しかしそんなことはできない。錬ノ島はもっと痛いのだ。死んでしまうほど痛いのに──伊依に言葉をくれているのだ。

　耳をふさぐのは違うだろう。

　聞かなくてはならない。

「もちろん──自分が怪造に失敗するなんて思ってもおらんかったし、私が怪造しようとしたのは下級の怪モ造ン生ス物ターだった。そして私は怪モン造ステ学イス者ト──望んだときに望んだものを異世界から呼び寄せて自由に使役できる、魔法使いなんだと思っておった。私はただ妻と息子に自分の凄すごいところを見せてやりたかっただけだった。今から父ちゃんが魔法を使うぞぉって、酔よっぱらったまま怪造をしたんだよ。浮かれた精神状態で、現界カナイの扉とびらを打ち開けた──」

　私は怪モン造ステ学イス者トとしてやってはいけないことをやってしまったんだと錬ノ島は笑った。

「虚界アンダカを〝甘く見て〟──迂う闊かつな怪造をした」

　怪モン造ステ学イス者トの三大原則。破れば命を嚙かみ切られる。

　錬ノ島が間違えて怪造してしまったのは絶対に怪造をしてはいけないと決められている怪モ造ン生ス物ター、いわゆる禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーと呼ばれるものの一種、《疫クラヤ病ミオン神ナノコ》だったのだという。《疫クラヤ病ミオン神ナノコ》は周囲に無差別に病原菌きんを撒まき散らす。しかし怪造した人間には病原菌を感染させない。だから──錬ノ島は、目の前で、瞬しゆん時じに絶命し醜みにくく腐くさっていく最愛の人々を見てしまった。《疫クラヤ病ミオン神ナノコ》を慌あわてて怪消した時にはもう──全てが遅おそすぎた。

　錬ノ島はそのときのおぞましい光景を思いだしたのか、ひい、と叫さけんだ。

　そして顔を手で覆おおい、指の隙すき間まから覗のぞく血走った目で伊依を見つめた。

「──空井も、何度も何度も聞かされているだろう──怪モン造ステ学イス者トが誓ちかわなくてはいけない三つの戒かい律りつ。〝甘く見ない〟、〝欲をかかない〟、〝怖こわがらない〟──私は、〝甘く見て〟しまった。そして最愛のひとを失った。……空井は、これからもそのまま真っ直ぐな空井伊依でいなさい。間違っても虚界アンダカを自分たちが支配できるなんて思っちゃいけない。虚界アンダカは化け物で──油断をすれば喉笛を食いちぎられるんだ」

　この私のようにね、と錬ノ島は首元に手をやって笑った。

「人間の心はどうやら喉のど笛ぶえにあるみたいでね、私はその事件以来、どうも駄だ目めだ。何をするにも気力がでないし、自己嫌けん悪おばかりが湧わいてくる。しかし──そんな私にも、希望はあるんだよ。とても小さくて馬鹿みたいな希望だがね……」

　錬ノ島は何気なく放置してあった、彼が製作したものらしい書類の束を伊依に見せてくれた。表紙には〝フェニックスの研究〟と記されている。

「これは──」

「空井は、《鳳フエニ凰ツクス》という怪モ造ン生ス物ターを知っているかい」

「《鳳フエニ凰ツクス》……」

　どこかで──聞いたような。つい最近、耳にした名前。

　そうだ、と伊依は思いあたる。この鳳凰神社の名前から、父が鳳凰という怪物について教えてくれて──怪モ造ン生ス物ターにも同様に、鳳凰という名前のついたものがいると──。

　考えているうちに、錬ノ島は話を進めてしまっていた。

「まぁ──知らないかな。上級一位だしね。怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グの持っている〝怪モ造ン生ス物ター百科〟には載のっていないだろう。私はそいつを怪造したいと思っておる。たとえ何を犠牲にしても──」

　錬ノ島の瞳がそのとき、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのように光った。

　伊依はぞくりとして押し黙だまる。

　錬ノ島は──笑っていた。

　どこかが壊こわれてしまった笑え顔がお。

　どこかが狂くるってしまった笑顔。

「《鳳フエニ凰ツクス》はね、空井」

　なんだろう──。

　そのとき錬ノ島の口から零こぼれていた言葉はしっかりとした意志のとおったものだったのだけれど、どこか不安定で、聞いていると落ちつかなかった。

　微び妙みように歪ゆがんだ不気味な声こわ音ね。

　人の声に似せた機械音声のような。

「生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ターだと言われている……」

　それはどういう意味なのだろう。

「命を操あやつる怪モ造ン生ス物ターだと言われている……」

　そもそも命とはなんなのだろう。

「だから──」

　錬ノ島は。

　錬ノ島了信は。

「──死んでしまった妻と息子を生き返らせてくれるかもしれない」

　笑っていた。

「せ──先生ッ！」

　がだん、と卓袱ちやぶ台だいを蹴け倒たおすような激しい勢いで伊依は立ち上がった。

　怪モン造ステ学イス者トがそんなことを願ってはいけない。

　先生は笑っているような声で言った。

「……冗じよう談だんさ」

　しかしもう笑ってはいなかった。

「長話になってしまったな──そろそろ帰るのがいいだろう。約束どおり車で送るよ。空井」

　錬ノ島もゆるりと立ちあがると、眉まゆを下げている伊依に穏おだやかな笑みを見せた。

「君に会えてよかった」

　その瞳ひとみがひどく儚はかなげだったのを覚えている。
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　炎ほのおに。

　自分は炎に魅みせられているのだろうと錬ノ島了信は思う。

　暗くら闇やみのなかで仄ほのかに輝かがやく生者を拒こばむ炎──それに、身を焼かれるのがわかっていても、前ぜん途とがないのがわかっていても、自分は、灯ともしびに吸い寄せられる蛾がのごとく惹ひきつけられていく。

　炎はその名を希望という。

　またはフェニックスともいう。

　それは手の届かないとても遠い遠い場所にいる存在。人間の力の及およばぬ、もはや神だか悪あく魔まだかと呼ばれる存在。フェニックス。鳳凰。不死鳥──生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ター。

　必ず、怪造してみせる。己おのれの全すべてを懸かけて。

　そう、全てを懸ける。錬ノ島は覚かく悟ごを決めていた。

　怪モン造ステ学イス者トが誓ちかわなくてはいけない三つの戒かい律りつ。

　甘く見ない。

　欲をかかない。

　怖こわがらない。

　自分は──過去、怪モ造ン生ス物ターを〝甘く見て〟失敗した。

　それは今も変わらなかった。自分はあのころから少しも前進できていなかった。研究に研究を重ね努力をしているつもりでも、自分はずっと同じ場所で足あし踏ぶみしていただけにすぎなかった。伊依との邂かい逅こうで──錬ノ島はそれを悟さとった。

《鳳フエニ凰ツクス》を怪造し、死んでしまった妻と息子むすこを生きかえらせること──。

　それが、錬ノ島の唯ゆい一いつの望みだった。

　愛すべき人々を生きかえらせて、幸せな生活を取り返す──。

　そんなことを、錬ノ島は望んでいた。

　しかし。

　それは救いようもないほどに甘えた考えだったのだと思う。

〝甘く見た〟怪造──だったのだと思う。

　それに気づいて、錬ノ島はもはや一いつ切さいの望みを捨てた。それはつまり自分の幸せについてなんて考えないということ。妻と息子が生きかえってくれれば、それだけでいいと決断すること。すなわち、自分の命を捧げてでも妻と息子を蘇らせようとすることだった。

　これまでは甘く見て、どこかに自分の逃にげ道みちを用意していた。そんな程度の覚悟で神や悪魔に近い上級一位の怪モ造ン生ス物ターを怪造できるわけもないのに。

　命を削けずり、魂たましいの欠片かけらを贄にえにして、それでようやく手が届く。自分が求める怪モ造ン生ス物ターは──そういう存在だった。

　理解して、錬ノ島は全てを懸けた怪造を始めた。

　伊依と出会ったその翌日、月曜日──古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校第三研究所で、錬ノ島了信はひたすらに呪じゆ文もんと呪じゆ印いんを刻んでいた。

「………灼しやく熱ねつの滝たきの霞かすみを避さけて、祈いのりの舞ぶ台たいの清きよ水みずを浴び、女め神がみの膝ひざで吐と息いきを受けて、煉れん獄ごくの山の正面に落つ、暗く濁にごった洞どう穴けつをくぐり、無限の虚きよ無むと暗闇を抜ぬけ……」

　もはや迷いはない。惑まどいもない。

　確信する。

　この道こそが──探していた道だ。

　これまで自分は無意識のうちに目をそらしていた。上級一位の怪モ造ン生ス物ターに触ふれるのを自分の心の臆おく病びような部分が忌き避ひしていた。だが伊依と会って──彼女の姿に若かったころ、虚界アンダカの全てを支配できそうな気すらしていた、夢を見ていたころの自分の姿を見ることができた。

　その素す晴ばらしかった錬ノ島了信は、決定的に間ま違ちがえて疲つかれた男になってしまっていたけど、ようやく思いだした──自分が間違いなく輝いていたこと。

　若く、才能に満みち溢あふれていた自分は、数々の功績をあげ、怪造学界の至宝とまで呼ばれた。現在、錬ノ島がろくろく教きよう鞭べんも持たないのに学校で働けているのも、全すべてそのころの輝かしい業績のおかげである。

　その地位に安住し──研究しているふりをして、自分はずっと現実から目をそらしつづけていたのではなかったか。本当は怪造するのが怖いだけのくせに、それを薄うすっぺらな資料のせいにしてごまかしていたのではなかったか。

　なんという卑ひ怯きよう者。自分はただの卑怯者だった。

　だけど──もう違ちがう。自分は若いころの活力を思いだした。そして今一度、自分の夢をしっかりと抱だきしめた。妻と息子を生き返らせる。それに必要なあらゆる対価を支し払はらう覚悟が自分にはある。

　そう──覚悟。

　自分に圧あつ倒とう的に足りなかったのは覚悟と呼ばれる感情だった。

　全てのものを放ほう棄きして、幸せな未来も全て捧げて、他の全てをひきかえにしてただ一心に祈ること──。怪モ造ン生ス物ターを安易に使おうなんて甘えた考えなのである。上級一位にもなる最高等の怪モ造ン生ス物ターならばなおさらだ。

〝怪造にはやはりご褒ほう美びとかが大切ですよ〟

　伊依の言葉。そうなのだろう──。

　その腰こしを上げさせるにはやはり捧げ物が必要なのである。怪造するのではない。それなりの供く物もつと生いけ贄にえを用意して怪造させていただくのだ。神や悪魔に等しい上級一位の高等怪モ造ン生ス物ター、《鳳フエニ凰ツクス》をこちらに呼び寄せるにはそういう覚悟が必要なのだろう。命を懸けてまで怪造したいという熱意と覚悟が必要なのだ。

《鳳フエニ凰ツクス》──。

　その不死鳥と呼ばれるいまだ誰だれにも怪造されたことがない怪モ造ン生ス物ターについて、自分は誰よりも詳くわしいという自負がある。伊達だてに資料を読みこんでいない。《鳳フエニ凰ツクス》という怪モ造ン生ス物ターがどのような嗜し好こうをもつ、何を求める怪モ造ン生ス物ターなのかちゃんと理解している。

　錬ノ島の生家、鳳凰神社に過去、《鳳フエニ凰ツクス》を怪造しようとした先祖の逸いつ話わが残っていた。錬ノ島が主に参考にしていた資料がそれである。その先祖は《鳳フエニ凰ツクス》を怪造するには至らなかったようだが、重大なヒントを子孫に残してくれていた。

《鳳フエニ凰ツクス》は食欲旺おう盛せいで、ひたすらに触れたものを貪むさぼり喰くう。

　美味を求めるでなく空腹を埋うめるでなく──ひたすらに喰らうために存在している。

　その生態──嗜好を利用するために、錬ノ島はあらかじめ研究所にあらゆる美食を用意しておいた。虚界アンダカでは決して味わえないだろう最高級の肉──そして虚界アンダカで最も美味と謳うたわれている怪モ造ン生ス物ターをありったけ。

　これだけ用意して──歓かん迎げいする意思を表明しながら探せば、飢うえた炎ほのおは必ず反応する。もしも《鳳フエニ凰ツクス》に理性がなければ自分も一いつ緒しよに喰われるが──どうにか交こう渉しようしてみせる。

　命を懸かけると決めたのだ。

「──見つけた」

　すう、と錬ノ島の呪印が止まる。

　しゃん。《門ＧＡＴＥ》が鳴る。

　確かな手て応ごたえ──錬ノ島は確信する。

　見つけた。

　十五年ずっと捜さがし求めていた──気高き炎の不死鳥が、今、自分の手中に収まっている。あとは美食を餌えさにこちらに引きこむだけだ。

《鳳フエニ凰ツクス》の位置を割りだす方法にも、伊依の助言が役にたっていた。《鳳フエニ凰ツクス》それ自体を探すのではなく、もっと見つけやすい目印を見つける。

《鳳フエニ凰ツクス》は炎の化け身しん──触れたものを残らず焼き尽つくす。ならばそれが存在している場所にはさぞかし大量の煙けむりがあがっていることだろう。虚界アンダカでは過ぎた煙は《雲クモニ巨ユウ人ドウ》という怪モ造ン生ス物ターに変わる。《雲クモニ巨ユウ人ドウ》は驚おどろくほどに巨きよ大だいだから──すぐに見つけることができる。あとは近くに激しい熱源がないかを調べるだけでいい。

　実行してみるとあまりにも簡単な、拍ひよう子し抜ぬけするほど単純な怪造だった。

　こんな簡単なことにすら今まで自分は気づかなかったのだ。

　錬ノ島は自じ嘲ちようする。そして自分に真理を与あたえてくれた、コロンブスの卵を示してくれた少女のことを思い浮うかべる。

　空井伊依。間違いなく──錬ノ島が《鳳フエニ凰ツクス》に辿たどりつけたのは彼女のおかげである。怪モ造ン生ス物ターについての紙の資料ばかりを眺ながめて研究していた錬ノ島に、怪モ造ン生ス物ターとは直じかに触れ合える隣りん人じんなのだと実感させてくれた──彼女、伊依の存在がなければ、錬ノ島はもしかしたら一生《鳳フエニ凰ツクス》を見つけることができなかったかもしれない。

　怪モ造ン生ス物ターも生きている。ゆえに動かすためには餌が必要なのだ。《真サ似ルっマネ子キツ猿ド》を労働させるために彼らの好きな人ひと真ま似ねをさせてあげるような、そんな、研究対象としてではなく生きている生物として怪モ造ン生ス物ターを見る思考がまず必要だったのだ。

《鳳フエニ凰ツクス》の位置を見つける方法も。

　見つけた《鳳フエニ凰ツクス》を招きよせる手段も。

　全すべて──空井伊依が教えてくれた。

　理解する。彼女の才能を。そしてその将来と、彼女がきっと変えていくだろう怪造学界の将来に幸いを願う。

　彼女なら──きっと、自分のように腐くさらずに、彼女らしい真まっ直すぐな推進力で夢まで進むことだろう。そしていつか摑つかむ。彼女の目指している輝かがやかしい夢を。

「…………」

　首を振ふり、錬ノ島は伊依の幻げん想そうを振り切って──すぐに、己おのれの怪造に集中する。

　圧倒的な存在感が腕うでを伝ってのぼってくる。この超ちよう越えつ的な存在を──果たして制せい御ぎよできるだろうか？　錬ノ島の心に一いつ瞬しゆん不安がよぎったが、すぐに恐きよう怖ふを押し殺す。

　恐れるな──！

　この身体からだ──喰らわば喰らえ。

　神が望むのは殉じゆん教きよう者しやで。

　悪あく魔まが望むのは魂たましいだ。

　もしも──神であり悪魔でもある不死鳥が自分の命を望むのならば。

　喜んで捧ささげよう。妻と息子むすこを生き返らせるためならば。

　錬ノ島は穏おだやかに微び笑しようした。

「──《鳳フエニ凰ツクス》、怪造ッ！」

　ばぢりばぢりと《門ＧＡＴＥ》が目ま映ばゆい光を放射する。花火のように色とりどりの火花が錬ノ島の肌はだを焼く。照明のない研究所の隅すみ々ずみまでを照らすような、それは太陽でも両りよう腕うでに宿ったのかと思う強く激しい輝きだった。

　何かとてつもないものが自分の腕まで降こう臨りんしてくる感覚。

　躍やく動どう感かん。

　切り裂さくように光は四方八方にただただ拡かく散さんし、以前、伊依が掃そう除じした研究所の壁かべを床ゆかを天てん井じようを焦こがしていく。

　錬ノ島は現界カナイと虚界アンダカをつなぐ《門ＧＡＴＥ》が紅ぐ蓮れんの炎を迸ほとばしらせているのだと知った。それを直接体に受けて無事でいられるわけもないのだが、焦げていく腕も燃えあがる服も何もかも気にならなかった。

　錬ノ島は炎に見入っている。いや──炎に魅みせられているのか。

《鳳フエニ凰ツクス》が、本当に妻と息子を蘇よみがえらせてくれるかどうかはわからない。《鳳フエニ凰ツクス》はいまだ現界カナイに現われたことはないのだ。

　命を操あやつり死者を蘇らせるというのもただの伝説で、そんなことが現実に可能かどうかというとこれは甚はなはだ疑わしい。しかし──錬ノ島は信じていた。信じるしかなかったのである。錬ノ島は狂くるおしいまでに後こう悔かいしていた。自分の迂う闊かつさが妻と息子を殺してしまったことを。だから《疫クラヤ病ミオン神ナノコ》を怪消したあと発ほつ作さ的に死を思った。

　しかし──錬ノ島は死ねなかった。《鳳フエニ凰ツクス》の伝説を知っていたからである。それがどれだけ根こん拠きよのない馬鹿な伝説でも、荒こう唐とう無む稽けいな噂うわさ話ばなしでも、自分の罪を償つぐなえるならば実行するしかなかったのである。

　時間がなかった。早くしなければいけなかった。妻と息子は何も悪いことをしていなかった。それなのに死んでしまった。自分こそがあのとき死ぬべきだったのだ。早く、早く、早く早く早く──愛すべき妻と息子を生きかえらせてあげなくてはならない。

　そのためならば自分の命など惜おしくはない。

《鳳フエニ凰ツクス》よ、欲しければこの命くれてやる。

　だから妻と息子をどうか──自分の命とひきかえに。

「フェニックスッ！」

　錬ノ島了信が最後の力をこめて叫さけんだその次の瞬しゆん間かん。

　暴れ狂っていた光が消えて。

　膨ぼう大だいな闇やみが押し寄せてきて。

　一転。闇と沈ちん黙もくがあり。

　瞬間──光が爆ばく発はつした。

　それは〝炎そのもの〟としか表現できない、もはや炎のカタチをしていない炎。

　直視するだけで眼が潰つぶれてしまいかねない残ざん酷こくに餓うえている鋭するどい炎。

　炎はやがて拡散をやめて凝ぎよう縮しゆくと収しゆう束そくをはじめる。

　爆ばく圧あつに吹ふき飛ばされて床にへたりこんでいた錬ノ島了信は見た。

　それはとても美しい人間の姿をしていた。

　天才芸術家が生しよう涯がいを懸かけて完成させた絵画のなかの麗れい人じんのような。整いすぎてふと夢かと疑いたくなるほどに整った風ふう貌ぼう。伝説のなかの神々のごとき淡あわい色合いの衣をまとい、背中から燃え盛さかる紅あかき炎の翼つばさを生やしたそれは天使のように見えた。灼しやく熱ねつの天使は赤子のように無む邪じや気きな顔でクオオと唸うなり、鮮せん烈れつなまでに熱く激しい炎のなかでこちらを見た。

　少女のような少年のようなあどけない瞳ひとみ。

　炎を固めて流したような麗うるわしい金きん髪ぱつ。

　大人びた風貌に似合わない無む垢くな動作で天使は、その長くしなやかな指先で錬ノ島をすうと指さした。そして囁ささやく。それは脳が焼けつくかと思うほど超越的な声だった。

「…………呼んだのは／汝なんじかえ？」

「おぉ──」

　錬ノ島了信は感かん嘆たんした。それがなんの感情に起き因いんする感嘆なのかはわからなかったが声は感動で震ふるえていた。

　目の前にいるのは神か悪あく魔まか──どちらにしても、美しい。

　上級一位の怪モ造ン生ス物ター、《鳳フエニ凰ツクス》は無垢に微笑した。

「嬉うれしや／現界カナイの人間を喰くらうのは初めてです」

　そして用意されている美食などには目もくれず──ただ錬ノ島を見つめる。

「喰ろうても良いのであろ？」

　冷れい酷こくな──少女のような少年のような微笑。

「餌を寄越してくださいませ」

「え──」

　錬ノ島が理解できずに思わず口を開いた瞬間だった。陽炎かげろうを立ちのぼらせていた天使の周囲の空気が爆発し、それは全すべてを飲みこむ獰どう猛もうな白き火か炎えんとなる。

　状じよう況きようを理解するよりも少しだけ早く。

　炎は──錬ノ島の上半身に喰くらいついていた。
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　次は《怪造実習》だ。

　空井伊依が古頃怪造高等学校の平へい凡ぼんな廊ろう下かを歩いていると、たまたま通りかかったらしい蟻あり馬ま磁じ獄ごくを見つけた。

　なんだろう、彼を見たとたん伊依の顔は温度計のごとく赤くなっていく。それを見て隣となりを歩いていた香か美みがオヤという表情をした。

「……伊依？」

「え。あ。なに──かな、カービィちゃん」

「いや──」

　おたくも女の子だったのねと香美はよくわからないことを言った。

「は？」

「いやいや。こっちの話」

　手を振ふり、ほんじゃーと笑って香美は分かれ道に消えていく。なんだか機き嫌げんが良さそうだったのは伊依の勘かん違ちがいだろうか。香美はかなり感情が読みにくいひとなのだが、さっきの表情は玩具おもちやを見つけた子供のような顔だったような。嫌いやな予感がする伊依である。

　そんなことを考えながら香美の後ろ姿を見ていた伊依だが、やがて頭を振って、さっさと第三研究室に行こうと身体からだの方向を戻もどした。

　そしてドフンと蟻馬の胸むな板いたに頭をぶつけてしまった。

「あ──と、ごめんなさッ──ごめんなさいッ」

　大して強くぶつかったわけでもないのに平ひら謝あやまりの伊依だった。

　何故なぜだろう──彼のそばでは普ふ通つうの動きができないようだった。

　蟻馬は自分にぶつかってきたのが伊依だと気づき、かるく表情を変えた。

「空井──伊依……！」

　どこか不機嫌そうな顔のような気もしたが、慌あわてて謝っている伊依はそんなことちっとも気にしなかった。名前を呼んでもらえて幸せになっている程度である。

　だが瞬しゆん間かん、蟻馬はいいことを思い出したぞというふてぶてしい表情になる。

「……おい。アレだ──空井、《怪造実習》の特別授業はがんばっているか？」

「え──。あ。はい、がんばっています！」

　実際、錬ノ島はすごく丁てい寧ねいに教えてくれている。

「前回は屋根裏部屋の掃そう除じまでしたんですよ！」

　伊依は蟻馬に話しかけられたことが嬉しくてどうでもいいことを喋しやべった。正確には掃除をしたのは五分間くらいで、あとは真面目まじめな授業をしていたのだが。

　ほう、そぉかそぉかと蟻馬は含ふくみ笑いのような顔でつぶやいた。

「……フッ、そりゃあ良かった。これからもその調子でがんばれよ」

　蟻馬はにっこりと笑う。ものすごく爽さわやかな笑え顔がおだった。

「はい、ありがとうございます！」

　伊依も朗ほがらかに笑った。なんだか無む性しように嬉しかった。

　二人はにこにこと笑いあった。

　とても幸せな一時だった。
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「……えっへっへぇ、また『がんばれ』って言われちゃったよー」

　伊依は自分がとても幸せになっていることに気づかず、満面の笑みで歩いていた。蟻馬はなんて良い先生なんだろうと本当にそう思う。自分みたいな落ちこぼれにもちゃんと激げき励れいをくれるし、聞いた話では伊依にわざわざ〝特別授業〟を組んでくれたのも彼なのだという。本当に、どれだけ感謝しても足りない先生だ。伊依は心の底からそう思っている。

　昇しよう降こう口ぐちに辿たどりついて上うわ履ばきを外履きに履きかえる。《怪造実習》の教室である第三研究所は校舎の外にあるのだ。この学校は校舎が狭せまいくせにやたらと外に設備が多く、森やら図書館やら電波塔とうやらなんでもござれだった。校舎裏には墓地までがある。

「……ちょっと遅ち刻こく、かな……。急がなくっちゃ」

　伊依は携けい帯たい電話の時刻表示で現時刻を確かく認にんして小走りになった。次の授業開始まであと一分少々。しかし研究所は遠いので間に合うかどうか微び妙みようだった。

　普ふ段だんあんまり運動していないのですぐに息が切れた。妖あやかし森のもりも〝怪造学も最後は体力の勝負だにょー〟とか妙みような口調で言っていたし、少しジョギングとかしといたほうがいいのだろうか。伊依はそんなことを考えつつ見えてきた研究所の四角い建物を仰あおぐ。

　五つの研究所が並んでいるこの付近にはあまり生徒は入らない。教師ですらあんまり入らない。ここは学校に勤める教師たちが自分のための怪造学の研究をする場所だが、教師というのは何かと忙いそがしいので研究などしている暇ひまがないようだ。

　五つある研究室も使われているのは三つほどらしく、常じよう駐ちゆうしている教師など錬ノ島くらいなものである。

　つん、と近づくにつれ何か嫌な臭においが鼻をついた。

　なんだろう──。

　薬の刺し激げき臭しゆうとは違ちがう。腐くさった食べ物の腐ふ敗はい臭とも違う。刺し激げき的ではないけれども穏おだやかに気持ちの悪い臭い──この臭いを、伊依は嗅かいだことがあった。

『………なんか燃えていやがるな』

　しばらく黙だまったままだった首くび飾かざりの父が、ぽつりとつぶやいた。

「燃えている──？」

『ああ。胸むな糞くそ悪わりぃ。こりゃ多分──人間が燃えてる臭いだぞ』

　人間が──？

　そうか、と伊依は思う。

　嗅いだことがあるはずだった。思いだす。死んでしまった母の葬そう式しき。そのあと、棺ひつぎが運びこまれた火か葬そう場ば全体に漂ただよっていたあのおぞましい臭いだ。人間が燃えている臭い。焼き尽つくされ灰になった〝人間だったもの〟が混ざった、気持ちの悪い空気──。

　それが、なぜここで。

　伊依は嫌いやな予感がした。

　ちらちらと季節外れの彼ひ岸がん花ばなが咲さいていた。

　荒あれた息をごまかして、伊依は走った。目指すのはもちろん錬ノ島がいるはずの第三研究所である。

「は──はぁ、はぁ。はぁ」

　胸の動どう悸きが気持ち悪い。焦しよう燥そうに肺がよじれそうだった。

　一つ目、二つ目、三つ目の曲がり角で右に曲がる。

　そして眼前に飛びこんできた光景に伊依は絶句した。

「────」

　あれ、と思った。

　理解できなかった。

　なんだこれは。

　真っ白だった研究室が焼け焦こげて黒くなっている。天てん井じようはところどころ崩ほう落らくし出入口は吹ふき飛んでいた。まるで原げん爆ばくドームみたいである。あたりには元がなんだかわからない黒こく炭たんが散さん々ざんとしており、灰がひらひらと風に舞まっていた。まだ炎ほのおがくすぶっているところがばぢりばぢりと爆はぜている。伊依は思考を停止して、青ざめて立ちすくんだ。

　なんだこれは。何が──あったんだ。

「火事……かな」

『んーな穏やかなモンじゃねぇぞこりゃ』

　髑どく髏ろの首飾りが低く言う。

『こりゃ火事じゃねぇな。なんかが爆ばく発はつしたんだ。雨も降ってねぇくせに炎が勝手に消えているだろ。つまり、一いつ瞬しゆんだけ爆発して、爆風が炎を持ってっちまったんだ。そうじゃなきゃまだメラメラと燃えてるはずなんだよ理論的に』

　それならばそうなのだろう。

　しかし──。

　ならば、いったい何が爆発したのだ？

　伊依はぞっとする。

　この研究室には爆発するようなものなど存在しなかったはずなのである。全すべての部屋の掃そう除じと片付けをした伊依はそれを知っている。この建物のなかで爆発が起こるなんてことは物理的にありえないのである。いくら非常識な怪モン造ステ学イス者トの建物でも──。

　怪モン造ステ学イス者ト。

　爆発。

　まさか──と、伊依のなかで最悪の可能性が鎌かま首くびをもたげてくる。

　まさか父と同じように。

「錬ノ島先生ッ！」

　叫さけんで、伊依は何かとんでもない火か炎えん放射器でも噴ふん射しやされたのかと思うほど黒くろ焦こげの研究室に進入した。扉とびらは吹き飛んで正面の第二研究室の裏うら壁かべに刻印されている。中に入るとむっとした黒い空気が伊依に襲おそいかかってきた。人間を殺す毒性の煙けむりだ。

「錬ノ島先生ッ！」

　伊依は叫んだ。返答は──ない。

「錬ノ島先生ッ！　錬ノ島先生ッ！」

　伊依はそして何も考えずに研究室の中に進入しようとした。しかし足元にあった障害物に足をとられ、炭まみれになってすっ転んでしまう。古頃怪造高校の制服が黒炭で惨みじめに汚よごれた。伊依はぶつけた頭を押さえて、自分を転ばせた原因を睨にらみつける。

　伊依の瞳どう孔こうが完全に開いた。

「い──」

　それは。

　それは人間の下半身だった。

「いやァ──」

　それは上半身を失った錬ノ島了信の死体だった。

「──あああぁぁぁあああ」

　見覚えのある薄うす汚よごれた白衣がもはや動かぬ両足にこびりついている。

「あ、あ──ああぁぁぁああぁぁぁあああッ！」

　伊依は叫んだ。得え体たいの知れない感情に突つき動かされて叫んだ。

　錬ノ島了信が死んでいる。空井伊依は叫んでいる。

　ちらちらと彼岸花が咲いていた。
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「──そう」

　他人にはよく性格が悪いと言われる。

　別に的外れな指し摘てきではないので宇う宙つ木き氷ひ蜜みつは否定しない。

「つまり──君が第三研究所に到とう着ちやくしたとき、すでに建物は崩ほう壊かいし、錬れんノの島しま先生は死亡していたのね、伊い依よりくん？」

「はい」

　伊依は真まっ直すぐに答えた。

　つらいだろうに、この場でこうして錬ノ島の死について語るのは耐たえがたい苦痛なはずなのに、蒼そう白はくな顔で膝ひざの上に拳こぶしを握にぎりしめ、空すかい井い伊い依よりは宇宙木の質問に真面目まじめな顔で返答している。

　悲痛なその表情には隠かくしきれない哀かなしみが滲にじんでいた。

　宇宙木はそれに気づかないふりをして、机を指先でとんとんと叩たたいた。

　考えこむときの宇宙木の癖くせである。

「うーん……」

　場所は過か剰じようなまでに暖だん房ぼうされた校長室。熱に負けて変色したりはしない素材で床ゆかも天てん井じようも覆おおわれている。壁かべ際ぎわの背の低い棚たなにはたくさんの硝子ガラス細工が置かれていた。

　宇宙木は自分専用のデスクで、伊依はその正面の椅い子すで、それぞれ難しい顔をして押し黙だまっている。

　怪かい造ぞう学教師、錬れんノの島しま了りよう信しんの死体が発見されてから二時間が経過していた。

　錯さく乱らんし、失神した伊依が目覚めるのを待って、すぐに宇宙木は彼女を呼びだした。生徒たちにも事実を伝え、危険はないと思ったが、事件現場をうろつかれても困るので帰宅させておいた。しばらくはこの静かな喧けん騒そうというか棘とげのある緊きん張ちようというか、ぴりぴりとした違い和わ感かんのある雰ふん囲い気きが日常を彩いろどるのだろう。

　それはいい。

　人間が死ぬというのはそういうことだ。平へい穏おんなはずだった日常に亀き裂れつがはしり、そこに隠れていた熾し烈れつな真実が染しみだしてくる。ありのままの姿になっただけだ。世界というのはこんなふうに、どこかが不安定なものなのだと宇宙木は考えている。

　だが──必ずしも、それが良いものだとは思わない。

　噓うそでも仮かり初そめでも、学校というものは平穏でなければいけないのに。

　とんとん。宇宙木は机を叩き、背筋を伸のばして座っている伊依から視線を逸そらす。

　黙っていると空気に押し潰つぶされそうだったので、適当に独り言をつぶやく。

「──なんでしょうね。やはり怪モ造ン生ス物ターの制せい御ぎよ事故かな。炎ほのおで上半身が吹ふっ飛とぶなんて只ただ事ごとではないわ。考えられる怪モ造ン生ス物ターはいくつか思いつくけど……断定するのは難しいわね。まぁそんなの私の仕事じゃないんだけど──」

「フェニックス……」

「うん？」

　消えいりそうな伊依の声に、宇宙木は反応して顔をあげた。

　その硬かたい質感の髪かみは頭を動かしてもさほど動かない。

　伊依は小刻みに震ふるえる膝をごまかすように、握りしめた拳でぎゅっと押さえている。

「──《鳳フエニ凰ツクス》だと思います。錬ノ島先生をこ──殺したのは」

　殺した、という言葉を口にするとき、伊依の頰ほおが引きつったのを宇宙木は見み逃のがさない。やはりつらいのだ。つらくないわけがない。ついこのあいだまで普ふ通つうに接していた人間が下半身だけになってしまったのだ。こうして無理をしているとはいえ、きちんと受け答えができるだけでも立派なものである。

「《鳳フエニ凰ツクス》──」

　宇宙木の氷の表情に驚きよう愕がくの歪ゆがみが生じる。

「──《鳳フエニ凰ツクス》だって？　そう言ったの、伊依くん？」

　緊きん迫ぱくした宇宙木の声にも伊依は動じず、真っ直ぐな声で断言した。

「はい」

　宇宙木は顔をしかめる。

　よりにもよって。

「……《鳳フエニ凰ツクス》──生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ター。なんてこと、存在が確かく認にんされた瞬しゆん間かんに禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーに指定されたような危険生物じゃない。人語を操あやつる怪モ造ン生ス物ターがその存在をほのめかして以来、誰だれにも怪造されたことがない上級一位の怪モ造ン生ス物ター──実在すらも疑われているわ。ただ能力が不ふ穏おん極きわまりないからって禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーに認定されたんだけど」

「でも間ま違ちがいありません」

　伊依は悲痛な声で訴うつたえた。

「錬ノ島先生は──《鳳フエニ凰ツクス》っていう怪モ造ン生ス物ターをずっと研究してるって、その怪造だけを願ってるって、資料まで見せて説明してくれたんです。間違いないです。錬ノ島先生が怪造したのは《鳳フエニ凰ツクス》──そんなに、危険な怪モ造ン生ス物ターなんですか？」

　とんとん、と宇宙木は机を指先で叩いた。

「危険よ。それはわかりやすい意味でね」

　凍いてつくような嘆たん息そくをする。

「なにせ同じ怪モ造ン生ス物ターからも恐おそれられていたんだから、その《鳳フエニ凰ツクス》ってやつは。いいかな、伊依くん、《鳳フエニ凰ツクス》というのは餓うえた炎そのもの──近づいたもの全すべてを焼き尽つくし燃やし尽くし喰くらい尽くすという災害みたいな怪モ造ン生ス物ターなのよ。そいつと接せつ触しよくすれば待っているのは確定的な死──ゆえについた綽あだ名なが〝生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ター〟」

「え──」

　その宇宙木の発言に、伊依はさも意外だという顔をして当とう惑わくした。

「あ、あの」

　伊依が生なま唾つばを飲む。頰には暑さとは関係のない汗あせが流れていた。

「それじゃ──」

　何かを言いかけて、躊躇ためらい、伊依は俯うつむいてしまう。

「どうしたのかな？」

　宇宙木がそれを見逃すわけもない。鋭するどい口調で問いただす。

「何か疑問があるのなら遠えん慮りよせずに言いなさい」

「いえ──その」

「伊依くん」

　宇宙木は瞑めい目もくし、そのまま唇くちびるを裂さけるような笑えみの形にする。

　伊依の表情が凍てついた。

　宇宙木は薄うっすらと目を開いて囁ささやいた。

「私はね、他人に隠かくし事をされるとなにがなんでも暴あばきたくなる性しよう分ぶんなんだけど？」

　その酷こく薄はくな表情に──伊依は目を見開く。彼女の顎あごから雫しずくとなって汗が滴したたり落ちた。

　結局、伊依は気まずそうに口を開く。

「あの──あまり気にせずに質問に答えて欲しいんですが」

「なんなりと」

　冷然とする宇宙木に、伊依は意を決したように問いかけた。

「あのう、《鳳フエニ凰ツクス》は──死んだひとを生き返らせたりできないんですか？」

「は？」

　あんまり意外な質問だったので、宇宙木はちょっと面めん食くらいながらも応こたえた。

「できないわ。殺すだけ」

「……そうですか」

　伊依は何故なぜだかひどく肩かたを落として、暗あん澹たんとした表情で俯いてしまった。

　小さく、独り言のようにつぶやいている。

「……それじゃ、錬ノ島先生はいったいなんのために」

「よくわからないけど──」

　宇宙木は伊依が悄しよう然ぜんとしている理由に思い至らないまでも、話をさっさと切り替かえた。

「──本当に、錬ノ島先生は《鳳フエニ凰ツクス》を怪造したのかな。資料を見せられたと言っていたけど、よかったらそのときのことを教えて欲しいわね」

「はい……」

　伊依は重々しく頷うなずく。そしてぽつりぽつりと語った。

　それはまさに昨日のことだったという。日曜日、遠出をしていた伊依は鳳ほう凰おう神社で錬ノ島と出会い、その過去──彼が《鳳フエニ凰ツクス》を追い求めている理由を知った。そして伊依との会話で、錬ノ島は何かを摑つかんだような顔をしていたという。

　それが伊依の見た、生きている錬ノ島の最後の姿だったわけだ。

　語り終え、気き丈じような伊依も錬ノ島のことを思いだしたのか、ぼろぼろと泣いた。本人には泣くつもりはちっともなかったのだろうが、涙なみだが溢あふれて頰ほおを伝っていた。

　伊依は膝ひざに涙が落ちたことで自分が泣いているのに気づいたか、困った顔をして、制服の袖そでで涙を拭ぬぐった。しかし涙は止まらず、伊依は嗚お咽えつをもらし、顔を突つっ伏ぷしてわぁわぁと泣き始めてしまった。

　やはりもうちょっと落ちついてから話を聞くべきだったのだ。怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グとはいえまだ十五歳の少女だ。宇宙木は軽く後こう悔かいしたが──とりあえず、慰なぐさめの言葉とかはどう頭を捻ひねっても思いつかない難なん儀ぎな性格なので、彼女を泣きたいだけ泣かせてあげることにした。

　間をもたせるために適当な話をする。

「ある意味では彼も怪モ造ン生ス物ターに取り憑つかれていたわけね」

　机に片かた肘ひじをつき、氷こおり色いろの瞳ひとみで虚こ空くうを眺ながめる。

「そして肉体を食い破られた。哀あわれだけど──空そら恐おそろしいわ」

　彼は未来の自分かもしれない。

　怪モ造ン生ス物ターに取り憑かれているのは、自分も同じだった。

　宇宙木の全身を冷気で蝕むしばむ《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》──あの恐ろしい上級一位の怪モ造ン生ス物ターは、今も自分の心に取り憑き、肉体を苛さいなんでいる。

　理解している。年を経るごとに自分の体温は低下している。このままでは三年も待たずに自分は耐たえられなくなるだろう。それは冷れい酷こくなまでに確実な未来として宇宙木の人生の最果てに設定されている。

　三年──か。

　伊依を見る。せめて彼女が卒業するまでこの身体からだ、保もってくれればいいのだが。

　空井伊依。無限の才能を持つ少女。未来の怪造学界を変えてくれるかもしれない天才。彼女を教え、育はぐくむこと──それが自分の天命なのではないかと最近の宇宙木は考えている。

　腐ふ敗はいし、停てい滞たいしている怪造学界。そしてその怪造学界の中心で、蠢うごめく悪あつ鬼き羅ら刹せつども。

　この宇宙木的にあまり好ましくない現状を打開するために、伊依には革命的に成長してもらわないと困る。残ざん酷こくなようだが、たとえその周囲でどれだけ凡ぼん人じんが死んでいこうとも、伊依さえ前へ進んでいければなにも問題はないのだ。

　だから。だから伊依。

「……君はそんなところでいつまで泣いているつもりかな？」

　自分にしか聞こえない声で小さくつぶやいて、宇宙木は深く嘆たん息そくした。

「しかし──これは明らかに私の監かん督とく責任よね。錬ノ島先生、何年も研究所にこもって何をやっているかと思えば、よりにもよってそんな研究をしていたなんて。実在が疑われているとはいえ、禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーを怪造しようとするなんてこと、怪造学会に知られたら懲ちよう戒かい免めん職しよくじゃすまないっていうのに」

　そこで気づいて眉まゆを吊つりあげる。

「なるほど──だから隠してたわけね、納なつ得とく納得」

　そして伊依を見る。さすがに空井滅めつ作さくの娘むすめである、内面はどうであれ、表面上はすでに泣きやみ、唇くちびるを嚙かみしめて震ふるえるだけでもう取り乱したりしていない。

　そんな彼女を見て──ふと、宇宙木は妙みよう案あんを思いつく。

　思いつくとなるほどそれしかないという気がして、宇宙木は高速で頭を回転させた。それはふとすると怪造学界に対する裏切りにもなりかねない考えだったが、宇宙木が全力で行動すれば大事には至らないと思われた。

　冷静な計算が脳の中心で可決される。

　宇宙木はなんでもない口調でつぶやいた。

　あくまで独り言というふうに。しかし伊依に聞こえるように。

「しかし──これは困った事態になりそうね。教員が上級一位の、しかも禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーを解き放ってしまったなんてこと怪造学会に知れたらおしまいよ。参ったわ、この古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校始まって以来の不ふ祥しよう事じになりそう。下手をすれば──責任をとるために廃はい校こうか。いや、ひょっとすると怪造学界そのものが揺ゆらぎかねないわね」

「そんな──」

　伊依が顔をあげる。

　握にぎっていた拳こぶしを解き、膝の隙すき間まで指を絡からめる。

「──どうして」

「どうしてって。単純な話なんだけど、《鳳フエニ凰ツクス》ってのは近づくもの全すべてを焼き尽つくしてしまう怪モ造ン生ス物ターなのよ？　人間も建築物も区別せずね。そんな怪モ造ン生ス物ターが自由気ままに飛び回ってみなさいよ、町の一つや二つは簡単に滅ほろんでしまうでしょう。町が滅べば人間も死ぬ。人間が死ねば騒さわぎは大きくなる。大きくなった騒ぎは責任を求めるのよ」

　他人ひと事ごとのようにつぶやくのだ。

「……普ふ通つうに考えて、最初に責任を問われるのは錬ノ島先生を止められなかった古頃怪造高等学校。あと私ね。あはっ。怪造学校は廃校、私は免職、生徒は路頭に迷い──最悪の場合、この国で怪造学という学問を学ぶことが禁止されるかも」

「そんな──」

　伊依は逼ひつ迫ぱくした表情で立ち上がった。

「そんな横暴です！」

「横暴じゃないわ。当たり前のことよ」

　宇宙木は机をとんとんと叩たたく。

「それが法治国家の基本原則。罪には罰ばつが与あたえられる。世間に迷めい惑わくをかけたら責任をとるのが当たり前よ。よく言うでしょ、ごめんで済んだら警察は要いらないってさ」

「そんな──そんな」

　伊依は立ち尽くしたまま、地面ばかりを凝ぎよう視ししている。その拳はぶるぶると震え、眉は吊りあがっている。

　宇宙木は冷然と微び笑しようした。

　やはり滅作の娘だ──追いつめられたときの気き迫はくがよく似ている。

　どんなに絶望的な状じよう況きようも、根こん性じようで覆くつがえせてしまえそうな気迫。

　空井の血が喚かん起きする奇き跡せき。

　伊依が真っ直ぐに宇宙木を見た。

「それじゃ──あたしが《鳳フエニ凰ツクス》を止めます！」

　一大決心、という顔で彼女は叫さけんだ。

「《鳳フエニ凰ツクス》を止めれば、怪造学校はなくならないし、宇宙木先生も辞やめなくていいし、怪造学もつづいていくんでしょう？　あたしが《鳳フエニ凰ツクス》を止めてみせます！」

　宇宙木は表情を変えない。

「どうやって？　相手は上級一位の怪モ造ン生ス物ターよ。まぁ落ちつきなさい、怪造学会執しつ行こう部ぶにはもう連れん絡らくをした──ここはプロに任せるべきなのよ。これは怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グがどうにかできるような問題じゃない。それに──教師として、生徒を危険な目にあわせるわけにはいかないの。私には全力で君を止める義務がある」

　全身から威い圧あつ感かんを放ち、ゆらりと立ちあがる宇宙木に、少しも怯ひるまずに伊依は叫んだ。

「上級一位だ、二位だ三位だ、ランクづけなんかくだらないです！　あたしが《鳳フエニ凰ツクス》を止められないって、そんなことがどうしてわかるんですか？　やってもみないのに、どうして断言できるっていうんですか？」

　まだ残っていた涙なみだの残ざん滓しが照明を反射して煌かがやいている。

「それに──執行部っていうのは、簡単にいえば怪モ造ン生ス物ター狩がり専門の特とく殊しゆ部隊じゃないですか、そんなひとたちが追っていったら《鳳フエニ凰ツクス》が殺されちゃいますよ！」

「まぁ──殺すでしょうね」

　宇宙木は冷然と頷うなずく。

「それが執行部の仕事よ。《鳳フエニ凰ツクス》は怪モン造ステ学イス者ト錬ノ島了信を殺害し、逃とう亡ぼうした怪モ造ン生ス物ター。そんな危険生物を執行部が生かしておくわけがないわね。徹てつ底てい的に追いつめて痛めつけて殺してのけることでしょう」

　そしてデスクに手を載のせたまま、氷こおり色いろの瞳ひとみで伊依を見つめる。

「しかしそれの何がいけないというのかな？　《鳳フエニ凰ツクス》は人間を殺したのよ、殺されても文句はないはずでしょう。何が気に食わないというの？」

「────」

　伊依は言葉を失い、抗こう弁べんを探して中空を凝視し、やがて宇宙木に視線を戻もどした。

　夢を信じる怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グの真まっ直すぐな瞳。

「怪モ造ン生ス物ターはあたしの友達です」

　縋すがりつくようにその言葉を口にする。

「だから傷つけられるのも殺されるのも嫌いやなんです。たとえ人間を殺した《鳳フエニ凰ツクス》でも──殺されるのがわかってて見ないふりすることなんかできません」

「……伊依くん」

　宇宙木は伊依を見る。真っ直ぐな瞳。信念を宿した誇ほこり高き瞳。宇宙木は内心の歓かん喜きを──天才を確信した幸福を隠かくし、ひたすらに冷然とした凍いてつく瞳で彼女を見た。

「しばらく頭を冷やしなさい。君は理想と現実の区別がついていないわ」

「……ッ…」

　伊依は瞬しゆん間かん的に真っ赤になって、感情を抑おさえもせずに怒ど鳴なった。

「理想を現実にするってことが、夢を叶えるってことじゃないんですかっ？」
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　そして踵きびすを返し、校長室の扉とびらを開く。

　ちょっと振ふり返り、伊依は唇くちびるを嚙かみしめる。

「──失礼しました」

　そして扉を勢いよく閉める。衝しよう撃げきで壁かべがびりびりと震ふるえた。

　遠く、微かすかに、廊ろう下かを駆かけていくような足音が遠ざかっていく。

　やがてその足音も聞こえなくなり、エアコンの稼か動どう音だけが残された。

　宇宙木は伊依の去った扉をただ見つめていた。

「───ふ」

　堪こらえきれず、頭を抱かかえて笑う。

「ふくく」

　愉ゆ快かい──理解する、これが愉快というものだ。愛あい想そ笑わらいではない、心の底からの愉ゆ悦えつというものだ。しばし宇宙木はふるふると身を震わせて笑った。

　やがてその湧わきあがってくる笑いを押し殺し、腰こしを降ろすとデスクに備えつけの電話から受話器をとる。そして暗記している短い番号へダイヤルをする。

「……こんにちは、執行部かな？　教育部長の宇宙木だけど」

　暑気の満ちる室内に、宇宙木の愉たのしそうな声だけが響ひびく。

　電話口の向こうの男は意図のわからぬ電話に胡う乱ろんな返答をしている。

　宇宙木は机をとんとんと叩たたいた。

「あぁ──君のような電話番では役にたたないわね、爆はぜ川かわくんを出してくれないかな。え？　あらあら、君は君んとこの親分の名前すら知らないのかな？　そう──その爆川くんよ。早くしなさい。宇宙木からの電話だと言えば通じるから。アポイントメント？　へぇ知らなかったわねぇ、日本では友人に電話するのにも予約が必要だったのね？」

　さんざん電話番をやりこめて、無理やり「少々お待ちください……」と言わせることに成功する。やがて電話口の男よりもちょっと位が高い上司が電話口に出るが、同様に嫌いや味みと権力をふりかざして電話を取り継つがせる。

　目的の人物が電話にでるころには三十分が経過していた。

　宇宙木はにこやかに笑う。

「こんにちは爆川くん。……あはっ、そう死ね死ね叫ばないでくれないかな？　君が忙いそがしいのは承知しているわ。それにしても君の部下たちの態度はむかつくので適当に指導しておきなさい。……え？　誰だれよりもまず私を矯きよう正せいしたいって？　あらあら、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アにまともな人格を期待しないでくれない？　これは君も含ふくめての話だけど、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アになるような捻ひねくれものが公明正大なわけがないじゃない。思い浮うかべてみなさい、私たちの親愛なる友人たちを。どう？　見事なまでに性格の悪いやつしかいないことに気づくでしょう？」

　しばらく世間話の調子で会話をつづけた。

　忙しすぎる相手に対しての意味のない嫌がらせである。

　宇宙木は何回か電話を切られながらもしつこくリダイアルして語りつづける。

「……とにかく、ね。君も忙しいようだし、そろそろ君が叫さけんだ『死ね』の回数が千回を突とつ破ぱしそうなので足早に説明するわ。私が君に依い頼らいしたいことはたったの一つ──どうかな、しばらく《鳳フエニ凰ツクス》を追うことを中止するってのは可能？」

　瞬間、爆ばく発はつするような勢いで電話口から『死ね！』と声が響く。あまりにも大きな声だったのでその声はノイズ混じりだった。

　宇宙木はまるで動じていない。

「まぁ大人しく聞いてちょうだい。前から思っていたけど君は情じよう緒ちよが不安定すぎるわ。怒鳴り声で耳が痛くなりそうよ。もっと落ちついて喋しやべることを心がけなさい、せっかくの可愛かわいい声が台無しじゃない」

　さっきより大きい『死ね！』が爆ばく撃げきのごとく壁を揺ゆらした。とんでもない声量である。どうもこれは自分の厄やつ介かいな性しよう分ぶんなのだが、なんでだか相手の神経を逆さか撫なでしてしまう。

　宇宙木はしばらく電話口から放たれる攻こう撃げき力たっぷりの怒鳴り声を受話器から耳を離はなしてやりすごし、さして動じることもなく話を進めてしまう。

「とにかく──ね、これは宇宙木氷蜜の、極きわめて珍めずらしいわがままよ。叶かなえて。もちろん大量に被ひ害がい者しやをだしかねない《鳳フエニ凰ツクス》を放置するつもりはないわ。当然、全すべての責任は私がもつ。最悪の場合、私が《鳳フエニ凰ツクス》を直接討うち滅ほろぼす。だけど執しつ行こう部ぶが動くのだけはしばらくやめて欲しいのよ。そうよ──悪わる巧だくみ。面おも白しろい話があるのよね、聞きたいかな、爆川くん。これは君が大だい嫌きらいだった空すかい井い滅めつ作さくも関係する話なんだけど──」

　宇宙木はとある陰いん謀ぼうを執行部長、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎに語った。

　その表情は愉快に満ちていたが真しん剣けんで、覚かく悟ごを決めた怪レイ造・モ学ンス教テイ授アのものだった。

　自分は確かめたいのだ。空井伊依の才能を。そして伊依の才能が自分の思っていたほどのものではなく、怪造学界という巨きよ大だいな怪物に立ち向かえない程度のものならば、ここで徹てつ底てい的に潰つぶしてやる。そのほうが幸せというものだ。

　だが──もしも、彼女が本物の天才ならば。

　その才能をできるかぎり伸のばしてやりたい。

　それが自分の天命だ。

　宇宙木は語る。自分の考えを。爆川ならばわかってくれる。

　しばし宇宙木は熱心に説得した。

　やがて話は一段落し──爆川もどうにか納なつ得とくしてくれたようだった。

　宇宙木はふうと嘆たん息そくした。

「……そう、伊依。空井伊依よ。愉たのしい名な前まえでしょう？　その愉しい名前の彼女が《鳳フエニ凰ツクス》を止める──止められなかったら、私が《鳳フエニ凰ツクス》を殺す、それでいいかな？　うん──ありがとう、君が話せる人間でよかったわ。愛しているわよ、ヤナギちゃん」

　果てしない声量の『死ね』が冗じよう談だんのように受話器に亀き裂れつをいれる。

　用を成さなくなった受話器を置いて、宇宙木は冷然と微び笑しようする。

「さぁ、試験の始まりよ──空井伊依。いったい君はどのような答案を書くのかな？」
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「る────、ら─────」

　どこで覚えたのだったか、いつから口ずさんでいたものか。

「るらら─────」

　自分で作ったのだったか、誰かが歌うのを聞いたものか。

　思いだせない名もなき歌を、炎ほのおの天使は囀さえずっていた。

　少女のように少年のように無む邪じや気きな表情。美しい人間の姿をした彼女──《鳳フエニ凰ツクス》は暗黒の夜空を流星のごとく滑かつ空くうし、目的地もなく現界カナイを彷徨さまよっていた。

　視線の下には人間たちの町──ちかちかとまばらな偽にせ物ものの光が灯ともっている。

「……現界カナイの空気も／変わらぬ怜れい悧りよな」

　つぶやきは、溶よう岩がんを混ぜこんだかのような灼しやく熱ねつの声こわ音ね。

　歌うように、謡うたうように。

「寂さびしく／儚はかなく／冷たくて／凍いてつくほどで」

　迷まい子ごの子供のような声で、禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーは囁ささやいた。

「……我の居場所は／ここにも無し」

　無敵の炎で構成されたこの忌いまわしき身体からだ──他人と接することもできず、触ふれただけで消し炭に変えてしまうこの身体が、《鳳フエニ凰ツクス》は嫌きらいだった。

　誰だれかを愛することが根本的に許されぬ身体。

　誰かに愛されることが絶望的に許されぬ身体。

　抱だきつこうとしても、それは相手を壊こわす攻撃となり、己おのれの愛情は──そのまま破は壊かいと虐ぎやく殺さつの同義語だった。親はなく、友もなく、同どう朋ほうにすら恐おそれられた。

　恐きよう怖ふの炎──それが自分。

《鳳フエニ凰ツクス》は顔を手で覆おおい、支し離り滅めつ裂れつに中空を飛びまわる。

「あぁ／哀かなしや／寂しや／誰ぞ我を愛してくれたまえ／否いな──抱きしめてくれるだけでも良し／あぁ憎にくし／呪のろわし／この身体──せめてこの暗くら闇やみを駆くたんほどに明あかければ、皆みなも触れずとも我を愛してくれたろう／万ばん物ぶつに慕したわれる太陽のごとく／あぁ！」

　炎の天使に涙なみだはない。

　ひたすらに哭なく。声なき声で夜空に慟どう哭こくする。

「しかし忌まわしきこの身体／ひたすら惨みじめに弱々し／太陽ほどに照れはせぬ／あぁ──誰ぞ我を救いたまえ／あるいは我を殺したまえ」

　悲痛に天使は夜空へ吠ほえる。

「生殺しをやめてくださいませ／魔王よ／虚界アンダカの魔王よ／なにゆえ我を創つくりたまいしか／なにゆえ我を生という地じ獄ごくへ送りたまいしか」

　空気が彼女の壮そう烈れつな温度に次々と破は裂れつしていく。

　途と方ほうもない爆ばく音おんが寝ね静しずまった夜空に響ひびいている。

「あぁ魔王よ／我は君を憎む／だが皮肉なことに／我に触れられるは君のみにして」

　そして彼女は彷徨っていく。目的地などあるわけもない。
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　とても哀しい夢を見た。

　夢のなかではまだ錬ノ島が生きていて、にこにこと笑っていて、どんくさい怪造ばかりする伊依に「《丸ゲオ三ー角メ四ト角リア》の怪造の仕方はね……」などと、優やさしく怪造の仕方を教えてくれているのだ。伊依は言われたとおりに怪造して成功して、錬ノ島は自分のことのように喜んでくれて、いつものように穏おだやかな笑え顔がおで伊依のことを誉ほめてくれるのだ。

　…………。

　そんな哀しい夢を見ていたので目覚めた伊依は涙を流していた。

『……起きたかよ』

　伊依が泣いていることについては何も言げん及きゆうしないで、しかしいつもよりは比ひ較かく的てきに優しい声で、父が言った。伊依はぐしぐしと涙を拭ぬぐいつつ上半身を起こした。

「うん」

『頭をぶつけんなよ』

「…………うん」

　つぶやき、伊依は真横に背筋を伸のばした。しなだれかかるような倦けん怠たい感があったが、無気力に寝ね転ころんでいても気が滅め入いるだけだ。こういうときはでたらめに泣いて思いっきり動き回るのがいい。

　伊依は嘆息し、空元気で笑った。

「今の時間はどんなもん？」

『俺が知るか』

「……役にたたないアイテムだね」

　愚ぐ痴ちって、伊依は枕まくら元もとに置いておいた携けい帯たい電話で時刻を確かく認にんした。午前五時。早朝すぎるほどの早朝である。新着メールが何通かあったが無視して携帯を閉じる。朝っぱらから液えき晶しよう画面を見るとなんだか通常の五倍くらい目が悪くなる気がするのだ。

　どことなく物哀しい雰ふん囲い気きの学生寮りよう。昨日、錬ノ島が死んで──生徒たちも影かげのない恐怖という怪かい物ぶつに怯おびえ、ひたすらに自室で大人しく眠ねむっている。しかし伊依は目覚めた。その顔にもう涙はなかった。真まっ直すぐな決意だけが灯ともっていた。

「……止めないんだね」

　ぽつりとつぶやく。

　もちろん首くび飾かざりの父に向けて。

『止める必要がどこにある？』

　父は声をたてて笑った。

『娘むすめがようやく歩き始めたっつうのによ』

　そう伊依は歩き始めることを決めたのだ。自分のこの決断は確実に誉められたものではないだろう、むしろ愚おろかな選せん択たくだと馬鹿にされるべき決断だ。

　しかし伊依は決めたのだ。

　自分で決めたことに後こう悔かいなんかしない。躊ちゆう躇ちよすらもしない。

　ただ進む。それが伊依の怪造学だ。

「《鳳フエニ凰ツクス》は──あたしが止めてみせる」

　一晩中悩なやんで、考えて、手にいれた決断がそれだった。事態を放ほうっておくことなんかできるわけがなかった。錬ノ島を殺し、どこかへ飛び去ってしまった《鳳フエニ凰ツクス》──あの怪モ造ン生ス物ターを見つけ、虚界アンダカに送り返すこと、それが伊依の目的だった。

　そのためにできるかぎりのことをしよう。自分はちっぽけなやつだけど、そのちっぽけな全存在を懸かけて行動するのだ。自分の信じた夢のために。

　怪造学会執しつ行こう部ぶ──逃とう亡ぼうした怪モ造ン生ス物ターの捕ほ捉そくと抹まつ殺さつを主な任務とする組織。彼らが動けば、まず確実に《鳳フエニ凰ツクス》は始末されてしまうだろう。それは嫌いやだった。伊依にとって怪モ造ン生ス物ターは友達。それがたとえ錬ノ島の仇かたきでも、殺されてほしくはない。

　もちろん〝鳳フエニ凰ツクス〟を憎にくむ気持ちもたしかに存在する。伊依は錬ノ島のことを教師として尊敬していた。一人の人間として好きだった。そんな彼をあんなにも無残に殺した《鳳フエニ凰ツクス》は許せない。

　しかしそれは別の問題なのだ。伊依は錬ノ島が好きで、怪モ造ン生ス物ターも好きだ。どちらも助けたいのだ。錬ノ島が死んで、怪モ造ン生ス物ターまでその報復で殺してしまったら、伊依は全すべてを失うことになる。せめて──《鳳フエニ凰ツクス》だけでも助けたい。

《鳳フエニ凰ツクス》をどうにかして虚界アンダカに送り返す。その方法なんか考えつかないけど、最初から《鳳フエニ凰ツクス》を殺すつもりの執行部にそれを期待するのは無む謀ぼうだ。

　自分が──やるしかない。

　できることなら《鳳フエニ凰ツクス》がまた誰だれかを殺してしまう前に、《鳳フエニ凰ツクス》を見つける。《鳳フエニ凰ツクス》が深刻な被ひ害がいをおこしてしまえば怪造学校が廃はい校こうの危機に追いこまれてしまう。それは執行部が動いても同じことだ。彼らは容よう赦しやをしない。怪モ造ン生ス物ターを殺すために町を戦場にして派手に戦うことだろう。そして全ての責任は怪造学校にかぶせられる。

　そんなのは駄だ目めなのだ。怪造学校の生徒たちにはそれぞれ輝かがやかしい夢がある。その夢を残らず潰つぶすようなことになってはいけないのだ。もちろん自分の夢も。

　怪モ造ン生ス物ターと人間が仲良く暮らせる世界をつくる。その第一歩として、《鳳フエニ凰ツクス》を平和的に虚界アンダカに送り返す。人間と怪モ造ン生ス物ターは血を流さなくても問題を解決できるんだってことを、世界に知らしめてやるのだ。

　自分は理想と現実の区別がついていない馬鹿な小こ娘むすめなのかもしれないけど、それでも、それが自分の怪造学だから。

『……いい目だ、空井伊依』

　父が機き嫌げん良さそうに笑った。

『若いころの俺にそっくりだぜ』

「あ、急激にやる気がなくなってきた」

　閉じたカーテンの隙すき間まから仄ほのかに朝の光が進入してきている。部屋に散った埃ほこりが光に浮うきぼりにされていく。ちらちらと舞まうそれは隙間風にひゅるりと回転する。

　伊依は音をたてないように気をつけて布ふ団とんをのけると、悪いことでもするみたいにこっそりと梯はし子ごに足をかけた。

　ベッドから降りる。そして服を着き替がえるために入口付近のクローゼットまで移動しようとする。瞬しゆん間かん、そんな伊依の足を誰かがガシッ、と摑つかんだ。

「みぎゃあ！」

　伊依は悲鳴をあげる。

　心臓が爆ばく発はつした。

「……う、あ、あ」

　怯えまくった声をあげ、つい、と視線を下に向ける。

　伊依は自分の足を摑んでいる見覚えのある細い腕うでを発見した。

「……カ、カ、カタちゃん……？」

　声が裏返っている。本気でオバケが出たのかと思った。

　オバケの正体はしかし伊依の同室の女生徒、片かた津つ理り夢むだった。

　例のごとく理夢は顔を見せず、というか腕だけを布団の中から伸のばし、いったん伊依の足を摑んでいた手を引っ込めて今度は手紙を持った手を伸ばしてきた。

　こういうのもヒキコモリというのだろうか。それとも出で不ぶ精しようというのか。どっちも違ちがう気がするが、じゃあなんだと問われても伊依には説明ができない。

　渡わたされた手紙をとりあえず読んでみる。

〝がんばれ。死ぬな。生きて帰れ。　かたつ りむ〟

　…………。

　なんだろう。

　なんなんだろうこの人。

　手紙の下のほうに〝裏に続く〟と書いてあったのでペラリと裏返す。

〝無断欠席はヤバいのでアンタは高熱を出したってことにしといてやるよ。ひとまずそれで一週間くらいはゴマカせるんで安心して行け。ぶらぼー。　かたつ りむ〟

　…………。

　なんだろう。

　持つべきものは融ゆう通ずうの利きく同居人ということですか。

　伊依がなんの反応もできずひたすらに石化していると、手紙を渡してまた布団に引っ込んでいた手が伸びてきて、ぐいっ、と親指を立てた。

「…………ぐっど、らっく」

　空井伊依は片津理夢の声を初めて聞いた。
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　古頃怪造高等学校一学年星組出席番号七番、空井伊依にとって、今にも朽くち果てそうな吊つり橋ばしを渡ることよりも完全武装のテロリストに襲おそわれることよりも、学校の授業を病気でもないのに無断欠席して電車に乗るという行こう為いのほうが怖こわかった。なんて悪い子供なんだ学生の恥はじめと世界中から罵ののしられそうで、怖い。電車に乗っている他の乗客たちが自分を見て怒おこり、警察につれていくんじゃないか、とか想像してとても怖い。実際にはそんなことあるわけないのだが、罪悪感という疑ぎ心しん暗あん鬼きはきっと鬼おに族最強の存在で、見えない槍やりやら剣けんやらで伊依の精神を絶え間なく攻こう撃げきしてくるのだ。

　伊依は高校の制服ではなく、怪あやしまれないように普ふ段だん着ぎを着ていた。

　しかし伊依はこの平へい凡ぼんな電車内において異様な存在感を醸かもしだしている。その理由は両手首につけている純白の《門ＧＡＴＥ》、髑どく髏ろの首くび飾かざり、膝ひざの上でうとうととしている桃もも子こという非日常な存在なのだが、どうも伊依はそれらが自分とセットであることが日常化しているので自分が怪しいということをまるで自覚していない。なんだか電車のなかが居い心地ごこち悪いなと漠ばく然ぜんと思っているだけである。

　とにかくそんな伊依は平日の早朝から学校にも行かず電車に乗っていた。これは真面目まじめな学生である伊依にとっては誇こ張ちようではなく犯罪で、自分はなんていけない学生なんだろうと自己嫌けん悪おしつつ嘆たん息そくばかりをくり返していた。

　そんな伊依に苛いらついたか髑髏の父が機き嫌げんの悪い声をだした。

『……あぁー、もぉー、うざってぇッ！　学校サボんのがそんなに罪悪感かよッ！　ぐじぐじうだうだ溜ため息いきばっかしやがって腹が立つッ！……いいか、学校をサボっちゃいけないなんて刑けい法ほうにも載のっちゃいねぇんだ。てめぇは法律を犯おかしてるわけじゃねぇんだから胸張ってサボっていやがれ！』

　そのめちゃくちゃな発言に伊依はまた元気なく嘆息した。

「……学校サボることを子供に勧すすめる親がどこにいるの……」

『ここにいるんだよ。ボォケ。だいたいてめぇも覚かく悟ご決めたんじゃねぇのかよ。今さら何を悩なやむことがあんだよ。わかんねぇな。俺たちゃ大量虐ぎやく殺さつしようとしてる馬鹿怪モ造ン生ス物ターに天てん誅ちゆうくだす正義の味方だぜ？　正義の味方にはあらゆる特権が認められんだよ。ウルトラマンだってビル破は壊かいしても怪かい獣じゆう倒たおしゃあ拍はく手しゆ喝かつ采さいされるだろ？　建築物に大損害を与あたえても悪い怪獣殺しゃあチャラだ。同様に、俺たちが《鳳フエニ凰ツクス》を虚界アンダカに送り返せば無断欠席くらい無かったことになるんだよ』

「…………」

　父の暴論に伊依が頭痛をおぼえていると、彼女の腕のなかで至福な顔をして眠ねむっていた桃子がぱちりと目を醒さました。

「……くるさだんちゅら」

「あー、父さんがでっかい声だすから桃子ちゃん起きちゃったじゃん」

　伊依が父に非難の目を向ける。彼はすっかり忘れていたという感じに笑った。

『あ、そっか。俺の声こいつには聞こえんだったな。俺をぶら下げてる伊依と、怪モ造ン生ス物ターにだけ聞こえる空井滅作の声。選ばれた者にしか聞こえないってトコなんか神様の声に似てんな』

「神様……。か・み・さ・ま？」

　馬鹿にするように伊依は笑った。

「悪あく霊りようの声の間ま違ちがいじゃないの？」

『うるせぇな。父親に対してなんてこと言うんだ馬鹿娘。誰だれがてめぇをこの世に誕生させてやったと思っていやがる、この恩知らずが』

「……悪霊は悪霊じゃん。父親でも悪霊には変わりがないんだよ」

　伊依はひとしきり父を罵ば倒とうすると、この口くち喧げん嘩かが不毛だということにようやく気づいて話を変えることにした。

「それにしても──父さん。学校を休んじゃったのはもうしょうがないから諦あきらめるけど、これでなんにも見つけられなかったらただの無む駄だ足あしだよ。父さんには《鳳フエニ凰ツクス》を見つける秘策があるとか言ってたけど、それっていったいなんなの？」

《鳳フエニ凰ツクス》を追いかけ、見つけ、虚界アンダカに送り返すことに決めた伊依は早朝から行動を開始した。しかしそこは経験の浅い怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グである、どうしたら《鳳フエニ凰ツクス》を見つけられるのかもわからず、いきなり途と方ほうに暮れていた。

　そこで偉えらそうに自分なら《鳳フエニ凰ツクス》を見つけられると断言したのが空井滅作である。これは今でこそ威い厳げんの欠片かけらもない呪のろいのアイテムだが、一時期は世紀の大天才とまで謳うたわれた怪レイ造・モ学ンス教テイ授アなのである。伊依はその言葉を信用し、促うながされるままに電車に乗ったのだった。

　もちろんその行動について誰かに相談したりはしていない。学校のほうは、理夢がどうにかごまかしてくれるようなので問題ないが、宇宙木などに勘かんづかれたら怒られるのは確実である。なんとか彼女が気づく前に全すべてを終わらせたいものである。

　滅作は嫌いやな感じの笑い声をあげた。

『まぁ待ちやがれ──後で説明してやるよ。まずは電車から降りてだな……』

　電車は何度も乗り換かえ、伊依が見たこともない地下鉄の路線に入り、これまた聞いたこともない駅を各駅停車で通過していた。滅めつ多たに使われない路線なのか乗っている客も少ない。なんだかどんどん寂さびれた場所へつれていかれている気もするが、滅作がいやに自信ありげなので伊依も黙だまって従っていた。

　やがて電車は〝ふくだ駅〟というなんでだか平仮名の駅に停車した。

　同時に滅作が言う。

『この駅だ──伊依、ここで降りろ』

「え──うん、わかった。桃子ちゃん、降りるよ」

　桃子の手をひいて駅に降りる。降りたのは伊依だけで、地下鉄はまたガシャゴショと壊こわれそうな音をたてて遠ざかっていく。うら寂しいプラットホームにはもちろん誰もいなかった。

　煙草たばこの吸すい殻がらがたくさん落ちている。

　伊依は地下鉄らしく景色もなにもない空間をぼんやりと眺ながめる。

「降りたけど──随ずい分ぶんと寂しい駅だね」

『ふくだ。出島の形をした工場の町だ。出島ってわかるか？　乱暴な説明をすると人口の島みたいなもんでな、内陸とはほとんど切り離はなされている。このふくだって町には隣となり町まちがないわけだな。内陸とつながっているのはこの地下鉄の駅だけ。まぁなんつうか、山やま間あいの村みてぇなもんだよ。山じゃなくて囲んでるのは海だけどな』

　父がどこから仕入れてきたのかもわからない知識をひけらかす。

　伊依は相あい槌づちだけ打って適当に聞いている。あまり目的には関係のない話だ。

『ずいぶんと前、たしかてめぇが生まれたころに好景気をいいことに造りあげてな、完成したとたんに景気が暴落して放置されちまった。だからほら見ろよ、駅がろくでもないくらい広いくせに誰もいないだろ？　本当ならこの駅もたくさんの人間が行き交かうはずだったんだぜ。今じゃそんなこと想像もできないがな』

　エスカレーターもとっくの昔に動かなくなっているのか、叩たたいても踏ふんでも動かないので仕方なく階段をのぼり、伊依はもう疲つかれてそこで一息ついた。

　たしかに駅は寂れた景観にそぐわないほど広く、地上のあちこちの出口につながっているらしいたくさんの階段や通路が見える。その複雑なこと、何かの映画で見た近未来の要よう塞さいのごとき有様だった。四通八達した通路、ぽっかりとした空くう洞どうのごとき広間──誰もいないその空間は眩暈めまいがしそうなほど広大に思えた。

「さて、と」

　呼吸を整えて、伊依はどこへ向かったものか見当もつかずに滅作を見た。

「これからどうしよう。父さん、いいかげんどうやって《鳳フエニ凰ツクス》見つけるのか教えてよ」

『…………』

　髑どく髏ろの首くび飾かざりは一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくしたが、すぐに落ちついた声で説明を始める。

『……そうだな、伊依、こんな話を知っているか？　怪モ造ン生ス物ターは全て根源でつながっており、互たがいに互いの位置を知ることができるって』

「こんげんでつながっており？」

　伊依は棒読みでくりかえして瞬まばたきをする。滅作は嘆たん息そくした。

『ちょっと難しい言葉をつかうとこれだ。だからな、こりゃ一部の学者が唱えてる学説なんだが、俺たちが触ふれあっている怪モ造ン生ス物ターってのは、実は個体じゃなくて、一つの巨きよ大だいな存在から枝分かれしている末まつ端たんでしかないってこと。末端だから、その巨大な存在をつうじて他の末端──他の怪モ造ン生ス物ターの位置などを知ることもできるってわけだ。これは怪モ造ン生ス物ター末端説といって、実際にその証しよう拠ことなる事例もいくつか報告されてるんだが──』

「…………」

『…………』

　沈黙しきる伊依に、滅作はさらに深く嘆息する。

『……ますますわからなくなったって顔だな』

　伊依は呆あきれる彼に焦あせった顔で抗こう弁べんする。

「え──いや、そんなことはないよ。だからアレでしょ、怪モ造ン生ス物ターは他の怪モ造ン生ス物ターの位置を察知できるってことだよね？」

『結論だけ丸暗記してわかったような顔してんじゃねぇ』

　辛しん辣らつに言い捨てて、滅作は伊依が理解するのを待つことをやめたか説明をつづけた。

『まぁいいや。てめぇが理解するまで説明するのも面めん倒どうだし、まず日が暮れる。とりあえずそんな感じに、怪モ造ン生ス物ターは他の怪モ造ン生ス物ターの位置を察知できるってことだけ覚えとけ。んで──だ、俺の身体からだは怪モ造ン生ス物ターなわけだ。三年前、虚界アンダカの支配者──魔王の怪造に失敗した俺は死に、この怪モ造ン生ス物ターの身体に逃にげこんだ』

「それが空井伊依の受難の日々の始まりだったのです……」

『不快なナレーションをいれるな。とにかくだ、怪モ造ン生ス物ターの身体をもつ俺は、怪モ造ン生ス物ターの居場所を察知できる。上級一位、《鳳フエニ凰ツクス》ともなればその気配はとてつもなく大きい、かなりの遠えん距きよ離りからでも正確な位置がわかる』

　鳳凰神社で、飛びかかってくる《火フレイのムチヤ粉ウダー》に反応したのもそういえば滅めつ作さくが最初だった。ちょっとは役に立つらしい。これで喋しやべらなければなおいいのだが。むしろ成じよう仏ぶつしてくれれば最高なのだが。うん──と伊依は考えながら頷うなずく。

「どうやって成仏させるかが問題なんだよね」

『何か違ちがうこと考えてないか？　まぁいい──ともあれ、俺にできるのはそこまでだ。どうやって《鳳フエニ凰ツクス》を虚界アンダカに送り返すのか──それを考えるのはてめぇだぞ』

「…………」

　伊依は沈黙する。そうなのだ。最後は自分の実力というどうしようもない問題にいきつく。上級一位、《鳳フエニ凰ツクス》──ランクづけなんかくだらないと思うが、研究所を崩ほう壊かいさせたあの破は壊かい力は純じゆん粋すいに恐おそろしい。戦せん闘とう力をもたない自分が果たして対処できるだろうか。

　考えていると、髑髏の首飾りが悪あく魔まのような助言をくれる。

『まぁ──方法がないこともないだろうがな。というか、てめぇもわかっているだろう──こう言えばいいかな、方法はたった一つしかない。唯ゆい一いつで、確実な方法。てめぇは未来へとつづく道をたった一本に限定しちまったんだよ』

　それは伊依が考えないよう考えないよう必死で意識の外に追いだしていた、禁断の方法。

　背筋に寒気がはしる。

　そうか──やけに父が協力的だと思った。父は、滅作は最初からこうなることがわかっていたのだ。自分がその唯一にして確実な方法をとるしかないってことが。

「……やだよ」

　伊依はつぶやいた。その声に力がこもっていないことも自覚していた。

「あたしは、父さんの道具なんかじゃない。あたしは、あたしだけの──」

『いいや。てめぇは逃のがれられねぇよ、空井の血の宿命からはな──逃れようとしても、運命が逃してくれねぇさ。俺がてめぇに教えた怪造学は、この唯一にして確実な方法のためにあったんだよ。どれだけてめぇが否定しても、その方法はてめぇの怪造の底辺、最深の部分で存在感を主張している。どうしようもなくなるほど追いつめられたとき──その方法はてめぇのちゃちな自制を振ふりきって現われちまうだろうよ』

　父の意地悪な声が、伊依を徹てつ底てい的に追いつめる。

　しまった──と思う。自分はいつのまにか父に都合がいいように動いていたのだ。

　父の道具にだけはなりたくなかったのに。

　父の人形にだけはなりたくなかったのに。

　それ以上に──父にだけは、空井滅作だけには、なりたくなかったのに。

　父が取り憑ついたのは髑どく髏ろの首くび飾かざりだけではなかった。

　父は──空井滅作は、あらゆる姿をとって伊依の血肉に染しみこんでいる。それは怪造の技術だったり、基本的な考え方だったり、どれだけ伊依が否定しても、無視しても、すでに伊依の身体には無視できないほど滅作が侵しん入にゆうしているのだ。

　伊依は真まっ直すぐな声で父を否定する。

「あたしは空井の娘むすめじゃない。空井伊依なんだよ」

『そう──空井伊依だ。空井の名前は否定できない』

　平行線の会話が嫌いやになって、伊依は言葉をなくすとでたらめに歩いた。広すぎる駅はどこまでいっても終わりがなくて、出口かと思った通路もぐるりと回って元の場所につながっていた。これではまるで堂どう々どう巡めぐりの迷めい路ろだ。今の自分を暗示しているようで不快である。

　父は言葉をつづけている。

『ならば問いかけてやろうじゃねぇか。てめぇには──伊依には、上級一位の怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカへ送り返せる手段が、技術があるのか？　まさか怪モ造ン生ス物ターに話しあいが通用すると思ってんじゃねぇだろうな。連中の道理は力には力を、それだけだ。そして──てめぇには《鳳フエニ凰ツクス》なんか比べものにならないほどの力がある。少なくとも、その力に触れる資格がある。知ってるかよ、聖せい剣けんも魔ま剣けんも選ばれた人間にしか抜ぬけないんだぜ？』

　酷こく薄はくな声を伊依はかたくなに無視する。

『つまり──力が人間を選ぶんだ。手段が人間を選ぶんだ。運命が人間を選ぶのさ』

「あれは」

　伊依は真っ直ぐな声でつぶやいた。

「あたしなんか選ばないよ」

　それが唯一にして確実な方法。《鳳フエニ凰ツクス》を押さえこめるモノを怪造すること。伊依の怪造は──父から教わった全ての怪造は、そのためにあった。

　父は──伊依に、あれを怪造させようと思っている。

　父の道具にも人形にもなりたくはないのに。

　伊依は首飾りを睨にらみつけた。

「あたしはあんなものなんか絶対に怪造しないんだから。魔剣は刺ささったままにしておくよ。魔剣を振るった人間が残らず不幸になったってこと、あたしが知らないとでも思う？」

　髑髏は酷薄に笑っている。

『どうかな？　てめぇがどれだけ拒きよ否ひしようとも──』

　轟ごう、と凄すさまじい音がした。

　伊依はびくっと震ふるえて背筋を緊きん張ちようさせる。

　父の意地悪な声が耳に響ひびく。

『相手はどうしてもてめぇを選びたいようだぜ』

　言葉と同時に伊依の正面を灼しやく熱ねつが通過した。
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　その生物はとても禍まが々まがしい姿をしていた。

　しかも──二体いる。

　似ているといえば蜥蜴とかげか鰐わにだろうが、残念なことに地球上には二足歩行する蜥蜴も鰐もいない。それは人間と爬は虫ちゆう類るいを合成したかのごとく奇き怪かいな外見をしており、真っ赤に裂さけた大口からはちろちろと炎ほのおが噴ふきだしていた。

　背せ丈たけはそれほど高くはない。伊依よりも少し大きい程度だが、ずっしりと重量感のある体たい軀くをしていた。滑なめらかな皮ひ膚ふはどうやら爬虫類特有の鱗うろこで、それは遠目からではルビーのように綺き麗れいな光こう沢たくをもっているように見えた。

　上背はないが体の部品パーツが大きく、そこはかとない威い圧あつ感かんがある。尻尾しつぽは長く三みつ又またに分かれており、うねうねと蛇へびのように駅の廊ろう下かの床ゆかを蠢うごめいている。瞳ひとみに知性はなく、ただ狂きよう暴ぼうに輝かがやき、額ひたいにはこぶに似た突とつ起きがあった。

　その怪物が先ほど炎を噴いた。

　炎は消火器から迸ほとばしる粉ふん塵じんのような勢いで伊依の眼前を通過し、コンクリートの壁かべに真っ黒な焦こげ目をつけて爆ばく風ふうとともに散さん華げした。火の粉が弾はじけて伊依にまで届いた。伊依は肝きもを冷やしながら首飾りから視線を外し、すっと、加害者たちを仰あおぎ見た。

　その蜥蜴にも鰐にも似た怪物はぎゃあぎゃあと鴉からすのように騒さわぎ、互たがいにぶつかりあい文句を言うようにしながら目の前の華きや奢しやな獲え物ものを見た。獲物とはつまり伊依である。どうやら最悪なことに、連中は伊依をいい具合に火を通してから召めしあがるつもりらしい。そんな嫌な推測をしてしまい、わりと臆おく病びような伊依は表情をなくした。

「…………」

『……おら、思考停止してんじゃねぇ』

　首飾りの父がぶるぶると震える伊依に呆あきれた声こわ音ねでつぶやいた。

『さっさと逃にげろ。このままじゃ丸焼きにされちまうぞ』

「わ、わ、わああぁぁああぁぁああッ？」

　父の声に正気に返り、伊依はひとまず恐きよう怖ふから絶ぜつ叫きようした。

　怪物たちは獲物の過か敏びんな反応に刺し激げきされたらしく、立ち止まると「ぎゅるるるる」とか妙みような鳴き声をあげはじめた。同時にそれらの閉じた口の隙すき間まから煙けむりとともに炎がのぞく。気温が上じよう昇しようしているらしく、怪物たちの周囲の空気がぐにゃぐにゃと歪ゆがむ。

　父は叫さけび続けている伊依に冷静というか冷れい徹てつな声で言う。

『……まじぃな。やっこさん怪かい獣じゆう映画よろしく口から炎を噴きやがるよ。おい馬鹿娘、どうでもいいからさっさと逃げろ。あんなもん食くらったら俺はともかくてめぇは死ぬぞ』

「ひゃああ」

　伊依は言われたとおりに怪物たちに背を向けて逃げだした。

　とにかく怖こわい。

　あんな炎とかまともに浴びたらたくさん火傷やけどしてしまうと思う。伊依は昔に理科の実験でアルコールランプを使いうっかり倒たおして指先を火傷してしまったことがあるが、あんなちっぽけな火傷でも泣きわめくほど痛かったのだ。全身とか火傷したらいったいどれほどの痛みになるのだろう。おぞましい想像に伊依は夢中で逃げた。

　ぼっ。とストーブが着火するときのような音が背後から聞こえた。

　嫌いやな予感。

『やっべぇ──伏ふせろ伊依ッ！』

「きゃああ」

　父の号令に従い伊依は桃子を怪け我がさせないように抱だきかかえつつも伏せた。

　というか正確に言うならば、〝能動的に転んだ〟。

　廊下にばったりと倒れ転がる伊依の真上、鮮あざやかな炎の龍りゆうが爆ばく熱ねつをたたえつつ飛ひ翔しようした。ごおおおという心臓に悪い音。伊依の顔を熱気が炙あぶった。自分とは対極に位置する強きよう烈れつな破は壊かい力に、桃子が怯おびえたように伊依をぎゅっと摑つかんだ。

　冷たい床ゆかに寝ね転ころび、伊依は壁に炸さく裂れつした炎の熱にまた思考を停止させている。

『馬鹿娘。馬ッッ鹿娘！　ぼうっとしてんじゃねぇ！　次がくるぞ！』

　切せつ羽ぱつまった声で父が叫んだ。

　ぼん、という音。

　狙ねらいが外れた炎が伊依の至近距きよ離りの床を襲おそった。どうにか立ちあがった伊依がその炎に焼き尽つくされた場所を見ると、床のタイルが溶よう解かい値を超こえたかドロドロに溶とけていた。

　それは次の瞬間の自分の姿かもしれない。

「き──」

　伊依の恐怖は臨界点に達した。

「きゃああああぁぁぁぁああぁぁぁぁッ！」

『馬鹿か、本当に馬鹿なのかてめぇわ！　叫んでる暇ひまがあったら走りやがれ！』

　首くび飾かざりがぎゃんぎゃんとやかましい。

　他人ひと事ごとだと思いやがって。

　自分たちの攻こう撃げきが外れたことを知ったか、怪物どもは悔くやしそうに「ぎゃらほほほ」とか鳴き叫んだ。とても怒おこっている声である。見た目どおり怒りっぽい性格をしているらしい。

「なに──なんなんだって、あれ、あのコたち……！」

　伊依は反転して逃げながら父にというわけでなく神様とかに叫んだ。

　こんな展開は予想していない。

　広い駅の構内を目的地も定めずでたらめに走った。しかしこの駅はわかりにくい構造になっているらしく、どこまで走っても地上にでない。案内板を見る余よ裕ゆうもない。

　しかも怪かい物ぶつどもは外見どおりあまり機き敏びんではないらしいが、ねちっこく、しつこくしつこく追ってくる。

　あまり運動が得意でない伊依にとって桃子をかかえながら走るのは大変で、どんどん二体の怪モ造ン生ス物ターたちは彼女の背後に迫せまってくる。伊依はほとんど半泣きになりながら意味もなく父を呪のろった。きっとこれも父のせいだ。そうに違ちがいない。疫やく病びよう神がみめ。

　熱気とともに怪物たちの存在感が近づいてくる。

「わあぁ、死ぬ、死ぬ。死んじゃうよお！」

　伊依はめちゃくちゃにわめいた。

　そんな伊依の──〝友達〟の怯えようを見て、桃子は決心したような顔になり手に持つ黒い扇せん子すを「ぱん」と開いた。ゆらゆらと怪物たちに向けて扇子を動かしている。

「桃子ちゃん……？」

「くるさだんちゅら！」

《雪クールキ童ユーテイ》の桃子は叫んだ。

　同時に、大きな足をどたどたさせて追いかけてくる怪物たちの正面に冷気が生まれた。生まれた冷気は通路の床にぺしゃりと落下し、水みず溜たまりのような形をつくる。猪ちよ突とつ猛もう進しんしていた怪物たちはその〝氷溜り〟に足を滑すべらせ、壮そう大だいな音をたててすっ転んだ。

　伊依はなんというか感謝に満ちた目で荒あらい息いき継つぎの合間に桃子に笑った。

「も、も、桃子ちゃん──ありがとう」

「くるさだんちゅら」

　気にしないで、という顔をする桃子。

　しかしどうやら桃子のその行動は怪物たちの怒いかりを頂点にまで昂たかぶらせる結果になったようで、彼らは床で痛みに悶もだえながらもぼんぼんと意味もなく炎ほのおを噴ふきだしている。

「ひええ……」

　伊依はひとまず背後の爆ばく音おんに心臓を凍こおらせながらも、適当な通路に逃にげこんで怪物たちから距離をとった。しかし迷めい路ろのような駅の構内の出口はどうしても見つからなかった。
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　ぜえ、ぜえ、と喘ぜん息そく患かん者じやのような息をつき、空井伊依はどこかも知らない駅の廊ろう下かにぐったりと腰こしを降ろしていた。

　体中が──特に心臓が熱く、血管のなかに炎でも混ぜこまれたのかと思うくらいだった。ふうう──と長く息を吐はき、どうにか呼吸を整えた伊依は隣となりに腰かけた桃子をちらりと見た。それから恐こわ々ごわと左右の通路を確かく認にんする。

　どうやら怪物たちをまくことができたようだ。

　しかして安心はできない。時おり怪物たちの「ぎゃおお」という叫さけび声や炎が壁かべを焦こがすごおおという音が聞こえてくるのだ。それらが聞こえるたびに伊依はびくっとして背筋を緊きん張ちようさせ、きょろきょろと周囲を怯えた瞳ひとみで見回している。

　はぁと疲つかれた嘆たん息そくを漏もらし、伊依は明るい照明の下で膝ひざを抱かかえた。

「……なんで、こんなトコに、放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーが……」

　放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ー。──すなわち野生の怪モ造ン生ス物ターのことである。

　それは怪モン造ステ学イス者トを殺したり研究所から逃とう亡ぼうしたりして自由を得た怪モ造ン生ス物ターのことで、たびたび発生しては付近住民に迷めい惑わくをかけている。彼らは種類にもよるがたいてい害がい獣じゆうで、人を襲ったり畑を荒あらしたりするので厄やつ介かいなのである。一いつ般ぱん人じんに怪造学というものが嫌きらわれている原因の一つである。

　しかし放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーの数は圧あつ倒とう的に少ないと言われている。いくら人気のない駅とはいえ、あんな巨きよ大だいな怪モ造ン生ス物ターが二体もうろちょろしていていいはずがない。

「本当に──」

　伊依は何かおかしいなと思いながら思考を巡めぐらせている。

「──どういうことだろう。放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーが二体もうろうろしているなんてこの駅は異常だよ。放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーは発見されると同時に徹てつ底てい的に虚界アンダカに追放されるっていうのに。おかしいよ……父さん、どう思う？」

『んー……』

　滅作は少しだけ難しい声こわ音ねで言った。

『……おそらくな、あいつらは放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーじゃねぇ』

「え──」

　伊依は彼の意外な言葉に蒼そう白はくになる。

「──つまり、あのコたちは誰だれか悪い怪モン造ステ学イス者トに怪造された怪モ造ン生ス物ターってこと？　その怪モン造ステ学イス者トがこの駅のどっかにいて、あのコたちを暴れさせているっていうこと？」

『違ちがう。そんなわけわかんねぇことする怪モン造ステ学イス者トがいるかよ。怪モ造ン生ス物ターを無人の駅で暴れさせる利益なんてねぇよ。怪モ造ン生ス物ターをつかって破は壊かい行動をするのは犯罪だ。そんな意味ねぇことでブタ箱いりしようってな酔すい狂きような怪モン造ステ学イス者トがいるかっつーの』

　断言する父に伊依は唇くちびるをとがらせた。

「じゃあ──なんなのさ」

『伊依、さっきの怪モ造ン生ス物ターはなんて名前だかわかるか？』

　いきなりの話題転てん換かんに、ちょっと戸と惑まどって伊依は首を傾かしげる。

　ツインテイルがふわんと揺ゆれた。

「なにそれ」

『いいから、答えやがれ』

　いつでも父は一方的だ。

　伊依は考え考え、自信のない顔でつぶやく。

「……。え……と、あれは確か、《火サラ蜥マン蜴ダー》──だったかな」

『ボォケ。《火サラ蜥マン蜴ダー》は四足歩行だ、あれは二足歩行だっただろうが。ったく、下級のちまちました怪モ造ン生ス物ターばっか記き憶おくしやがって、中級以上の怪モ造ン生ス物ターになると途と端たんに怪あやしくなるんだな。知ってるか？　学校ってのは学ぶ場所だから学校っていうんだぜ？』

「う、うるさいなぁ……」

　嫌いや味みな言葉に伊依は不ふ機き嫌げんな顔をする。

　髑どく髏ろの首くび飾かざりはケケケと意地悪く笑った。

『あれは《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》だ。中級二位。見かけによらず強つえぇぞ。ちょっとのことですぐに怒おこってその怒りのエネルギーを炎に変えて放射する変り種だ。怒れば怒るほど表面の鱗うろこが赤くなるからわかりやすいと言えばわかりやすい。皮ひ膚ふは強きよう靭じんで生命力も高い。ちょっとやそっとじゃ傷もつけられねぇぞ。戦せん闘とう能力だけで中級二位に認定されたような奴やつだ』

　滅作はさらに、伊依を恐きよう怖ふのドン底に叩たたき落すようなことを言ってくれた。

『普ふ通つうの人間じゃ銃じゆうで武装してても勝てないだろうな。そのくらいには強い』

「……そ、そんなに強力な怪モ造ン生ス物ターなの？」

『おうよ。そこの《雪クールキ童ユーテイ》の強さが１モモコチャンだとしたら、そうだな──《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の強さは２０モモコチャンといったトコだ』

「……二体あわせて４０モモコチャン？」

　くるさだんちゅら×４０──。

　わきゃわきゃと桃子が入り乱れている光景を想像してしばらく悦えつに入いっていた伊依だったが、やがて正気を取り戻もどし、髑髏の首飾りを壁に叩きつけた。

「なんでそんな強力な怪モ造ン生ス物ターが現界カナイをうろついてるのさ！」

『……どうでもいいが父はもっと丁てい重ちように扱あつかえ』

　ぐわんぐわんと揺れながら父が不機嫌な声をだす。

『そうだな、俺が思うに、あの《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は《鳳フエニ凰ツクス》が怪造したんだろう』

「《鳳フエニ凰ツクス》が──怪造？」

　意外な言葉に伊依は当とう惑わくする。

　それは怪モ造ン生ス物ターが怪モ造ン生ス物ターを怪造したということか。

　そんなことがありえるのか。

　怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは真しん摯しな口調で説明した。

『あぁ、あんまり一いつ般ぱん的には知られてねぇんだがな、上級と呼ばれる怪モ造ン生ス物ターのなかにはランクの低い──弱っちい怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカから呼び寄せちまう奴がいるんだよ。その怪モ造ン生ス物ターが望むと望まないとに拘かかわらずな。上級ランクの怪モ造ン生ス物ターはそのくらい影えい響きよう力があるんだよ』

「つまり──」

『まぁ論理的にまとめるとだ。あの二体の《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーじゃない、なぜならあそこまで強力な怪モ造ン生ス物ターを放ほうっておくほど怪造学会は生っちょろくできてねぇからだ。怪造学会執しつ行こう部ぶ──まぁ怪モ造ン生ス物ター専門の駆く除じよ部隊みてぇなもんだが、連中がすぐに察知して始末しにくる。こないだの《火フレイのムチヤ粉ウダー》みたいなちんまい怪モ造ン生ス物ターはたまに見落とすが、中級くらいならどこにいようが発見する』

　伊依も頷うなずく。その執行部が《鳳フエニ凰ツクス》を見つける前に、自分はあの怪モ造ン生ス物ターを止めなくてはならないのだ。

　滅作の言葉はつづいている。

『つまり、あの二体はつい最近に現界カナイに出現したってことになる。虚界アンダカに追放されずに中級以上の放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーが現界カナイに存在しつづけた例は最高で二ヶ月だ。大たい抵ていの場合はすぐに発見されて虚界アンダカに送り返される。《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》なんかだと三日が限界だな。目立つから』

　たしかに──あれだけ騒さわげば見つからないほうがおかしい。

『そんな怪モ造ン生ス物ターが騒がれずにこうして暴れまくっているのは解げせない。つまりあの《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は今日から数えて三日以内に現界カナイに出現したと考えられるわけだ。だが怪モ造ン生ス物ターの制せい御ぎよ事故なんざそう起こることじゃねぇ。つまり連中は放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーじゃない。──と、これが考察の一つ目』

　なるほど、筋は通っていると伊依は思う。

『そして連中が放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーじゃないとすりゃあ、怪モン造ステ学イス者トに現在進行形で怪造されている怪モ造ン生ス物ターであるという可能性が残る。だがこれはさっきも説明したとおりあり得ないだろう。無人の駅で《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を暴れさせてもなんの意味もないからな。……まぁ、鉄道会社は困るかもしれねぇけど。それだけだ。ハイリスク・ローリターンだわな』

　鉄道会社を困らせるのが目的ならもっと大きな駅を狙ねらうさ。父は言った。

『よって、連中は放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーではなく、怪モン造ステ学イス者トに怪造された怪モ造ン生ス物ターでもない。それらの条件から導かれる結論は一つしかない。そう──やつらはランクの高い怪モ造ン生ス物ターに怪造された怪モ造ン生ス物ターなんだよ。……そして、現在この近辺で活動しているランクの高い怪モ造ン生ス物ターといったら、唯ゆい一いつ──』

「フェニックス……」

　思わずつぶやいていた。

　父は満足そうに笑う。

『そう、上級一位の怪モ造ン生ス物ター、《鳳フエニ凰ツクス》だ。炎ほのおと炎で相あい性しようも合っている』

　伊依は沈ちん黙もくするしかなかった。

　だが、だからどうした、という気もする。

　それがわかったからといってどうなるものでもないではないか。

「……それで、だからどうしたっていうのさ、父さん」

『わからねぇか？』

　父は意地悪な、何かを企たくらんでいる子供みたいな声で言った。

『怪モン造ステ学イス者トと怪モ造ン生ス物ターはつながっている──同様に、《鳳フエニ凰ツクス》と《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》もつながっているってことだよ。つまり《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》をどうにかぶっちめて、そこから辿たどっていけば──』

「あ──」

　伊依は爆ばく発はつ的に理解した。

　父が何を言おうとしているのか。父が自分に何をさせようとしているのか。

『──やがて《鳳フエニ凰ツクス》に辿りつく。まずはてめぇが連中を倒たおすことだな』

「なるほど──」

　伊依は納なつ得とくしかけて、そこで不安そうな顔をする。

「でも父さん、わざわざそんなことしないでも、父さんだったらそのまま《鳳フエニ凰ツクス》の居場所が察知できるんじゃなかったの？」

　その鋭するどい指し摘てきに、父はちょっとだけ困ったような声をあげた。

『それがな──気配がでかすぎて、ここまで近づいちまうともう周りぜんぶから《鳳フエニ凰ツクス》の気配がするんだよ。この駅の近くにいるってことはわかるんだが───あとはさっぱりだ。だから《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》と《鳳フエニ凰ツクス》をつないでる《魔ま力りよく》──あぁ、こりゃ専門用語なんだがな、怪モ造ン生ス物ター同士をつなぐ影響力を見つけるしかない。まぁ《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》も黙だまってそんなもん見せてくれるわけないから、これは倒すしかないわな』

「そうなんだ──」

　伊依はとたんに眉まゆを下げる。

「──でもあたし、怪モ造ン生ス物ターとは喧けん嘩かしたくないんだけど」

『まぁた甘っちょろいこと。それしか方法がねぇっつうのに』

　面めん倒どうそうに父は唸うなって、静かに説得を始めた。

『いいか伊依、よく考えてみろ。この駅だって無人ってわけじゃない、今はまだそんなでもないみてぇだけどな、そろそろ工場で働くためにそれなりの数の人間がこの駅に訪おとずれる。そいつらが《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》に襲おそわれねぇってどうして断言できるんだよ？』

「あ──」

　そうか。これは自分だけの問題ではないのだ。

　伊依は迷う。罪もない人間たちが《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》に襲われるのは可哀かわい想そうだ。しかし恐きよう怖ふはあるし、なるべくなら怪モ造ン生ス物ターは傷つけたくない。

　考えこむ伊依に、滅作は似合わない猫ねこ撫なで声ごえで囁ささやいた。

『まぁ考えてみろよ、伊依、なにも俺は《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》をブッ殺せって言ってるわけじゃねぇんだぜ。要は気絶させちまえばいいんだ。俺としては殺しちまうほうが簡単でいいと思うがな、てめぇがちっと根こん性じよういれれば誰だれも死なずにすむんだぜ？　よし、親切なお父様がてめぇの選べる素す敵てきな選せん択たく肢しを用意してやろう。①、逃にげる。てめぇは怪モ造ン生ス物ターを傷つけないですむが、たくさん人間が襲われて死ぬ。②、戦う。うまくいけば誰も死なない。ただ怪モ造ン生ス物ターはちょっと傷つく』

　たたみかけるように言葉がつつく。

『ほらほら、うざってぇな。さっさと決断しやがれよ。こうしててめぇが悩なやんでるうちにも電車がくるかもしれねぇんだぞ？　ほら。ほぉら！　くるぞ、くるぞぉ！』

「わ、わかったよ。わかったから」

　伊依は真っ直ぐな表情で頷うなずいた。

　もとより選せん択たくの余地はない。

　父の言うとおり、要は気絶させればいいのだ。それもちょっと嫌いやだが、誰かが死んでしまうよりはずっといい。

「──やるよ。あたしが」

『おう』

　滅作は上じよう機き嫌げんに笑った

『それでこそ──俺の娘むすめだ』

「……あの滅作さん、集中したいので五万秒ほど黙ってていただけます？」

　冷れい淡たんにそう告げて、伊依はゆっくりと立ちあがると両手を交差した。

　しゃん、と腕うで輪わが擦こすれて綺き麗れいな音をたてる。

　空井伊依は深呼吸して、静かな声で呪じゆ文もんをつむいだ。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　煌きらめく光が周囲を包み、虚界アンダカの闇やみが脳のう裏りに広がっていく。
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『馬鹿かてめぇは！』

　いきなり父に怒ど鳴なられた。

　あまりの声量に鼓こ膜まくがガンガンしてしばらく伊依は脳を痺しびれさせた。

　そんな彼女の足に寄り添そっている《雪クールキ童ユーテイ》の桃子がキッと首くび飾かざりを睨にらみつける。

「くるさだんちゅら！」

　伊依をいぢめる奴やつは伊依のお父さんだって許さないもの、という顔だ。

　彼女の他に合計で三体の怪モ造ン生ス物ターが伊依にへばりついている。怪モ造ン生ス物ターが好きだからこそ怪モ造ン生ス物ターに好かれる伊依である、怪モ造ン生ス物ターたちはそんな彼女に怒鳴り散らす首飾りに敵意に近い鳴き声をあげていた。

　壮そう絶ぜつな口こう戦せんに伊依は耳がおかしくなるかと思う。

　伊依の頭の上には薄うす緑みどり色の光をまとった人形が座っていた。もちろん大きさはとても小さい。着きせ替かえ人形くらいだろうか、突とつ起きの少ない裸ら体たいを膜まくのような光で覆おおっている。頭部には髪かみがなく眼球には瞳ひとみがなく、どこまでもお人形な感じ。少しアンバランスなほど大きな手にはぽっかりと穴があいていた。それは信じられない大きな声で「キ──ぼ──」と叫さけんでいる。

　そして伊依の両りよう肩かたにはそれぞれ同じ姿をした怪モ造ン生ス物ターが一体ずつ、ちょこりと乗っかっていた。それらはちくわに蝙こう蝠もりの翼つばさを生やしたようなふと見ても生物だとはわからないような外見をしていて、しかしちくわの前側部にはぎょろりとした眼球が存在していた。それらは時おりパタパタと飛びあがりながら「くかかかかッ」と鳴きわめいている。

　合計四体の怪モ造ン生ス物ターたちは怒いかり狂くるって首飾りに鳴き声を浴びせていた。

　くるさだんちゅら。き──ボ──。くかかかかッ。くかかかかかッ。

「──み、みんな静かにして！　《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》に居場所がバレちゃうじゃない！」

　伊依も叫んでいるがあんまり効果はなかった。

　現在、大事な〝友達〟を理り不ふ尽じんに怒おこったとして父は怪モ造ン生ス物ターたちの糾きゆう弾だんの矢にさらされていた。もちろん無人の駅でそんな騒そう々ぞうしい真似まねをしていたらそれなりに音が響ひびく。《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》が姿を現わすのも時間の問題だと思われた。

　髑どく髏ろの首飾りは抗こう議ぎの声を無視して憤ふん慨がいするように言った。

『おい馬鹿娘。なんなんだよぉこいつらは？　相手はあの《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》だぞ中級二位の怪モ造ン生ス物ターだぞ！　そんな連中をぶっちめようってのに──なんだァ？　なんなんだよこの顔ぶれは!?　ふざけてんじゃねぇぞ！　こんなド下級怪モ造ン生ス物ター集めていったい何をどうしようってんだよ！　馬鹿は死ななきゃ治らないからって本当に死のうとするやつがあるか馬鹿！』

「……うーるーさーいーなぁ、もう。父さんは黙だまって悪あく趣しゆ味みな呪のろいのアイテムやってればいいの。いちいちあたしのやることに文句つけないで。あたしはあたしのやりかたでやるんだから、父さんが心配してくれる必要はないんだよ」

　拗すねたような顔で伊依はそっぽを向き、話を聞きたくないというふうに腕うでを組んだ。

『心配してんじゃねぇ呆あきれてんだよ。そして怒っている。馬鹿か、こんな連中で勝てるわけねぇだろうが！　脳みそ働いてるか？　相手は中級二位だぞ、せめてこっちも中級ランクの怪モ造ン生ス物ターでも怪造しねぇと相手にもなんねぇよ』

「ランクづけなんてくだらないもんね」

　伊依は真まっ直すぐな声で言った。

「あたしは適材適所をわきまえているんだよ、父さん。あたしはね、この場面で一番がんばってくれそうな怪モ造ン生ス物ターを集めたつもり」

　自信たっぷりの娘の発言を信じられない父は吐はき捨てる。

『けっ。本気で言ってるとしたら脳のう細さい胞ぼうの半分は壊え死ししてるな。こいつらぜんぶ下級だろ、おまけにどいつもこいつも戦せん闘とう能力なんてまるでねぇじゃねぇかよ』

「それでも──適材適所なんだよ」

　伊依は堂々とした態度で断言した。

「頭の上のこのコは《木霊メガオン》。下級二位で音を操あやつる能力を持っている。そいであたしの肩かたの上のコたちは《闇スポツ紡トナぎイト》。下級三位で暗くら闇やみをつくりだす能力を持っている。最後に、ご存知あたしの足元の《雪クールキ童ユーテイ》は桃子ちゃん、下級二位で空間に氷を発生させる能力を持っている」

　淡たん々たんと説明して、そして伊依はにっこりと笑った。

「このコたちなら、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》に勝てるよ」

　真っ直ぐな声で言うのだ。

「偏かたよった価値観で決められているランクづけなんかじゃ何もわからない。怪造の難度と怪モ造ン生ス物ターの単純な強さ──破は壊かい力、耐たい久きゆう力、生命力──それによって、まったくの大おお雑ざつ把ぱなくくりで判断されるランクづけなんかじゃ。怪造するのが難しいほど偉えらいの？　ケンカが得意なほど偉いの？　そんなわけない──どんな怪モ造ン生ス物ターにも、いいところはあるんだよ」

　伊依は誰だれに聞かせるでもなく主張した。

「強くなくていい、丈じよう夫ぶでなくていい、戦いが上手だからって偉いとは言えないよ。掃そう除じが得意だったり、空を飛べたり、笑うとまわりが和なごんだり、そんな程度できっと素す晴ばらしいよ。どんな怪モ造ン生ス物ターでも素晴らしいんだよ。そこには上級も中級も下級もない」

　虚界アンダカの怪モ造ン生ス物ターはみんな平等。

　そう思うことが大切なんだと思う。そういう怪造をしようと思う。

　決断し、伊依は近づいてきた熱気を振ふり仰あおいだ。

　背後。長く延びる駅の通路の先。二体の《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》が姿を見せていた。

「やると決めたからにはやり遂とげてみせるよ。あたしは勝つと決めたら完かん璧ぺきに勝つ。まぁ、見てて父さん──」

　指先で首くび飾かざりの先せん端たんをつついて、伊依は悪戯いたずらっぽく笑った。

「──この世にあたしを生んだこと、後こう悔かいはさせないからさ」

　そして自分の怪造した怪モ造ン生ス物ターを力強く見つめる。

「それじゃあ──」

　その表情は虚きよ勢せいだったけれども、虚勢は大切だと思うのだ。

　余よ裕ゆうがなくても余裕があるように自分を騙だませてしまえるから。

「──みんな、がんばろっか」

　無人の駅の構内で、静かに戦闘が始まろうとしていた。
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　しかし本当のところ、伊依は戦いたくなんてなかった。

　怪モ造ン生ス物ター同士で戦わせるなんて野や蛮ばんだし最低だ。そして戦えば誰かが傷つき、血を流し、あるいは死んでしまうことだろう。伊依にとって怪モ造ン生ス物ターとは〝友達〟で、誰にも傷ついて欲しくなかった。だからといって駅を使用する無関係の人たちが死ぬのも嫌いやだった。誰かが死ぬところなんて──もう二度と、見たくはない。

　何かを得るためには何かを捨てる必要がある。道を選せん択たくするということは選択しなかった道を歩く可能性を失うということである。伊依はどの道を歩くか考えた。

《鳳フエニ凰ツクス》を追いかけること。怪造高校の閉校を阻そ止しすること。駅を利用する人の命を助けること。伊依にはしなければいけないことがたくさんあった。

　同時に死ぬのが怖こわい、痛いのは嫌だ、どうして自分がこんなことをしなければいけないんだという気持ち。父の言うとおりに動くということへの反発。怪モ造ン生ス物ター同士の戦闘を見たくないという心情。伊依には何もしないで逃にげてしまいたいという衝しよう動どうも小さくはなく存在した。

　伊依は悩なやんだ。しかし選択の余地はなく、自分を押し殺して戦うことを決断した。たくさんの大切なものを守るために。

　選択したからには失敗は許されない。

　伊依は悩んだり迷ったりすることをやめた。

　あとは全力で戦うのみである。自分が痛いことになったり死んでしまったりすることのないように。怪モ造ン生ス物ターを殺してしまわないように。罪のない人々の命を守るために。怪造高校を潰つぶさせないために。

《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》と戦うことを決めた。

　決めたからには敗北は許されない。伊依はたくさんの重いものを背負っていた。伊依が敗北し倒たおれれば背負ったものがガラガラと崩くずれてしまうのだ。だから伊依は勝つつもりだった。完璧に──勝つつもりだった。

　そう決断した自分の表情が生前の父に似ていることも気づいていた。
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　空井伊依は真まっ直すぐに前を見た。

　側頭部でまとめたツインテイルが熱風にかきまぜられる。伊依は真夏日に外を歩いているような焼けつく空気を肌はだに感じた。流れる汗あせは冷たくて、空気はとても乾かん燥そうしていた。

　駅の照明が爆ばく熱ねつに負けて次々と弾はじけ消えていく。薄うす暗ぐらくなる駅の構内で、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の口に躍おどっている炎ほのおだけがやけに明るく見えた。

　ふう──と伊依は緊きん張ちようの吐と息いきをもらす。

「怖い……けど、がんばらなくっちゃ」

　戦うみんなはもっと怖いのだ。

　二体の《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は伊依と距きよ離りをとって立ち止まると、両足を広げた状態で「ぎゅるるるる」と唸うなりはじめた。これは炎を噴ふきだす準備なのだとさっき判明した。伊依はぐにゃぐにゃと歪ゆがむ空気を真しん摯しに見つめ、目に垂れてきた汗を指先でぬぐった。

「……桃子ちゃん」

　全すべての怪モ造ン生ス物ターにはすでに伊依の意志を伝えていた。怪モン造ステ学イス者トはその怪造した怪モ造ン生ス物ターに一種のテレパシーで声をださずに命令ができる。伊依は四体の怪モ造ン生ス物ターに《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》攻こう略りやく法ほうと、それぞれの果たす役割をお願いしていた。

　ぱん、という音。

「くるさだんちゅら」

《雪クールキ童ユーテイ》の桃子はその黒目がちの瞳ひとみで鋭するどく前方──《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を睨にらみつけ、純白の振ふり袖そでに美しく映はえる黒の扇せん子すを胸の前で開いた。限界にまで熱せられた通路の空気に冷気が混じる。

　カラン、コロン、と下げ駄たの音。血を固めたような鮮せん烈れつな真しん紅くの下駄を軽かろやかに動かし桃子は舞まう。霞かすみのように緩ゆるやかに、朧おぼろのように儚はかなげに、命のように流りゆう麗れいに、幻げん惑わくと神秘の舞いを踏ふむ。

　扇子が黒こく蝶ちようのようにひらひらとはばたき、長い袖そでが白鳥のようにざわざわとはためき静かに、あくまで静かに桃子は舞う。カラン、コロン、と下駄の音。衣きぬ擦ずれの音も聞こえない。ひたすらに白と黒と赤は混ざり溶とけあい分ぶん離りし集合し拡散しあう。やがて舞ぶ台たいに冷気が昇のぼる。ぴしりぴしりと空気が凍こおる。

　ぱしん、と桃子は扇子を閉じて、その幼い外見に似合わぬ高こう貴きな動作で黒の扇子を前方に向けた。そこでは《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》が今まさに炎を噴きだそうとしている。

「──くるさだんちゅら！」

　ぱきり。と硝子ガラスが砕くだけたような音。

　瞬しゆん間かん、一気に集束され凍とう結けつされた冷気が《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の顔面を襲おそった。それは今にも噴きだされようとしていた荒あらぶる炎と衝しよう突とつし炸さく裂れつし、凄すさまじい衝しよう撃げき波はとなり彼らの口内で爆ばく発はつした。《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は堪たまらずぎゃあぎゃあと騒さわいで顔面に手をやった。

　伊依はそれを認めて叫さけぶ。

「今だよ！」

　号令と同時に待機していた怪モ造ン生ス物ターたちが動きだす。

《木霊メガオン》はまとっていた光を推進力に変え、ぽう、と淡あわく輝かがやきながら通路の天てん井じよう近くにまで上じよう昇しようした。《闇スポツ紡トナぎイト》もパタパタと忙せわしく翼つばさをはばたかせ《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の上空に飛ぶ。

《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は近くに飛んできた《闇スポツ紡トナぎイト》に気づき、それぞれ撃げき墜ついしようと太い豪ごう腕わんを振ふりあげた。あんなもので殴なぐられてしまえば《闇スポツ紡トナぎイト》はぺちゃんこだろう。

「桃子ちゃん！」

　伊依が叫ぶと桃子は真しん剣けんな顔で頷うなずいた。

「くるさだんちゅら！」

　叫び、桃子は舞うことにより集合させた冷気の塊かたまりを《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》にぶつけた。

　バキン、と厳しい音がして《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は冷気を撃うちこまれた腹部を手で押さえる。

　痛そうに悲鳴をあげる《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》たちを見て伊依は罪悪感に襲われた。

　早く戦せん闘とうを終わらせなければならない。

　長引けば長引くほど両者は傷つくし、持久力のないこちらの怪モ造ン生ス物ターはへばってしまう。

「桃子ちゃん！　遠えん慮りよしないでありったけの冷気を撃って！」

「くるさだんちゅら！」

　桃子は応こたえてキッと《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を睨みつける。

　流星のごとき冷気の群れが《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の頭を腹を腕うでを足を、襲う。それは人間にしてみれば石をぶつけられる程度の痛みだろうか。もちろんこんなことではなかなか死なないが、痛いことは痛いだろう。《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の注意が桃子に集中する。

　怒いかりで真っ赤になった鱗うろこを爛らん々らんと輝かせ、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》たちは「ぎゅるるるる」とまた例の唸うなり声をあげた。熱気と炎が彼らの乱らん杭ぐい歯ばの隙すき間まから覗のぞく。
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　知能はやはり爬は虫ちゆう類るい並みなのか、学習能力がない。

　伊依は酷ひどいかなと思いながらも宣言する。

「桃子ちゃん、口を狙ねらって！」

「くるさだんちゅら！」

　桃子の意思により集中した冷気が再び《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の口内の熱気と衝突する。すると強きよう烈れつな温度変化により膨ぼう大だいな衝撃波が生まれエネルギーは爆発するのだ。ちゅごごんという腹に響ひびく重低音。《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》たちはのけぞって吹ふっ飛んだ。戦せん況きようはこちらに有利である。

　だがこの時点で──桃子の体力が限界にきた。

　がくり、と膝ひざをついて桃子が荒あらい息をつく。現界カナイで冷気を集中させるということは彼女にとって全力疾しつ走そうに等しい荒あら仕し事ごとなのである。それを連続でやったのだから体力が尽つきるのも当然だった。地面に手をついて桃子は疲つかれ果てたように喘あえぐ。

「ご苦労様──。ここからは休んでいて」

　伊依は桃子を横目で見て囁ささやく。くるさだんちゅらと桃子はつぶやいた。

「《闇スポツ紡トナぎイト》、暗くら闇やみで《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を包んで！」

　戦闘は続く。伊依は待機していた他の怪モ造ン生ス物ターたちに指示を飛ばした。

　宙を旋せん回かいしていた《闇スポツ紡トナぎイト》は伊依の号令に従い、その円えん筒とう形の身体からだを倒たおれ伏ふしてしまっている《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》たちに向けた。くかかかかッ。鳴き声とともに、《闇スポツ紡トナぎイト》の口からは〝闇〟が放射される。じわじわと周囲が暗くなっていくことに気づき《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は甲かん高だかい声で戦慄わなないた。慌あわてて立ちあがるがもう遅おそい。

《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》が体勢を立て直したときにはもう、彼らの周囲一メートル四方は夜よりも濃こい闇に包まれていた。

　その闇は空中で動きを固定している《闇スポツ紡トナぎイト》の口から放射されている。くっきりと光が遮しや断だんされた空間で《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の口から覗く炎ほのおだけがちらちらと鮮せん烈れつに煌きらめいていた。

　伊依はにっこりと笑った。

　それは勝利を確信した笑え顔がおだった。

「とどめだよ！　《木霊メガオン》──」

　伊依は宙で、万ばん有ゆう引力の法則を無視して静止しているマネキン人形にも似た怪モ造ン生ス物ターに呼びかけた。それは先ほどからある動作を実行していたが、すぐさまその動作をやめて、不ふ均きん衡こうなほど大きい両りよう掌てのひらを作りだされた暗闇に向けた。

　爆発は唐突に起こった。

　暗闇に包まれた《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》と、その周囲の闇が一いつ瞬しゆんだけぶわ、と駆く逐ちくされ、激しい光度をもつ炎の嵐あらしが爆ばく風ふうとともに捲まきおこったのだ。爆発。それは爆発だった。凄すさまじい熱気が伊依の立つ位置まで届き、服を髪かみをばさばさとかきまぜた。

「……やった──かな」

　伊依はつぶやいて、ころころと爆風に転がされてゆく桃子を抱だきとめた。

　いんいんいんと耳鳴りがする。

　心臓に悪い爆音が過ぎ去って、すぐに、無人の駅には静せい寂じやくが帰ってくる。

　あれほどやかましかった《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の鳴き声も消えていた。

　伊依は恐おそる恐る暗闇が放射されている場所まで歩いて、《闇スポツ紡トナぎイト》たちにもういいよと闇を吐はきだすのをやめてもらった。羽虫が一いつ斉せいに飛びたつように闇やみは空気に拡散し分解され消しよう滅めつしていく。あとにはぶすぶすと煙けむりをあげる《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》たちだけが残された。

　どうやら死んではいないようである。しかし完全に失神している。

　伊依は安あん堵どして深く溜ため息いきを漏もらした。

「良かった──まだ生きているや。みんな、ご苦労様。ありがとうね」

　パタパタと飛来して伊依の肩かたにとまる《闇スポツ紡トナぎイト》。ふわと頭に取りつく《木霊メガオン》。そして伊依の腕のなかで、満足そうに微笑ほほえんでいる桃子。がんばって戦ってくれた彼らに伊依は最大限の感謝を捧ささげた。怪モ造ン生ス物ターたちも伊依が喜んでいることが嬉うれしいのか、それぞれ機き嫌げんが良さそうな鳴き声をあげていた。

『おー……い……』

　唯ゆい一いつ、機嫌が悪そうな声をだすのはもちろん口ばっかりで役にたたない首くび飾かざりである。

『なぁにがなんだか全然わかんねぇぞー……。結局なにがどうなってどういうことになったんだコラ。なんで《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》が爆死してんだよ』

「死んでないって……」

　伊依は苦笑いする。

「だからね、簡単に説明すると──そうだなぁ。あのさ、こっちの怪モ造ン生ス物ターたちは攻こう撃げき力がないじゃない。だからどう引っくり返っても丈じよう夫ぶな《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を倒せないじゃない。だもんで、あたしは相手の同士討ちを誘さそってみたんだよ。結果はこのとおり、大成功」

『同士討ち──だぁ？』

「そうなんだよ。相手の力を利用して勝つのは兵法の基本でしょ。そうあたしに教えこんだのは誰だれだったのさ。……つまりね、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は強い。だけど強いならその〝強さ〟を逆さか手てにとってやればいいんじゃないかって考えたわけ。強い者同士で攻撃しあってくれれば勝手に共とも倒だおれしてくれるじゃない？」

　問題は、どのようにして二体の《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を同士討うちにさせるか、ということだった。

　そこで伊依が選せん択たくした怪モ造ン生ス物ターが《闇スポツ紡トナぎイト》《木霊メガオン》《雪クールキ童ユーテイ》なのである。

　まず伊依は《雪クールキ童ユーテイ》の桃子にお願いしてとことん《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を攻撃してもらった。これは《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》にダメージを与あたえるというより、彼らを怒らせるということが目的だった。怒おこれば怒るほど頭に血がのぼり彼らは正常な判断力を失う。

　そして、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》にいい感じに怒ってもらったら《闇スポツ紡トナぎイト》が出しゆつ陣じん。彼らを敵も味方もない暗くら闇やみに叩たたきこむ。もちろん、それだけで同族に炎をぶっかけるほど《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》も短たん絡らく的な脳内構造をしていないだろう。だがそこに現われとどめをさすのが《木霊メガオン》だった。

《木霊メガオン》には戦せん闘とう開始当初から、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》にだけ聞こえるような周波数で〝苛いら々いらさせる音〟を放ってもらっていた。《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》が不快になるような、苛いら立だちをかきたてられるような、そんな音をかき鳴らして《木霊メガオン》は彼らの怒いかりを募つのらせていたのである。

　そして伊依の号令とともに《木霊メガオン》は第二の行動にでる。音を自在に放ち、捻ねじ曲げる能力を持っている《木霊メガオン》は暗闇の外から入ってくる音を《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》に届かないように遮断し、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》にもう一体のそばにいる《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の声しか聞こえなくなる状じよう況きようを用意した。さらに、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》のぎゃあぎゃあという鳴き声をまったく別の鳴き声に変化させたのである。

　つまり──くるさだんちゅら！

　近くにさっきからうざったい攻撃を繰くり返していた《雪クールキ童ユーテイ》がいるのかと勘かん違ちがいしてしまった《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》はもちろん炎を噴ふき、しかしてそれは愛すべき同どう胞ほうでおまけにそいつも炎を噴き、互たがいに互いを攻撃してしまった《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》は哀あわれ炎と炎がぶつかったことによる爆ばく発はつに巻きこまれ見事に同士討ち。今はこんがりと焼けて床ゆかに転がっている──。

「──と、そんな感じ」

　伊依は釈しやく然ぜんとしない声をあげている髑どく髏ろの首飾りに笑った。

「納なつ得とくしてくれた、父さん？」

『あー……』

　滅作は呆あきれたような感心したような曖あい昧まいな声で言った。

『しっかし、回りくどいっつーか。えげつないっつーか。普ふ通つうに戦えねぇのかてめぇは』

「いちばん効率がいい戦いかたをするって言ったでしょ。有言実行。たとえ面めん倒どう臭くさくても回りくどくてもえげつなくても勝ちは勝ちだよ。どう父さん、完かん璧ぺきに勝てたよ」

『まぁいいけどよぉ……。んだけど、ランクの高い怪モ造ン生ス物ターでパァーッと倒たおしちまうほうが簡単で早かったと俺は思うぜ。わざわざ下級の怪モ造ン生ス物ターつかわなくってもよォ……』

「破は壊かい力が高い怪モ造ン生ス物ター同士で戦わせたらどっちかが死んじゃうじゃん。殺すのは嫌いやなんだって」

　伊依は笑って、もはやぴくりとも動かない《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》たちに歩みよった。近づくとなんとも言えない肉が焼けている嫌な臭においが鼻をつく。

「さてと──とりあえず気絶させたけど、生命力強そうだし、これじゃいつまた目覚めるかわかんないね。ひとまず《魔ま力りよく》だっけ？　《魔力》を読んで、《鳳フエニ凰ツクス》の居場所を見つけたら虚界アンダカに送りかえそう。気絶してる怪モ造ン生ス物ターだったら送りかえすのも可能だよね」

『通常は怪造したやつしか怪消できねぇんだが──まぁ大だい丈じよう夫ぶだろ』

　滅作はしばし黙だまりこみ、やがてなんでもないようにつぶやいた。

『《魔力》は真まっ直すぐにあそこ──三番出口って書いてあるよな？　あっちらへんに向かってるぞ。しかし《鳳フエニ凰ツクス》も当然動きまわってるだろうし、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》が消えちまうと《魔力》まで消えちまうから、そいつら虚界アンダカに送りかえすのはちょっと待て。《愛デイアス蛇パイラル》怪造して緊きん縛ばくするとか、《眠シヤらクせテ姫イ》怪造して目覚めないようにするとか、なんか色々あるだろ』

「わかった。現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　ぽう、と伊依の両りよう腕うでに光が集まっていく。

　怪造には途と方ほうもない集中力が必要で、日に何度もやるのは大変である。しかし伊依はなんでもないように怪造をする。

　そんな伊依にも感心することなく、滅作は何気なくつぶやいている。

「しかし──気づいてるか、伊依」

「？」

　呪じゆ文もんと呪じゆ印いんをつづけながら、伊依はきょとんと首を傾かしげる。

　滅作が不ふ穏おんな言葉を口にする。

「この駅の気温は高すぎる。こいつァ《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》のせいだけじゃねぇぞ──」

　真しん剣けんな声で語るのだ。

「まるで駅の外がぜんぶ燃えているみたいだぜ」
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「人間の町／薄うす汚よごれたるが／精せい緻ちで美しきかな」

　少女のように少年のように、無む邪じや気きに天使は笑っていた。

　天使は薄汚れた工場の、すでに煙けむりを吐はきだすことをやめてしまった長い長い煙えん突とつの上に腰こしをかけていた。灰色に統一することが法律で決まっているかのごとき色しき彩さいを欠いた工場の群れのなか、鮮せん烈れつに輝かがやく彼女の姿はひときわ美しく映はえていた。周囲の空気はしんと静まりかえり、なんの音もしない。時おり、思いだしたように黒雲のすそにちろちろと稲いな光びかりが走り轟ごう音おんをたてるだけである。薄暗い空はただじっとりと湿しめり気けをおびていた。

「然しかし」

　天使の表情から無邪気な笑え顔がおが消える。

　遠くで船の汽き笛てきが響ひびいた。

「誰だれもいない／誰もいない／これではあちらと変わらない」

　少しだけ哀かなしそうに、《鳳フエニ凰ツクス》は可か憐れんな眉まゆをうなだれさせた。

　腰かけた工場の煙突が彼女の熱に負けて歪ゆがんでいく。気づいて、煉れん獄ごく色の翼つばさを広げて天使は飛びたった。

　飛びながら自分が破壊した町を見下ろす。かなりの高度を飛んでいるので瓦が礫れきの山もひどく造りものめいて見える。

　少し〝散歩〟をしただけで工場群は焦しよう土どと化し、残った建物も黒くろ焦こげになってしまった。脆もろくて、撫なでただけでどこも崩くずれてしまう。つまらないことである──天使は、拗すねた顔をしてぐるぐると意味もなく旋せん回かいした。

　人間の町は無人で、動くものがいないのも退たい屈くつだった。工場を貪むさぼり喰くって腹は満たされているが、単調な灰色がつづいているだけのこの町は欠伸あくびがでるほどつまらなかった。

　昨日、現界カナイに怪かい造ぞうされ、疲つかれ果てるまで飛ひ翔しようしてこの町で羽を休めた。そろそろ体力も回復してきたので、違ちがう場所へと移動をするのもいいかもしれない。

　どこかに楽しい場所があるはずだ。

　どうせこの町と同じように──すぐに壊こわれてしまうだろうが。

「…………」

　ふと気づく。

　町の端はし、ひときわ大きな建物から一人の人間が姿を見せていた。遠いのでどんな顔をしているのかもよくわからないが、生きて動いているものを見るのは久々だった。

　わずかに興味をそそられて、天使はそろりと近づいていく。

「ちょっと見るだけ／腹は膨ふくれておりますに」

　くるり、とその人間がこちらに顔を向ける。

「………！」

　天使は驚おどろいた。その長い髪かみを二つに分けている少女はこちらを見た。こちらを見てすぐに恐きよう怖ふから絶ぜつ叫きようしたようだが、この距きよ離りで、自分の存在に気づいたという事実が天使の好こう奇き心しんを燃えあがらせた。なんだろうあの人間は。どうして自分に気づけたのだろう。

「面おも白しろい／面白い」

　天使は囁ささやきながら滑かつ空くうし、静止、少女を焼き尽つくさぬよう体温を抑おさえて着地した。

　少女がつぶやいた。

「あなたが……」

　天使もつぶやいた。

「あなたは……」
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　こうして、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ空すかい井い伊い依よりと上級一位の怪モ造ン生ス物ター──《鳳フエニ凰ツクス》は、相対した。
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《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》から細く伸のびていた《魔ま力りよく》を辿たどる必要なんてないほどにその恐おそろしい怪物はすぐ近くにいた。そのことに伊依が気づいたのは、すでに駅から一歩も二歩も踏ふみ出してしまっていたあとで、暗い曇どん空くうに太陽のごとき照度と熱を保ち存在していたそれを視し認にんした瞬しゆん間かんに伊依は絶叫した。

　それは人間の理解を超こえた神とか悪あく魔まとか呼ばれる存在──直視しただけで脳のう髄ずいから爪つま先さきまでを焼き尽くされたように恐ろしく感じた。

《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の放っていた熱気なんて比べものにもならない優やさしさの欠片かけらもない絶対爆ばく熱ねつ。しかしそれはおそらく意識的に抑えられている。彼女が本気で熱気など放ったら伊依など一秒も待たずに焼き尽くされて気化するだろう。そんな確信ができるほどに獰どう猛もうなそれは炎そのもの。残ざん酷こくさと美び麗れいさを併あわせ持つ炎そのもの。炎そのものが、眼前にいた。

　それはとても美しい人間の姿をしていた。

　人間。限りなく人間に似た、しかし人間を超ちよう越えつしたなにか別の生き物。地上から数センチ浮ういている彼女は張り裂さけそうな声でクオオと咆ほう哮こうした。炎を固めて流したかのような淡あわく輝く金きん髪ぱつ。しなやかな腕うでに細い腰。皇すべらやかにたゆたう絹きぬに似た質感の服。そこからにょきりと伸びた裸足はだしに生えた爪つめは人間よりも猛もう禽きんに近かった。

　少女のように少年のように無む邪じや気きな好奇心に輝かがやく瞳ひとみ。口元には獰猛なようで無む垢くのようでもある微び笑しよう。ばぢばぢと弾はじける大きな翼はどうやらそれそのものが炎で、羽ばたくたびに千切れ絡からまり周囲の地面を溶とかしていく。

　そんな彼女は直視できないほどに眩まぶしい輝きを放っていた。神のように仏のように光に包まれていた。悪魔のように怪物のように炎ほのおをまとっていた。

　矛む盾じゆんした聖なる魔ま性しよう──炎の破壊神。

《鳳フエニ凰ツクス》。

　不死鳥。生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ター。灼しやく熱ねつの天使。上級一位の禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ー。

　錬れんノの島しまを殺した化け物。

　すう、と伊依の頰ほおを汗あせが伝った。

「あ──」

　どうやら伊依は魅み了りようされている。

　炎はひとを幻げん惑わくするものである。

　目が離はなせない。見み蕩とれるほどに美しい炎。

　それの正体は確認するまでもない。しかし伊依の口は意思に反して動いていた。

「──あなたが、《鳳フエニ凰ツクス》？」

　伊依の言葉に彼女はきょとんと不思議そうな顔をした。

「さて／然さもしれぬ／否いなやもしれぬ」

《鳳フエニ凰ツクス》は口元だけで微笑した。

「我は名前を持たぬゆえ／自ら名乗る真ま名なはなく／他人が囀さえずる仮かり名なは知れず」

「名前を……持たない？」

　伊依は戸と惑まどう。

《鳳フエニ凰ツクス》はつまらなそうにつぶやいた。

「例えば汝なんじは超ちよう高温の身体をもって生まれた自分を想像できやるか／生まれた刹せつ那なに両親を焼き殺し／友を求めて彷徨さまよえど誰だれをも燃やしてしまう自分を／名前を呼ばれることもなく／もちろん名乗れることもない／哀あわれな炎の怪物の気持ちを実感できるかえ」

「…………」

　伊依には想像できない。普ふ通つうの肉体をもち、当たり前に世界に祝福され、平へい穏おんに生きてきた伊依には《鳳フエニ凰ツクス》の気持ちがわからない。

「それが我の人生」

《鳳フエニ凰ツクス》は──寂さびしそうにつぶやいた。

「哀あわれんでくれるかえ」

　本当に、彼女は残酷な怪モ造ン生ス物ターなのだろうか。錬ノ島の話──そして宇う宙つ木きの話から、伊依はなんとなく《鳳フエニ凰ツクス》は心がない、残ざん虐ぎやくな怪モ造ン生ス物ターなのだという印象をもっていたが。

　ここにこうして立っているのは、拠より所もなくただ他人を求め、決して他人と触ふれられないことを嘆なげき、絶望している可哀かわい想そうな怪モ造ン生ス物ターだった。

　伊依には彼女の孤こ独どくがわからない。わかる、なんて口が裂けても言えはしない。しかし推測することはできる。他人を求めているのに、他人に近づけば殺してしまう。他人を傷つけたくないのに、身体からだが勝手に傷つけてしまう。

　その絶望はどれほどか。

　その哀かなしみはどれほどか。

　伊依は、できることなら彼女を抱だきしめてあげたい。彼女の孤独を癒いやしてあげたい。しかし彼女に触れるにはあまりにも伊依は脆ぜい弱じやくだった。

　自分の無力さが嫌いやになる。

　伊依はもちろん神様じゃない、全すべての生き物を平等に救うことなんかできない。

「《鳳フエニ凰ツクス》──」

　目の前の状じよう況きようを受けとめて、ちょっとでも多くの幸福が生まれる道を選せん択たくするだけだ。《鳳フエニ凰ツクス》はちゃんと語りあえる、説得が通じる相手のはずだった。ほとんど心の準備もできず相対することになってしまったが、誰も傷つかずに終わらせることだってできるはず。彼女を根本的に救うことはできないけど、とりあえず、今回の事件はきれいに終わらせることができるはず。

　自分が選べる最善の道はそれだ。

　伊依は真まっ直すぐに《鳳フエニ凰ツクス》を見つめて語りかけた。

「お願い、これ以上誰かを傷つける前に、虚界アンダカに帰って」

「帰るとな？」

　鳳フエニ凰ツクスは怪け訝げんそうに小首を傾かしげた。

「我は呼ばれてきただけにすぎぬ／少女よ／理由を示せ／理由の如何いかんによっては帰らんことも考えるに」

　気絶した怪モ造ン生ス物ターでもなければ、怪モ造ン生ス物ターはそれを怪造した怪モン造ステ学イス者トが怪消を命じなければ虚界アンダカには帰ってくれない。それ以外の方法としては、怪モ造ン生ス物ターに頼たのんで自主的に帰ってもらうという地道な方法しかないのだった。

　恐きよう怖ふだろうか──膝ひざががくがくと震ふるえる。

　圧あつ倒とう的な緊きん迫ぱく感かんに倒たおれてしまいそうだった。伊依は《鳳フエニ凰ツクス》のほんの気まぐれで殺されてしまうことを理解する。彼女がちょっと怒おこっただけで。

　伊依は必死に言葉を紡つむいだ。

「わがままな言い分かもしれないけど、人間を──あたしの同族を殺さないで。町を焼かないで。今ならこれ以上は殺さないで帰れるよ。それに──あなたを狙ねらっているひとたちがいるんだ。あなたはひとを殺したから、人間たちも怒っているんだよ。ここは危ないの、《鳳フエニ凰ツクス》──あたしはあなたに死んでほしくないよ。あなたはあなたのいるべき世界に帰って！　あなたがいるべき虚界アンダカに帰って！」

　瞬しゆん間かん。

「我がいるべき／世界──」

　ぶわ、と。

《鳳フエニ凰ツクス》の周囲を取りまいていた熱気が地じ獄ごくのごとき凶きよう悪あくさを露ろ出しゆつさせた。

　その急激な態度の変化に伊依は驚おどろいて数歩だけ後退する。

「我がいるべき──」

《鳳フエニ凰ツクス》は、すう──と無表情になった。

　伊依は顔や腕うでがじりじりと炙あぶられるほどに周囲の気温が上がっていることを知った。

「──世界？」

　視線は虚うつろで視点は朧おぼろろで彼女はどこかうわの空だった。

　気温だけがひたすらに上じよう昇しようしていた。

　空気が熱くて──伊依は咽むせびながら叫さけんだ。

「《鳳フエニ凰ツクス》？」

　しかし呼びかけは届かない。

「我がいるべき世界／なんて」

　轟ごう、と炎ほのおの翼つばさが屹きつ立りつした。

　伊依は尋じん常じようではない彼女の雰ふん囲い気きに喉のどをつまらせて沈ちん黙もくした。

　だがもう遅おそい。伊依はすでに《鳳フエニ凰ツクス》の逆げき鱗りんに触れていた──。

「我がいるべき世界／なんて／何処にあるというのか／少女！」

　怒いかり。悲しみ。寂さびしさ。諦あきらめ。憎にくしみ。歯は痒がゆさ。悔くやしさ。自じ嘲ちよう。

　それらを等しく封ふう入にゆうし炸さく裂れつさせた炎が鳳フエニ凰ツクスの全身から迸ほとばしった。

　灼しやく熱ねつは──恐おそろしい速度で空気を爆ばく散さんさせながら伊依に迫せまる。

　悲鳴をあげるほどの慈じ悲ひ深い時間もなく。

　反応ができるほどの猶ゆう予よもなく。

　迫る炎に──伊依はなすすべもなく見とれる。

　白く、圧倒的な炎。

「────」

　瞬間。

「くるさだんちゅら！」

　彼女はまるでそれが当たり前なのだと言わんばかりに飛びだしてくるのだ。こんなに小さな身体のどこにこれほどの力が秘ひめられていたのだと疑問に思う。恐怖と驚きよう愕がくに動けぬ情けない伊依の腰こしを突つき飛ばして。自分の身を守ることなんて一つも考えないで。

　白い──白い振ふり袖そでの彼女は、突き飛ばされて茫ぼう然ぜんとする伊依に。

　最後に小さく微笑ほほえんで。

　爆ばく炎えんに焼き尽つくされて──消えた。
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　どうして名もない《雪クールキ童ユーテイ》に〝桃もも子こ〟という名をつけたのかとよく訊きかれる。怪モ造ン生ス物ターに名をつけるなんて愚おろかだとか、せめて〝雪ゆき子こ〟とかのがわかりやすいだろうとか。

　しかし伊依はめげずに彼女を桃子と呼びつづけた。最初に彼女を怪造したとき、理由はよくわからないが「このコは桃子ちゃんだ！」という確信があったのである。

　あれは伊依が初めて怪造を成功させたときだから、ちょうど母が死んだころだ。父はすでに他界していたものと思っていた伊依は、母を失い一人ぼっちになっていた。実際はそのころ父はまだ生きていて、母の実家に居場所がなくなった伊依はその後、父に引き取られることになったのだが。およそ一年か──一年半か、伊依は一人ぼっちで暮らしていた。

　その当時はまだ伊依も怪モ造ン生ス物ターを〝友達〟だなんて思っていなかった。なんか便利な生き物だなと漠ばく然ぜんと思っていただけだった。伊依は怪モ造ン生ス物ターが自分の考えで動いているとは思っていなかった。機械と同じで命令に従い動くだけの奴ど隷れいだと思っていた。

　だから彼らが母を失い泣きじゃくる自分を慰なぐさめてくれるなんて思わなかった。

　母が死んだ日。たまたま怪消せずに残していた下級の怪モ造ン生ス物ターの桃子が、えぐえぐと泣く伊依の目元に白い振袖をそえてくれていた。何をするんだと伊依は手足を暴れさせたが、彼女は静かに涙なみだを拭ぬぐってくれた。そしてよしよしとでも言うようにしゃがみこんだ伊依の頭を撫なでてくれたのだ。

　伊依は気がついたら彼女に縋すがりついて泣きじゃくっていた。泣いて泣いて泣きじゃくって寂しい哀かなしいとひたすらに訴うつたえていた。桃子は泣きたいだけ泣いていいよという顔で優やさしく慰めてくれた。伊依は母を失い一気に寂しくなった世界で、桃子の存在によりどうにか生きる希望を失わずにすんだのだ。

　だから桃子は伊依にとって恩人で、その日から伊依にとっては全すべての怪モ造ン生ス物ターが友達だった。彼らは奴隷なんかではない。伊依は母を失ってようやくそれに気づいたのだ。

　彼らにも心があり、伊依を愛し慰めてくれる優しさが存在する。それなのにそんな彼らを階級化し、奴隷化し、時には実験によって命を奪うばってしまう怪造学界や父は間ま違ちがっている。伊依はそう思った。

　だからがんばって偉えらい怪モン造ステ学イス者トになって、今の怪造学界を変えてやろうと誓ちかった。

　人間と怪モ造ン生ス物ターが仲良く暮らせるそんな世界をつくろうと伊依は誓ったのだ。

　つまり桃子は今の伊依を形作ってくれた大切な存在で、ずっと一いつ緒しよに生きてきた友達であり家族だった。思いだす。一緒に料理を作ったこと。海に行ったり山に行ったり学校に行ったりいつでも二人は一緒だった。二人で笑い、楽しみ、幸せに、慈いつくしみあい、これまで伊依は桃子と奇き跡せきのような日々を生きていたのである。

《雪クールキ童ユーテイ》の桃子。純白の振袖に映はえる真しん紅くの下げ駄た。黒い扇せん子すは伊依以外には触さわらせない桃子のお気にいり。癖くせのない真まっ直すぐな髪かみ。黒目がちの大きな瞳ひとみ。わりと無表情だけど笑うととても可愛かわいい。綺き麗れいな舞まいを踏ふむ。好物は牡ぼ丹た餅もちとミントアイス。犬が苦手で見ると小さくなって怯おびえる。くるさだんちゅら、と意味不明な声をだす。

　伊依の──友達。

　誰だれよりもそばにいてずっと守ってくれていた存在。

　父よりも、母よりも、香か美みよりも、近しい存在。

　伊依が初めて怪造した怪モ造ン生ス物ター。

　伊依の生きかたを変えてくれた恩人にして親友。

　桃子。

　桃子が。

　死ん──。

　否いな。

　殺されてしまった。

《鳳フエニ凰ツクス》の放つ火か炎えんから伊依をかばって桃子は白熱のなかに消えてしまった。

　灰も残らず煙けむりになって可か憐れんな少女は散ってしまった。

　桃子は殺されてしまった。

　伊依のせいで。

　伊依の──せいで。
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　すう、と腕うでを交差させる。

　擦こすれた《門ＧＡＴＥ》が小さく音をたてた。

　伊依は脳内に渦うず巻まく感情の正体を摑つかめないままに呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「……現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め、死し人びと漁あさりの魔ま窟くつを越こえて、濁にごりの大河に身を浸ひたす、水すい晶しようの森を縫ぬい抜ぬけて、毒の神しん殿でんを這はいずって、祭さい壇だんの裏の隠かくし扉を手にした槌つちで破は壊かいする、開ひらけた闇に食われて進み、血吸い蝙こう蝠もりの襲しゆう撃げきを避さけ……」

　的確にそして正確に、伊依は定められた道順を追って虚界アンダカの闇を駆かけ抜ける。

《鳳フエニ凰ツクス》は目を丸くした。

「何をしやるか／少女」

　伊依は彼女を完全に無視してひたすらに呪文を唱え呪じゆ印いんを刻む。だが《鳳フエニ凰ツクス》にも伊依が何をしようとしているのかはわかったのだろう、静かに激げつ昂こうしていた彼女の表情に好こう奇き心しんに満ちた微び笑しようが浮うかんだ。

　灼しやく熱ねつの天使は両手を広げる。

「誰を呼びよせるつもりかえ？」

　少女のように少年のように《鳳フエニ凰ツクス》は無む邪じや気きに笑った。

「誰でも好きに呼びやりや／我を駆くたんほどの存在を汝なんじが呼べるわけも無し」

《鳳フエニ凰ツクス》は伊依の怪造を待つつもりになったのか、腕を組んで体の温度を抑おさえた。

　伊依は彼女を完全に黙もく殺さつしている。ただ異様な集中力を発揮させていた。

　それはすでに殺気とも呼べる鬼き気きせまる気き迫はく。

　自覚する。自分は《鳳フエニ凰ツクス》に対して明確な殺意を抱いだいている。

　だからこそ自分はあれを怪造するという恐おそろしい道を選んでしまったのだ。

　一いつ瞬しゆんでも怪造してしまえば取り返しがつかない、まさしく最終兵器を──。

　自分ごときに怪造できるとは思わないが──やるだけ、やってみる。

　伊依は近づいてくる存在感に無我夢中で呪印を刻んだ。

　その場所への道みち筋すじはあらためて思いだす必要がないほど克こく明めいに覚えている。自分は何度も何度も何度も父からその道を教えこまれて成長してきたのだ。

　伊依はこの怪造をするために生まれてきたと言っても過言ではない。

「……絶ぜつ壁ぺきの果ての扉の群ぐん集しゆう、扉は赤の三十七番、鍵かぎは菱ひし形がたの六十六番、解かい錠じようし、足を滑すべらす凍こごりの舞ぶ台たいを嚙かみつき靴ぐつで削けずり歩く、右から中央は落下穴、左の細い道を行く、氷柱つららの牙きばを掠かすめかわして無音の峠とうげに辿たどりつく、闇の魔ま城じようを振ふり仰あおいで歩く……」

　伊依は、父の思おも惑わくどおりこの怪造に命を捧ささげるなんて嫌いやだった。

　伊依は伊依なりに伊依のための怪造をしたかったのだ。

　あんなものを起こす必要なんてない。触ふれてはいけない存在はあるのだ。あれは、あんなものは、とても人間に制せい御ぎよできるものではない。父ですら失敗したのだ。あれは、どう考えても、伊依には見ることも近づくこともできない神であり悪魔だった。そんなものに手をだしても死んでしまうだけではないか。人間のできることはたかが知れている。どんなにがんばっても願っても人間は永遠には生きられないし、時間を越えることもできないのだ。不可能なことは不可能。伊依は生しよう涯がいあんなものに手をだすつもりなんてなかった。

　確かにあれを怪造することができれば《鳳フエニ凰ツクス》なんて軽く殺せるだろう。圧あつ倒とう的に強力なあれの前では《鳳フエニ凰ツクス》といえども小鳥同然だ。本当に呆気あつけないほど簡単に、完かん膚ぷなきまでに殺してくれるだろう──殺してしまうのだ、あれは。

　だから──嫌だった。

　たとえ《鳳フエニ凰ツクス》を倒たおす方法があれを怪造すること以外にないとわかっていても、伊依にはそんな選せん択たくはできなかった。だって怪モ造ン生ス物ターは友達で、あれはそんな友達を必ず殺してしまうから。だから最後の最後まで、桃子を失ってしまったこんな窮きゆう地ちに追いつめられるまで、伊依はあれを怪造するつもりにはならなかった。

　怪モ造ン生ス物ターを殺したくなかったのである。

　しかし──もう駄だ目めだ。

　我が慢まんできない。

　桃子を殺されてなお笑って加害者を許せるほど伊依は菩ぼ薩さつな精神構造をしていない。憎にくたらしい。殺してやる。よくも桃子を殺したな──そんな気持ちが伊依に芽生えた。

　伊依はそしてあれを怪造することを決める。

　それは桃子を殺されたことに対する復ふく讐しゆうであり。

　町を滅ほろぼした《鳳フエニ凰ツクス》に対する制せい裁さいであり。

　どこまでも不ふ甲が斐いなく情けない己おのれに対する自じ虐ぎやくだった。

　伊依が間ま違ちがったせいで、伊依が身の程ほどを知らなかったせいで、伊依が夢見がちな考えで行動してしまったせいで──桃子が、友達が殺されてしまった。

　伊依のせいで桃子が死んだ。

　ならば責任は取るべきである。

　伊依は全てを犠ぎ牲せいにしてでも戦うことを決めた。

　心は驚おどろくほど残ざん酷こくに冷たくて、だから涙なみだはでなかった。

　あぁ、と伊依は思う。

　自分はやっぱり空すかい井い滅めつ作さくの娘むすめらしい。研究実験のために千単位で怪モ造ン生ス物ターを殺していたあの《愚おろかな賢けん者じや》の。だからこんなに落ちついていられる。血も涙もなく敵を殺せる。そんな自分が少しだけ恐ろしくて──同時に、とても滑こつ稽けいに思えた。

　伊依の眼めから涙が零こぼれた。

　ぽろぽろ、ぽろぽろと零れた。

　手は呪印を刻んでいるので涙は拭ぬぐえず、だだ流れた。頰ほおを熱い液体が濡ぬらす。呪じゆ文もんの声に涙が混じる。足が震ふるえる。心が痛む。桃子の最後の表情が忘れられない。

　伊依は唐とう突とつに申し訳なくなった。

　過去の──夢を見て、輝かがやいて、理想を語っていられた真まっ直すぐな自分に。

　自分みたいになるなと笑った──錬れんノの島しま了りよう信しんに。




　どうやら自分は先生の二の舞です。




「……魔城の掛かけ橋はしを降ろして固定し、亡もう者じやの番兵を聖水で散らす、粛しゆく然ぜんたる闇やみの回かい廊ろうを巡めぐり、髑どく髏ろの扉とびらを開け放つ、油絵タブロオの罠わなを突とつ破ぱして、冒ぼう険けん者どもの亡なき骸がらを仰ぎ……」

　伊依の呪文が最高潮に達したまさにその瞬しゆん間かんだった。

　びしり、と空気が爆はぜる音がした。

「な──」

　うわずった、裏返った声。

　それは誰だれの声だったろう。

「汝なんじが──」

　それは──上級一位の怪モ造ン生ス物ター、《鳳フエニ凰ツクス》の声だった。

　ようやく伊依が何を呼びだそうとしているのか理解したのだろう。

　それは──怯おびえた、まさに怯えたとしか表現できない恐きよう怖ふに凍った声だった。

　伊依は無視する。

《鳳フエニ凰ツクス》は絶ぜつ叫きようした。

「汝が──何ゆえそれの居場所を知っているッ？」

　怒ど声せいとともに想像を絶する爆熱が伊依を吹ふき飛ばした。

　しかし伊依は灼しやく熱ねつに肌はだを焼かれ、全身に激痛が走ろうとも動じず、すぐに立ちあがった。呪文と呪じゆ印いんは止まらない。正確に刻々と伊依はその場所に近づいていく。

　そこはあらゆる干かん渉しようを拒こばむ闇という闇の最果て。

　生者も亡者も行きつくことは叶かなわぬ、まさに極地と呼ばれる領域。

　名づけられた名前はない。

　ただその場所と呼ばれている。

　同じく名もない虚界アンダカの支配者が微睡まどろんでいるだけの無む間げん地じ獄ごく。

　全てを廃はいしたその場所に小こ柄がらな冒険者が近づいていた。

「止よしや！　それを目覚めさせてはならぬ！」

《鳳フエニ凰ツクス》は裂れつ帛ぱくの気合とともに叫さけんだ。

　その声は衝しよう撃げき波はとなって伊依を吹き飛ばす。しかし伊依はすぐ立ちあがり呪文と呪印をつづけるのだ。《鳳フエニ凰ツクス》は恐きよう慌こう状態になり、とにかく伊依を殺そうとした。

　天使の灼熱色の翼つばさが意思を伝えてばりばりと羽ばたいた。《鳳フエニ凰ツクス》は宙に躍おどりあがると空気を劈つんざくようなクオオという叫び声をあげ、炎ほのおの翼から燃える紅ぐ蓮れんの球体を放った。

　轟ごう、と凄すさまじい熱量が迫せまってくる感覚。

　熱気が伊依の長い髪かみを後方になびかせた。

　伊依はしかし動かなかった。もとより避よけられるわけがない。

　瞑めい目もくし、ただ一心に呪文と呪印をつづけるのみ。

　……そうして最後の悲劇が起こった。

　火か炎えんの球体が伊依の肉体を抉えぐり飛ばすように見えたまさに瞬間、頭部と肩かたにとまっていた三体の怪モ造ン生ス物ターが当然のように動いた。《闇スポツ紡トナぎイト》と《木霊メガオン》──伊依に能力を認められ、ともに戦った怪モ造ン生ス物ターたちは殉じゆん教きよう者しやのように、壮そう絶ぜつに散った桃子の遺志を受け継つぐように、伊依の勝利をただ願うように飛来する球体にその身を投げだした。

　爆ばく音おん。

　びりびりびりと大地が震しん撼かんし瓦が礫れきが跳はねあがった。

　爆風が黒こく煙えんを消し飛ばし──そして、あとには何も残らなかった。

　三体の怪モ造ン生ス物ターも伊依を護まもりその身を犠ぎ牲せいにして、死んだ。

　伊依は──壮そう絶ぜつな表情をした。

　生きながら心臓を抉りだされた人間はきっとこんな表情をするのだろう。身体からだの中心にある大切な部分が奪うばわれた哀かなしみの表情。しかし伊依には彼らの死を悼いたんでいる余よ裕ゆうなどはなかった。泣き叫ぶ口があれば呪文を。冥めい福ふくを祈いのる手があれば呪印を。そう思い──伊依は怪造を続けるしかなかった。彼らの死を無む駄だにしないためにも。

「……地下に眠ねむるは秘密墓地、二番目の墓の十じゆう字じ架かを上げ、軋きしむ梯はし子ごを慎しん重ちように降り、深き奈な落らくに飲みこまれ、薄うすい光の大広間に出る、謁えつ見けんの間の玉座の闇を見──」

「な──」

《鳳フエニ凰ツクス》は自ら命を投げだしていく同どう朋ほうたちに、吹き飛ばされてもめげずに怪造を続ける伊依に、恐怖すら感じているような表情と声でつぶやいた。

「──何ゆえ／小枝のように脆ぜい弱じやくな汝が／命を削けずり友を見殺してまで戦える？」

　空中で、炎の翼をはためかせながら彼女は怯えていた。

「理解できぬ／あな恐おそろしや！」

　怯えた彼女はそして伊依に対する攻こう撃げきをやめていた。

　その幸運な時間にもう伊依はその場所に辿たどりついていた。

　過去、空井滅作というただ一人の男を除のぞいて誰も踏ふみこんだことのなかった真の暗くら闇やみに。

「──見つけた」

　伊依は小さく、強い鬼き迫はくの込こめられた声でそう言った。

　ず、ず、と闇が──通常の怪造では光が満ち溢あふれるはずのその瞬間にも、闇が、光を食い散らかすような闇が現界カナイには姿を見せていた。それは全すべての希望を絶望に変え、全ての天国を地じ獄ごくに変え、全ての天使を悪あく魔まに堕だ落らくさせる腐くされて澱よどんだ暗黒の瘴しよう気き。

　同時に、伊依を中心にして周囲に激しい震しん動どうが捲まきおこる。大だい地じ震しんのように激げき烈れつな揺ゆれ。工場の壁かべが倒とう壊かいし瓦が解かいし軒のき並なみに崩くずれていく。地面に亀き裂れつが走り瓦が礫れきが降りそそいでくる。

　虚界アンダカの支配者が目覚める──それは胎たい動どうだった。

『…………さぁて』

　静かに、ここまで傍ぼう観かんを決めこんでいた怪レイ造・モ学ンス教テイ授アがつぶやいた。

『こっから先は俺も知らない禁断の領域だ──せいぜい、目め垢あかの掃そう除じでもすっかね』

　滅作は真しん摯しにつぶやいている。

『……見み逃のがしちゃあいけねぇもんな。俺はこれが見たかったから今日まで死に損ぞこなってきたわけだし……。しっかし、マジで見つけちまったよ馬鹿娘が。やればできんじゃねぇかよ。……けっ、悔くやしいぜ伊依。てめぇはもう俺を超こえちまったな──』

　滅作は満足そうに笑った。

『いいだろう、存分に──空井伊依を名乗りやがれ』

　髑どく髏ろの声が耳じ朶だを打ち、結んだ髪が跳ねあがる。

　偉い大だいなる父を乗り越こえて──伊依は呪じゆ文もんを口にする。

「暗黒の皇こう帝てい──。奈落の主──。漆しつ黒こくの破壊神──。それはこの世の陰いん陽ようの〝陰かげ〟の部分だけを集めた存在。それには光がない。光がないから輝かがやきがない。輝きがないから姿が見えない。完全無む垢くなる闇そのもの。名もなき魔城で永と久わに微睡まどろむそれに名づけられた名前はない。だけど父さんはこう呼んでいたね──」

　闇を手に。

　光を瞳ひとみに。

　空井伊依は真まっ直すぐな声で叫んだ。

「……虚界アンダカの支配者、《魔ダーク王・オズ》──怪造ッ！」

　少女の言葉と同時に暗黒の皇帝が闇の玉座から立ち上がる。
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　その時。

　上級一位の怪モ造ン生ス物ター──《鳳フエニ凰ツクス》はただ怯おびえていた。

　眼前。

　華きや奢しやな少女を取り巻くように。

　世界を隅すみから隅まで照らす炎ほのおすら怯えさせてしまう存在が降こう臨りんしていた。

　それはどれだけ照りつけても駆く逐ちくできぬ暗闇。それはどれだけ焼き尽つくしても殲せん滅めつできぬ漆黒。絶対だと思う自分の炎ですら幽かすかにも揺るがせぬ闇そのもの。

　天使はその暗闇が魔王と呼ばれていることを知っている。

〈……孤こ独どくな灼しやく熱ねつよ──〉

　少女の身体からだを包む暗闇がくぐもった低い声をあげた。それは誰だれかの声に似ていると思ったら、どうやら自分の声だった。それは《鳳フエニ凰ツクス》の声を反射させ歪ゆがませて別の声にして送り返しているのだ。自分の声はどこか泣いている子供に似ている気がした。

　天使は静かに理解する。虚界アンダカに生きる怪モ造ン生ス物ターならば誰でも生まれつき知っている。

　虚界アンダカの支配者──魔王の存在を。

　それは虚界アンダカの支配者にして創造主、虚界アンダカそのものにして全ての怪モ造ン生ス物ターの中心。それはいつでも闇の牙が城じようで自分たちのことを眺ながめていた。

《鳳フエニ凰ツクス》は──ずっと魔王に会いたかった。

　会って、尋たずねたかった。根本的でひどく簡単な問い。

　自分の名前はなんというのか。

　自分はいったい何者なのか。

　しかし同時に恐ろしかった。積極的に神に会いたいと思える罪人がいるだろうか。神の口からおまえは救いようがないと断言されたがる者がいるだろうか。ゆえに、《鳳フエニ凰ツクス》は怯えている。ずっと胸に抱いだいていた問いを口にすることもできず。

　炎そのものと闇そのものの会話は短かった。

〈孤独な灼熱よ──私はいつも貴様を見ていた〉

「暗黒の支配者よ／我はいつでも貴方あなたの視線を感じていた」

《鳳フエニ凰ツクス》は応こたえて、衝しよう動どう的に問いを口にした。

「支配者よ──我は問う／何ゆえ我を創つくりたまいしか」

　悲痛な、搔かきむしるような声だった。

「我は理解している／貴方が我を創ったこと──そのうえで問いかける／何ゆえ我を創りたまいしか／呼吸のたびに同と胞もを焼き／ひとたび飛べば故郷を燃やす／このような身体からだに我を創ったその理由を問う」

　天使は暗くら闇やみを睨にらみつける。

　周囲の瓦が礫れきに次々と炎が宿った。

「あぁ我は貴方を憎にくむ／少しの理由もなかったならば／我の孤独は報むくわれぬ／我は何時いつでも寂さびしかった／我は生まれ落ちてからまさにこの瞬しゆん間かんまで／寂しい心を癒いやされたことがただの一いつ刹せつ那なもありませぬ／我は世界の異物／支配者よ──何ゆえ我を創りたまいしか／世界に不必要な生物──我のような化け物を？」

　泣いているような声で《鳳フエニ凰ツクス》は叫さけんだ。

　しかし炎は涙なみだを流せない。

〈壊したかったのだ──〉

　天使の声に冥めい王おうは低く、仄ほのかに陰かげった声で答えた。

《鳳フエニ凰ツクス》はぴくりと眉まゆを動かす。

「──なんと？」

　歓かん喜きと愉ゆ快かいに満ちた──悪い虫が騒さわぐような声で魔王は笑った。

〈壊したかったのだよ。境界を──〉

「──いかなる／意味か……？」

《鳳フエニ凰ツクス》は何故なぜだろう、とても──曰いわく表現し難がたい〝嫌いやな感じ〟をもった。

　虚界アンダカの支配者は笑っている。とても邪じや悪あくに。ただ邪悪に──。

〈──死にゆくものに知る必要はない──〉

「────」

　瞬間、暗闇が伸びる。

　伸びた暗闇は《鳳フエニ凰ツクス》の腰こしに喰くらいつき、瞬間、その下半身を粉々に吹ふき飛ばす。無数の火の粉が散り、絶ぜつ叫きようをあげながら《鳳フエニ凰ツクス》は空中をもがいた。

　見えなかった。

　反応なんてできるわけもなかった。

　恐きよう怖ふも痛みも感じる暇ひまはない。

〈さらばだ。我が子よ〉

　魔王の言葉が耳に響ひびいた。

「あぁ──」

　さらに伸びてきた無数の暗闇に全身を砕くだかれながら、《鳳フエニ凰ツクス》は小さくつぶやく。

「我の名前──結局わからぬまま」

　自分が誰だかわからず生まれ、名前も知らずに生きてきて。

「る───」

　こうして誰にもなれないまま、なんの意味もなく死んでいく。

「らら────」

　最後に残った頭部でどうにか歌を口ずさもうとしたが、自分の全存在が砕け散るまでに好きだった歌の一音節すら歌いきることができなかった。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




「────」

《鳳フエニ凰ツクス》が欠片かけらも残さず暗闇に潰つぶされて消えたのを見届けて、ふと、伊依は気力が尽つきたか焦こげついた地面に仰あお向むけに倒たおれた。

　彼女の全身はずたぼろで、心はもっとぼろぼろで、実際のところ今まで立っていられたのが不思議なくらいだった。伊依は地面に倒れ伏ふし、失神したのかすでにぴくりとも動かない。無人の町の静せい寂じやくが小こ柄がらな体たい軀くを包みこんでいる。

　夢見る少女の活劇はここでいったん閉幕のようだった。

　だから──これは、このぽっかりと間が抜ぬけた空白の時間は。

　嫌な雰ふん囲い気きの舞ぶ台たい裏。夢の裏側の不要な会話──。

『よう──』

　伊依の胸にぶら下がっている髑どく髏ろの首くび飾かざりが暗闇に語りかけた。

『久しぶりだなぁ、魔王。おい、俺を忘れたとは言わせねぇぞ』

　光を通さぬ暗いだけの闇やみは声に気づいて失しつ笑しようした。

〈……貴様。やはり貴様か。私に初めて接せつ触しよくした者。やはり貴様が関かん与よしていたか〉

『俺は空井滅作だ。そんでこいつが空井伊依』

　闇は目を閉じ死んだように眠ねむる小柄な少女の頭部に集まる。

〈貴様の娘むすめか……くく、どうもお互たがい最悪の親のようだな〉

『あん？　あの可愛かわいい炎ほのおの小鳥はてめぇの子供だったのかよ？』

　暗黒の皇こう帝ていは滅作の声を反はん響きようさせて笑う。

〈……くく、どうやら貴様も完全には私のことを把は握あくしていないようだな。私は貴様らが虚界アンダカと呼んでいる世界の支配者であり世界そのもの。……ゆえに、虚界アンダカに生きる全すべての生物は私の子供と言えぬこともない。……あの灼しやく熱ねつも言っていただろう、どうして自分を創つくったのかと。あれは愚おろかだったが、愚かなりに理解していたようだな〉

『てめぇの目的は──なんだ？』

　空井滅作はいつになく真しん摯しな声で言った。

『俺の目的は単純な話、てめぇを怪造することだ。天才だったこの俺が命を懸かけても怪造できなかった存在──魔王、てめぇを怪造することだけが俺の唯ゆい一いつの願いだった。俺に怪造できねぇ怪モ造ン生ス物ターなんているわきゃねぇと思ってたもんよ。そんな俺の、とうとう最後まで見ることができなかった無二の存在──てめぇを見る、見てみたい、見ないことには死にきれねぇ、そう思って死に損ぞこなって俺は娘を利用してまでてめぇを追い求めた』

　滅作は伊依の幼い顔を見る。

『……こいつにはひでぇことをしたよ。さんざん鍛きたえて苛いじめて叱しかって背中を叩たたいて走らせた。こいつにも夢があったろう、思い描えがいていた未来があったろう、だが俺はそれを全部捨てさせた。俺の夢をこいつに植えこみ、俺の理想をこいつに刻みこんだ。こいつもいろいろ反発してたがな──結局は、こうだ。俺の思うまま魔王を怪造し、《鳳フエニ凰ツクス》を殺し、全てを失った。目覚めたこいつはきっと明日からの人生を楽しめない』

　沈ちん痛つうな声でつぶやいて、それからすぐにまた不敵な口調に戻もどる。

『──って、俺の事情はどうでもいいんだよ。それよりも……てめぇだ、てめぇは俺のときには制せい御ぎよもさせずに暴れ狂くるいやがったくせに、どうして伊依の怪造には応じた？　完かん璧ぺきに呪じゆ印いんと呪じゆ文もんを教えこんだとはいえ、こいつは怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだぞ。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの俺を歯し牙がにもかけなかったてめぇが簡単に召しよう喚かんに応じたのは解げせねぇな』

〈…………〉

　闇そのものは沈ちん黙もくした。

　がらがらがら、と炎をまとった建物のひとつが壊かい滅めつした。

〈私は虚界アンダカそのものだ〉

　くりかえして、含ふくみ笑いを混ぜたような声で魔王は語る。

〈だから私は虚界アンダカのどこにでもいる。ゆえに私は全ての怪モン造ステ学イス者トとつながっている。もちろん貴様の娘──空井伊依とも、つながっている。私は永遠の微睡まどろみのなかで彼女の夢を聞いた。聞いて──〝これだ〟、と思ったのだよ空井滅作〉

『こいつの──夢？』

〈怪モ造ン生ス物ターと人間が一いつ緒しよに暮らせる世界をつくる、だ〉

　暗黒の皇帝は底知れない邪じや悪あくな声で、ふふふ、と笑った。

〈素す晴ばらしい。素晴らしい夢ではないか。彼女は下らない境界に隔へだてられ幽ゆう閉へいされている私を解き放ってくれると言ったのだ。この私を、虚界アンダカの暗くら闇やみから光り輝かがやく現界カナイへと招しよう待たいしてくれると言ったのだ。もちろんまだ彼女は未熟だ。まだまだ無知で無力な虫けらでしかない。しかし──空井滅作、貴様も理解しているだろう。彼女の恐おそろしいまでの才能を〉

　魔王の声には愉ゆ悦えつが混じっていた。

〈彼女なら、空井伊依なら、ある意味では無む謀ぼうともいえるその夢を叶かなえることも可能。そう私にこの私に確信させるほどの才能を彼女は持っている。私は彼女に賭かけたのだ。だから私は彼女をあらゆる災さい厄やくから庇ひ護ごすると決めた。ゆえに彼女の怪造にも応じたし、命じられるままに我が子を殺した。全ては空井伊依の夢のために！　全ては私の──虚界アンダカの解放のために！　全ては境界の破は壊かいのために！　私はここにこうして来た。貴様には見み出いだせなかった彼女の可能性に導かれて来た〉

『て──』

　まさか。

『てめぇ──は』

　震ふるえる滅作の声に、堪こらえられないというように笑いながら魔ま王おうは応こたえた。

〈くく──私の目的に気づいたか空井滅作。そうだ──〉

　暗闇は絶望色の声こわ音ねで告げた。

〈──私は解き放たれた瞬間にこの世界を征服するぞ〉

　滅作は──自分が、自分の夢が、最悪の魔物を呼び寄せてしまったことを知った。

　それはこの世の邪悪だけを集めたもの。陰いん陽ようの陰いん。明暗の暗。《魔ダーク王・オズ》──。

　魔王が望むのはいつでも平和で安あん穏のんな世界の虐ぎやく滅めつだ。

　暗黒の皇帝は伊依の周囲に拡散して笑い、ふと、静かな声音に戻った。

〈……だがな。今回、私は彼女の才能を確かく認にんしに来ただけに過ぎない。これはあくまで崩ほう壊かいの序章だ……。あまり空井伊依に負ふ荷かをかけては彼女を殺してしまいかねないし、私もこう見えてなかなか自由には動けぬ。ゆえに、今は彼女が現界カナイと虚界アンダカの境界を破壊してくれるまでまた永と久わに微睡むことにしよう〉

　そして幽かすかに笑い、気絶している伊依の周囲を取り巻くと付け加えた。

〈そうそう──この調子では彼女はうっかり潰つぶれかねない。彼女が停てい滞たいしてしまうとこちらとしても困るのでな──魔王から心ばかりの贈おくり物をさしあげよう。《雪クールキ童ユーテイ》の桃子といったか、あの子を再構築してやる。貴様が彼女に親友の復活を教えてやるがいい、そして魔王からの励はげましの言葉も伝えてくれ〉

　魔王は酷こく薄はくに笑う。

〈あらゆる伊依の敵はこの魔王が始末する。あらゆる伊依の願いはこの魔王が叶えてやる。対価は貴様らの世界だ──せいぜい、夢に向かって邁まい進しんするがいい、と〉

『…………』

　不ふ穏おんすぎる魔王の発言に──滅作は負けじと不敵な声を返した。

『ふん──全すべては自分の手のひらの上って態度しやがって。ただ言っとくがな、俺の娘むすめはてめぇなんぞの思いどおりになるタマじゃねぇぞ。馬鹿だから確実に予想もできねぇ奇き行こうをやらかしててめぇの期待を裏切るぜ。あいつを甘く見て足元をすくわれねぇようにな。せいぜい今のうちだけ勝ち誇ほこって笑っていやがれよ』

《愚おろかな賢けん者じや》──空井滅作は威い風ふう堂どう々どうと宣言する。

『うっかりしてっと逆に伊依に征服されちまうぞ、虚界てめえのほうがよ』

〈それもまた──面おも白しろい〉

　最後にその言葉を残し──魔王は現界カナイから完全に消しよう滅めつした。

　残されたのは廃はい墟きよと、世界の命運を託たくされてしまった小こ柄がらな女の子。
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「……以上が、今回の事件について我々が把は握あくしている事象の概がい要ようです。ほとんどの部分は現在、精神が不安定な状態の空すかい井い伊い依よりからの伝聞であり、整合性に欠けているところも多々ありますが、我々の調査力ではこれが限界でした」

　古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の過か剰じように暖だん房ぼうされた校長室──直立不動の姿勢で報告を終える蟻あり馬ま磁じ獄ごくに宇う宙つ木き氷ひ蜜みつは氷こおり色いろの瞳ひとみを向けた。

「ご苦労、忙いそがしいところを悪いわね蟻馬くん」

《鳳フエニ凰ツクス》が巻き起こした事件が終息を迎むかえ、事後処理まで一段落した事件終しゆう了りようから丸一日がたった夕方である。

　時刻は午後六時。放課後で、部活動のない生徒はすでに帰き途とについている。錬れんノの島しまの事故死により校内はいまだ落ちつかず、本当の意味で学校が平へい穏おんを取り戻もどすにはまだ時間がかかりそうだった。

　宇宙木は蟻馬からの報告で事件の概要を摑つかみ、しばし沈ちん黙もくして内容を咀そ嚼しやくしている。

《鳳フエニ凰ツクス》の消滅──それは構わない。しかし魔王の出現ともなると話が違ちがってくる。

　予想できないことでもなかったのに──その可能性を失念していた。そうだ、伊依は空井滅めつ作さくの娘。選せん択たく肢しとして魔王の怪造を考えつかないわけもないのに。

　ふう──と宇宙木は顔を伏ふせて嘆たん息そくした。

「……参ったわ。これなら《鳳フエニ凰ツクス》が大量虐ぎやく殺さつしていたほうがマシだったかもしれない。これは怪かい造ぞう学会本部が動くわね──最低でも、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの誰だれかが私に説明を求めにくるかな。あの変人どもと顔をつきあわせるのは勘かん弁べんこうむりたいんだけど──」

「なんです？」

　蟻馬が疲つかれの見える表情で宇宙木の独り言に反応する。

　いつもはきっちりとしている彼の髪かみ形がたも服装も、どこか張りがない。彼には《鳳フエニ凰ツクス》が到とう着ちやくする前に《鳳フエニ凰ツクス》の進路だったふくだの町から住民を避ひ難なんさせる指揮をとらせたり、その後も地下鉄の交通封ふう鎖さを行ってもらったり、たくさん怪造されていたらしい《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》の始末をさせたりとかなり見えないところで活かつ躍やくしてもらっていたのだ。

　疲れもするだろう。

　蟻馬は不満そうにぶちぶちと愚ぐ痴ちを吐はく。

「……校長、なんで私ばかりがこんなに不当な労働に従事せねばならんのですか。妖あやかし森のもりとか園その日ひ暮ぐらしとか、暇ひまな教師はたくさんいるでしょうに」

「嫌きらいだから」

　宇宙木は普ふ通つうに言ってのけた。

「君のことが嫌いだからに決まってるじゃない」

「…………」

　さしもの蟻馬も──ここまで正直に嫌いだと断言されたのは初めてだった。

　しかし反応もできず硬こう直ちよくしていると、宇宙木はかるく笑って「冗じよう談だんよ」とつぶやいた。

「単純に、伊依くんを助けるのは君の役目だと思ってね」

「……は？」

　なんのことだ。意味がわからない。

　たしかに伊依が全力で《鳳フエニ凰ツクス》に相対できるよう、陰かげで舞ぶ台たいを必死に整えたのは蟻馬である。むしろ伊依よりずっと過か酷こくな戦いをくりひろげてきたのだ。一人で。

　それはいい。別にいい。特別手当としてお金をもらったりとかそういう見返りもなかったけど、労ねぎらいの言葉も一言だけだったけど、そんなことちっとも気にしていない。

　気になるのは──どうして宇宙木がそんなことをさせたのかってことである。

　危険を冒おかし、授業を欠席して単独行動し、上級一位の怪モ造ン生ス物ターと戦うという無む謀ぼうな真似まねを生徒にさせながら、ただ静観していた彼女の真意。

　考えていると、それを読んだかのように宇宙木は冷然と微び笑しようした。

「確かめたかったのよ──」

「はい？」

「──彼女の才能をね」

　それはとても冷たい、氷よりもなお冷たい、限界まで熱せられたこの部屋をも凍いてつかせてしまうような怜れい悧りな声だった。蟻馬はごくりと生なま唾つばを飲む。

　宇宙木は指先で机を叩たたいた。

「たかだか上級一位の怪モ造ン生ス物ターごとき始末できない才能なら、ここで潰つぶしてあげたほうが伊依くんのためと思ってね。ただ──まことに可哀かわい想そうなことに、彼女はその試験を突とつ破ぱしてしまったわ。それも本来なら許されない魔ま王おうの怪造という方法でね」

　宇宙木は冷れい酷こくに空笑いし、その硬かたい質感の髪かみを撫なぜた。

「彼女はこれから忙しくなるわよ。眠ねむっている暇もないくらいに。そういう意味では──私は罪深いわね。彼女に怪造学校が廃はい校こうになる危険を示し、執しつ行こう部ぶが動けば《鳳フエニ凰ツクス》が殺害されるという事実を伝えたのは──彼女を単独行動に走らせたのはこの私。そして彼女と《鳳フエニ凰ツクス》の対決という舞台を整えたのも私。私は知らずに彼女が魔王を怪造せざるを得ない運命を造りあげてしまったのよ。なんと罪深い──救いがたい女でしょうね？」

　ひとしきりつぶやいて、深呼吸し──宇宙木は部屋の死角に視線をやった。

　そして透とう明めいな声で宣言する。

「聞いていたかな？　全すべての責任は私にある。間ま違ちがっても──伊依くんには手をださないで。魔王の復活を阻そ止しするために伊依くんを消すというのなら──私は私の最後の誇ほこりを懸かけて君たちと戦わざるを得ないけど」

　ぬるり。

　宇宙木と、そして蟻馬にとっても死角となっていた部屋の暗がり。いつからそこに立っていたのか──三つの異形が姿を現した。闇やみから生まれたかのように、唐とう突とつに存在を主張した彼らは、瞬しゆん間かん移動でもしてきたかのように唐突にそこにいた。

　蟻馬は思わず悲鳴をあげる。

　そこに立つ異形どもには人間らしさが残らず欠けつ如じよしていた。幽ゆう霊れいでも出たのかと思う。歪わい曲きよくし──密度を濃こくした、強きよう烈れつな人格が顕あらわす特有の存在感。

「あなたが全力で戦ったとして」

　音おん叉さを叩いたような、一定の周波数に延々と響ひびく静かな声だった。

「我々に勝利する確立は二割に満ちません」

　それは見たところ小学生くらいの、原色に近い緑色の髪が特とく徴ちよう的な少女だった。世界が数式に見えているのではないかと思う冷れい淡たんな瞳ひとみ。喋しやべるときもほとんど唇くちびるを動かしていない。

　なにより特徴的なのは、その少女がかぶっている巨きよ大だいな帽ぼう子しだった。否いな──すでに帽子と表現していいものかもわからない、どう考えても少女の上半身ほどもある巨大な球状の帽子。中身に何が詰つまっているのかはわからないが、とにかく重たそうだった。しかし少女はバランスを崩くずすこともなくお手本のような姿勢で立ち、羽は衣ごろものように肩かたや腕うでにかかった長ちよう髪はつすら動かさずに宇宙木を見ている。

　音叉の声が鮮せん烈れつに響く。

「無謀な戦せん闘とうはすなわち自殺です。自殺は美観的に美しくなく、道義的に誇らしくなく、宗教的にも誉ほめられたものではありません。故ゆえに、その行こう為いを実行するのは止よしておくべきと久く渡どは極きわめて善意的な忠告を提示しておきます」

「相変わらず回りくどい喋り方をするものだね、副総長」

　宇宙木は嫌いやそうな顔でそれだけつぶやき、キノコ頭の少女を氷の瞳で見つめた。

　そして、その背後に無音で存在する二つの異形も。

　一人は異様なことに全身を漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうで覆おおっており、肌はだがどこにも露ろ出しゆつしていない。背せ丈たけも見上げるほど高く、眼光だけが炯けい々けいとしている。全身鎧よろいの巨きよ人じんは直立不動の姿勢で腕を組んでおり、その腕の先から伸のびた鎧と同色の刃は物もので全体像は十じゆう字じ架かのように見える。

　その足元に座りこみ、面めん倒どうそうな顔であらぬ方向を見ているのは若い男である。腰こしと背中と肩、三箇か所しよに鞘さやに収まった刀を下げている。その刀は全て長さが違ちがう。特徴的なのは頭部を守るための鉢はち金がねと籠こ手てに真しん紅くで描えがかれた〝斬ざん〟の文字。

　宇宙木はそんないかにも怪あやしげな人物たちにもさして動じず、彼らの中央、一歩だけ前にでているキノコ少女に疲つかれたような視線を向けた。

「高たか橋はし十とうに不ふ動どう霧きり晴はる──これまた無口な人間ばかり集めたものね、副総長、これは自分の饒じよう舌ぜつさを印象づけるための配役なのかな？」

「極めて常識的な判断からあなたの発言を意図的に無視させていただきます」

　少女は眉まゆすら動かさずに淡たん々たんと告げた。

「お久しぶりですね、と儀ぎ礼れい的に挨あい拶さつしておきます。宇宙木氷蜜。去年の定期集会以来です。お互たがい忙いそがしいとなかなか顔を合わせられませんね、たまには仕事以外の機会にも会いたいものです──とさりげなくあなたへの親愛をちらつかせて好意的な反応を引きだそうという打算的な発言をしておきます」

　裏から表からぜんぶ語ってしまう少女の口調に嘆たん息そくし、宇宙木はそっぽを向いた。

「できれば君たちのような濃い人間とは顔を合わせない平へい穏おんな人生を歩んでいきたいんだけど。しかし本当に久しぶりね。久く渡ど貴き乃の子こ──相変わらずの巨大な頭。それは何かな、前から尋たずねようと思っていたんだけど〝頭でっかち〟という洒落しやれなの？」

「我々にもあまり時間的な余よ裕ゆうがなく、下らない発言に反応している暇ひまがあるのなら話を進めてしまいたいという便べん宜ぎ的な思考から無視させていただきます」

　無視するのにきっちり理由を説明するようなやつは初めて見た。蟻馬は底知れない異形たちにどう反応したらいいかもわからず、ひたすらに両者の顔を交こう互ごに見ていた。幸いなことに久渡と呼ばれた少女は蟻馬に興味がないらしく、宇宙木のみを見つめて語っている。

「さて──我々が今日こうして激務の合間をぬってこの学校を訪おとずれた理由がわかりますか、という質問ではなくただの確かく認にんでしかない定例的な発言をして、あなたの答えがなんであろうと久渡はこうつづけます。もちろんあなたの生徒が一時的とはいえ魔ま王おうを怪造してしまったことについて我々に納なつ得とくのいく説明をしていただくためです、と」

「…………」

　さすがの宇宙木もつっこみをいれるのが面倒になったのか、久渡の喋り方には何も文句をつけずにはっきりとした声で告げた。

「それはさっき君たちがそこで立ち聞きしたとおり──全すべては私の責任よ。空すかい井い滅めつ作さくの娘むすめを窮きゆう地ちに追いこんでその実力を測ろうとしたけど、彼女はその窮地を打破するために魔王を怪造してしまった──と。まぁ不幸な偶ぐう然ぜんね。事故といってもいいわ」

「それでは──宇宙木」

　久渡は何かを考えるように初めて表情を動かし、静かに問いかけた。

「正直に尋ねても仕方のない類たぐいの質問をいたしますが、あなたはその空井伊依──あるいは魔王をつかって、なにかしら陰いん謀ぼうを企くわだてているというわけではないのですね？　あなたは故意に魔王を現界カナイに呼んだわけではなく、なりゆき的にそうなってしまったと──」

　宇宙木は絶対零れい度どの瞳に壮そう絶ぜつな色を灯ともして、言った。

「そこはもう信用してもらうしかないけどね」

「…………」

　久渡は宇宙木の返答の裏と表を探さぐっているのか押し黙だまり、宇宙木もまた全身を警けい戒かいさせて久渡の反応を待っていた。久渡の背後の二人は動かず、蟻馬もまた動けない。

　殺人的な静せい寂じやくが──しばし室内を支配した。

　やがて久渡は冷れい徹てつな瞳ひとみで宇宙木を見た。

　そして淡々と告げる。

「いいでしょう。信用しておきます。魔王も本格的に目覚めたわけではありませんし──被ひ害がいもとるにたらないものです。ただし、二度は許しません。それを肝きもに銘めいじておきなさい。たとえ不幸な偶然でも事故でも、二度目があればあなたを理り不ふ尽じんに抹まつ殺さつします」

　そして久渡はくるりと背中を見せる。そうするとどこが顔なのか輪りん郭かくがおかしいのでよくわからなくなる。他の二人も立ちあがり、やはり無言でこちらを見る。

「これは内ない緒しよですが──と前置きする時点で内緒ではない類の発言をしますが」

　久渡は振ふり返らないで、あくまで淡々と語る。

「久渡は正直、安心しているのですよ。久渡は噓うそをついたことを告白して正直者という美び称しように酔よいしれますが──あなたが死ぬ気で我々に向かってきた場合、実際の勝率は二割に満たないどころか六割に近いのです」

　当たり前のようにそう告げて、彼女は小さく手をあげた。

「さて高橋。用は済んだことですし、本部に帰き還かんして総長に報告をしましょう」

「………ギ」

　高橋と呼ばれた全身鎧よろいの巨きよ人じんは低く唸うなり、ぶおんと両りよう腕うでを振るう。すると空間に光にまみれた亀き裂れつが生じる。そのまま高橋はその亀裂に腕をつっこみ、力任せに広げて大きな穴をこじあけた。いや──そんなことが物理的に可能なのかは知らないが、とにかく蟻馬にはそう見えた。

　そこにまず高橋が足を踏ふみいれ、やる気のない足取りで不動もそれにつづく。久渡はほとんど上体を動かさずに彼らの消えた空間の亀裂に手をかけ、宇宙木に微び笑しようする。

　初めて見せた彼女の笑え顔がおはごく普ふ通つうの少女のものだった。

「できるかぎり、せめて我々くらいは友好的でいたいものです。同じ怪レイ造・モ学ンス教テイ授アなのですからね──宇宙木氷蜜」

　そして光に吸いこまれ、最後に巨きよ大だいな頭をぐおんと下ろしてお辞じ儀ぎする。

「それでは失礼しました──という失礼したという自覚はまるでない挨拶をして、さようなら」

　その頭もすぐに光に吸いこまれ、久渡の姿が完全に消えると同時に空間の亀裂も消しよう滅めつする。あとにはやはり何の変へん哲てつもない普通の空間が残るばかり。

　蟻馬は魔ま人じんたちの雰ふん囲い気きの残ざん滓しにしばらく言葉を失っていたが、やがて彼女らの消えた空間から宇宙木に視線を戻もどし、ちょっと驚おどろいて声をあげた。

「……どうしたんです、校長」

　宇宙木はぐったりと机につっぷしていた。

　そして死体のような声でつぶやくのだ。

「いや──ものすごく疲つかれたわ。聞いてのとおり、あいつら全員が怪レイ造・モ学ンス教テイ授アなんだけどね──喋しやべっていると身体中から元気やら気力やらが吸いとられていくというか、めちゃくちゃ疲れるのよ。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの定例集会が一年に一回しかないのはそのくらいでないと体が保もたないからで」

「そんな裏事情があったんですか。明らかに少なすぎるなぁと思っていたんですが」

　まぁ、実際に彼らの姿を見た今となっては納得できる。これが一ヶ月に一回とかだったら常人ならまず死ぬだろう。

　そんなことを蟻馬が考えていると、宇宙木は疲れたなりに朗ほがらかな笑みを見せた。

「まぁ──とりあえず、怪造学会からのお咎とがめは無いようだから良しとするわ。正直なところ、私はこの高校の廃はい校こうくらいは覚かく悟ごしていたのよ」

　安心した顔をして、片かた肘ひじをつくと彼女は微かすかに乱れた髪かみを手で直した。

　宇宙木はもう疲れを回復させたのか、校長としての威い厳げん溢あふれる顔で語る。

「……問題が残っているとしたら、伊依くんのことね。蟻馬くん、伊依くんの容態はどんな感じかな？　魔ま王おうを怪造して只ただで済むとは思っていないけど、命に関かかわるようなことにはなっていないんでしょう？」

「微び妙みようですね──」

　蟻馬は伊依のことを思いだす。

　自分がどれだけ苛いじめても、嫌いやがらせしても、ちっともめげないで元気に振ふる舞まっていた彼女が、まるで病人のようにぐったりと衰すい弱じやくしていた。一日たらずで随ずい分ぶんと瘦やせていて、頰ほおの骨が見えそうだった。

　なるべく暖だん房ぼうの利きいてない場所には出向きたくないという宇宙木に代わり、蟻馬は伊依に今回の事件について話を聞いたが、伊依はべそべそと泣きながら死にそうな声で語り、以前の伊依と同一人物とはとても思えなかった。

　あらゆる運命が彼女を打ちのめしていた。

　親友が死に、また自分が怪造した怪モ造ン生ス物ターが《鳳フエニ凰ツクス》を殺してしまったという事実──それが《鳳フエニ凰ツクス》に全身を焼かれ、魔王の怪造により衰弱した彼女にはひどくこたえた。伊依は保健室のベッドから動けず、食事も食べては吐はいてしまう状態らしい。

　蟻馬はなんだかそれが面おも白しろくない。

　伊依がめちゃくちゃに落ちこんでいて、嬉うれしいはずなのにちっとも心が躍おどらない。

　きっと宇宙木に激務を命じられて疲れているからだ、と蟻馬は思う。

　喜ぶほどの体力もないのだ。

「──保険医のハッピー＝クウネルは怪あやしげな外国人ですが腕は確かです、外傷についてはほとんど問題ないでしょう。怪モ造ン生ス物ターを利用した治ち療りようでほとんど傷きず跡あとも残さずに回復したはずです。ただ──」

　そこで蟻馬は言葉をにごす。そう簡単には治らない傷もある。

　宇宙木も深く頷うなずいた。

「やはり問題は精神的なものでしょうね──伊依くんがどれだけ前向きな性格でも、今回の事件は十五歳の女の子にはつらすぎたわ。時間をかけて癒いやしていくしかないんだろうけど──」

　そこで彼女は蟻馬を見る。

「私としては、こんなことで伊依くんに挫ざ折せつして欲しくないわ。彼女の無限の可能性を──潰つぶしてしまうのは本意じゃない。今回の事件は私が仕組んだようなものだし、これでも責任を感じているのよ。なんとかして伊依くんを立ち直らせてあげたいわ」

　宇宙木はしばらく憂うれいをおびた思案顔で窓の外を見ていた。

「──そこで、だね」

　だぁん、と唐とう突とつに。

　宇宙木は力強く机を叩たたき──真まっ直すぐに蟻馬を指差してくる。

　死ぬほど嫌な予感がする満面の笑みで。

「……蟻馬くん。私は君に活かつ躍やくしてもらうことに決めたわ」

「校長の私への命令は毎回毎回かなりキツいので、できることなら辞退したいです」

「給料カット」

「申し訳ありません。なんなりとお申しつけください」

　蟻馬は即そく座ざに土下座した。

　勘かん弁べんしてくれ。この暴君が。

　もちろん公務員である蟻馬の給料を宇宙木が決められる道理はないのだが、道理が通用しないから宇宙木という女性は厄やつ介かいなのである。

　彼女はにやにやと笑っていた。

「現金な男ね。現金な男は嫌きらいじゃないわ」

　もちろん好きでもないのだろう。

　さもなければこうまで苛めまい。

　給料カットという最終兵器に怯おびえまくる蟻馬に、宇宙木は意地悪に笑った。

「まぁなに、そう構えなくてもいいわ。君にやってもらいたいことは簡単な話、伊依くんを励はげますことだから。がんばれ、でもいい、負けるな、でもいい、なんの捻ひねりもないごく普ふ通つうの励ましで伊依くんを慰なぐさめてあげてちょうだい」

「…………」

「あ、死ぬほど嫌そうな顔をしたわね？　なかなかセクシーよ。だけど私は久渡を見習ってその表情を恣し意い的てきに無視します。とにかくね、精神こころの傷の特効薬は──陳ちん腐ぷな表現で悪いけど、誰だれかの愛、優やさしさ、そういったものなのよ」

　それを自分が伊依に与あたえろと？

　蟻馬は無む駄だとわかっても抗こう弁べんをしてみた。

「それなら──私なんかより、それこそ校長のほうが適任でしょう。私には無理ですよ、あそこまで傷ついた人間を癒すことなんて」

　殊しゆ勝しような表情で宇宙木の同情をひいてみる。

　もちろんそんな演技が通用するような人間なら最初から苦労はない。

　宇宙木氷蜜は微び笑しようして、意味ありげにつぶやいた。

「いや──適任は君よ」

　そして不思議なことをつぶやく。

「……言い直すわ、君にしか癒せない」
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　保健室の扉とびらを開くと、パジャマ姿の伊依がベッドの上に体を起こしていた。腕うでや首には包帯が巻かれ、頰ほおには絆ばん創そう膏こうが貼はりつけられている。しかし最も痛々しかったのは泣きはらしたその顔で、空元気にふるまって見せる彼女の笑え顔がおだった。

「あ──先生」

「お、おう」

　蟻馬はなんとなく気き後おくれしながらも、薬品臭くさい保健室を歩いて彼女のもとまで歩いた。

　さすがにこんな痛々しい笑顔の女の子を苛いじめるような根こん性じようはない。

「もう起きて平気なのか」

「はい──。まぁ、平気じゃないんですが、いつまでも眠ねむってるのも迷めい惑わくかなって」

　笑っているがその表情は死んでいる。これは相当に無理をしているのだろう。鈍どん感かんな蟻馬にすらわかる。ちょうどベッドに腰こしを降ろしていた魅み神かみ香か美みも呆あきれて嘆たん息そくする。

　そして伊依の首筋に抱だきついてぐにゃぐにゃと弄もてあそぶのだ。

「ずっと眠ってたって良きかなだわ。あちきが養ってやる。そいで眠り姫ひめを起こそうとする王子面づらしたやつ全員ぶっ飛ばしてやんの」

「あはは、ありがと、カービィちゃん」

　意味がよくわからないがとりあえず励ましたらしい。

　蟻馬はじゃれている二人に曖あい昧まいな笑みを向けながら、すすめられた備えつけのパイプイスにゆるりと腰かける。

　しかし──伊依の落ちこみようは思ったよりも深刻そうだった。このげっそりとした顔で笑顔を見せられても心配しかできない。これなら壁かべとかに向かってぶつぶつ恨うらみ言をつぶやいていられたほうがマシというものだ。

　香美は憮ぶ然ぜんとして伊依から離はなれ、幼児のように唇くちびるを尖とがらせた。

「カービィじゃなくて香美だもんね、あちき。けど蟻馬先生、蟻馬先生がいてくれるとまだあちきも楽ができるわ。これがあちきと二人っきりだとね、この伊依とかいう目から体液を流す生き物がもう洪こう水ずい注意報発令中なのよ。浪漫ロマンじゃないわ」

「俺が？」

　なんでまた？　自分のような嫌いやがらせをしてくる教師の前では弱みを見せたくないという心理が働くのだろうか。よくわからないが、伊依が「ちょっとカービィちゃんやめてよやめてよ泣くよ怒おこるよ」といきなり真っ赤になって叫さけびだしたので考えられない。

　蟻馬にはわけがわからない。

　香美はそんな伊依に表情をくしゃくしゃっと綻ほころばせるも、すぐに真面目まじめな顔になる。

「──伊依、やっぱり事件をすごく引きずってるの。なかでも桃子ちゃんが死んじゃったことが特にアレよ、致ち命めい傷しよう。しかもうっかり即そく死しにならない致命傷。そんで血ち飛沫しぶきばしゅばしゅ顔面蒼そう白はくたいへん痙けい攣れんしてるわ救急車、救急車！　の伊依ちゃんをあちきは見ていることしかできない通行人Ａ」

　香美の比ひ喩ゆの意味もいまいちわからない。

　蟻馬はわかったようなわからないような顔でとりあえず頷うなずく。

　伊依は申し訳なさそうな顔で、布ふ団とんをかぶったままの膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった。

「ごめんね……」

「謝られると本当にあちき存在意義がないのだけど。あのね、あちきは好きでおたくの面めん倒どうをみてるの。でてくる言葉は〝ありがとう〟以外認めません。両りよう替がえもできません。５０ゴメンネーで１アリガトーと交こう換かんとかそういうサービスは承うけたまわっておりません」

　ますます意味がわからない。香美はちろりと蟻馬を見る。

「先生、どうにかしてやってよ。こんな感じにね、隙すきを見せるとなんか謝るし、食事も喉のどをとおらずにずっと泣きっぱなしなのよこの子。涙なみだの滝たきを天然記念物として永久保存してるのよ。このままじゃ人間として違ちがうと思うんだけど慰なぐさめても効果なくてね……。なんか、友達として悔くやしいわ。自分の友達度が完全に桃子ちゃんに負けている気がして」

　香美ははふうと気だるげに嘆息した。

「でも、しょうがないのかもだわ。伊依は桃子ちゃんが大好きだったのだもの。そんな友達が自分を護まもって死んだのよ、これはそうそう癒いやされる傷じゃあないわ」

　だけど泣いてたら桃子ちゃんも浮うかばれないわよ──と、香美は優しくつぶやいた。

　変な口調と気まぐれな性格でそうと知れないが、この少女はきっとすごく友達想おもいなのだろうなと蟻馬は思った。自分は幼少時代に友達がいなかったので素す直なおに羨うらやましい──そんな思いにとらわれながら、蟻馬は伊依を見る。

　桃子の名前がでてまた心の傷から出血したのか、泣いてしまった。見苦しく泣き喚わめくことはない。ただ堪こらえられないというように嗚お咽えつをあげる。

　とても苦しそうに、哀かなしそうに、寂さびしそうに伊依は泣いている。世界のどこに研究対象でしかない怪モ造ン生ス物ターを失ってこうして泣いてやれる怪モン造ステ学イス者トがいるだろうか。蟻馬には彼女の涙が理解できない。怪モ造ン生ス物ターが死んだくらいで泣いて馬鹿みたいである。しかし──きっと、これも一つの才能なのだろうなと少しだけ思っている。

　怪モ造ン生ス物ターを〝友達〟と断言し。

　研究対象ではなく純じゆん粋すいに愛し。

　人間と彼らが一いつ緒しよに暮らせる世界を望む怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ──空井伊依。

　怪モ造ン生ス物ターのランクづけを下らないと言ってのけ。

　みんな平等で素す晴ばらしいのだと既き存ぞんの怪モン造ステ学イス者トを批判し。

　怪モ造ン生ス物ターの生物実験や扱あつかいの格差を嫌けん悪おする少女。

　なんでもこなせる秀しゆう才さいではなく全く新しい可能性を持つ天才。

　怪造学界の救世主。

　彼女は一連の事件で、恩師の死体を発見し、孤こ独どくに強力な怪モ造ン生ス物ターを追い、戦い傷つきたくさん哀しんで、最後に大切な友達までも失ってしまったけれども、根本的なところでは変わらなかったのだと思う。彼女は空井伊依だった。空井滅作の娘むすめなのではなく、空井伊依なのだった。真まっ直すぐな少女は苛か酷こくな試練を乗り越こえても歪ゆがんだりはせず、真っ直ぐなままで、きっと尋たずねれば怪モ造ン生ス物ターは〝友達〟だときっぱり断言するのだろう。

　そんな彼女が蟻馬にはやはり理解できなくて、苛いら立だたしくて、どうしても好きにはなれないのだけれども、少しだけ──羨ましかった。

　蟻馬は伊依を前にちょっと気まぐれをおこし、たまには優しくしてやるかと発ほつ作さ的に思った。

　ここで彼女を破は滅めつさせるのはとても簡単だろう。しかしそれでは蟻馬の気がすまない。自じ慢まんできることではないが、自分はけっこう陰いん湿しつなのだ。伊依には在学中、ずっとねちねちと嫌がらせをすることに決めているのだ。こんなところで潰つぶれてもらっては困るのだ。

　まぁそういう御ご託たくは置いといて、とにかく今は伊依の涙がとりあえず鬱うつ陶とうしい。

　蟻馬は何か照れくさくって伊依の顔を正面から見ず、なんとなく包帯の巻かれた首のあたりに視線をやりながら言った。

「空井。おまえはそれで、あの《雪クールキ童ユーテイ》の死をはっきりと確かく認にんしたのか？」

「え──」

　伊依は不意な蟻馬の言葉に、嗚咽を苦労して飲みこむと涙をぬぐった。

　傷ついても真っ直ぐな瞳ひとみは宝石のように煌きらめいていた。

「確認──て」

「あいつを怪造してみたのか？　《鳳フエニ凰ツクス》に──焼き尽つくされてから」

　焼き尽くされる。その悪夢のような光景を思いだしたのか、伊依の表情が悲痛に歪む。蟻馬はあえてそれを無視して彼女の瞳を今度は正面から見た。

　伊依は苦しそうな顔で、傷を抉えぐるように語った。

「怪造──して、いません、だって、死んでいるって確認しても哀しいだけじゃないですか。桃子ちゃんを怪造しようとして、それで怪造できなかったらどうするんですか、桃子ちゃんの反応が見つけられなかったらどうするんですか、桃子ちゃんが死んじゃったって確認してそれでどうするんですかッ。──つらくなる、だけじゃないですか。あたしはきっと怪造に失敗したとたん……全てのことが嫌いやになります。だから──」

「見つからなかったら」

　蟻馬は即そく座ざに伊依の泣き言を粉ふん砕さいした。

「また探せばいい。探して、探して、探しつづければいい。虚界アンダカは広くてなんでもありの世界だ、あいつがどうにか生きている可能性も決してゼロじゃない。だから空井、ずっとあいつを探して、大人になっても探して、死ぬまで探しつづけろ。あいつはおまえの友達なんだろう──友達なら、諦あきらめずにずっと探しつづけてやれよ」

　あぁ自分はなにを語っているのだろう。気が狂くるったに違ちがいない。しかし自分のものとも思えない言葉は口から流れるように零こぼれ落ちて、伊依の顔に希望の波は紋もんを広げている。

「どうせ死んじゃったんだって諦めて、それであいつが生きていたらどうする？　おまえが探してくれるのをあの暗くら闇やみの世界でずっと待っていたとしたらどうする？……勝手に諦めて結論して、あいつを死んだことにするっていうのならばおまえは友達失格だ。なにもしないで絶望するよりせめて希望を抱いだいて探しつづけろよ。俺たちは誰だれだ。怪モン造ステ学イス者トだ。怪モン造ステ学イス者トは怪モ造ン生ス物ターを探しつづけるんだよ。希望を抱き、暗闇を手て探さぐりで探求している馬鹿な冒ぼう険けん者だ。おまえもその怪モン造ステ学イス者トの卵だろう──ならば、誇ほこりを持って探しつづけろ」

　最後にはもうこれが口からのでまかせなのか自分の本心なのかわからなかった。

　それでも最後まで言わなくては落ちつかないと思ったので──蟻馬は告げた。

「──それが怪モン造ステ学イス者トの、怪モ造ン生ス物ターに対する唯ゆい一いつの礼れい儀ぎだ」

　おそらく初めて教師として生徒の伊依にそう告げて、唐とう突とつに恥はずかしさがこみあげてきて蟻馬はぞんざいに言った。

「いいからさっさと怪造しろって。おまえはベッドで腐くさってるようなのは似合わないんだよ。なんでもいいからめちゃくちゃに行動して、なんかをでたらめに摑つかみとれよ」

　だいたい自分はうじうじしている奴やつは嫌きらいなのだ。だからいつでも明るい馬鹿が泣いていると無む性しように腹がたってくるのだ。

「──それがおまえの怪造学だって、俺は思ってるんだがな、どうだ？」

「────」

　伊依はその言葉に、なんの根こん拠きよもなく口にした蟻馬の言葉に、意外なほどに呆ぼう然ぜんとして──。

「なるほど」

　いきなり笑った。

「あははは。あっはははははは！」

　蟻馬は本当に彼女の気が狂ったのだと思った。だがそれは狂きよう人じんの笑いではなく、爽さわやかな、伊依らしい真っ直ぐな笑い声だった。

　伊依はベッドの上で跳はねあがった。そしてシーツを踏ふみしめて宣言する。

「あはは。そうだった」

　そして蟻馬を見る。香美も見る。そして窓の外──おそらく桃子の姿を幻げん視しして。

「そうだった。そうだったよ。先生──ありがとう」

　宇宙木が何気なく示し唆さしたとおりに、気が抜ぬけるほど簡単に立ち直った。

　これは自分が癒いやしたということになるのだろうか。

　ツインテイルの髪かみが興奮した動物の尻尾しつぽのように飛び跳ねている。

「それがあたしの怪造学。空井伊依の虚界アンダカの怪造学」

　そして窓をガラっと開き、遠くに見えている水平線に思いっきり叫さけぶのだ。

「よぉおおおし、そうだったー！　ふっかーつ！　さっきまでのあたし馬鹿みたい！　うわ本当に馬鹿みたい！　なにをぐじぐじしてたんだろ。桃子ちゃんがいないんなら、どんどん探せばいいんだよね。諦めて落ちこんで腐ってた。本当あたし馬鹿みたい！」

[image: ]

　そして蟻馬と香美を振ふり返り、気持ちいいほどに真っ青な大海を背景にして宣言した。

「ではではっ！　善は急げ！　古頃怪造高等学校一年星組出席番号七番、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グの空井伊依、さっそく桃子ちゃんを探すために虚界アンダカの世界に旅立ちますッ！　蟻馬先生、カービィちゃん、がんばるから見ていてね。父さんも邪じや魔まをしないでね。きっとこれが──あたしの、生まれて初めてのあたしのための怪造なんだから！」

　しゃん、と伊依の両手首に装着された《門ＧＡＴＥ》が擦こすれて音をたてる。

　特とく徴ちよう的なツインテイルと胸の髑どく髏ろが揺ゆれている。

　伊依はそれはもう爽やかな満面の笑えみで、美しくも力強く両手を交差させた。

「──さぁ、あたしはこれから歩き始めるよ。自分の足で、自分の心で、馬鹿にしないで気長に見てて、いつかは偉えらい怪モン造ステ学イス者トになってみせるから。そいで人間と──怪モ造ン生ス物ターが、一いつ緒しよに暮らせる世界をつくるんだ。〝友達〟と一緒に暮らせる世界を──」

　昼下がりの古頃怪造高等学校の校舎はにわかにざわめいている。

　両手を一いつ斉せいに左右に開き、彼女は怪造を始める。

「今日はその──記念すべき第一歩なんだよ」

　真まっ直すぐな声で宣言して、無限の才能を持つ少女──空井伊依は限りなく遠い隣となりの世界に向けて旅にでる。それは彼女の伝説のほんの序章にすぎない第一歩。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて！　虚界アンダカの闇やみに歩を進め！」




　歩き始めた怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ、空井伊依の物語はまだ始まったばかり──





アンダカの怪造学Ⅰ〈了〉









　あとがき







　こんにちは。日日日です。名前の由来は日ひ三みつです。えーと、新人作家があとがきを書くにあたって、経験豊かな担当編集者さんから「こんなふうに書いたらいいよ」と助言があるというのは聞いたことがあったのですが、僕の敬愛する担当さんは素す敵てきな微び笑しようとともに「くれぐれも読者を挑ちよう発はつしたり呪のろったりしないようにね」と爽さわやかな助言をくださいました。いったい僕は何者だと思われているのでしょう。

　ということで、助言に従いなるべく挑発や呪じゆ詛そが読者さんに向かないよう気をつけたいと思います。いえ、常つね日ひ頃ごろからそんなものを発散しているわけじゃないのですが。

　この『アンダカの怪造学』というお話はなるべく〝正統派〟に見えるよう書いた学園モノであり、冒ぼう険けんモノではないわけですが、その執しつ筆ぴつ、推すい敲こう、改かい稿こうもろもろの作業はまさに冒険でした。だって右も左もわからないですもん。どこの暗くら闇やみから怪かい物ぶつがでてくるか、どういう行こう為いをすれば読者さんに嫌きらわれるか、それらこの小説世界で生きていくのに必要な知識をたくさんのひとに教わりました。そのおかげで、どうにかこうにか今日も生きています。この場をお借りして、感謝の言葉を捧ささげたいと思います。

　まずは大魔ま王おう。否、頼たよれる戦友の担当さん。担当さんには日本語の使い方、映画的表現法、改稿の仕方、などなど様々な基本的知識および応用・発展の手法を伝授していただきました。容よう赦しやないつっこみと日日日に欠けているネーミングセンスをばっちり埋うめてくれるその感性に、何度も何度も助けられました。ありがとうございます。

　そして、絵師を担当していただいたエナミカツミさん。これまでの高著とは全く方向性の違ちがう絵え柄がらを、驚きよう異いの速度と完成度で仕上げるその様に僕は天才を確信しました。わかりにくいキャラ描びよう写しやで困こん惑わくさせたりしましたが、これからも素晴らしい絵をお願いします。

　最後に、読者さん。挑発や呪いはなかったでしょうか？　この本を読んで、少しでも楽しんでいただけたでしょうか？

　もしも否なら更さらなる精しよう進じんを、肯なら格別の幸福を抱いだいて前へ進みます。

　蛇だ足そくとして、この本と同時にファミ通文庫から『狂きよう乱らん家か族ぞく日につ記き　壱いつさつめ』が同時発売します。そちらもアンダカともどもよろしくお願いします。





日日日。









　解説







　日日日と書いて〝あきら〟と読む──。

　この奇き妙みようなペンネームを一発で読めた、そこのアナタ。アナタは、もうすでにいくつかの日日日テイストを体験していますね？

　一発で読めなかったそこのキミ。それでいいんです。読めなくて当然です。私も読めませんでした。でも、そんなキミも本作を入口にこれより日日日テイストの虜とりことなることでしょう。




　本作『アンダカの怪造学』は、第８回角川学園小説大賞の優ゆう秀しゆう賞を受賞した作品です。同賞は、これまでフレッシュな才能を持つライトノベルの書き手を輩はい出しゆつしてきた小説新人賞で、椎しい野の美み由ゆ貴き（第６回大賞・代表作『バイトでウィザード』）や岩いわ井い恭きよう平へい（第６回優秀賞・代表作『ムシウタ』）らをはじめとする有望若手作家たちを世に送り出してきました。つまり日日日もこの諸先せん輩ぱい方と同じく、新人賞を受賞した〝新人〟作家なのです。ところが、我々が賞を授けてみたら、この〝新人〟はタダの新人ではなかったのです──。

　すでにご存じの方も多いと思いますが、日日日は第８回角川学園小説大賞・優秀賞以外にもほぼ同時期に三つもの小説賞を受賞していたのです！

　碧へき天てん舎しや第１回恋愛小説コンテスト・ラブストーリー大賞受賞。第４回新しん風ぷう舎しや文庫大賞・大賞受賞、第６回エンターブレインえんため大賞・佳か作さく受賞……すなわち四冠かんという、新人らしからぬ輝かがやかしい〝戦歴〟を持ったツワモノなのです。

　さらに恐おそるべきことは、本作も含ふくめ、それら受賞作のすべてが高校在学中の十七歳（！）のときに書かれ、応おう募ぼされたものだということです。しかも、これらの受賞作群は恋れん愛あいものからホラーにファンタジーまでとジャンルは多た岐きにわたっているから、これまた驚おどろきです。




　ここで本作『アンダカの怪造学』の中身についても少々、触ふれておきましょう。異世界アンダカに棲せい息そくする怪生物をこちらの世界に呼び出し、研究する《怪造学》が一いつ般ぱん的になった世界──それがこのお話の舞ぶ台たいです。主人公の伊い依よりは、怪造生物と呼ばれるモンスターたちを友達と呼び、人間と分わけ隔へだてなく扱あつかう少女。しかし、《怪造学》が一般的になった世界とはいえ、やはり怪造生物たちは、人間からは忌き避ひされる存在。そんな偏へん見けんをものともせず、伊依は、いつかアンダカと現実世界の境界線を壊こわして、人間と怪造生物が仲良く暮らせる世界を作ることを夢見、怪造学の専門高校に入学しますが──おっと、あとは、読んでのお楽しみです。

　ポジティヴだけど、どこか抜ぬけてる主人公・伊依をはじめ、出てくるキャラは、どれも一ひと筋すじ縄なわではいかないクセモノ揃ぞろいで皆みなさんを飽あきさせません。まさにキャラ総立ちとでもいいましょうか？　さらに異世界からモンスターを召しよう喚かんする学問《怪造学》など、世界観設定にも奇き想そう天てん外がいなアイデアがふんだんに盛り込まれています。

　また、一種独特な世界観を創り出す文章感覚。それは、とても今年で十八歳という少年の語ご彙いとは思えぬほど特異な言語感覚です。そして一般文芸にも通ずるかのようなエハツッとジすのる効よいうたな文章が突とつ然ぜん、随ずい所しよで飛び出し、目を覚まされます。

　軽けい妙みようなライトノベル的感覚と重厚な一般文芸的感覚の類たぐい希なミキシング──それが日日日テイスト。さあ、あとは本作を読んで、皆さんの感覚センスで判断してください。




　さて、最後になりましたが、日日日が賞を獲とった四作品は、本作『アンダカの怪造学』と同時発売の『狂乱家族日記』（ファミ通文庫刊）の刊行をもって、すべて読者の皆さんの前に出揃ったことになります。各社の作品はどれもジャンルは異なりますが、どの作品にも日日日の持つ独特のテイストを感じることができるはずです。十八歳という若さながら、一つのジャンルに留とどまらず、様々な作品を書ける作家は、まだそう多くありません。これだけでも彼の持つ無限の可能性を示しているものと思われ、今後の活動が楽しみな少年──いや、青年です。

　常に小説を書いていないと生きていられない──そう語る日日日本人の言葉どおり、その才能は、まさにあふれ出る物語の源泉。

　小説の世界でもジャンルミックスが注目されている昨今、この奇妙なペンネームの青年が、本作の主人公・伊依のように、いつかライトノベルの未来を変える存在になる──のかもしれません。今後も要注目作家の一人として、日日日の活かつ躍やくに注目してください。
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